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安全上のご注意
ご使用の前に、必ずこの「安全上のご注意」をよくお読みください。

ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくご使用いただき、お客様や他の方々への危害や財産への損害
を未然に防止するためのものです。必ずお守りください。
お読みになったあとは、使用される方がいつでも見られる所に必ず保管してください。 

■ 記号表示について

この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のような意味があります。 

■ 「警告」と「注意」について

以下、誤った取り扱いをすると生じることが想定される内容を、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示す
るために、「警告」と「注意」に区分して掲載しています。

この製品の内部には、お客様が修理 / 交換できる部品はありません。点検や修理は、必ずお買い上げの楽器
店または巻末のヤマハ修理ご相談センターにご依頼ください。

「ご注意ください」という注意喚起を示します。 
 
～しないでくださいという「禁止」を示します。 
 
「必ず実行」してくださいという強制を示します。 

警告 
この表示の欄は、「死亡す
る可能性または重傷を負
う可能性が想定される」
内容です。 

注意 
この表示の欄は、「傷害を
負う可能性または物的損
害が発生する可能性が想
定される」内容です。 
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警告

電源は必ず交流100V を使用する。
エアコンの電源など交流200Vのものがあります。
誤って接続すると、感電や火災のおそれがあります。

電源アダプターは、必ず指定のもの（PA-301ま
たはヤマハ推奨の同等品）を使用する。
（異なった電源アダプターを使用すると）故障、発
熱、火災などの原因になります。

電源プラグにほこりが付着している場合は、ほこり
をきれいに拭き取る。
感電やショートのおそれがあります。

電源アダプターコードをストーブなどの熱器具に近
づけたり、無理に曲げたり、傷つけたりしない。ま
た、電源コードに重いものをのせない。
電源アダプターコードが破損し、感電や火災の原因
になります。

この製品の内部を開けたり、内部の部品を分解した
り改造したりしない。
感電や火災、けが、または故障の原因になります。
異常を感じた場合など、点検や修理は、必ずお買い
上げの楽器店または巻末のヤマハ修理ご相談セン
ターにご依頼ください。

本体の上に花瓶や薬品など液体の入ったものを置か
ない。また、浴室や雨天時の屋外など湿気の多いと
ころで使用しない。
内部に水などの液体が入ると、感電や火災、または
故障の原因になります。入った場合は、すぐに電源
スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜い
た上で、お買い上げの楽器店または巻末のヤマハ修
理ご相談センターに点検をご依頼ください。

濡れた手で電源プラグを抜き差ししない。
感電のおそれがあります。

本体の上にろうそくなど火気のあるものを置かない。
ろうそくなどが倒れたりして、火災の原因になりま
す。

電源アダプターコード /プラグがいたんだ場合、ま
たは、使用中に音が出なくなったり異常なにおいや
煙が出たりした場合は、すぐに電源スイッチを切
り、電源プラグをコンセントから抜く。
感電や火災、または故障のおそれがあります。至
急、お買い上げの楽器店または巻末のヤマハ修理ご
相談センターに点検をご依頼ください。

電源 / 電源アダプター

必ず実行 

必ず実行 

必ず実行 

禁止 

分解禁止

禁止 

水に注意

禁止 

禁止 

火に注意

禁止 

異常に気づいたら

必ず実行 
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注意

電源プラグを抜くときは、電源アダプターコードを
持たずに、必ず電源プラグを持って引き抜く。
電源アダプターコードが破損して、感電や火災の原
因になることがあります。

長期間使用しないときや落雷のおそれがあるとき
は、必ずコンセントから電源プラグを抜く。
感電や火災、故障の原因になることがあります。

たこ足配線をしない。
音質が劣化したり、コ
ンセント部が異常発熱
して火災の原因になる
ことがあります。

直射日光のあたる場所（日中の車内など）やストー
ブの近くなど極端に温度が高くなるところ、逆に温
度が極端に低いところ、また、ほこりや振動の多い
ところで使用しない。
本体のパネルが変形したり、内部の部品が故障した
りする原因になります。

テレビやラジオ、ステレオ、携帯電話など他の電気
製品の近くで使用しない。
楽器本体または
テレビやラジオ
などに雑音が生
じる場合があり
ます。

不安定な場所に置かない。
本体が転倒して故障したり、お客様や他の方々がけ
がをしたりする原因になります。

本体を移動するときは、必ず電源アダプターコード
などの接続ケーブルをすべて外した上で行なう。
コードをいためたり、お客様や他の方々が転倒した
りするおそれがあります。

この機器を電源コンセントの近くに設置する。
電源プラグに容易に手の届く位置に設置し、異常を
感じた場合にはすぐに電源スイッチを切り、電源プ
ラグをコンセントから抜いてください。また、電源
スイッチを切った状態でも微電流が流れています。
この製品を長時間使用しないときは、必ず電源プラ
グをコンセントから抜いてください。

指定のラックを使用する。また、付属のネジがある場
合は必ずそれを使用する。
本体が転倒し破損したり、内部の部品を傷つけたり
する原因になります。

他の機器と接続する場合は、すべての機器の電源を
切った上で行なう。また、電源を入れたり切ったり
する前に、必ず機器のボリュームを最小にする。さ
らに、演奏を始める場合も必ず両機器のボリューム
を最小にし、演奏しながら徐々にボリュームを上げ
ていき適切な音量にする。
感電または機器の損傷の原因になることがあります。

本体を手入れするときは、ベンジンやシンナー、洗剤、
化学ぞうきんなどは使用しない。
本体のパネルや鍵盤が変色/ 変質する原因になります。
お手入れには、乾いた柔らかい布をご使用ください。

本体のすき間に手や指を入れない。
お客様がけがをするおそれがあります。

パネルのすき間から金属や紙片などの異物を入れない。
感電、ショート、火災や故障の原因になることがあ
ります。入った場合は、すぐに電源スイッチを切
り、電源プラグをコンセントから抜いた上で、お買
い上げの楽器店または巻末のヤマハ修理ご相談セン
ターに点検をご依頼ください。

電源 / 電源アダプター

必ず実行 

必ず実行 

禁止 

設置

禁止 

禁止 

禁止 

必ず実行 

必ず実行 

必ず実行 

接続

必ず実行 

手入れ

禁止 

使用時の注意

禁止 

禁止 
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本体上にビニール製品やプラスチック製品、ゴム製
品などを置かない。
本体のパネルが変色/変質する原因になります。

本体の上にのったり重いものをのせたりしない。ま
た、ボタンやスイッチ、入出力端子などに無理な力
を加えない。
本体が破損したり、お客様や他の方々がけがをした
りする原因になります。

大きな音量で長時間ヘッドフォンを使用しない。
聴覚障害の原因になります。

作成したデータの保存とバックアップ
DRAMのデータ(48ページ) をストアせずに電源を
切ると、変更した内容は消えてしまいます。保存し
ておきたいデータはフラッシュROM(48ページ) や
コンピューターなどの外部機器に保存してください。
また、フラッシュROMに保存(ストア)したデータ
は故障や誤操作などのために失われることがありま
す。大切なデータは、コンピューターなどの外部機
器に保存してください。

フラッシュROMへの書き込み中(画面に
「Executing...」または「Please keep power
on.」と表示されます)に、絶対に電源を切らないで
ください。
ユーザーメモリー上のデータが失われたりシステム
データが壊れたりして、次に電源を入れたときに正
常に起動しなくなる恐れがあります。

外部メディアのバックアップ
保存した外部メディアの万一の事故に備えて、大切
なデータは予備の外部メディアにバックアップとし
て保存されることをおすすめします。

使用後は、必ず電源スイッチを切りましょう。
電源スイッチを切った状態（電源スイッチが「STANDBY」の状態）で

も微電流が流れています。スタンバイ時の消費電力は、最小限の値で設計
されています。この製品を長時間使用しないときは必ず電源アダプターの

プラグをコンセントから抜いてください。

禁止 

禁止 

禁止 

データの保存

必ず実行 

禁止 

必ず実行 

●データが破損したり失われたりした場合の補償はいた
しかねますので、ご了承ください。

●不適切な使用や改造により故障した場合の保証はいた
しかねます。

音楽を楽しむエチケット
楽しい音楽も時と場所によっては、大変気になるものです。隣
近所への配慮を充分にいたしましょう。静かな夜間には小さ
な音でもよく通り、特に低音は床や壁などを伝わりやすく、思
わぬところで迷惑をかけてしまうことがあります。夜間の演
奏には特に気を配りましょう。窓を閉めたり、ヘッドフォンを
ご使用になるのも一つの方法です。お互いに心を配り、快い生
活環境を守りましょう。

ヤマハ製品では、機能や操作性向上のために、不定期に製品本
体のファームウェアおよび関連するアプリケーションソフト
ウェアをアップデートすることがあります。
シンセサイザー製品の最新バージョンについては、以下の
ウェブサイトで確認、ダウンロードすることができます。お使
いのMOTIF-RACK XSにつきましても、本体ファームウェア
や関連アプリケーションソフトウェアを最新バージョンに
アップデートされることを推奨します。

http://www.yamaha.co.jp/product/syndtm/
なおこの取扱説明書では、本書制作時のバージョンで説明し
ております。製品本体のファームウェアアップデートがある
場合は、本体バージョンの確認方法やその機能/操作について
も上記ページでご確認いただきますようお願いします。
(3)-15 5/4
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このたびはヤマハトーンジェネレーターMOTIF-RACK XSをお買い上げいただきまして、まことにありがとうございます。
MOTIF-RACK XSの優れた機能を使いこなしていただくために、ぜひこの取扱説明書をご活用いただきますようご案内申しあげます。
また、ご一読いただいたあとも不明な点が生じた場合に備えて、大切に保管いただきますようお願い申しあげます。

□ 電源アダプター : PA-301またはヤマハ推奨の同等品

□ 取扱説明書
□ Data List (データリスト)

□ ディスク×1枚(付属DAWソフトウェア)
□ 保証書

ご注意 

• 付属のソフトウェアの著作権は、Steinberg Media Technologies GmbH社が所有します。 

• 巻末に付属のソフトウェアのご使用条件が記載されています。付属のソフトウェアをインストールする前に、必ずこのご使用条
件をお読みください。ディスクの包装を解かれた場合は、付属のソフトウェアのご使用条件に同意したことになります。 

• 付属のソフトウェアおよび取扱説明書の一部または全部を無断で複製、改変することはできません。 
• 付属のソフトウェアおよび取扱説明書を運用した結果およびその影響については、一切責任を負いかねますのでご了承ください。 
• 付属のソフトウェアのディスクは、オーディオ用ではありません。一般のオーディオ・ビジュアル用のCD/DVDプレーヤーで
は絶対に使用しないでください。 

• ヤマハ株式会社では、付属のソフトウェアについてのサポートは、一切行なっておりません。

付属DAWソフトウェアについて

同梱のディスクには付属DAWソフトウェアが入っています(Windows/Macintosh)。 

n

 

• 付属DAWソフトウェアをインストールするときは、管理者権限のあるアカウントで行なってください。 

• 付属DAWソフトウェアを継続してご使用いただくために、ユーザー登録とソフトウェアライセンス認証が必要です。登録と認証は、イン
ターネットに接続した状態で付属DAWソフトウェアを起動したときに行なえます。起動時に表示される「今すぐ登録」ボタンをクリック
し、表示されたすべての項目を入力してください。登録と認証をされない場合は、インストール後、一定期間のみご使用いただけます。 

• Macintoshの場合は、「pkg (拡張子)」のアイコンをダブルクリックしてインストールします。

付属のソフトウェアおよび最新の動作環境については、下記のURLをご参照ください。
http://www.yamaha.co.jp/product/syndtm/smtg/

サポートについて

付属DAWソフトウェアについては、Steinberg社のホームページをご覧ください。Steinberg社のホームページでは、製品に関
するサポート情報や最新のアップデータのダウンロード、FAQなどを下記URLにて公開しております。

http://www.steinberg.net/jp/

付属DAWソフトウェアの[ヘルプ(Help)]メニューからSteinberg社のホームページにアクセスできます。（ヘルプメニューには付
属DAWソフトウェアのPDFマニュアルや追加情報なども掲載されています。)

はじめに

付属品

同梱ディスクについて
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 



■ 高品位でバリエーション豊かな音色を誇る1Uラックマウント音源モジュール 

• ミュージックプロダクションシンセサイザーMOTIF XSの直系の高品位でバリエーション豊かな音色(ボイス)を搭載しており、
多彩な音楽ジャンルに対応します。 

• 8パートまで同時に使用できるインサーションエフェクトやパートごとの3バンドイコライザー、新しいアルゴリズムを取り入
れたハイクオリティーリバーブ、VCMなどのエフェクトシステムで、曲制作や演奏の幅を大きく広げることができます。

■ 本体でのすばやいエディットを可能にしたシンプルなパネルレイアウト

160×64ドットの高密度LCDは視認性に富み、多彩な情報を提供します。操作内容を目で確認しながら、ボタンとエンコーダー
ノブを使ってすばやくエディット操作が行なえます。

■ 多パートの音楽制作に適した「マルチモード」(35ページ)

イコライザーやエフェクト、パンなどのバランスを調整したマルチが128種類用意されています。少ないエディット操作で目的に
あったマルチを作成するのに役立ちます。

■ 4パートを同時に使用できるアルペジエーター (40ページ)
膨大な数のアルペジオタイプが内蔵されており、4パート同時にアルペジエーターを使用できます。また、アクセント機能、
Random SFX機能などの新機能を搭載しています。

■ 5つのノブによる多彩な機能のコントロール(29ページ)
5つのノブを使ってボイス/マルチのパラメーターやエフェクトのかかり具合を増減することで、リアルタイムに本体内蔵の音色を
変化させることができます。

■ 幅広い用途に対応した入出力端子を装備(12ページ)
ASSIGNABLE OUTPUT端子、DIGITAL OUT端子、MIDI端子、mLAN端子(別売のmLAN16E2を取り付けた場合)、USB端子
など、幅広いインターフェースを装備しています。

■ QUICK SETUP機能を搭載(101ページ)
コンピューターと接続して音楽制作をする際、QUICK SETUP機能を使うことによって、お使いの環境に適した設定を簡単に呼び
出せます。

■ コンピューター画面上で詳細な編集まで可能なMOTIF-RACK XSエディター (23ページ)
MOTIF-RACK XSエディターは、エレメント/キーエディットを含めたボイスの設定、マルチの設定、クイックセットアップの設
定などをコンピューター画面上でできます。Web上からダウンロードし、本体と双方向で通信しながらお使いいただけます。

■ Cubaseソフトウェアとのインテグレーション(24ページ)

Steinberg社のDAWソフトウェアCubaseとMOTIF-RACK XSとを組み合わせることで、ソフトウェアとハードウェアが融合し
た環境で音楽制作を行なうことが可能になります。

MOTIF-RACK XSの特長
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 7
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MOTIF-RACK XSに必要となる取扱説明書は、以下のように構成されています。

■ 本書

各部の名称と機能(10ページ)
MOTIF-RACK XSのフロントパネルにあるボタンやノブ、およびリアパネルにある端子などの名称と機能を説明します。

ご使用前の準備(13ページ)
電源をオンにして使用するまでの準備について説明します。

音を鳴らす(15ページ)
デモソングやオーディションフレーズの再生手順を説明します。まずは、この説明にそって音を鳴らしてみましょう。

接続について(17ページ)
様々な用途において必要となる外部機器との接続方法について説明します。

コンピューターの活用(22ページ)
コンピューターを活用した音楽制作について説明します。

クイックガイド(25ページ)
MOTIF-RACK XSの機能の使い方と操作を説明します。

MOTIF-RACK XSのしくみ(49ページ)
MOTIF-RACK XSの内部構成を説明します。

リファレンス(64ページ)
各モードのパラメーターの名称と解説を表形式で説明します。

資料(104ページ)
メッセージリスト一覧表、mLAN16E2の取り付け方法、トラブルシューティング、仕様などを掲載しています。

■ データリスト(別冊)

ボイス、ウェーブ、マルチなどのプリセットデータのリストや、MIDIに関する資料を掲載してあります。

■ アルペジオタイプリスト(別電子ファイル)

アルペジオタイプリストを掲載してあります。アルペジオタイプリストは、ヤマハマニュアルライブラリーで「MOTIF-RACK
XS」を検索し、ダウンロードしてください。リストの読み方については、54ページをご覧ください。

ヤマハマニュアルライブラリーURL
http://www.yamaha.co.jp/manual/japan

ご注意 

• 取扱説明書の著作権はすべてヤマハ株式会社が所有します。 

• この取扱説明書に掲載されているイラストや画面は、すべて操作説明のためのものです。したがって、実際の仕様と異なる場合があります。 

• この製品は、ヤマハ(株)が著作権を有する著作物やヤマハ(株)が第三者から使用許諾を受けている著作物を内蔵または同梱しています。その著作物とは、すべてのコン
ピュータープログラムや、伴奏スタイルデータ、MIDIデータ、WAVEデータ、音声記録データ、楽譜や楽譜データなどのコンテンツを含みます。ヤマハ(株)の許諾を
受けることなく、個人的な使用の範囲を越えて上記プログラムやコンテンツを使用することについては、著作権法等に基づき、許されていません。 

• この製品には、XGフォーマット以外の音楽/サウンドデータを扱う機能があります。その際、元のデータをこの楽器に最適化して動作させるため、オリジナルデータ
(音楽/サウンドデータ)制作者の意図どおりには再生されない場合があります。ご了承のうえ、ご使用ください。  

• ヤマハ(株)および第三者から販売もしくは提供されている音楽/サウンドデータは、私的使用のための複製など著作権法上問題にならない場合を除いて、権利者に無断
で複製または転用することを禁じられています。ご使用時には、著作権の専門家にご相談されるなどのご配慮をお願いします。 

• Windowsは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。 

• Macintoshは、米国および他の国々で登録されたApple Inc.の商標です。 

• SteinbergおよびCubaseは、Steinberg Media Technologies GmbH社の登録商標です。 

•「MIDI」は社団法人音楽電子事業協会(AMEI)の登録商標です。 

• その他、本書に記載されている会社名および商品名等は、各社の登録商標または商標です。

取扱説明書の使い方

MOTIF-RACK XSのLCD画面には、モードや機能によってさまざまな表示が現れます。画面の説明をする場合に、どのような操作で
呼び出せるのかを明確にするために、矢印記号(→)を使います。たとえば、下記のように記載した場合は、[VOICE]ボタンを押し、
ノーマルボイスを選び、[EDIT]ボタンを押し、ボイスエディットセレクト画面で「Name」を選択して[ENTER]ボタンを押す、とい
う操作を指します。

[VOICE] → ノーマルボイス選択→ [EDIT] → ボイスエディットセレクト画面で「Name」選択→ [ENTER] 

n確認メッセージ(104ページ)などが画面に表示されている場合は、[EXIT]ボタンを押して表示を抜けてから、上記矢印のように操作してください。
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 
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各部の名称と機能

1 [VOLUME](ボリューム)ノブ
電源オン/スタンバイ(オフ)を切り替えます。「STANDBY」の
位置では、電源スタンバイ(オフ)になり、ノブを「ON」より右
に回すとカチッと音が鳴り、電源オンになります。電源オンの
場合は、マスターボリュームを調節します。ノブを右に回すほ
ど、OUTPUT L/R端子やPHONES端子からの出力が大きくなり
ます。

2 PHONES (ヘッドフォン)端子(13ページ)
ステレオヘッドフォンを接続する端子です。

3 LCD (液晶ディスプレイ)
バックライト付きの液晶ディスプレイです。さまざまな情報を
表示します。

4 エンコーダーノブ
エンコーダーノブを回すと、LCD画面上で選択中のパラメー
ター値を変更します。右に回す(時計回り)と値が増加し、左に
回す(反時計回り)と値が減少します。設定レンジの広いパラ
メーターは、ノブを速く回すほど、変化量が大きくなります。
また各モードのセレクト画面では、画面上のカーソル(反転表示
部分)を上下左右に移動させます。
さらに、エンコーダーノブを押すと、ボイス/マルチを選択する
画面ではカテゴリーサーチダイアログを表示します。それ以外
の画面上では、[ENTER]機能になります。

5 カーソル[∧]/[∨]/[＜]/[＞]ボタン
LCD画面中のカーソル(反転表示部分)を上下左右に移動させる
場合に使用します。また、ボイス/マルチモードのプレイ画面で
は、カーソル[∧]/[∨]ボタンはプログラムのINC/DECボタンと
して、カーソル[<]/[>]ボタンはバンクまたはパート選択ボタン
として機能します。 

n ボイス/マルチモードのプレイ画面において、カーソル[∧]ボタンを押
しながらカーソル[∨]ボタンを押すとプログラムナンバーの値が10増
加し、逆にカーソル[∨]ボタンを押しながらカーソル[∧]ボタンを押
すと10減少します。ボイス/マルチモードのエディット画面におい
て、カーソル[∧]ボタンを押しながらカーソル[∨]ボタンを押すと1つ
前のページの先頭パラメーターを選択し、逆にカーソル[∨]ボタンを
押しながらカーソル[∧]ボタンを押すと1つ後ろのページの先頭パラ
メーターを選択します。

6 [AUDITION](オーディション)ボタン
このボタンを押すと、ボイスモードの選択中のボイスまたはマ
ルチモードの選択中のパートに割り当てられているボイスの音
を聞くことができます。ユーティリティーGeneral画面の
「Audition Button (オーディションボタンファンクション)」
(99ページ)が「audition sw」に設定されている場合、このボ
タンを押すと選択中のボイスに割り当てられているフレーズ
(オーディションフレーズ)を再生/停止します。また「Audition
Button (オーディションボタンファンクション)」(99ページ)
が「arpeggio sw」に設定されている場合、各ボイスまたはマ
ルチの各パートに設定してあるアルペジオのオン/オフボタンに
なります。 

n [AUDITION]ボタンを2秒以上押し続けると、「Audition Button」=
「audition sw」の場合は、ボイスモードのときのみボイスコモンエ
ディットPlay Mode画面(65ページ)のオーディション設定ページに
移り、「Audition Button」=「arpeggio sw」の場合は、ボイスコ
モンエディット/マルチパートエディットのArp Select画面に移りま
す。

7 [STORE](ストア)ボタン
ボイス/マルチ/ユーティリティーを保存します。(46ページ)

8 [ENTER](エンター)ボタン
選択中の値を確定するときや、ボイス/マルチのストア操作やデ
モソング再生などを実行するときに使用します。

9 [EXIT](エグジット)ボタン
LCD画面に表示される機能は階層構造になっています。設定中
に１つ上の階層画面に戻るときに、このボタンを使います。

) [VOICE](ボイス)ボタン
ボイスモード(27、64ページ)に入るためのボタンです。ボイ
スモードのプレイ画面(27ページ)を表示します。
また、本体がボイスモードの場合にMIDIメッセージを受信する
と、[VOICE]ボタンのランプが点滅します。

フロントパネル
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1 4
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! [EFFECT](エフェクト)ボタン
[EFFECT]ボタンを押すと、エフェクトダイアログ(34ページ)
を表示します。[EFFECT]ボタンを2秒以上押し続けると、各
モードのEffect画面に移ります。 

n インサーションエフェクト、システムエフェクト(リバーブ、コーラ
ス)、マスターエフェクトがすべてオンに設定されているボイス/マル
チを選択すると、[EFFECT]ボタンのランプが点灯します。

@ [EDIT](エディット)ボタン
ボイス/マルチモードにおいて、エディットセレクト画面に入る
ためのボタンです。

# [MULTI](マルチ)ボタン
マルチモード(35、91ページ)に入るためのボタンです。マル
チモードのプレイ画面(35ページ)を表示します。
また、本体がマルチモードの場合にMIDIメッセージを受信する
と、[MULTI]ボタンのランプが点滅します。

$ [SELECT](セレクト)ボタン
ノブ1～5に割り当てる機能を切り替えるボタンです。ランプが
点灯している段の機能が割り当てられます(30ページ)。ユー
ティリティーGeneral画面の「Knob Sel Disp Sw (ノブセレ
クトディスプレイスイッチ)」(99ページ)が「on」の場合は、
[SELECT]ボタンを押すと、ノブセレクトポップアップ(29
ページ)を表示します。 

n セレクトボタンを2秒以上押し続けると、ノブ1～5の機能が最上段の
機能になります。

% [UTILITY](ユーティリティー )ボタン
ユーティリティーに入るためのボタンです。このボタンを押す
と、ユーティリティーセレクト画面(98ページ)が表示されま
す。

^ ノブ1～5(29ページ)
ノブ1～5を回すことで、演奏中のボイス/マルチの音色に関す
る設定やアルペジオ再生のテンポなど、さまざまなパラメー
ターを調節できます。ユーティリティーGeneral画面の
「Knob Disp Time」(99ページ)の設定により、ノブ1～5を押
す/回すと、ノブポップアップ(29ページ)が表示されます。

複数のボタンを同時に操作することで実現される機能

[EDIT]+[UTILITY]
デモモードに入ります。(15ページ)

[VOICE]を押しながら[STORE]
ボイスモードの場合のみ、現在選択中のボイスをバルクダンプしま
す。(47ページ)

[MULTI]を押しながら[STORE]
マルチモードの場合のみ、現在選択中のマルチをバルクダンプしま
す。(47ページ)

[MULTI]を押しながら[ENTER]

マルチモードの場合のみ、現在選択中のマルチの全データを初期化
します。

[UTILITY]を押しながらエンコーダーノブを回す
LCDコントラスト(99ページ)を調整します。
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 11 
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各部の名称と機能

12
 

1 mLAN16E2取り付け口(108ページ)
別売のmLAN16E2を取り付けることで、IEEE1394対応コン
ピューターとの接続が可能になります。

2 USB TO HOST端子(17ページ)
本体とコンピューターのUSB端子とを、USBケーブルで接続す
るために使います。これによりコンピューターと本体とでMIDI
データの送受信ができます。

3 MIDI IN/OUT端子
MIDI IN端子は外部MIDI機器から送信されるMIDIメッセージを
受信します。外部MIDI機器からMOTIF-RACK XSをコント
ロールしたり、音源部を鳴らしたりできます。また、MIDI
OUT端子からはMOTIF-RACK XSの演奏情報やパネルのノブ
などの操作情報をMIDIメッセージとして送信します。また、
ユーティリティーMIDI画面の「MIDI Soft Thru」(100ページ)
を「on」に設定すると、MIDI IN端子で受信したMIDIメッセー
ジをそのままMIDI OUT端子から出力します。

4 DIGITAL OUTPUT (デジタルアウトプット)端子
コアキシャル(RCAピン)タイプのデジタル出力端子です。デジ
タル信号の規格はCD/DAT (S/P DIF)フォーマットです。サン
プリング周波数44.1kHz、24bitのデジタル信号が出力されま
す。この端子を使って接続することによって、本体のサウンド
を高音質で外部メディア(CDレコーダーなど)に録音できます。

5 ASSIGNABLE OUTPUT L、R(アサイナブルアウト

プット L、R)端子
OUTPUT端子とは別に、特定の音やパートを独立して出力させ
ることができるアナログ出力端子です。特定の音やパートだけ
に、本体とは違うエフェクトをかけたい場合などに使います。
ただし、アサイナブルアウトプット端子から出力する音には、
システムエフェクトをかけることはできません。独立して出力
できる音、またはパートは以下のとおりです。 

• ボイスモードのオーディオ入力パート(102ページ) 

• ドラムボイス各キーに割り当てられた楽器音(85ページ) 

• マルチの各パート*(92ページ、95ページ)
*オーディオ入力パート(mLAN INパート)を含む

6 OUTPUT L/MONO、R (アウトプット 左/モノラル、

右)端子(13ページ)
MOTIF-RACK XSのオーディオ信号を出力する端子(標準
ジャック)です。モノラル出力したい場合は、L/MONO端子だ
けに接続します。

7 DC IN端子 (13ページ)
付属のACアダプターを接続する端子です。

8 電源コードフック (13ページ)
電源アダプターのコードをはめるためのフックです。

リアパネル

7 81 2 6543

■ 別売のmLAN16E2を取り付けた場合

1 mLAN 1、2 (IEEE1394)端子

IEEE1394対応製品と接続する端子です。IEEE1394標準ケーブ
ル(6ピン)で接続します。 

n 4.5m以内の長さのIEEE1394ケーブルを推奨いたします。

mLANについて

「mLAN」は業界標準規格であるハイパフォーマンスシリアルバス
「IEEE1394」を採用し、それを発展させた音楽のためのデジタル
ネットワークです。MOTIF-RACK XSでは、IEEE1394ケーブル
を使ってコンピューターと1対1で接続し、同時に複数のオーディオ
チャンネルと複数のMIDIポートのデータをやり取りできます。これ
によって、DAWソフトウェアとの様々な機能を実現できます。本書
およびMOTIF-RACK XS本体では、この接続で実現されることを
「mLAN」と表現しています。

※MOTIF-RACK XSとコンピューターをIEEE1394ケーブルで接
続した場合に実現される機能の詳細および最新情報については、下
記URLをご確認ください。

http://www.yamaha.co.jp/product/syndtm/

*mLANおよび上記のロゴはヤマハ株式会社の商標です。

USBとは

USBとは、Universal Serial Bus (ユニバーサルシリアルバス)の略
で、コンピューターと周辺機器を接続するためのシリアルインター
フェースです。従来のシリアルポートとの接続時よりも高速なデー
タ転送が可能になります。

1

電源アダプターは、必ず付属のものをお使いください。他の電源アダプ
ターを使用した場合、故障などの原因となり、大変危険です。
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 
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ご使用前の準備

次の順番で、付属の電源アダプターを接続します。電源アダプター
を接続する前に、MOTIF-RACK XSの電源([VOLUME]ノブ)が
「STANDBY」(オフ)になっていることを確認してください。 
1. ACケーブルの一方の端を電源アダプターに接続します。 
2. 電源アダプターのプラグをMOTIF-RACK XSリアパネル

のDC IN端子に接続します。 
3. ACケーブルを電源コンセント(AC100V)に接続します。 

n電源アダプターを外すときは、逆の手順で行なってください。

電源アダプターは、必ず付属のものをお使いください。他の電源アダ
プターを使用した場合、故障などの原因となり、大変危険です。

付属のACケーブルは100V用です。電源は必ずAC100Vを使用し
てください。

[VOLUME]ノブが「STANDBY」状態でも微電流が流れています。
長時間使用しないときは必ず電源アダプターをコンセントから抜いて
ください。

電源アダプターのコードを図のように(参考例)セットします。コー
ドをフックにはめてからDC IN端子に接続してください。誤って
コードを引っ掛けた場合に抜けにくくなります。ただし、コードを
フックにセットした状態でコードを強く締めこんだり、コードを
引っ張ったりすることは、コード表面の磨耗やフックの破損につな
がりますのでご注意ください。

MOTIF-RACK XSにはスピーカーが内蔵されていません。音を出
すためには、外部ステレオシステムやアンプ、スピーカーなどとの接
続が必要です。ヘッドフォンを使うと直接音を聞くこともできます。

キーボードアンプやモニタースピーカー、ヘッドフォンをご用意い
ただき、下図のように接続します。接続する際には、接続する機器
をよく確認して別途ケーブルを用意してください。

キーボードアンプ/モニタースピーカーを2台使用すると、各ボイス
のパンやエフェクトなどの設定が再現され、拡がりのある豊かなサ
ウンドが得られます。この場合、リアパネルのOUTPUT L/MONO
端子とOUTPUT R端子を使用します。 

n キーボードアンプ/ モニタースピーカーを1台だけ使う場合は、リアパネル
のOUTPUT L/MONO端子だけを使用します。

電源の準備

電源コードフックについて

コンセント 

電源アダプター 

ACケーブル 

リアパネル 

DC IN端子 

1

3

2

音を鳴らす準備

OUTPUT R端子 OUTPUT L/MONO端子 

ヘッドフォン 

キーボードアンプ 
またはモニタースピーカー 

（左側） 

キーボードアンプ 
またはモニタースピーカー 

（右側） 

MOTIF-RACK XS
PHONES端子
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 13 
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MOTIF-RACK XSと外部機器の接続(13、21ページ)が完了した
ら、MOTIF-RACK XSと外部オーディオ機器のボリュームが絞ら
れている(0になっている)ことを確認し、以下の順番で電源を入れ
ます。

MIDI送信側の機器→ MIDI受信側の機器→ 外部オーディオ機器
(ミキサー→アンプ) 

n電源を切る場合は、外部オーディオ機器のボリュームを下げたあと、逆の
順番で切ってください。

電源をオン/オフするときは、スピーカー保護のため、必ず接続先の
外部オーディオ機器のボリュームを下げておいてください。 

1. MOTIF-RACK XSの[VOLUME]ノブを、
「STANDBY」から「ON」の位置に回して、電源を入れ
ます。

LCDにオープニングメッセージが表示されます。オープニン
グ画面が消えると、ボイスモード/マルチモードの画面が表示
されます。 

n [UTILITY] → General 画面の「Power On Mode ( パワーオンモード )」
で、電源を入れたときに表示される画面を設定できます (98ページ )。 

n 必要に応じて、画面のコントラスト (明暗)を調節します。[UTILITY] ボタ
ンを押しながらエンコーダーノブを回すことで、コントラストが調節でき
ます。 

2. アンプのボリュームをある程度まで上げます。 
3. MOTIF-RACK XSの[VOLUME]ノブを右に回し、適当

な音量にします。 
4. MOTIF-RACK XSの電源を切るときは、先に外部オー

ディオ機器のボリュームを下げて電源を切ってから、
MOTIF-RACK XSのボリュームを下げ、電源を切ります。

接続機器の電源を入れる順番

MIDI送信側の機器 

外部オーディオ機器 
(ミキサー→アンプ)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 L R

MOTIF-RACK XS 
(MIDI受信側の機器)

POWER
ON!!

電源オン/オフ
MOTIF-RACK XS 取扱説明書  
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音を鳴らす

MOTIF-RACK XSには、あらかじめデモンストレーション用のソングが内蔵されています。次の手順で聞いてみましょう。 

n 13ページの「ご使用前の準備」を参照して接続などのセットアップを行ない、MOTIF-RACK XSから音が出る状態にしてください。 

1. [EDIT]ボタンを押しながら[UTILITY]ボタンを押します。 

2. デモソングプレイ画面が表示されます。カーソル[∧]/[∨]ボタンやエンコーダーノブで、聞きたい曲を選びます。 

3. [ENTER]ボタンまたはエンコーダーノブを押すと、デモソングの演奏が始まります。

デモソング演奏中に[ENTER]ボタンまたはエンコーダーノブを押すと演奏が一時停止し、もう一度[ENTER]ボタンまたは
エンコーダーノブを押すと、停止したところから演奏が再開します。 

4. [EXIT]ボタンを押すと、演奏が停止します。 

5. デモソング画面を終了するには、[EXIT]ボタン、または[VOICE]/[MULTI]ボタンを押します。

デモソングを聞いてみよう
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 15 



オーディションフレーズを聞いてみよう
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MOTIF-RACK XSでは、オーディションフレーズを再生させることで内蔵されているボイスを簡単に確認できます。ここでは聞きたいボイス
を選択して、オーディションフレーズを鳴らしてみましょう。

ボイスモードでのオーディション再生方法 

1. [VOICE]ボタンを押します。
[VOICE]ボタンのランプが点灯し、ボイスモードのボイスプレイ
画面が表示されます。 

2. カーソル[∧]/[∨]/[＜]/[＞]ボタンまたはエンコーダーノブ
で、聞きたいボイスを選択します。 

3. [AUDITION]ボタンを押します。
[AUDITION]ボタンのランプが点滅し、現在選択中のボイスの
オーディションフレーズが再生されます。

オーディションフレーズの再生中にボイスを切り替えると、切り
替わったボイスのオーディションフレーズが再生されます。 

n[AUDITION]ボタンを押しても音が鳴らない場合は、「オーディション
フレーズが再生されない場合の設定」をご覧ください。 

4. 再度[AUDITION]ボタンを押すと、オーディションフレー
ズの再生が停止します。

ボイスエディット画面(31ページ)でも[AUDITION]ボタンを押す
と、選択中のボイスのオーディションフレーズが再生されます。ま
たマルチモード(35ページ)でも、[AUDITION]ボタンを押すことで
選択中のパートのオーディションフレーズを再生できます。

オーディションフレーズが再生されない場合の設定
[AUDITION]ボタンを押してもオーディションフレーズが再生され
ない場合は、下記手順で設定を確認してください。 

1. [UTILITY]ボタンを押します。
ユーティリティーセレクト画面が表示されます。 

2. カーソル[∧]/[∨]/[＜]/[＞]ボタンまたはエンコーダーノブ
で「General」を選択し、[ENTER]ボタンを押します。

ユーティリティーGeneral画面が表示されます。 

3. カーソル[∧]/[∨]ボタンで3ページ目にある「Audition
Button」を選択します。 

4. エンコーダーノブを回して、「Audition Button」を
「audition sw」に設定します。

この設定により、[AUDITION]ボタンでオーディション再生をオ
ン/オフできるようになります。

オーディションフレーズを聞いてみよう

オーディションフレーズの変更
各ボイスに設定されているオーディションフレーズは、以下の
パラメーターを変更することにより、気に入ったタイプや音の
高さに変更できます。オーディションフレーズに関する以下の
パラメーターは、コモンエディットのPlay Mode画面(66ペー
ジ)にあります。 

• Audition No. (オーディションフレーズナンバー )

オーディションフレーズのタイプを選択します。 

• Audition Note Shift (オーディションフレーズノートシフト)

オーディションフレーズの音程(音の高さ)を半音単位で移調しま
す。 

• Audition Vel Shift (オーディションフレーズベロシティーシフト)

オーディションフレーズのベロシティーを増減する値を設定し
ます。 

n オーディションフレーズによっては、コントロールチェンジで音質を
エディットしている場合があります。 

n「Audition Button」=「audition sw」の場合、ボイスモードで
[AUDITION]ボタンを2秒以上押し続けると、上記のオーディションフ
レーズに関するパラメーターをエディットできる画面に移動します。 

n 同じタイプのオーディションフレーズでも、各ボイスまたは各マルチ
のパートのアルペジオ設定によって再生されるフレーズが異なります。

(ボイスモードからユーティリティーに入った場合の画面)
MOTIF-RACK XS 取扱説明書  
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接続について

本体とコンピューターを接続することで、MIDIデータの送受信ができます。コンピューター上でDAWソフトウェアのソングファイルを再生
させて本体音源を鳴らしたり、コンピューター上のMOTIF-RACK XSエディターを使ってより詳細なエディットができます。また、必要に応
じてMIDIキーボードやシンセサイザーをコンピューターまたはMOTIF-RACK XSに接続し、コンピューター上のDAWソフトウェアのソング
ファイルと、MIDIキーボードの演奏を同時にMOTIF-RACK XSで鳴らすことができます。 

n本体とコンピューターを接続しているときに、外部キーボードを使って本体の音源を鳴らす場合は、コンピューター上のDAWソフトウェアのMIDIスルー機能を使っ
て、外部キーボードから受信したMIDIデータを本体(ポート1)にエコーバックさせる必要があります。DAWソフトウェアを使用されない場合は、Studio Manager
バージョン2.3.0以降のMIDIスルー機能を使って、本体にMIDIデータをエコーバックしてください。 

nコンピューターと外部キーボードまたはシンセサイザーとの接続については、お使いの外部キーボードまたはシンセサイザーの取扱説明書をご覧ください。

*接続例2の場合、外部キーボードからのMIDIデータは、本体でスルーされてコンピューターに送信されます。その後、ホストアプリケーションのMIDIスルー機能(エコーバッ
ク)を有効にすることによって本体の音源に送られます。詳しくは、「スルーポートを使う」(18ページ)をご覧ください。

MOTIF-RACK XSとコンピューター
との接続

本体のUSB TO HOST端子とコンピューターのUSB端子を、USB
ケーブルで接続する方法です。次の手順で操作してください。送受
信できるデータは、MIDIデータのみです。 

n音を鳴らすには、本体にスピーカーやヘッドフォンを接続する必要があり
ます。詳しくは、「ご使用前の準備」(13ページ)をご覧ください。 

1.... 以下のURLから、最新のUSB-MIDIドライバーをダウン
ロードします。
ダウンロードボタンを押したあと、ファイルの実行および解凍
をします。
http://www.yamaha.co.jp/download/usb_midi/ 

n 動作環境については、上記URLをご覧ください。 

n USB-MIDIドライバーは、改良のため予告なしにバージョンアップ
することがあります。詳細および最新情報については、上記URLを
ご確認ください。 

2.... USB-MIDIドライバーをコンピューターにインストールし
ます。
ダウンロードしたファイルに付属されているインストールガイド
をご覧ください。
手順の中のUSB TO HOST端子をUSBケーブルで接続する箇所
については、下図を参考にしてください。

コンピューターと外部MIDI機器との接続

MIDI IN端子 MIDI OUT端子 

MIDI OUT端子 MIDI IN端子 

MOTIF XSなどの外部キーボードやシンセサイザー 

USB/IEEE1394ケーブルなど 

USBケーブルなど 

DAWソフトウェアなど 
(MIDIスルー機能を有効にする)

DAWソフトウェアなど (MIDIスルー機能を有効にする)

USB/IEEE1394ケーブルなど 

MOTIF XSなどの外部キーボードやシンセサイザー 

MOTIF-RACK XS

MOTIF-RACK XS

接続例1

接続例2*

USB TO HOST端子を使って接続する場合

USB端子 

USB TO HOST端子 

USBケーブル 

本体リアパネル 
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 17



コンピューターと外部MIDI 機器との接続

18

M
O
T
IF
-R
A
C
K
 X
S
 

の
し
く
み 

リ
フ
ァ
レ
ン
ス 

ボ
イ
ス
モ
ー
ド 

マ
ル
チ
モ
ー
ド 

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー 

各
部
の
名
称
と
機
能 

ご
使
用
前
の
準
備 

音
を
鳴
ら
す 

接
続
に
つ
い
て 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
活
用 

ク
イ
ッ
ク
ガ
イ
ド 

資
料 
3.... 本体を、USB TOHOST端子を通してMIDIを送受信す
る状態に切り替えます。
[UTILITY]ボタンを押して、ユーティリティーセレクト画面で
「MIDI」を選択し、[ENTER]ボタンまたはエンコーダーノブ
を押し、MIDI画面(99ページ)を表示します。「MIDI In/Out」
を「USB」に設定します。 

4. [STORE]ボタンを押して、設定を本体に保存します。

MIDIインターフェースを使って、本体のMIDI端子とコンピュー
ターを接続してください。 

n 本体のMIDI端子を使ってコンピューターと接続した場合、本体とコン
ピューター上のMOTIF-RACK XSエディターとの通信はできません。

本体のmLAN端子とコンピューターのIEEE1394端子を、
IEEE1394ケーブルで接続する方法です。送受信できるデータは、
MIDIデータとオーディオデータです。 

n 別売のmLAN16E2をMOTIF-RACK XSに取り付けた場合にこの接続方
法が可能になります。取り付け方については、「mLAN16E2の取り付け」
(108ページ)をご覧ください。 

n MOTIF-RACK XSでは、転送できるオーディオチャンネル、MIDIポート
数は最大でオーディオ3 Stereo In、14 Mono Out + 1 Stereo Out (8
Stereo Out)、MIDI 2 In 2 Outです。 

1. 以下のURLから、最新のAI Driverをダウンロードします。
http://www.yamaha.co.jp/product/syndtm/dl/ 

n動作環境については、上記URLをご覧ください。 

n AI Driverは、改良のため予告なしにバージョンアップすることがあり
ます。詳細および最新情報については、上記URLをご確認ください。

USB TO HOST端子ご使用時の注意
USB TO HOST端子でコンピューターと接続するときは、以下の
ことを行なってください。以下のことを行なわないと、コンピュー
ターや本体が停止(ハングアップ)して、データが壊れたり、失われ
たりするおそれがあります。

コンピューターや本体が停止したときは、アプリケーションやコン
ピューターを再起動したり、本体の電源を入れなおしてください。

･USBケーブルは、ABタイプのものをご使用ください。
また、3メートル以下のケーブルをご使用ください。
･USB TO HOST端子でコンピューターと接続する前に、コンピュー
ターの省電力(サスペンド/スリープ/スタンバイ/休止)モードを解除
してください。
･本体の電源を入れる前に、USB TO HOST端子とコンピューターを
接続してください。
･本体の電源オン/オフやUSBケーブルの抜き差しをする前に、以下
のことを行なってください。
- すべてのアプリケーションを終了させてください。
- 本体からデータが送信されていないか確認してください。
(ノブ1～5を動かしても、本体からデータが送信されます。)

･本体の電源オン/オフやUSBケーブルの抜き差しは、6秒以上間隔を
空けて行なってください。

MIDIチャンネルとMIDIポート
MIDIチャンネルは「16」までしか規定されていませんが、16チャ
ンネルを超えるソングデータを扱えるようにするための概念として
「MIDIポート」があり、1ポートあたり16チャンネルを扱えるよう
になっています。MIDIケーブルでは同時に1ポート分(16チャンネ
ル分)のデータしか通信できませんが、USBケーブル/IEEE1394
ケーブルでは最大8ポート分(16×8=128チャンネル分)のMIDI
データを扱えます。

MOTIF-RACK XSでは、USB端子やmLAN端子を使って接続する
場合、扱えるポートが2つの用途によって、下記のとおり固定され
ています。 

• ポート1
MOTIF-RACK XSの音源部が扱えるポートです。外部MIDI機器やコ
ンピューターからMOTIF-RACK XSの音源部を鳴らしたい場合は、外
部MIDI機器やコンピューター側でポート1に設定する必要があります。  

• ポート3
MOTIF-RACK XSが受信したMIDIデータを、外部MIDI機器やDAW
ソフトウェアにそのまま転送する(スルーさせる)場合に使われるポー
トです。MOTIF-RACK XSでは、USB TO HOST/mLAN端子経由
で受信したMIDIポート3のデータはMIDI OUT端子からスルーされ、
MIDI IN端子経由で受信したMIDIデータは、MIDIポート3のデータと
してUSB TOHOST端子/mLAN端子にスルーされます。 

nポート2は、使用しません。またポート4は、MOTIF-RACK XSとコ
ンピューターとをUSB TO HOST端子経由で接続したときに、
MOTIF-RACK XSエディターと通信するために使用するポートです。
MOTIF-RACK XSエディター以外のソフトウェアではポート4を使
用しないことをお勧めします。

MOTIF-RACK XSとコンピューター間で、USBケーブル/
IEEE1394ケーブルを使ってMIDI送受信をする場合、MIDIチャン
ネルだけでなく、MIDIポートも送信側と受信側で合わせる必要があ
ります。上記用途に合わせて、外部機器側のポートの設定を行なっ
てください。

スルーポートを使う
MIDIポートは16チャンネルを超えるMIDIデータを扱うためだけで
なく、音源を鳴らし分けるための手段としても使えます。たとえば
下記の接続例の場合、コンピューターから送られてきたポート3の
MIDIデータだけを本体とは別の音源で鳴らすことができます。
また、外部MIDI機器から送られてきたMIDIデータをそのままUSB
TO HOST端子のポート3に出力して、本体をMIDIインターフェー
スのように使用できます。下記の接続の場合、本体側を、
[UTILITY]→ユーティリティーセレクト画面で「MIDI」を選択して
[ENTER]→MIDI画面の「MIDI In/Out」を「USB」/「mLAN」
に設定します。また、コンピューター上のDAWソフトウェア側で、
受信したMIDIデータおよび用意されていたMIDIデータを本体の音
源で鳴らす場合は、MIDI出力ポートをUSB/mLANのポート1に設
定します。

MIDI端子を使って接続する場合

mLAN端子を使って接続する場合

MIDI OUT端子 MIDI IN端子 

MIDI IN端子 MIDI OUT端子 

USB/mLAN端子 

USB/IEEE1394ケーブル 

外部MIDI音源やシンセサイザーなど 

ポート1のMIDIデータは本体の音源に受信され、 
ポート3のMIDIデータはそのまま通り抜けて送信されます。 
 

ポート3のMIDIデータだけが 
MOTIF-RACK XSを通り抜けて、 

この音源に送信されます。 

DAWソフトウェアなど 
MOTIF-RACK XS 取扱説明書   
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2. AI Driverをコンピューターにインストールします。
ダウンロードしたファイルに付属されているインストールガイ
ドをご覧ください。
手順の中の、機器とコンピューターを接続する箇所について
は、下図のように本体に装着したmLAN16E2のmLAN端子
をIEEE1394ケーブルで接続します。

mLAN端子にIEEE1394ケーブルを接続する場合は、端子の向き
を間違えないようご注意ください。 

n 4.5m以内の長さのIEEE1394ケーブルを推奨いたします。 

3. 本体を、mLAN端子を通してMIDIを送受信する状態に切
り替えます。
[UTILITY]ボタンを押して、ユーティリティーセレクト画面で
「MIDI」を選択し、[ENTER]ボタンまたはエンコーダーノブ
を押し、MIDI画面(99ページ)を表示します。「MIDI In/Out」
を「mLAN」に設定します。 

4. 本体を、mLAN端子を通してオーディオも送受信できる状
態に切り替えます。
オーディオ信号をmLAN端子を通して送信する場合は、出力
チャンネルの設定をします。
オーディオ信号をmLAN端子を通して受信する場合は、本体
のmLANオーディオ入力パートの設定をします。詳しくは、
IEEE1394ケーブルで接続した場合のオーディオ/MIDI信号の
流れの「オーディオ信号の送信/受信」(20ページ)をご覧くだ
さい。 

n 初期設定では、OUTPUT L/MONO、R端子とmLAN OUT L/Rの
両方にオーディオ信号が出力されます。 

5. [STORE]ボタンを押して、設定を本体に保存します。

IEEE1394ケーブルによる接続でできること

別売のmLAN16E2を装着したMOTIF-RACK XSでは、コン
ピューターとIEEE1394ケーブルで1対1の接続をすることにより、
DAWソフトウェアとのインテグレーションを実現します。具体的
には以下のような使い方ができます。 

• MOTIF-RACK XSとコンピューターの間で、同時に複数のオー
ディオをやり取りできます。最大で、MOTIF-RACK XSからコン
ピューターへ16チャンネル、コンピューターからMOTIF-RACK
XSへ6チャンネル、合計22チャンネルのオーディオデータをや
り取りできます。 

• MOTIF-RACK XSをMIDI音源としたコンピューター上のDAWソ
フトウェアの演奏を、オーディオデータとしてDAWソフトウェ
アに録音できます。 

• コンピューターのオーディオ出力とMOTIF-RACK XSのオーディ
オ出力を、MOTIF-RACK XSから同時にモニターできます。 

• MOTIF-RACK XSとCubase 4/ Cubase AI 4を融合した環境で
いくつかの便利な機能が実現されます。詳細は、「Cubaseソフト
ウェアとのインテグレーション」(24ページ)をご覧ください。 

n 本書およびMOTIF-RACK XS本体では、上記で説明したIEEE1394ケー
ブルによる接続で実現されることを「mLAN」と表現しています。

※MOTIF-RACK XSとコンピューターをIEEE1394ケーブルで接続し
た場合に実現される機能の詳細および最新情報については、下記URL
をご確認ください。
http://www.yamaha.co.jp/product/syndtm/

IEEE1394端子 

mLAN端子 

本体リアパネル 

IEEE1394ケーブル 

端子の向きを合わせてケーブルを差し込む 
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 19  
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IEEE1394ケーブルで接続した場合のオーディオ/MIDI
信号の流れ

MOTIF-RACK XSとコンピューターをIEEE1394ケーブルで接続
したときを例にとって、オーディオ/MIDI信号の流れを説明します。

MIDI信号の送受信(*1)
MOTIF-RACK XS側では、扱えるMIDIポートが用途によって固定
されているため、ポート設定をする必要はありません。コンピュー
ター側で各用途においてどのポートに設定するかについては、
「MIDIチャンネルとMIDIポート」(18ページ)をご参照ください。

オーディオ信号の送信
■ mLAN OUT 1～14(*2)

MOTIF-RACK XSの「Output Select」を「m1&2～m13&14、
m1～m14」のいずれかに設定すると、mLAN OUT1～14に信号
が出力されます。設定画面は送信時のモードによって以下の手順に
なります。

mLAN端子からのオーディオ入力信号の出力先

マルチの各パートの出力先

ドラムボイスの各キーの出力先 

nボイスモードのノーマルボイスの信号は、常にmLAN OUT L/Rと
OUTPUT L/MONO、R端子の両方に出力される設定になっており、
mLAN OUT 1～14に出力できません。

■ mLAN OUT L/R(*3)

左記(mLAN OUT 1～14)と同じパラメーター「Output Select」
を「L&R」に設定すると、OUTPUT L/MONO、R端子とmLAN
OUT L/Rの両方に信号が出力されます。

オーディオ信号の受信(*4)
IEEE1394ケーブルを通したオーディオ信号のMOTIF-RACK XS
側の入力チャンネルは、mLAN IN L/Rの他に、mLAN IN Main
Out Monitor L/R、mLAN IN Assignable Out Monitor L/Rがあ
ります。これらは、付属DAWソフトウェアなどと接続する場合に、
モニター専用に使用されるチャンネルです。mLAN IN Main Out
Monitor L/Rで受信した信号は本体のOUTPUT L/MONO、R端子
から出力され、mLAN IN Assignable Out Monitor L/Rで受信し
た信号はASSIGNABLE OUTPUT L、R端子から出力されます。
これら3つの入力チャンネルは、コンピューター側のオーディオ信
号を出力するチャンネル設定によって、自動的に決定されます。
mLAN IN L/Rから受信したオーディオ信号は、MOTIF-RACK XS
上でボリュームや出力チャンネルなどの設定ができます。設定手順
は受信時のモードによって以下の手順になります。

[VOICE] → [UTILITY] → ユーティリティーセレクト画面で「Voice
mLAN」を選択して[ENTER]→「Output Select」(102ページ)

[MULTI] → [EDIT] → エディットセレクト画面で「Common」を選
択して[ENTER] → コモンエディットセレクト画面で「mLAN In」
を選択して[ENTER] → 「Output Select」(92ページ)

[MULTI] → [EDIT] → エディットセレクト画面で「1」～「16」を
選択して[ENTER] → パートエディットセレクト画面で「Play
Mode」を選択して[ENTER] → 「Output Select」(95ページ)

MOTIF-RACK XSエディター上のボイスモードでドラムキーを選択
→ ドラムキーエディットのOSC (オシレーター )の「Output
Select」(85ページ)

HS80Mなどの 
パワードスピーカー 
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[VOICE] → [UTILITY] → ユーティリティーセレクト画面で
「Voice mLAN」を選択して[ENTER]→ Voice mLAN画面
(102ページ)

[MULTI] → [EDIT] → エディットセレクト画面で「Common」
を選択して[ENTER] → コモンエディットセレクト画面で
「mLAN In」を選択して[ENTER] → mLAN In画面(91ページ)

MOTIF-RACK XSとコンピューターの対応オー
ディオチャンネル
MOTIF-RACK XSとコンピューターをIEEE1394ケーブルで接
続するとき、以下の対応オーディオチャンネルの表を参考にコン
ピューターのチャンネルを設定してください。

MOTIF-RACK XSの
入力チャンネル

コンピューターの
出力チャンネル

mLAN IN Main Out Monitor L、R 1、2

mLAN IN L、R 3、4
mLAN IN Assignable Out Monitor
L、R

5、6

MOTIF-RACK XSの出力チャンネル
(画面上の表記)

コンピューターの
入力チャンネル

mLAN OUT L、R (L&R) 1、2
mLAN OUT 1～14 (m1～m14) 3～16
MOTIF-RACK XS 取扱説明書  
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市販のMIDIケーブルを使って、MOTIF-RACK XSのMIDI IN/OUT端子と外部MIDI機器のMIDI IN/OUT端子を接続します。外部MIDIキー
ボードやシーケンサーでMOTIF-RACK XSの音源を鳴らすことができます。

ここでは、外部MIDIキーボードやシンセサイザーでMOTIF-RACK XSをコントロールする場合を例にして説明します。

外部MIDIキーボードの鍵盤演奏で本体のボイス(音色)を鳴らしたり、ボイス変更などをコントロールできます。
この接続を行なう場合は、MOTIF-RACK XSを下記に設定します。 

n「MIDI In/Out」=「USB」に設定している場合も、USBケーブルが本体に接続されていなければ、自動的に「MIDI In/Out」=「MIDI」として動作します。 

nMIDI IN端子から入力されたMIDIメッセージをそのまま本体のMIDI出力と一緒にMIDI OUT端子から出力したい場合は、上記の設定に加えて、下記の設定を行ないます。
[UTILITY] → ユーティリティーセレクト画面で「MIDI」を選択して[ENTER] →「MIDI Soft Thru (MIDIソフトスルースイッチ)」=「on」 

nMIDIについては、105ページの「MIDIについて」をご覧ください。

外部MIDI機器との接続

MIDI IN端子 

MIDI OUT端子 

MOTIF-RACK XS

MOTIF XSなどの外部キーボードやシンセサイザー 

[UTILITY] → ユーティリティーセレクト画面で「MIDI」を選択して[ENTER] → 「MIDI In/Out」=「MIDI」

MIDI送信チャンネルと受信チャンネル
上記の接続およびコンピューターとの接続で本体の音を鳴らすため
に、外部MIDI機器/DAWソフトウェアのMIDI送信チャンネルと
MOTIF-RACK XS本体のMIDI受信チャンネルを合わせる必要があ
ります。

外部MIDI機器/DAWソフトウェアのMIDI送信チャンネルについては、
外部MIDI機器/DAWソフトウェアの取扱説明書でご確認ください。

MOTIF-RACK XS本体のMIDI受信チャンネルについては、電源を
入れたあとで以下の確認をしてください。

ボイスモードで使用している場合(シングル音源として使用して
いる場合)
ユーティリティーでベーシック受信チャンネルを確認します。
[UTILITY] → ユーティリティーセレクト画面で「Voice MIDI」を
選択して[ENTER] → Voice MIDI画面の「Receive Ch (ベーシッ
クレシーブチャンネル)」(102ページ) の設定を確認し、必要に応
じて外部MIDI機器/DAWソフトウェアの送信チャンネルと同じチャ
ンネルに変更します。

マルチモードで使用している場合(マルチ音源として使用し
ている場合)
音を鳴らしたいパートの受信チャンネル設定を、外部MIDI機器/
DAWソフトウェアの送信チャンネルに合わせます。

[MULTI] → [EDIT] → エディットセレクト画面でパート「1」～
「16」を選択して[ENTER] → パートエディットセレクト画面で
「Voice」を選択して[ENTER] →　Voice画面の「Receive Ch
(レシーブチャンネル)」(94ページ) の設定を確認し、必要に応じて
変更します。受信チャンネルが外部MIDI機器/DAWソフトウェアの
送信チャンネルと同じ数字に設定されているパートは、外部MIDI機
器/DAWソフトウェアの演奏によってすべて同時に鳴ります。鳴ら
したいパートの受信チャンネルだけを、外部MIDI機器/DAWソフト
ウェアの送信チャンネルに合わせましょう。 

n本体の音源機能については、50ページをご覧ください。

外部シーケンサーと本体との同期
(マスター機器とスレーブ機器)
複数のMIDI機器/DAWソフトウェアを使う場合、クロック(同期信
号)という信号で機器同士のテンポを合わせる(同期をとる)必要があ
ります。自分のクロックを使ってほかの機器をコントロールする側
の機器をマスター機器、自分のクロックを使わずほかの機器のク
ロックにコントロールされる側の機器をスレーブ機器といいます。
外部シーケンサーのソングファイルを本体のアルペジオ機能を使っ
て再生させたい場合などは、外部シーケンサーのクロックに本体の
アルペジオが同期するように、本体をスレーブに設定してください
([UTILITY] → ユーティリティーセレクト画面で「MIDI」を選択し
て[ENTER] →MIDI画面の「MIDI Sync (MIDIシンク)」を
「external」/「auto」に設定してください)。また、外部シーケン
サーの設定で、外部シーケンサーをマスターに設定し、MIDIクロッ
クがMOTIF-RACK XSのポート1に出力される設定にします(43
ページ)。 

n シーケンサーによっては、ソング停止中には外部機器へクロック信号
を送信しない場合があります。「MIDI Sync」を「external」に設定
しているときは、マスター機器のクロック信号を受信しないと
MOTIF-RACK XSのアルペジオは機能しません。
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 21 
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コンピューターの活用

MOTIF-RACK XSとコンピューターを接続することで、DAWソフトウェアなどの音楽アプリケーションとMOTIF-RACK XSおよびMOTIF-
RACK XSエディターを組み合わせて音楽制作の幅を大きく広げることができます。

ここでは、すでに本体とコンピューターとのUSB TO HOST端子やmLAN端子を使った接続は済ませたものとして、DAWソフトウェアおよ
びMOTIF-RACK XSエディターとMOTIF-RACK XSを組み合わせた使い方の例を紹介します。 

nDAWとは、デジタルオーディオワークステーション(Digital Audio Workstation)の略で、オーディオの録音や編集、ミキシングなど一連の作業ができるアプリ
ケーションソフトのことを指します。代表的なDAWソフトウェアとして、Cubase、Logic、SONAR、Digital Performerなどがあります。MOTIF-RACK XSを
Cubaseと組み合わせて使うと、快適な操作環境で音楽制作ができます。

DAWのソングを本体の音源を使って
鳴らす

本体を、DAWソフトウェアのMIDIマルチ音源として利用する方法
です。クオリティーの高いMIDI音源として利用できます。

MOTIF-RACK XS側の設定 

1. [MULTI]ボタンを押して、マルチモードに入ります。 

2. エンコーダーノブまたはカーソル[∧]/[∨]ボタンでマルチ
を選びます。 

3. [EDIT]ボタンを押して、マルチエディットに入ります。 

4. 曲に合わせてパート1～16の設定を変更します。

マルチエディットの設定については、クイックガイドの36ページ
をご覧ください。

DAWソフトウェア側の設定 

1. MOTIF-RACK XSを再生するトラックは、MIDI出力
ポートをUSBまたはmLANのポート1に設定します。
USBケーブルで接続している場合は「Yamaha MOTIF-R
XS-1」または「YAMAHA MOTIF-R XS Port1」に、
IEEE1394ケーブルで接続している場合は「mLAN MIDI
Out」または「MOTIF-RACK XS」に設定します。 

2. 各トラックにMIDIデータを入力します。
各MIDIトラックに対応した音源の設定は、MOTIF-RACK XS
側のマルチモードで行ないます。 

n 後述するMOTIF-RACK XSエディターを使うと、コンピューター側
からMOTIF-RACK XSのミキシングを設定できます。さらに、ミキ
シングの設定をファイルで保存しておき、いつでも再現できます。 

n MOTIF-RACK XSエディターはCubaseのプラグインソフトとして
も起動し、MOTIF-RACK XSのマルチの設定をCubaseのプロジェ
クトファイルとして保存できます。

MOTIF-RACK XSとは別にシンセサ
イザーなどを接続して32パートの演
奏を再生する

MOTIF-RACK XSとは別にMOTIF XSなどのシンセサイザーを接続
して、例として同時に32パートの演奏を再生する場合の設定です。

MOTIF-RACK XS側の設定 

1. MOTIF-RACK XSのMIDI OUT端子とシンセサイザー
のMIDI IN端子を接続します(下図)。  

2. [MULTI]ボタンを押して、マルチモードに入り、マルチ
を選びます。

コンピューターを活用した音楽制作

MOTIF-RACK XS

MOTIF XSなどのシンセサイザー 

コンピューター 

MIDI OUT端子 

MIDI IN端子 

MIDI IN端子 

MIDI OUT端子 

USB TO HOST端子/ 
mLAN端子(別売のmLAN16E2装着時)
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 
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コンピューターを活用した音楽制作
 

DAWソフトウェア側の設定 

1. MOTIF-RACK XSの音源を再生するトラックは、MIDI出
力ポートをUSBまたはmLANのポート1に設定にします。
USBケーブルで接続している場合は「Yamaha MOTIF-R
XS-1」または「YAMAHA MOTIF-R XS Port1」に、
IEEE1394ケーブルで接続している場合は「mLAN MIDI
Out」、または「MOTIF-RACK XS」に設定します。 

2. 接続したシンセサイザーを再生するトラックは、MIDI出
力ポートをUSBまたはmLANのポート3に設定にします。
USBケーブルで接続している場合は「Yamaha MOTIF-R
XS-3」または「YAMAHA MOTIF-R XS Port3」に、
IEEE1394ケーブルで接続している場合は「mLAN MIDI
Out (3)」、または「MOTIF-RACK XS」に設定します。 

n MOTIF-RACK XSでは、USBケーブルやIEEE1394ケーブルで受
信したデータをMIDI OUT端子にそのまま出力する(スルー )ポート
は、3に固定されています。

MOTIF-RACK XSエディターを使う

MOTIF-RACK XSエディターは、MOTIF-RACK XSのより詳細な
編集を、コンピューター画面を使って視覚的に確認しながら行なえ
るユーティリティーソフトウェアです。

MOTIF-RACK XSエディターで作成したデータを、MOTIF-RACK
XSにUSBケーブルまたはIEEE1394ケーブル経由でバルク送信し
たり、MOTIF-RACK XS内のデータをバルクで読み込んでから、
それを元にしてボイス/マルチの設定をエディットしたりできます。
また、MOTIF-RACK XSエディターとMOTIF-RACK XSは双方向
制御可能であり、MOTIF-RACK XSをエディットすると、MOTIF-
RACK XSエディターも同期して変更されるので、ストレスのない
スムーズな操作が可能です。

MOTIF-RACK XSエディターをスタンドアロンエディターとして
使用する場合、Studio Manager V2 (スタジオマネージャーV2)
をホストアプリケーションとして使用します。Studio Manager
は、複数のハードウェアエディターを一元管理するソフトウェアで
す。Studio Managerに対応しているDAWソフトウェア上でプラ
グインとして動作するほか、単独で起動して、ハードウェアエディ
ター群を一括管理することが可能です。

MOTIF-RACK XSエディター、Studio Managerは、以下のURL
からダウンロードできます。MOTIF-RACK XSエディターのイン
ストールガイドに従って、必要なソフトウェアをインストールして
お使いください。

http://www.yamaha.co.jp/product/syndtm/dl/
動作環境については、各ソフトウェアのインストールガイドをご覧くだ
さい。
操作方法などについては、MOTIF-RACK XSエディター、Studio
Managerに付属のPDFマニュアルをご覧ください。

■ スタンドアロンエディターとして使う
Studio Manager V2 (スタジオマネージャー V2)をホストアプリ
ケーションとして動作します。初めにStudio Managerを起動し、
Studio Managerのプラグインとして、MOTIF-RACK XSエディ
ターを起動します。 

n 本体とコンピューターを接続しているときに、外部キーボードを使って本
体の音源を鳴らす場合は、コンピューター上のDAWソフトウェアのMIDI
スルー機能を使って、外部キーボードから受信したMIDIデータを本体
(ポート1)にエコーバックさせる必要があります。DAWソフトウェアを使
用されない場合は、Studio Managerバージョン2.3.0以降のMIDIスルー
機能を使って、本体にMIDIデータをエコーバックしてください。

■ Cubase上でMOTIF-RACK XSエディターを使用する
CubaseのプラグインソフトとしてMOTIF-RACK XSエディターを
起動できます。起動方法については、MOTIF-RACK XSエディ
ターの取扱説明書をご覧ください。 

n MOTIF-RACK XSエディターは、WindowsではCubase SX3以降、
MacintoshではCubase4以降でお使いいただけます。

MOTIF-RACK XS

バルク送信/受信 
パラメーター送信/受信 

MOTIF-RACK XSエディターの使用例

Cubaseのプラグイン 
として開く 

Studio Manager 
単独で開く 

MOTIF XSエディター MOTIF-RACK XSエディター 
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 23
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ヤマハとSteinberg社は、ヤマハのハードウェア機器とSteinberg社のソフトウェアを組み合わせて使用するときに、ハードウェアとソフト
ウェアそれぞれの良い部分を活かしながら、さらに利便性の高い環境を提供することを目的として、共同開発を行なっています。そのような
開発によって、CubaseとMOTIF-RACK XSを融合した環境で音楽制作を行なう場合に、実現されるいくつかの便利な機能があります。ここ
では、Cubase 4/ Cubase AI 4を用いて実現される機能やStudio Connections (スタジオコネクションズ)というプロジェクトに関わった
機能について紹介します。詳細および最新情報については、以下のURLをご覧ください。
http://www.yamaha.co.jp/product/syndtm/

ソフトウェアツールのダウンロードについては、以下のURLをご覧ください。
http://www.yamaha.co.jp/product/syndtm/dl/

Cubase 4/ Cubase AI 4と
MOTIF-RACK XSを融合して実現さ
れること 

n別途AI DriverやExtensions for Steinberg DAWをインストールしてい
ただく必要があります。

ハードウェアシンセサイザーをホストアプリケーションと共に使用
する場合は、オーディオの接続に始まり、ドライバーの設定、ポー
トの整合など、様々な準備が必要となります。

MOTIF-RACK XSでは、IEEE1394ケーブルを使ってコンピュー
ターに接続すると、自動的に接続に必要な設定を行ないます。

本体をIEEE1394ケーブルを使ってコンピューターと接続した場
合、Cubaseのデバイスセットアップ画面において、オーディオで
は「MOTIF-RACK XS Main L」、MIDIでは「MOTIF-RACK XS
MIDI IN」といったように、機器名を含んだ名前が表示されるため、
現在の接続状況の確認や接続の変更を、直感的に行なうことができ
ます。

本体をIEEE1394ケーブルを使ってコンピューターと接続した場
合、Cubaseで新しいプロジェクトを作成するときに、MOTIF-
RACK XSを使ったマルチチャンネルでのオーディオレコーディン
グ用テンプレートが選択できます。テンプレートを選択すること
で、複雑な設定を行なうことなくCubaseに録音できます。

各機能の詳細やその他実現されることについては、下記URLをご覧くだ
さい。

http://www.yamaha.co.jp/product/syndtm/

Studio Connections

Studio Connectionsとは、ハード
ウェアとソフトウェアが融合した
シームレスな環境を実現するために
Steinberg社とヤマハが先導する共
同プロジェクトです。

具体的には、従来は別々に保存しなればならなかったハードウェア
の設定とソフトウェア上の曲データを、ひとつの曲データで管理で
きるようにすること(Recall)をはじめ、ソフトウェア内のプラグイ
ンを操作するかのようにハードウェアを操作できるシームレスな環
境を実現する(Audio Integrationなど)、ソリューションの開発/提
供を進めてまいります。詳細は、以下のURLをご覧ください。

http://www.studioconnections.org/jp

Cubaseソフトウェアとのインテグレーション

IEEE1394ケーブルによる接続の自動設定

わかりやすいオーディオ/MIDIポート名表示

マルチチャンネルのオーディオレコーディ
ング用のプロジェクトテンプレート

Studio Connections (スタジオコネク
ションズ)とは
MOTIF-RACK XS 取扱説明書  
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クイックガイド

MOTIF-RACK XSでは、操作をわかりやすくするために全体の機能や操作を種類ごとにまとめたものを「モード｣と呼びます。ここでは、
MOTIF-RACK XSを使う上での基本となるモードの構成や、いろいろなモードで共通して使われる操作方法などについて説明します。
MOTIF-RACK XSでは、以下の2つのモードを切り替えてご使用いただけます。演奏方法や音楽制作の状況にあわせて、好きなモードを選ん
でください。

ボイスモード

高品位でバリエーション豊かな音色(ボイス)を使った演奏が楽しめるモードです(27ページ)。同時に使用できるボイスは1つだけです。

バンドの1パートを演奏する場合などに活用できます。ボイスには、以下の2種類があります。 

•ノーマルボイス(音階演奏のできる楽器を中心とした音色) 

•ドラムボイス(打楽器を中心とした音色)

マルチモード

MOTIF-RACK XSをDAWソフトウェアなどの外部シーケンサー用のマルチ音源として利用する場合に使うモードです(35ページ)。

複数のボイス(最大16パート)を同時に鳴らすことができます。

シーケンサーのソングファイルの各トラックにMOTIF-RACK XSの各ボイスを割り当てることで、MOTIF-RACK XS一台だけでアンサンブ
ル演奏を行なえます。

ボイスモードやマルチモードのほかにも、以下のような機能があります。

MOTIF-RACK XSのモードと基本操作

アルペジオ(40ページ) 本体に接続した外部キーボードなどの鍵盤を押さえるだけで、さまざまなリズムやフレーズを自動
演奏します。

コントローラーセット(44ページ) 外部MIDIコントローラーで、MOTIF-RACK XSのさまざまな機能をコントロールします。

ストア(46ページ) エディットしたボイスやさまざまな設定を本体に保存します。

ユーティリティー (98ページ) システム全体に関する設定を行ないます。
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 25
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各モードの機能と入り方

各モードの機能と、各モードへの入り方は下表のとおりです。

現在表示されている画面からの抜けかた

現在表示されている画面から前の画面に戻りたい場合は、[EXIT]ボタンを押します。

また、[EXIT]ボタンを何回か押すことにより、選択中のモードのトップ画面(プレイ画面)に戻ります。 

nパラメーター (機能)は、ボイス/マルチごとに機能するパラメーターと、すべてのボイス/マルチに共通で機能するパラメーターにわけられます。
前者をボイス/マルチエディットで設定し、後者をユーティリティーで設定します。 

nボイスモード/マルチモード/ユーティリティーでの設定は、ストア機能(46ページ)で保存します。

各モード 機能 入り方

ボイスモード

プレイ ボイスの演奏 [VOICE]

コモンエディット ボイスのすべてのエレメント/キーに共通する設定の作成/
編集

[VOICE]→[EDIT]

エレメント/キーエディット ボイスのエレメント/キーごとの設定の作成/編集 MOTIF-RACK XSエディターでのみ編集可能

ストア ボイスの保存 [VOICE]→[STORE]

ユーティリティー ボイスモードでのみ可能なマスターエフェクト/マスター
EQの設定など

[VOICE]→[UTILITY]

マルチモード

プレイ マルチの演奏 [MULTI]

コモンエディット マルチのすべてのパートに共通する設定の作成/編集 [MULTI]→[EDIT]→マルチエディットセレクト画面で
「Common」選択→[ENTER]

パートエディット マルチのパートごとの設定の作成/編集 [MULTI]→[EDIT]→マルチエディットセレクト画面で
「1」～「16」選択→[ENTER]

ストア マルチの保存 [MULTI]→[STORE]

そのほかの機能

ユーティリティー システム全体の設定 [UTILITY]

エフェクト オン/オフ エフェクトのオン/オフを設定 [EFFECT]

カテゴリーサーチ ボイスをカテゴリー別に探す ボイス選択画面でエンコーダーノブを押す
MOTIF-RACK XS 取扱説明書  
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ここでは、MOTIF-RACK XSの基本となるボイスモードについて説明します。

ボイス(音色)を選んで演奏する

ボイスモードのトップ画面にあたるボイスプレイ画面では、さまざ
まなボイスから好きなものを選んで演奏できます。

ボイスには、以下の2種類があります。

ノーマルボイス
ピアノ、オルガン、ギター、シンセサイザーなどさまざまな楽器の音色
のボイスです。外部キーボードの鍵盤の音階に合った音程で発音します。

ドラムボイス
リズムパートを演奏する場合に使う音色のボイスです。各ノートナン
バー (鍵盤)にいろいろな打楽器が割り当てられています。

MOTIF-RACK XSには、ボイスを記憶させるためのバンクが用意
されています。バンクの種類には、大きく分けてプリセットバン
ク、ユーザーバンク、GMバンクがあります。各バンクは、記憶さ
れているボイスや役割が下記のように異なります。

プリセットバンク
あらかじめ本体に内蔵されたボイスが入っています。
プリセットバンクには、ボイスを保存できません。

ユーザーバンク
ボイスエディットで作ったボイスを保存(ストア)しておくバンクです。

初期状態ではプリセットと同じボイスがメモリーされています。 

nユーザーバンクのボイスは、上書きされると消えてしまいます。エディッ
トしたボイスを保存する場合は、大事なユーザーボイスに上書き保存しな
いようにご注意ください。

GMバンク
GMボイスとして規定されたボイスが入っています。

ボイスモードでは、上記のバンクが全部で15個(プリセットバンク
1～8、ユーザーバンク1～3、GMバンク、プリセットドラムバン
ク、ユーザードラムバンク、GMドラムバンク)用意されています。
各バンクには、ボイスが種類別に記憶されています。ボイスプレイ
画面では、これらのボイスバンクの中から好きなボイスを選んで演
奏できます。 

nボイスについて詳しくは、「MOTIF-RACK XSのしくみ」(49ページ)をご
覧ください。ボイスの一覧は、別冊データリストをご覧ください。

外部キーボードを接続した場合を例にとって、いくつかのボイスの
音を試してみましょう。 

n演奏の前に、外部キーボードの送信チャンネルとMOTIF-RACK XSの受
信チャンネルを合わせる必要があります(21ページ)。 

1. [VOICE]ボタンを押します。
[VOICE]ボタンのランプが点灯し、ボイスモードのボイスプレ
イ画面が表示されます。 

2. カーソル[＜]/[＞]ボタンでボイスバンクを選びます。
この時点で、外部キーボードの鍵盤を弾くと現在画面上に表示
されているボイスの音が出ます。
また、ボイスプレイ画面に表示されている各項目は以下のとお
りです。

ノーマルボイスのバンクについて
PRE1～PRE8 (プリセットバンク)、GM (GMバンク)、USR1～3
(ユーザーバンク)の12のバンクがあります。

ドラムボイスのバンクについて
PDR (プリセットドラムバンク)、GMDR (GMドラムバンク)、
UDR (ユーザードラムバンク)の3つのバンクがあります。 

nユーティリティーGeneral画面の「Bank/Part Wrap」(99ページ)
を「on」に設定すると、最後のバンクと最初のバンクを連続して切
り替えできるようになります。

ボイスモード

GMボイス
GMとは、メーカーや機種が異なった音源でも、ほぼ同じ系統の音
色で演奏が再現されることを目的に設けられた、音源の音色配列や
MIDI機能に関する一定の基準のことです。本体のGMボイスバンク
は、GM対応のソングデータがほぼ正常に再生できることを目的に
しており、GMに完全に対応しているわけではありません。

ボイスを選ぶ

 

メインカテゴリー 

バンク プログラムナンバー 

サブカテゴリー 

ボイスネーム 

アルペジオスイッチ(66ページ)の
オン(表示)/オフ(非表示)

各エフェクトのオン(表示)/オフ(非表示)

ボイスプレイ画面
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 27 
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3. エンコーダーノブやカーソル[∧]/[∨]ボタンでボイスを選
択します。 

n カーソル[∧]/[∨]ボタンやエンコーダーノブを使ってプログラムナ
ンバーを増減していくと、プログラムナンバーの上限/下限でバンク
が自動的に切り替わり、異なるバンクのボイスを次々に選択できま
す。 

n プレイ画面でカーソル[∧]ボタンを押しながらカーソル[∨]ボタンを
押すと、プログラムナンバーの値が10増加します。逆にカーソル
[∨]ボタンを押しながらカーソル[∧]ボタンを押すと、プログラムナ
ンバーの値が10減少します。 

4. 外部キーボードの鍵盤を弾いてみましょう。
鍵盤から送られるMIDI情報を受けて、選んだボイスの音が出
ます。その他のボイスも試してみましょう。 

n オーディション機能(16ページ)を使って選択したボイスを聞くこと
もできます。

MOTIF-RACK XSのボイスは、カテゴリーごとに分類されていま
す。カテゴリーは、ボイスをピアノ、オルガンといった楽器の種類
や音のキャラクター別に分けたものです。カテゴリーサーチは、特
定のカテゴリーを指定して、その中から使いたいボイスをすばやく
探すことができる便利な機能です。 

1. ボイスプレイ画面でエンコーダーノブを押します。
カテゴリーサーチダイアログが表示されます。 

n [EXIT]ボタンを押すと、カテゴリーサーチダイアログが閉じます。 

2. カーソル[∧]ボタンで、「Main (メインカテゴリー )」に
カーソルを移動し、エンコーダーノブを回してメインカテ
ゴリーを選択します。 

3. カーソル[∨]ボタンで、「Sub (サブカテゴリー )」にカーソ
ルを移動し、エンコーダーノブを回してサブカテゴリーを選
択します。 

4. [ENTER]ボタン、エンコーダーノブ、またはカーソル[＞]
ボタンを押し、カテゴリーを確定します。
確定されたカテゴリーのボイスリストが表示されます。 

5. カーソル[∧]/[∨]ボタンまたはエンコーダーノブでボイス
を選択します。
カテゴリーを変更したい場合は、カーソル[＜]ボタンまたは
[EXIT]ボタンを押して、手順2に戻ります。 

6. [ENTER]ボタンまたはエンコーダーノブを押し、ボイス
を確定します。
カテゴリーサーチダイアログが閉じます。

MIDIメッセージでボイスを選ぶ
DAWソフトウェアなどの外部シーケンサーからでも、MIDIメッ
セージで本体のボイスを選択できます。この場合はMIDIメッセージ
として下記3つを本体に送信する必要があります。 

•バンクセレクトMSB (コントロールナンバー0) 

•バンクセレクトLSB (コントロールナンバー32)  

•プログラムチェンジ

たとえば、ボイスモードでプリセットバンク2(PRE2)のプログラ
ムナンバー12を選ぶ場合は、下記を送信します。 
1.バンクセレクトMSB (コントロールナンバー0) = 63を送信し
ます。 

2.バンクセレクトLSB (コントロールナンバー32) = 1を送信し
ます。 

3.プログラムチェンジナンバー= 12*を送信します。

*プログラムチェンジナンバーの可変範囲が0～127のシーケンサーをお使いの場合
は、プログラムチェンジナンバー=11を本体に送信してください。

本体ボイスに割り当てられている、バンクセレクトMSB、バンク
セレクトLSBは、別冊データリストのMIDI Data Formatに記載さ
れています。また、プログラムチェンジナンバーは、別冊データリ
ストのボイスリストに記載されています。 

nMIDIチャンネルは、「Receive Ch (ベーシックレシーブチャンネル)」
(102ページ)と同じチャンネルを指定してください。 

n本体がボイスモードの場合にMIDIメッセージを受信すると、
[VOICE]ボタンのランプが点滅します。

TIP

カテゴリーサーチを使う

サブカテゴリー 

メインカテゴリー 

フェーバリットチェックボックス欄 
現在選択されている 
メインカテゴリーとサブカテゴリー 

現在選択されているカテゴリーのボイスリスト 
MOTIF-RACK XS 取扱説明書   
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カテゴリーサーチには、気に入った音色をフェーバリットカテゴ
リーとして登録する機能があります。あらかじめ気に入ったボイス
をフェーバリットカテゴリーに登録しておくと、曲作りの際に使い
たいボイスをすばやく選び出すことができます。

気に入ったボイスをフェーバリットカテゴリーに登録する 

1. 「カテゴリーサーチを使う」(28ページ)の手順1～4を行な
い、選択したカテゴリーのボイスリストを表示させます。 

2. カーソル[＞]ボタンを押し、フェーバリットチェックボッ
クス欄にカーソルを移動させます。  

3. カーソル[∧]/[∨]を押すか、エンコーダーノブを回して、
気に入ったボイスを選びます。  

4. [ENTER]ボタンまたはエンコーダーノブを押して、
フェーバリットチェックボックスにチェックを入れます。
チェックボックスに×マークが表示され、選択中のボイスが
フェーバリットカテゴリーに登録されます。
もう一度[ENTER]ボタンまたはエンコーダーノブを押すと、
フェーバリットチェックボックスのチェックが外れます。
複数のボイスを登録したい場合は、手順3～4を繰り返します。 

n フェーバリットカテゴリーは設定直後に保存されます。 

5. フェーバリットカテゴリーへの登録が済んだら、
[VOICE]ボタンを押して、ボイスプレイ画面に戻ります。
カテゴリーサーチダイアログで選択していたボイスが表示され
ます。

フェーバリットカテゴリーに登録されているボイスを選ぶ 

1. ボイスプレイ画面でエンコーダーノブを押します。
カテゴリーサーチダイアログが表示されます。 

2. カーソル[∧]ボタンで、「Main (メインカテゴリー )」に
カーソルを移動し、エンコーダーノブを回して
「Favorite」を選択します。 

n フェーバリットカテゴリーにボイスが登録されていない場合は、
「Main (メインカテゴリー )」で「Favorite」を選択できません。  

3. [ENTER]ボタン、エンコーダーノブ、またはカーソル[＞]
ボタンを押し、確定します。
フェーバリットカテゴリーとして登録されているボイスリスト
が表示されます。

ノブ1～5を操作して音色を変化させる

本体のノブ1～5を操作すると、選択中のボイスのパラメーターや
エフェクトのかかり具合を増減することで音色を変化させることが
できます。ノブにはそれぞれ4種類の機能が割り当てられていて、
[SELECT]ボタンで切り替えることができます。ボタンを押すたび
に、ノブ1～5の左にある4つのランプが順番に点灯します。 

1. ノブ1～5の左にある[SELECT]ボタンを押して、割り当
てたい機能に該当するランプを点灯させます。
ノブセレクトポップアップが表示されます。ノブセレクトポッ
プアップでは、ノブに割り当てられた機能と、その機能の現在
の値が表示されます。
[EXIT]ボタンを押すと、ポップアップが閉じます。 

nユーティリティー General画面の「Knob Sel Disp Sw
(ノブセレクトディスプレイスイッチ)」(99ページ)が「off」の場合
は、ノブセレクトポップアップは表示されません。 

n [SELECT]ボタンを2秒以上押し続けると、ノブ1～5に最上段の機
能が割り当てられます。 

2. 外部接続機器の鍵盤を弾きながら、本体のノブ1～5のい
ずれかを回します。
ノブポップアップが表示され、操作した機能が音色に効果しま
す。ノブポップアップには、現在操作しているノブの機能、そ
の機能の現在の値、「Original」の値を表示します。
「Original」の値は、ノブの機能の編集前の値(保存されている
値)を示しています。 

nノブポップアップを表示する時間は、ユーティリティー General画
面の「Knob Disp Time (ノブディスプレイタイム)」(99ページ)で
設定できます。「Knob Disp Time」が「off」の場合は、ノブを押
している間だけノブポップアップが表示されます。

お気に入りのボイスを集めたカテゴリーを
作る(フェーバリットカテゴリー )

フェーバリットチェックボックス欄 

ノブ1～5の操作手順

ノブ1～5

各機能の現在の値 

ノブ1～5に 
割り当てられている機能 

操作しているノブの機能 現在の値 

編集前の値(保存されている値)
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 29
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nすべてのボイスで必ず同じ効果がかかるとは限りません。 

nマルチモードの場合も、各ノブに同様のパラメーターが割り当てられます。

ノブ1～5の機能

11段目のランプが点灯している場合 ノブ1～2はFilter画面(68、83、96ページ)のパラメーターを、ノブ3はEG画面(68、96ページの
FEGの一部のパラメーターを、ノブ4～5はPlay Mode画面(65、83、94ページ)の一部のパラメー
ターを直接変更します。

ノブ1 CUTOFF (カットオフ) フィルターのカットオフ周波数(68、96ページ)を増減して、音色の明るさを変化させます。

ノブ2 RESONANCE (レゾナンス) フィルターのレゾナンス/ウィズ(68、96ページ)を増減して、音に独特のクセを付けて音色が変化する
度合いをコントロールします。

ノブ3 FEG DEPTH (フィルター EGデプス) フィルターEGのデプス(68、96ページ)を増減して、フィルターEGによるカットオフ周波数の変化幅
を増減します。ドラムボイスの場合は、このパラメーターが無効になるため、設定できません。

ノブ4 PORTAMENTO (ポルタメントタイム) ポルタメントタイム(65、95ページ)を増減して、ポルタメントのピッチ変化にかかる時間またはピッチ
変化の速さを設定します。ノブを左に回しきると、値が「off」になり、「Porta Sw (ポルタメントスイッ
チ)」を「off」に設定します。ドラムボイスの場合は、このパラメーターが無効になるため、設定できま
せん。

ノブ5 VOLUME (ボリューム) ボイスの音量を設定します(65、94ページ)。

2 2段目のランプが点灯している場合 ノブ1～4はEG画面(68、83、96ページ)のAEGのパラメーターを、ノブ5はPlay Mode画面(65、
83、94ページ)の一部のパラメーターを直接変更します。

ノブ1 ATTACK (AEGアタックタイム) アンプリチュードEGのアタックタイム(69、96ページ)を増減して、音の立ち上がりを遅くしたり速く
したりします。値を大きくすると音の立ち上がりが遅くなり、値を小さくすると音の立ち上がりが速く
なります。

ノブ2 DECAY (AEGディケイタイム) アンプリチュードEGのディケイタイム(69、96ページ)を増減して、アタックレベルに到達したあとの、
サステインレベルに到達するまでの時間を変化させます。音の歯切れの良さや、減衰音の減衰の速さを
コントロールします。

ノブ3 SUSTAIN (AEGサステインレベル) アンプリチュードEGのサステインレベル(69、96ページ)を増減して、音が持続するときの音量を調整
します。ドラムボイスの場合は、このパラメーターが無効になるため、設定できません。

ノブ4 RELEASE (AEGリリースタイム) アンプリチュードEGのリリースタイム(69、96ページ)を増減して、ノートオフを受信してから音が消
えるまでの時間を設定します。ドラムボイスの場合は、このパラメーターが無効になるため、設定でき
ません。

ノブ5 PAN (パン) 音の左右の定位を調節します(65、94ページ)。

3 3段目のランプが点灯している場合 ノブ1～5は、3 Band EQ画面(71、83、96ページ)の一部のパラメーターを直接変更します。

ノブ1 EQ LOW (EQローゲイン) EQのローゲイン(71、96ページ)を増減して低音域の音量を調節し、音色を変化させます。

ノブ2 EQ MID F (EQミドルフリケンシー ) EQのミドルフリケンシー (71、96ページ)を増減して、ノブ3 (EQミドルゲイン)で操作する周波数帯域
を調整します。

ノブ3 EQ MID (EQミドルゲイン) EQのミドルゲイン(71、96ページ)を増減して中音域の音量を調節し、音色を変化させます。

ノブ4 EQ MID Q (EQミドルキュー ) EQのミドルキュー (71、97ページ)を増減して、ノブ3 (EQミドルゲイン)で操作する周波数帯域の広さ
(範囲)を変化させます。ノブを右に回してQの値を上げると操作する帯域が狭くなり、特徴的な音色変化
が起こります。ノブを左に回してQの値を下げると、操作する帯域が広くなり、なだらかで自然な音色変
化になります。

ノブ5 EQ HIGH (EQハイゲイン) EQのハイゲイン(71、96ページ)を増減して高音域の音量を調節し、音色を変化させます。

4 4段目のランプが点灯している場合 ノブ1～2はEffect画面(72、83ページ)/Fx Send画面(97ページの一部のパラメーターを、ノブ3～4
は、Control画面(71、83、93ページ)の一部のパラメーターを、ノブ5はArp Edit画面(66ページ)/
Arpeggio画面(91ページ)の一部のパラメーターを直接変更します。

ノブ1 CHORUS (コーラスセンド) コーラスセンド(72、97ページ)を変更して、コーラスエフェクトのかかり方を調整します。

ノブ2 REVERB (リバーブセンド) リバーブセンド(72、97ページ)を変更して、リバーブエフェクトのかかり方を調整します。

ノブ3 ASSIGN 1 (アサイン1バリュー ) このノブには、いろいろな機能を自由に割り当てることができます。割り当てられた機能の設定値を関
節的に増減します。機能の割り当ては、ボイス/マルチコモンエディットのControl画面(71、93ページ)
で行ないます。ノブ4 ASSIGN 2 (アサイン2バリュー )

ノブ5 TEMPO (アルペジオテンポ) アルペジオのテンポ(66、91ページ)を増減して、アルペジオのテンポを変更します。

4
3

1

ノブ1 ノブ2 ノブ3 ノブ4 ノブ5

2
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プレイ画面やエディット画面でパラメーターの値を変更すると、画
面右上に E(エディット)マークが表示されます。この表示により、
選択中のプログラムが設定を変更された状態にあり、まだ保存され
ていないことを確認できます。現在の状態を保存するには、ストア
(46ページ)の操作を行ないます。 

nアルペジオタイプまたはオーディションフレーズタイプによっては、演奏
するだけでEマークが表示される場合があります。

ボイスをエディットする

ボイスを構成するさまざまな設定項目(パラメーター )の値を変更し
てボイスを作り変える操作をエディットといい、ボイスモードのサ
ブモードであるボイスエディットで行ないます。

ボイスエディットは、ボイスの種類によってパラメーターが異なり
ます。

ノーマルボイスのエディット
鍵盤の音階どおりの音程で発音する「ノーマルボイス」は、最大8
個のエレメントで構成されています。ノーマルボイスのエディット
は、8つのエレメントに共通のパラメーターを設定する「コモンエ
ディット」と、エレメントごとのパラメーターを設定する「エレメ
ントエディット」の2種類に分かれます。エレメントエディットに
関してはMOTIF-RACK XSエディターでのみ可能です。

ドラムボイスのエディット
各鍵盤にいろいろな打楽器が割り当てられた「ドラムボイス」のエ
ディットは、全キーに共通のパラメーターを設定する「コモンエ
ディット」と、キーごとのパラメーターを設定する「キーエディッ
ト」の2種類に分かれます。キーエディットに関してはMOTIF-
RACK XSエディターでのみ可能です。 

1. [VOICE]ボタンを押してボイスプレイ画面を表示させ、
エディットの対象とするボイスを選びます(27ページ)。 

2. [EDIT]ボタンを押してコモンエディットに入ります。
ボイスエディットセレクト画面が表示されます。

エディットマークについて

エレメントとは?
ボイスを構成する最小単位で、それ自体をボイスとして使用できま
す。

エレメントは、楽器音などの波形(ウェーブ)にさまざまなパラメー
ター (エフェクト、EGなど)を付加して作られています。MOTIF-
RACK XSの各ボイスは、エレメントをいくつか組み合わせること
によって作られています。

エディットマーク 

コンペア機能について
エディットの最中に、エディット前の設定とエディット中の設定と
を聞き比べることができます。 

1. エディット中( Eマークが表示され、[EDIT]ボタンラ
ンプが点灯している状態)に[EDIT]ボタンを押します。

[EDIT]ボタンのランプが点滅して、画面右上に示された 

Eマークが Cマークに変わり、エディット前の音が出る状
態(コンペア状態)になります。 

2. 再度[EDIT]ボタンを押し、コンペア状態から抜けます。

エディット中の状態( Eマークが表示され、[EDIT]ボタン
ランプが点灯している状態)に戻ります。
手順1と2を繰り返すことで、エディット前の音、
エディット中の音を聞き比べます。 

nコンペア機能はマルチエディットでも使うことができます。 

nコンペア状態では、各パラメーターをエディットできません。

ノーマルボイス/ドラムボイスをエディッ
トする

TIP

コンペアマーク 

コモンエディット画面であることを示しています。 

選択可能なエディット画面名を表示します。 
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3. カーソル[∧]/[∨]/[＜]/[＞]ボタンまたはエンコーダー
ノブで、エディットしたい画面を選択します。 

4. [ENTER]ボタンまたはエンコーダーノブを押し、
エディット画面を確定します。
選択したエディット画面が表示されます。 

5. カーソル[∧]/[∨]ボタンを押してエディットしたいパラ
メーターを選択します。
各パラメーターについて詳しくは、リファレンス(64ページ)
をご覧ください。 

n エディット画面でカーソル[∨]ボタンを押しながらカーソル[∧]ボタ
ンを押すと、画面上のカーソル(反転表示部分)が次のページの先頭
パラメーターに飛びます。逆にカーソル[∧]ボタンを押しながら
カーソル[∨]ボタンを押すと、画面上のカーソル(反転表示部分)が
1つ前のページの先頭パラメーターに飛びます。 

6. エンコーダーノブを回してパラメーターの値を変更します。 

7. 手順3～6を繰り返すことで、ボイスコモンエディットを
行ないます。 

8. エディットしたボイスに名前を付けます。
コモンエディットのName画面の「Name」で名前を設定しま
す。名前の入力方法については、47ページをご覧ください。 

9. [STORE]ボタンを押して、変更したボイスを保存(ストア)し
ます。
保存方法の詳細については、46ページをご覧ください。 

n ストア画面で[EDIT]ボタンを押すと、保存先のボイスを確認できま
す(ストアコンペア機能)。

作成されたボイスは、他のボイスを選ぶか電源を切ると、失われて
しまいます。他のボイスに切り替える前に、または電源を切る前に、
[STORE]ボタンを押してボイスデータを本体に保存してください。 

n 必要に応じて、ユーザーメモリーにストアされたボイスを、MOTIF-
RACK XSエディターなどに保存します。ボイスエディット内容を
保存するユーザーメモリーはフラッシュ ROMであり、一度保存し
ておけばデータが消えないため、必ずしもこの操作は必要ありませ
ん。詳細は、47ページをご覧ください。

エディット画面名 

カーソル[∧]/[∨]ボタンでページを 
前後に変更できることを示しています。 現在のページ/全ページ数 

パラメーター名 パラメーターの値 

MOTIF-RACK XSエディターでエレメント/ドラ
ムキーをエディットする
MOTIF-RACK XSのボイスのエレメント/ドラムキーごとにエ
ディットしたい場合は、MOTIF-RACK XSエディターで行ないま
す。エレメント/ドラムキーごとの設定には、オシレーター、ピッ
チ、フィルター、アンプリチュードやEG (エンベロープジェネレー
ター )などがあります。パラメーターについては、リファレンスの
エレメントエディット(73ページ)/キーエディット(84ページ)をご
覧ください。また操作方法については、MOTIF-RACK XSエディ
ターの[ヘルプ]メニューからPDFマニュアルをご覧ください。

MOTIF-RACK XSとMOTIF-RACK XSエディターとをデータ同期
させると、MOTIF-RACK XSエディター側で行なった設定が
MOTIF-RACK XS本体に反映されます。MOTIF-RACK XSと
MOTIF-RACK XSエディターとの接続方法については、「MOTIF-
RACK XSエディターを使う」(23ページ)をご覧ください。

自分の好みの打楽器を各キーに割り当てる
MOTIF-RACK XSエディター上のドラムキーエディットでは、各
打楽器のサウンドを調節するだけでなく、各キーへの打楽器の割り
当てを自由に変えることでオリジナルのドラムキット(ドラムボイス)
を作ることができます。操作方法については、MOTIF-RACK XS
エディターの[ヘルプ]メニューからPDFマニュアルをご覧ください。

ハイハットオープンとクローズが同時に発
音しないようにする

ドラムボイスの各キーに割り当てられた打楽器の中には、ハイハッ
トシンバルのオープンとクローズのように、同時に発音することが
あり得ない組み合わせがあります。このような打楽器を1つのグ
ループに登録しておくことで、同時に鳴らないように設定され、現
実のドラムセットのサウンドをリアルに再現します。

プリセットのドラムボイスでは、MOTIF-RACK XSエディターの
ドラムキーエディットの「Alternate Group (オルタネートグループ)」
(84ページ) があらかじめ設定されているので、この操作をする必要
はありませんが、自分で打楽器を割り当てる作業をしている場合な
どは、MOTIF-RACK XSエディター上で忘れずに設定しましょう。
操作方法については、MOTIF-RACK XSエディターの[ヘルプ]メ
ニューからPDFマニュアルをご覧ください。

鍵盤を離したときの鳴りかたを決める
MOTIF-RACK XSエディター上のドラムキーエディットで、打楽
器の発音を止めるか止めないかの設定ができます。
「Recive Note Off (レシーブノートオフ)」=オフ(84ページ) に設
定すると、該当する打楽器音は必ず最後まで鳴ります。オンに設定
した場合は、該当するキーのノートオフを受信した時点で、打楽器
の発音は止まります。

キーごとの出力先を変える
MOTIF-RACK XSエディター上のドラムキーエディットで、キー
ごとに出力先を変えられます。特定の打楽器に、本体とは別のエ
フェクターをかけたい場合などにこの機能を使うと便利です。
詳細は、リファレンスのキーエディットの「Output Select」(85
ページ)をご覧ください。 

n「Output Select」は、MOTIF-RACK XSエディター上の同じOSC
(オシレーター )にある「Ins Effect Output (インサーションエフェ
クトアウトプット)」が「thru」の場合のみ設定できます。

TIP

TIP

TIP

TIP
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ボイスモード
 

ボイスのエフェクトを設定する

音作りの最終段階でエフェクトを活用し、音に広がりや厚み、歪み
感などの表現力を加えることができます。ボイスモードではボイス
ごとにエフェクトを設定できます。エフェクトの構成については、
「MOTIF-RACK XSのしくみ」のエフェクト部(57ページ)を、エ
フェクトの各パラメーターについては、「リファレンス」のボイス
モードのEffect画面(72ページ)をご覧ください。

ここでは、ボイスのエフェクト設定手順の一例を紹介します。 

1. ボイスモードで対象のボイスを選びます(27ページ)。 

2. [EDIT]ボタンを押して、ボイスエディットセレクト画面
で「Effect」を選択し、[ENTER]ボタンを押します。
ボイスコモンエディットのEffect画面が表示されます 

n [EFFECT]ボタンを2秒以上押し続けると、同じEffect画面が表示
されます。

1 インサーションコネクション
インサーションエフェクトAとBの接続方法を設定します。

2 インサーションエフェクト
インサーションエフェクトA、Bの現在設定されているエフェ
クトタイプを表示します。「Ins A」/「Ins B」を選択して
[ENTER]ボタンまたはエンコーダーノブを押すと、エフェク
トパラメーター画面が表示され、エフェクトタイプやエフェク
トパラメーターの設定ができます。

3 システムエフェクト(コーラス/リバーブ)
システムエフェクトのコーラス/リバーブの現在設定されてい
るエフェクトタイプを表示したり、センド、リターン量を設定
したりします。「Chorus」/「Reverb」を選択して[ENTER]
ボタンまたはエンコーダーノブを押すと、エフェクトパラメー
ター画面が表示され、エフェクトタイプやエフェクトパラメー
ターの設定ができます。 

3. カーソル[∧]/[∨]/[＜]/[＞]ボタンで「Ins A」/「Ins
B」を選択し、[ENTER]ボタンを押します。
エフェクトパラメーター画面(73ページ)が表示されます。こ
こでインサーションエフェクトのタイプやパラメーターを設定
します。 

4. カーソル[∧]/[∨]ボタンで、エフェクトタイプ、エフェク
トパラメーターなどを選択し、エンコーダーノブを回して
各設定値を変更します。 

nエフェクトのカテゴリー、タイプ、パラメーターについては、
「MOTIF-RACK XSのしくみ」の59ページまたは別冊データリスト
のエフェクト関連リストをご覧ください。 

5. [EXIT]ボタンを押して、Effect画面に戻ります。 

6. カーソル[∧]/[∨]/[＜]/[＞]ボタンでインサーションコネ
クションを選択し、エンコーダーノブを回してインサー
ションエフェクトAとBの接続方法を設定します。 

7. 必要に応じて、MOTIF-RACK XSエディター上の
Effect画面で「Element Out」(73ページ)/「Key
Out」(83ページ)を設定します。
「Element Out」は、ノーマルボイスの場合に、エレメント1
～8の出力先をインサーションエフェクトAにするか、イン
サーションエフェクトBにするか、インサーションエフェクト
をバイパスさせるか(thru)を選択します。
「Key Out」は、ドラムボイスの場合に、「Key」で選択したド
ラムキーから出る信号の出力先を、インサーションエフェクト
Aにするか、インサーションエフェクトBにするか、インサー
ションエフェクトをバイパスさせるか(thru)を選択します。 

8. カーソル[∧]/[∨]/[＜]/[＞]ボタンで「Chorus」/
「Reverb」を選択し、[ENTER]ボタンを押します。
エフェクトパラメーター画面(73ページ)が表示されます。こ
こでシステムエフェクト(コーラス、リバーブ)を設定します。 

9. カーソル[∧]/[∨]ボタンで、エフェクトタイプ、エフェク
トパラメーターなどを選択し、エンコーダーノブを回して
各設定値を変更します。 

nエフェクトのカテゴリー、タイプ、パラメーターについては、
「MOTIF-RACK XSのしくみ」の59ページまたは別冊データリスト
のエフェクト関連リストをご覧ください。 

10. [EXIT]ボタンを押して、Effect画面に戻ります。

現在選択しているパラメーター名と値が表示されます。 

3 システムエフェクト 

2 インサーションエフェクト 

1 インサーション 
　  コネクション 

エディットしているエフェクトの種類 

現在設定されているエフェクトタイプ名 
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11.カーソル[∧]/[∨]/[＜]/[＞]ボタンでセンド、リターン、
パンなどを選択し、エンコーダーノブを回してレベルを設
定します。 

n ドラムボイスの場合、MOTIF-RACK XSエディター上の「Chorus
Send (キーコーラスセンド)」/「Reverb Send (キーリバーブセン
ド)」(84ページ)、または「Chorus Ins Send (インサーション
コーラスセンド)」/「Reverb Ins Send (リバーブインサーション
センド)」(84ページ)で各キーごとのセンドレベルを設定できます。 

12. [STORE]ボタンを押して、ボイスを保存します。
エフェクトの設定は、ボイスごとに保存できます。
設定を保存したい場合は、ボイスモードを抜ける前にストア操
作(46ページ)を行ないます。 

n ストア画面で[EDIT]ボタンを押すと、保存先のボイスを確認できま
す(ストアコンペア機能)。

ストア操作を実行せずに他のボイスを選んだり、他のモードに入った
りすると、エフェクトの設定は消えてしまうので、ご注意ください。 

13.必要に応じて、マスターエフェクトやマスター EQを設定
します。
設定は、ユーティリティーVoice MEF画面(102ページ)/
ユーティリティーVoice MEQ画面(103ページ)で行ないま
す。これらの画面に入る手順は、ボイスモード→[UTILITY]→
ユーティリティーセレクト画面で「Voice MEF」/「Voice
MEQ」を選択→[ENTER]です。
エフェクトの構成については、「MOTIF-RACK XSのしくみ」
のエフェクト部(57ページ)をご覧ください。 

14. [STORE]ボタンを押して、設定を保存します。
ユーティリティーVoice MEF画面/ユーティリティー Voice
MEQ画面で[STORE]ボタンを押すと、マスターエフェクトお
よびマスターEQの設定を含むシステム設定の全体が保存され
ます。
ボイスモードの元の画面に戻るには、[EXIT]ボタンを2回押し
ます。

ストア操作を実行せずに電源をオフにすると、変更した設定はメモ
リーから消えてしまいますので、ご注意ください。

エフェクトをオン/オフする
[EFFECT]ボタンを押すことで、エフェクトダイアログが表示され、
インサーションエフェクト、システムエフェクト(コーラス、リバー
ブ)、マスターエフェクトを有効/無効にすることができます。ここ
でのインサーションエフェクト、システムエフェクトの設定は、ボ
イス/マルチに共通の一時的な設定で、電源を切るとすべて「ON」
に戻ります。またマスターエフェクトの設定は、ボイス/マルチ
モードのマスターエフェクトスイッチと連動します。

各エフェクトのパラメーターを「on」に設定すると、エフェクトは
有効になり、該当するパラメーターの下にエフェクトアイコンを表
示します。各エフェクトのパラメーターを「off」に設定すると、エ
フェクトは無効になり、該当するエフェクトアイコンは非表示にな
ります。 

n マスターエフェクトスイッチは、ボイスモードの場合、ユーティリ
ティーVoice MEF画面にある「Switch」(102ページ)で、マルチ
モードの場合、コモンエディットのマスターエフェクトのエフェクト
パラメーター画面にある「Switch」(93ページ)でも設定できます。 

n マルチパートエディットの「Ins Effect Sw (インサーションエフェ
クトスイッチ)」(97ページ)がオンの場合でも、エフェクトダイアロ
グで「Ins A&B」を「off」に設定すると、選択中のマルチのイン
サーションエフェクトは無効になります。 

n エフェクトダイアログ上のエフェクトがすべてオンに設定されている
ボイス/マルチを選択すると、[EFFECT]ボタンのランプが点灯します。 

n [EFFECT]ボタンを2秒以上押し続けた場合は、コモンエディットの
Effect画面に移動します。

インサーションエフェクト 
A、Bに関する設定 

コーラスに関する設定 

エフェクトアイコン 

リバーブに関する設定 

マスターエフェクトに関する設定 
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マルチモードは、MOTIF-RACK XSをコンピューターミュージック用(シーケンサー用)のマルチ音源として活用するための優れた機能を備え
ています。ソングファイルの各トラックのデータに合わせて、マルチの各パートに別々のMIDIチャンネルと任意のボイスを設定しておけば、
外部シーケンサーでそのソングファイルを再生させるだけで、MOTIF-RACK XSは同時に複数の異なるボイスを使ったアンサンブル演奏を行
なうマルチ音源として機能します。MOTIF-RACK XSでは、最大16チャンネル分の音を鳴らすことができます(52ページ)。また、バンクが
1つだけ(ユーザーバンク)ですので、マルチモードではバンク選択の操作は必要ありません。 

nマルチのユーザーバンクについて
工場出荷時のユーザーバンクには、あらかじめ128種類のマルチが用意されています。
これらのユーザーバンクのマルチは、上書きすると消えてしまいます。エディットしたマルチを保存する場合は、大事なマルチに上書き保存しないようご注意ください。

マルチモードで演奏する

マルチモードのマルチプレイ画面では、あらかじめ作成したマルチ
プログラムの中から好きなものを選んで、発音させることができま
す。マルチについては、25ページをご参照ください。ここでは、
MOTIF-RACK XSを音源として、コンピューター上のDAWソフト
ウェアのソングデータを再生する方法を説明します。 

1. 「MOTIF-RACK XSとコンピューターとの接続」(17
ページ)に従ってMOTIF-RACK XSとコンピューターを
接続します。 

2. コンピューターでお使いのDAWソフトウェアを起動し、
DAWソフトウェアの新規ソングファイルを開きます。
「DAWのソングを本体音源を使って鳴らす」(22ページ)に
従って、ソングファイルの各トラックのMIDIポート、MIDI送
信チャンネルなどの設定をします。

ポート設定
MOTIF-RACK XSの内蔵音源を使う場合は、DAWソフトウェア
の各トラックのMIDIポートを1に設定します。

MIDIチャンネル設定
DAWソフトウェアの各トラックのMIDI送信チャンネルと、マルチ
の各パートの受信チャンネルを合わせます。マルチの各パートの受
信チャンネルは、マルチパートエディットのVoice画面で設定しま
す(94ページ)。

詳しくは、お使いのシーケンサーの取扱説明書をご参照ください。 

3. MOTIF-RACK XSの[MULTI]ボタンを押して、マルチ
モードに入ります。
[MULTI]ボタンが点灯します。 

4. エンコーダーノブまたはカーソル[∧]/[∨]ボタンでマルチ
を選び、必要に応じて各パートのパラメーターを設定しま
す。
目的のソングに合わせて、マルチの各パートに割り当てるボイ
ス、各パートのMIDI受信チャンネル、エフェクトなどの設定
を行ないます。詳しくは「マルチをエディットする」(36ペー
ジ)をご覧ください。 

n工場出荷時には、ユーザーバンクにはあらかじめプログラムされた
128種類のマルチが入っています。マルチを初期化したい場合は、
[MULTI]ボタンを押しながら[ENTER]ボタンを押して、選択中のマ
ルチの全データを初期化してください。 

nプレイ画面でカーソル[∧]ボタンを押しながらカーソル[∨]ボタンを
押すと、プログラムナンバーの値を10増加します。逆にカーソル
[∨]ボタンを押しながらカーソル[∧]ボタンを押すと、プログラムナ
ンバーの値を10減少します。 

5. DAWソフトウェアのソングファイルに曲データを打ち込
みます。
お使いのDAWソフトウェアの取扱説明書をご参照ください。

マルチモード

バンク プログラムナンバー 

パート 

マルチネーム 

アルペジオスイッチ(91ページ)の
オン(表示)/オフ(非表示)

各エフェクトのオン(表示)/オフ(非表示)

マルチプレイ画面
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 35 
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6. DAWソフトウェアのソングを再生し、MOTIF-RACK
XSをマルチ音源として鳴らします。
外部からMIDI情報を受信すると、受信したデータと同じMIDI
受信チャンネルに設定されているパートが発音します。たとえ
ばDAWソフトウェアのソングを再生させると、ソングの各ト
ラックのMIDI送信チャンネルと同じMIDI受信チャンネルに設
定されているパートの音が出ます。複数のパートが同じMIDI
受信チャンネルになっている場合、それらのパートは重なって
発音します。
チャンネル設定については、21ページをご覧ください。

マルチをエディットする

マルチエディットにはコモンエディットとパートエディットの2種
類があります。マルチの全パートに共通の設定はコモンエディット
で、パートごとの設定はパートエディットで行ないます。 

1. [MULTI]ボタンを押してマルチモードに入り、エディッ
トの対象とするマルチを選びます(35ページ)。
はじめから新しいマルチを作りたい場合は、エディット前に、
[MULTI]ボタンを押しながら[ENTER]ボタンを押して、選択中のマ
ルチの全データを初期化しておくと便利です。選択中のマルチの初期
化は、MOTIF-RACK XSエディター上からも実行できます。MOTIF-
RACK XSエディターとの接続については23ページをご覧ください。
またMOTIF-RACK XSエディターでの初期化方法については、
MOTIF-RACK XSエディター取扱説明書をご覧ください。 

2. [EDIT]ボタンを押してマルチエディットに入ります。
マルチエディットセレクト画面が表示されます。 

3. カーソル[∧]/[∨]/[＜]/[＞]ボタンまたはエンコーダーノ
ブで、コモンエディットの「Common」かパートエ
ディットのパート「1」～「16」を選択します。

すべてのパートに共通のパラメーターをエディットする場合
は、「Common」を選択してコモンエディット画面を呼び出し
てください。パート別のパラメーターをエディットする場合
は、パート「1」～「16」を選択してパートエディット画面
を呼び出してください。 

4. [ENTER]ボタンまたはエンコーダーノブを押し、確定し
ます。
コモンエディットセレクト画面またはパートエディットセレク
ト画面が表示されます。 

5. カーソル[∧]/[∨]/[＜]/[＞]ボタンまたはエンコーダーノ
ブで、エディットしたい画面を選択します。 

6. [ENTER]ボタンまたはエンコーダーノブを押し、
エディット画面を確定します。
選択したエディット画面が表示されます。

ノブ1～5を操作してマルチを変化させる
本体のノブ1～5を操作すると、選択中のマルチの各パートのパラ
メーターや全パート共通のパラメーターを変化させることができま
す。操作方法およびノブに割り当てられる機能については、ボイス
モードと同様です(29ページ)。

外部キーボード 

曲再生 

音源部 

マルチ 

選んだマルチを演奏 

マルチモード 

パート 

ボイス 

1 2 3 4 5 6 7 8 16

外部シーケンサー 

コモンエディット 

パートエディット 

コモンエディットで 
選択可能なエディット画面 

パートエディットで 
選択可能なエディット画面 

選択中のパートを表示します。 

コモンエディットセレクト画面 

パートエディットセレクト画面 

コモンエディットのMEQ画面を選択した場合の画面 

パートエディットのPlay Mode画面を選択した場合の画面 

コモンエディット エディット画面名 

選択中のパート表示、 
カーソル[<]/[>]ボタンでの切り替え可能。 

パートエディット 
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7. カーソル[∧]/[∨]ボタンを押してエディットしたいパラ
メーターを選択します。
各パラメーターについて詳しくは、リファレンス(91ページ)
をご覧ください。 

n エディット画面でカーソル[∨]ボタンを押しながらカーソル[∧]ボタ
ンを押すと、画面上のカーソル(反転表示部分)が次のページの先頭
パラメーターに飛びます。逆にカーソル[∧]ボタンを押しながら
カーソル[∨]ボタンを押すと、画面上のカーソル(反転表示部分)が1
つ前のページの先頭パラメーターに飛びます。 

8. エンコーダーノブを回してパラメーターの値を変更します。 

9. パートエディットの場合、必要に応じてカーソル[<]/[>]
ボタンを押してエディットするパートを切り替えます。 

n ユーティリティーGeneral画面の「Bank/Part Wrap」(99ページ)
を「on」に設定すると、パート16とパート1を連続して切り替えで
きるようになります。 

10.エフェクトを設定します。
エフェクトの設定手順は、次の「マルチのエフェクトを設定す
る」をご覧ください。 

11.手順3～10を繰り返すことで、マルチエディットを行ない
ます。 

12.エディットしたマルチに名前を付けます。
コモンエディットのName画面の「Name」で名前を設定しま
す。名前の入力方法については、47ページをご覧ください。 

13. [STORE]ボタンを押して、変更したマルチを保存(ストア)
します。
エディットしたマルチは、本体内のユーザーメモリーに128
種類保存できます。
保存方法については、46ページをご覧ください。 

nストア画面で[EDIT]ボタンを押すと、保存先のマルチを確認できま
す(ストアコンペア機能)。

作成されたマルチは、他のマルチを選ぶか電源を切ると、失われて
しまいます。他のマルチに切り替える前に、または電源を切る前に、
[STORE]ボタンを押してマルチを本体に保存してください。

ストアを実行すると、ストア先のデータは失われてしまいます。大
切なデータは、あらかじめコンピューター上のMOTIF-RACK XS
エディターなどに保存してください。

パートに割り当てるボイスを選択する
パートエディットでボイスを選択する
上記の手順3～6において、設定したいパートのVoice画面(94ペー
ジ)を表示します。
手順7～8において、Voice画面の「Bank」でバンクを選び、
「Number」でボイスを選択します。

カテゴリーサーチでボイスを選択する
ボイスモードと同様に、カテゴリーサーチを使ってパートのボイス
を選択できます。下記2通りの方法でカテゴリーサーチを利用でき
ます。

カテゴリーサーチダイアログの設定方法は、ボイスモードのカテゴリー
サーチと同様です(28ページ)。

MIDIメッセージでボイスを選択する
DAWソフトウェアなどの外部シーケンサーからのMIDIメッセージ
でも、パートに割り当てるボイスを選択できます。バンクセレクト
MSB、バンクセレクトLSB、プログラムチェンジをMOTIF-RACK
XSに送信すると、これらのMIDIメッセージのチャンネルに対応す
るパートのボイスが切り替わります(28ページ)。 

nMIDIチャンネルには、変更したいパートの「Receive Ch (レシーブ
チャンネル)」を指定してください。 

n本体がマルチモードの場合にMIDIメッセージを受信すると、
[MULTI]ボタンのランプが点滅します。

TIP

• マルチプレイ画面→カーソル[<]/[>]ボタンでパートを選択→
エンコーダーノブを押す→カテゴリーサーチダイアログ 

• マルチプレイ画面で[EDIT]→マルチエディットセレクト画面
でパート「1」～「16」を選択→[ENTER]→パートエディッ
トセレクト画面で「Voice」を選択→[ENTER]→Voice画面
でエンコーダーノブを押す→カテゴリーサーチダイアログ
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 37  
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マルチのエフェクトを設定する

音作りの最終段階でエフェクトを活用し、さらに表現力を加えることができます。全体にリバーブを深くかけて残響効果を出したり、各パー
トにエフェクトをかける量のバランスを調節することで奥行きを表現したりなど、エフェクトの設定によってさまざまな効果が得られます。

マルチモードでは、パートごとに行なう設定と、全パート共通で行なう設定があります。

パートごとに行なう設定(マルチパートエディット)
パートEQ

インサーションエフェクトスイッチのオン/オフ、システムエフェクトへのセンドレベル/ドライレベル

全パート共通で行なう設定(マルチコモンエディット)
システムエフェクトのエフェクトタイプやリターンレベルなど

マスターエフェクト

マスターEQ

マルチモードでのエフェクト設定の流れ 

n「Output Select (アウトプットセレクト)」(95ページ)を「L&R」以外に設定しているパートの信号は、上図の「Part EQ」と「Ins Effect (インサーションエフェ
クト)」の設定のみが効果して出力されます。「Chorus Send」/「Reverb Send」/「Dry Level」以降のエフェクト設定は効果しません。

ここでは、マルチのエフェクト設定手順の一例を紹介します。 

1. マルチプレイ画面で、対象のマルチを選びます(35ページ)。 

2. [EDIT]ボタンを押してマルチエディットに入ります。
マルチエディットセレクト画面が表示されます。 

3. カーソル[∧]/[∨]/[＜]/[＞]ボタンまたはエンコーダーノ
ブでインサーションエフェクトをかけるパート「1」～
「16」を選択し、[ENTER]ボタンを押して確定します。
パートエディットセレクト画面が表示されます。 

4. カーソル[∧]/[∨]/[＜]/[＞]ボタンまたはエンコーダーノ
ブで「Fx Send」を選択し、[ENTER]ボタンを押して確
定します。
Fx Send画面が表示されます。 

5. カーソル[∧]/[∨]ボタンで「Ins Effect Sw」にカーソ
ルを移動させ、エンコーダーノブを回して「Ins Effect
Sw」を「on」に設定します。必要に応じてカーソル[<]/
[>]ボタンでパートを切り替え、同様に「Ins Effect
Sw」を「on」に設定します 。
「Ins Effect Sw」を「on」に設定したパートは、そのパート
のボイスに割り当てられたインサーションエフェクト(57ペー
ジ)がかかります。
インサーションエフェクトは最大8パートまでオンに設定でき
ます。

A

B

C

D

E

音源部 

パート1 

パート2

パート16

インサーション 
エフェクトを 
かけるパート 
(8つまで)

Chorus Send
Reverb Send

Dry Level

Reverb Return
Reverb Pan

Chorus Return
Chorus Pan

出力 MEQMEF

Part EQ Ins Effect

Chorus to 
Reverb

Reverb Type

Chorus Type

システム 
エフェクト 

B

C

A ED

B
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6. カーソル[∧]/[∨]ボタンで「Chorus Send」/
「Reverb Send」/「Dry Level」を選択し、エンコー
ダーノブを回して各パートのリバーブ、コーラスエフェク
トの深さを設定します 。
各パートにリバーブ、コーラスエフェクトをかけるレベルを設
定します。「Chorus Send (コーラスセンド)」、「Reverb
Send (リバーブセンド)」、「Dry Level (ドライレベル)」の
3つのパラメーターがあります。 

n ここで「Reverb Send」、「Chorus Send」を0に設定したパート
には、リバーブエフェクト、コーラスエフェクトはかかりません。 

7. [EXIT]ボタンを2回押して、マルチエディットセレクト画
面に戻ります。 

8. カーソル[∧]/[∨]/[＜]/[＞]ボタンまたはエンコーダーノ
ブで「Common」を選択し、[ENTER]ボタンを押して
確定します。
コモンエディットセレクト画面が表示されます。 

9. カーソル[∧]/[∨]/[＜]/[＞]ボタンまたはエンコーダーノ
ブで「Effect」を選択し、[ENTER]ボタンを押して確定
します。
Effect画面が表示されます。 

10.カーソル[∧]/[∨]/[＜]/[＞]ボタンで「Chorus」/
「Reverb」を選択し、[ENTER]ボタンを押して、システ
ムエフェクトの詳細設定を行ないます 。
エフェクトパラメーター画面(93ページ)が表示されます。こ
こでシステムエフェクトのタイプやエフェクトパラメーターを
設定します。 

nエフェクトのカテゴリー、タイプ、パラメーターについては、
「MOTIF-RACK XSのしくみ」の59ページまたは別冊データリスト
のエフェクト関連リストをご覧ください。 

11. [EXIT]ボタンを押してEffect画面に戻ります。 

12.カーソル[∧]/[∨]/[＜]/[＞]ボタンで「Chorus
Return」/「Chorus Pan」/「Reverb Return」/
「Reverb Pan」/「Chorus to Reverb」を選択し、エ
ンコーダーノブを回してレベル設定します 。
リターンレベルやパンを設定することで、コーラス/リバーブ
エフェクトのかかり具合を調整します。 

13.カーソル[∧]/[∨]/[＜]/[＞]ボタンで「Master」を選択
し、[ENTER]ボタンを押してマスターエフェクトの詳細
設定を行ないます 。
エフェクトパラメーター画面(93ページ)が表示されます。こ
こで全パートに共通のマスターエフェクト(MEF)を設定しま
す。 

14.パートEQ/マスター EQの設定をします 。
マスターEQの設定をする場合は、[EXIT]ボタンを何回か押し
てマルチコモンエディットセレクト画面に戻ります。「MEQ」
を選択して[ENTER]ボタンを押し、MEQ画面(92ページ)のパ
ラメーターを設定します。
パートEQの設定をする場合は、[EXIT]ボタンを何回か押して
マルチエディットセレクト画面に戻ります。パート「1」～
「16」を選択して[ENTER]ボタンを押しマルチパートエ
ディットセレクト画面を表示します。さらに「Part EQ」を選
択して[ENTER]ボタンを押し、Part EQ画面(96ページ)のパ
ラメーターを設定します。 

15. [STORE]ボタンを押して、設定を保存します。
エフェクトの設定は、マルチの一部としてユーザーメモリーに
保存されます。ストア(保存)については46ページをご覧くだ
さい。 

nストア画面で[EDIT]ボタンを押すと、保存先のマルチを確認できま
す(ストアコンペア機能)。

ストア操作を行なわずにほかのマルチを選んだり、ほかのモードに
入ったりすると、エフェクトの設定は消えてしまうのでご注意くだ
さい。

ストアを実行すると、ストア先のデータは失われてしまいます。大
切なデータは、あらかじめコンピューター上のMOTIF-RACK XS
エディターなどに保存してください。

B

マスターエフェクト 

システムエフェクト 

Reverb Return

Reverb Pan

Chorus to Reverb

Chorus Return

Chorus Pan

C

C

D

DA E
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複数パートを1チャンネルのMIDIデー
タで発音させる

マルチモードでは、外部MIDIキーボードやDAWソフトウェアから
の1チャンネルのMIDIデータを受信することによって、4パートの
ボイスを同時に鳴らす設定にできます。工場出荷時に用意されてい
る128種類のマルチは、パート1～4を1チャンネルで同時に発音
させることにより、曲のイメージを膨らませるような迫力や厚みの
ある演奏ができます。
ここでは、外部MIDIキーボードを使って、4パートのボイスを同時
に演奏する手順を説明します。本体に外部MIDIキーボードを接続し
た上で、下記手順を行なってみましょう。 

1. [UTILITY]ボタンを押して、ユーティリティーに入ります。
ユーティリティーセレクト画面が表示されます。 

2. カーソル[∧]/[∨]/[＜]/[＞]ボタンまたはエンコーダーノ
ブを回して「General」を選択し、[ENTER]ボタンを押
して確定します。
General画面が表示されます。 

3. カーソル[∧]/[∨]ボタンで2ページ目にある「Layer 1-4
Parts」(98ページ)を選択し、エンコーダーノブを回し
て「on」に設定します。
パート1～4がすべてボイスモードのユーティリティーで設定
されている「Receive Ch (ベーシックレシーブチャンネル)」
(102ページ)でMIDIメッセージを受信する設定になります。 

n実際のパート1～4の「Receive Ch」は、「Layer 1-4 Parts
Switch」を「on」にしても、「on」にする前の設定が維持されま
す。「Layer 1-4 Parts」が「off」の場合に、実際のパート1～4の
「Receive Ch」が有効になります。 

n工場出荷時のマルチの設定から変更している場合は、「Layer 1-4
Parts」を「on」にする前に、パート5～16の「Receive Ch」が
ボイスモードのユーティリティーで設定されている「Receive Ch
(ベーシックレシーブチャンネル)」(102ページ)と異なる値になっ
ていることを確認してください。 

4. [MULTI]ボタンを押してマルチプレイ画面を表示し、
カーソル[∧]/[∨]ボタンまたはエンコーダーノブで演奏し
たいマルチを選択します。 

5. 外部MIDIキーボード側で、MIDI送信チャンネルを、本体
のボイスモードのユーティリティーで設定されている
「Receive Ch(ベーシックレシーブチャンネル)」(102
ページ)と同じ値に設定します。 

6. 本体に接続された外部キーボードの鍵盤を弾いてみましょう。
鍵盤を演奏すると、選択したマルチのパート1～4のボイスが
同時に発音され、設定によってはアルペジオが再生されます。 

n本体とコンピューターと接続している場合、本体とMOTIF-RACK
XSエディターを通信させると、MOTIF-RACK XSエディター上に
しかないマルチを本体上で使用できます。MOTIF-RACK XSエディ
ター上には、マルチが384種類(128×3バンク)用意されています。
本体とMOTIF-RACK XSエディターとをオンライン状態で接続し、
MOTIF-RACK XSエディター上で本体にないマルチを選択し、外部
MIDIキーボードを演奏してみましょう。

アルペジオとは

鍵盤演奏に応じて、アルペジオ(分散和音)を自動演奏する機能です。

アルペジオは、ライブパフォーマンスなどで演奏を補助するためのツールとしてだけではなく、楽曲制作などでもクオリティーの高いMIDI
データを手軽に入力したり、目的の楽器や音楽ジャンルにぴったりあったバッキングフレーズを作成したりするツールとして活用できます。
あらかじめ、音色やフレーズに合わせてボイスごとに、最大5つまで、好きなアルペジオタイプを設定しておくことができます。マルチモー
ドでは、マルチの各パートごとに最大5つまでアルペジオを設定でき、同時に4パートまでのアルペジオ設定を有効にできます。

また、アルペジオ再生させるノートリミット(キーの範囲)やベロシティーリミット(鍵盤を押す強さの範囲)を設定したり、アルペジオ再生の仕
方やプレイエフェクトを設定することもできます。アルペジオは外部にMIDI出力することもできます。

アルペジオ機能を使う

アルペジオを外部にMIDI出力する
以下のパラメーターを設定することで、アルペジオのフレーズをMIDI出力できます。

ボイスのアルペジオ: ボイスモード→ [UTILITY] → ユーティリティーセレクト画面で「Voice MIDI」を選択 → [ENTER] → 「Arp MIDI Out Sw」

マルチのアルペジオ: マルチモード→ [EDIT] → マルチエディットセレクト画面でパート選択→ [ENTER] → マルチパートエディットセレクト画
面で「Arpeggio」を選択 → [ENTER] → Arp Select画面で「Arp Edit」を選択→ [ENTER] → 「Arp MIDI Out Sw」

TIP
MOTIF-RACK XS 取扱説明書  
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アルペジオ機能を使う
アルペジオの構成
アルペジオ機能は、以下の図のような構成になっています。

アルペジオの種類
MOTIF-RACK XSでは、シンセ/ピアノ/ギター /ベース/ストリングス/ドラムなど17種類のカテゴリー、計6,633のアルペジオがプリセッ
トされています。詳細は、「MOTIF-RACK XSのしくみ」のアルペジオ部(53ページ)をご覧ください。

アルペジオ演奏

アルペジオは、外部MIDI機器やDAWソフトウェアからノートオン
を受信したときのみ、再生されます。あらかじめ本体にMIDIキー
ボードなどを接続した上で、以下の手順に従ってアルペジオを再生
させてみましょう。 

1. あらかじめユーティリティーGeneral画面の「Audition
Button (オーディションボタンファンクション)」(99
ページ)を「arpeggio sw」に設定します。 

2. [VOICE]ボタンを押し、ボイスプレイ画面でアルペジオ
演奏したいボイスを選びます。  

3. [AUDITION]ボタンを押し、[AUDITION]ボタンのラン
プを点灯させます。
アルペジオ機能がオンになります。 

n 現在選ばれているボイスで、アルペジオ機能があらかじめオンに設
定されている場合は、そのボイスを選んだ時点で[AUDITION]ボタ
ンのランプが点灯します。 

4. 外部キーボードの鍵盤を弾いてみましょう。
ボイスに設定されているアルペジオタイプによって、鍵盤の押
さえ方とアルペジオフレーズの関係は変化します。「押さえた
鍵盤とアルペジオフレーズの関係について」(55ページ)を参
考に、鍵盤の押さえ方を色々と変えてアルペジオの鳴り方を確
認してみましょう。また、鍵盤を押さえる強さを変えて、アク
セントフレーズが再生されるかどうかを確認してみましょう。 

nコントロールチェンジデータを含むアルペジオの中には、アルペジ
オ演奏によってボイスの持つパラメーターが変更され、画面にE(エ
ディット)マークが表示されるものがあります。 

5. [EDIT]ボタンを押し、ボイスエディットセレクト画面で
「Arpeggio」を選択して[ENTER]ボタンを押します。
Arp Select (アルペジオセレクト)画面が表示されます。

アルペジオデータ 
6,633種類 

（17カテゴリー） 

* 各マルチは最大4パートのアルペジオを同時に使用可能 

マルチ*

アルペジオ 5

アルペジオ 4

アルペジオ 3

アルペジオ 2

アルペジオ 1

パート2
Arp Sw = off

アルペジオ 5
アルペジオ 4

アルペジオ 3
アルペジオ 2

アルペジオ 1

Arp Sw = on
ボイス 

アルペジオ 5

アルペジオ 4

アルペジオ 3

アルペジオ 2

アルペジオ 1

パート1
Arp Sw = on

アルペジオ 5

アルペジオ 4

アルペジオ 3

アルペジオ 2

アルペジオ 1

パート2
Arp Sw = on

アルペジオ 5

アルペジオ 4

アルペジオ 3

アルペジオ 2

アルペジオ 1

パート3
Arp Sw = off

アルペジオ 5

アルペジオ 4

アルペジオ 3

アルペジオ 2

アルペジオ 1

パート15
Arp Sw = on

アルペジオ 5

アルペジオ 4

アルペジオ 3

アルペジオ 2

アルペジオ 1

パート16
Arp Sw = on

Arp Commo Sw = on

マルチ 
Arp Commo Sw = on

アルペジオ 5

アルペジオ 4

アルペジオ 3

アルペジオ 2

アルペジオ 1

パート1
Arp Sw = on

アルペジオ 5

アルペジオ 4

アルペジオ 3

アルペジオ 2

アルペジオ 1

パート3
Arp Sw = on

アルペジオ 5

アルペジオ 4

アルペジオ 3

アルペジオ 2

アルペジオ 1

パート15
Arp Sw = on

アルペジオ 5

アルペジオ 4

アルペジオ 3

アルペジオ 2

アルペジオ 1

パート16
Arp Sw = on

アルペジオ 5
アルペジオ 4

アルペジオ 3
アルペジオ 2

アルペジオ 1

Arp Sw = on
ボイス 

アルペジオ 5

Arp Sw = off
ボイス 

アルペジオ 4
アルペジオ 3

アルペジオ 2
アルペジオ 1

ボイスモードでアルペジオを再生する
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 41 



M
O
T
IF
-R
A
C
K
 X
S
 

の
し
く
み 

リ
フ
ァ
レ
ン
ス 

ボ
イ
ス
モ
ー
ド 

マ
ル
チ
モ
ー
ド 

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー 

各
部
の
名
称
と
機
能 

ご
使
用
前
の
準
備 

音
を
鳴
ら
す 

接
続
に
つ
い
て 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
活
用 

ク
イ
ッ
ク
ガ
イ
ド 

資
料 

アルペジオ機能を使う

42
 

6. Arp Select画面の「Arp Select」でアルペジオ1～5
を切り替え、演奏して確認しながら使用したいアルペジオ
を選択します。
各プリセットのボイスには、最大5種類のアルペジオが登録さ
れています。アルペジオ1～5に共通の設定を変更したい場合
は、Arp Edit画面(66ページ)で設定を変更し、各アルペジオ
の登録を変更したい場合は、Arp 1～5 Type画面(68ページ)
で設定を変更します。各画面は、Arp Select画面で「Arp
Edit」または「Arp 1～5 Type」を選択し、[ENTER]ボタン
を押すと表示されます。 

n アルペジオタイプが設定されているアルペジオ1～5は、音符マーク
(♪)が表示されます。アルペジオタイプが設定されていない(「off」)
のアルペジオ1～5を選択した場合は、アルペジオタイプを設定しな
いかぎりアルペジオフレーズは鳴りません。 

7. [SELECT]ボタンを押して、一番下のランプを点灯させ、
演奏しながらノブ5を操作してアルペジオのテンポを変更
してみましょう。 

8. 気に入った設定ができたら、[STORE]ボタンを押して、
そのボイスをユーザーボイスとして保存(ストア)します。
ストア方法については、46ページをご覧ください。

マルチモードでは、MOTIF-RACK XSに搭載しているアルペジ
エーターを最大4つのパートに割り当てることができ、4種類の異
なったアルペジオを同時に使用できます。DAWソフトウェアの
ノートデータを使って本体のアルペジオを再生してみましょう。ま
た、再生されたアルペジオデータをMIDIデータとしてDAWソフト
ウェアに録音してみましょう。 

n MOTIF-RACK XSとコンピューターとの接続については、17ページをご
覧ください。 

1. あらかじめDAWソフトウェア上に、アルペジオを再生さ
せるためのノートデータを用意しておき、該当するトラッ
クのMIDI出力ポートをUSBまたはmLANのポート1に設
定します。 

n操作方法については、お使いのDAWソフトウェアの取扱説明書をご
覧ください。 

2. MOTIF-RACK XSで、マルチモードに入り、録音するマ
ルチを選択します。 

3.  コモンエディットのArpeggio画面で、「Arp Common
Sw」を「on」にします。
ユーティリティーGeneral画面の「Audition Button」(99
ページ)が「arpeggio sw (アルペジオスイッチ）」に設定され
ている場合、パネルの[AUDITION]ボタンを使って、このアル
ペジオスイッチをオン/オフすることもできます。
オンになっている場合は、[AUDITION]ボタンが点灯します。 

4. アルペジオを設定したいパートのパートエディットのArp
Edit画面(96ページ)で、「Arp Sw」を「on」にし、
Arp 1～5 Type画面でアルペジオタイプを設定します。
必要に応じて、アルペジオ設定画面の他のパラメーターを設定
します。「Arp Sw」は最大4パートまでオンに設定できます。 

5. アルペジオスイッチをオンにしたパートのパートエディッ
トのVoice画面(94ページ)で、「Receive Ch」をDAW
ソフトウェアのノートデータがあるトラックの送信チャン
ネルと合わせます。 

6. アルペジオ再生を行なうためのクロックを設定します。
MOTIF-RACK XSの内部クロックで再生するか、DAWソフト
ウェアのクロックで再生させるかなどを設定します。これらの
設定については、「アルペジオの再生テンポについて」(43
ページ)をご覧ください。 

7. DAWソフトウェアで用意していたノートデータを再生し、
本体側で設定したアルペジオを鳴らします。 

8. 気に入った設定ができたら、[STORE]ボタンを押して
MOTIF-RACK XSにマルチを保存(ストア)します。
ストア方法については、46ページをご覧ください。

外部機器からのコントロールチェンジで切
り替える

アルペジオ1～5は、外部機器からのコントロールチェンジでも切
り替えることができます。 

1.[UTILITY] → ユーティリティーセレクト画面で「Controller」
を選択 → [ENTER] → 「Arp 1-5 Ctrl No. (アルペジオ1～5
コントロールナンバー )」(102ページ)で、アルペジオ1～5を
切り替えるコントロールナンバーを設定します。 

2.「Arp Assign Mode (アルペジオアサインモード)」で、以下の
2つから切り替え方法を指定します。

incモード: 手順1で設定したコントロールチェンジを受信するた
びに、アルペジオ1～5が切り替わります。コント
ロールチェンジの値はいくつでもかまいません。

directモード: 手順1で設定したコントロールチェンジの値によ
り、アルペジオ1～5のどれかが選択されます。
102ページをご覧ください。 

3.外部機器からMOTIF-RACK XSにコントロールチェンジを送信
します。

Arp Edit画面 

アルペジオ1～5を選択します 

Arp 1～5 Type画面 

TIP

マルチモードでアルペジオを再生/録
音する
MOTIF-RACK XS 取扱説明書  
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次に、アルペジオデータをMIDIデータとしてDAWソフトウェアに
録音します 。 

9. MOTIF-RACK XS側で、アルペジオスイッチをオンに設
定しているパートのパートエディットのArp Edit画面で、
「Arp MIDI Out Sw」を「on」に設定し、「Arp
Transmit Ch」でアルペジオの送信チャンネルを設定し
ます。
これらの設定により、アルペジオの再生データがMIDIデータ
として外部に出力されるようになります。 

10.DAWソフトウェア上で空のトラックを選び、そのMIDI出
力ポートをオフに設定します。  

11.DAWソフトウェアで用意していたノートデータを再生し、
録音ボタンを押して本体側で設定したアルペジオデータを
選択中のトラックに録音します。 

12.録音したMIDIデータを再生させるには、録音したトラッ
クの送信チャンネルをMOTIF-RACK XSの録音元のパー
トのチャンネルに設定します。  

13.MOTIF-RACK XSの録音元のパートのアルペジオスイッ
チをオフにし、DAWソフトウェアの録音したトラックの
MIDIデータを再生させます。
DAWソフトウェア上に録音されたノートデータがMOTIF-
RACK XSに送信され、MOTIF-RACK XSの選択中のパート
ボイスで再生されます。

パート1～4を同時発音させる設定でのアルペジオ
再生
ユーティリティー General画面の「Layer 1-4 Parts」(98ページ)

を「on」にした状態で、工場出荷時の状態でユーザーバンクに記憶
されているマルチを再生させてみましょう。「Layer 1-4 Parts」
を「on」に設定すると、選択中のマルチのパート1～4のレシーブ
チャンネルが同じ値になります。この設定をすると、外部から1
チャンネルのノートデータを受信することによって、パート1～4
に割り当てられている最大4つのアルペジオを同時に再生できます。 

n本体に接続している外部MIDIキーボードまたはDAWソフトウェアの
該当トラックの送信チャンネルを、本体のユーティリティー Voice
MIDI画面の「Receive Ch (ベーシックレシーブチャンネル)」と同
じ値に設定する必要があります。 

n「Layer 1-4 Parts」を「on」に設定して本体を操作する手順につい
ては、40ページをご覧ください。

アルペジオの再生テンポについて
アルペジオの再生を、MOTIF-RACK XS本体が持つ内部クロック
で行なうか、外部からのクロックで行なうかを、ユーティリティー
MIDI画面の「MIDI Sync」(99ページ)で設定できます。
内部クロックのテンポでアルペジオを再生する設定にした場合は、
ボイスモードのArp Edit画面の「Arp Tempo」(66ページ)、また
はマルチモードのArpeggio画面の「Arp Tempo」(91ページ)で
アルペジオのテンポを設定します。
外部からのクロックのテンポでアルペジオを再生する設定にした場
合は、外部機器側でMIDIクロックがMOTIF-RACK XSに出力され
る設定にする必要があります。ここでは、Cubaseを例にして設定
手順を説明します。 

1.Cubaseの[トランスポート]メニューから[同期設定]を選択
し、同期設定ダイアログを表示します。 

2.ダイアログ右下の「MIDI クロック出力先」欄で、MOTIF-
RACK XSのUSBまたはmLANのポート1と「MIDIクロックを
プロジェクトに追従」にチェックを入れます。
USBケーブルで接続している場合は「Yamaha MOTIF-R
XS-1」または「YAMAHA MOTIF-R XS Port1」に、
IEEE1394ケーブルで接続している場合は「mLAN MIDI
Out」または「MOTIF-RACK XS」に設定します。 

3.[OK]をクリックして同期設定ダイアログを閉じます。 

n CubaseからMIDIクロックを送信するには録音または再生を実行
する必要があります。 

n Cubase以外のDAWソフトウェアや、外部MIDI機器からクロッ
ク情報を送信する方法については、お使いのDAWソフトウェア/
MIDI機器の取扱説明書をご覧ください。
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 43 
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MOTIF-RACK XSを演奏するには、鍵盤(キーボード)、ピッチベンドホイール、モジュレーションホイールなどがついた外部キーボード/コ
ントローラーや、ソングを制作できるDAWソフトウェアなどが必要です。鍵盤演奏やDAWソフトウェアによる情報は、MIDIメッセージとし
て本体の音源部に送られ、実際に音が鳴ります。

MOTIF-RACK XSで使える外部コントローラー

MOTIF-RACK XSのUSB端子に接続したコンピューターやMOTIF-RACK XSのMIDI IN端子に、シンセサイザーなどのMIDI機器を接続する
ことで、MIDI機器の鍵盤やピッチベンド/モジュレーションホイール、リボンコントローラー、スライダーなどでもMOTIF-RACK XSを演奏
することができます。また、MOTIF-RACK XSに接続した外部MIDI機器に、別売のブレスコントローラー (BC3など)やフットスイッチ
(FC3/FC4/FC5)、フットコントローラー (FC7/FC9)などを取り付けることにより、これらのコントローラーでMOTIF-RACK XSを操作す
ることもできます。

コントローラーセットでボイスをコントロールする

MOTIF-RACK XSでは、外部機器の各種コントローラーにいろいろな機能を割り当てて使用できます。たとえば、モジュレーションホイール
を使ってレゾナンスを調整したり、鍵盤のアフタータッチによってビブラートをかけたりなど、演奏する音楽のタイプや目的に応じて、自由
に機能を変更できます。これらのコントローラーの割り当てを「コントローラーセット」と呼びます。

下図のように、1つのボイスに対して最大6種類のコントローラセットを設定できます。 

nコントローラーセットで設定できるコントローラーには、本体のノブ3 (ASSIGN 1)/ノブ4 (ASSIGN 2)も含まれます。 

nノーマルボイスについてのみ、MOTIF-RACK XSエディター上のコントローラーセットのエレメントスイッチの設定により、コントローラー操作の働きを有効にす
るかどうかをエレメント別に設定できます。 

nデスティネーションとしてエレメントに関する機能が設定された場合だけ、MOTIF-RACK XSエディター上のコントローラーセットのエレメントスイッチを設定で
きます。

外部MIDI機器でMOTIF-RACK XSをコントロールする

[VOICE] →ボイス選択 → [EDIT] →ボイスエディットセレクト画面で「Controller」を選択 →[ENTER] → Control画面(71ページ)

MIDI OUT端子 
USB TO  
HOST端子 

MIDI IN端子 USB端子 

MOTIF XSなど MOTIF-RACK XS

チャンネルアフタータッチ、ピッチ
ベンド、コントロールチェンジなど
のMIDIメッセージ 

FC7/FC9

FC3/FC4/FC5

DAWソフトウェアなど 

各ボイスをコントロール 

ボイス 

コントローラーセット1～6

システム全体をコントロール 

ボイス コントローラーセット 

コントローラーセット1～6 ソース(Src)=外部機器のコントローラー 
および本体のノブ3 (ASSIGN 1)/ノブ4 (ASSIGN 2)

デプス(Depth)=コントロールのかかり具合 

MOTIF-RACK XSエディター上の 
エレメントスイッチ(ElementSw)

on/off on/off on/off on/off on/off on/off on/off on/off 

デスティネーション(Dest)=機能 
ボリューム、リバーブセンドレベル、 

コーラスセンドレベル、フィルターカットオフ周波数、 
フィルターレゾナンスなど 
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資
料 
たとえば、機能割り当てが可能な外部コントローラーでボイスのパ
ンをコントロールするには、本体に外部コントローラーを接続した
上で以下の手順を行なってください。 

1. Control画面の「Ctrl Set 1 Src」を「Assign 1」に
設定し、コントロールナンバーを確認します。
コントロールナンバーは、「Assign 1 」のうしろに続く括弧
の中に表示されます。 

n ここで設定できるコントローラーの種類については、71ページの
「Ctrl Set 1～6 Src (コントローラーセット 1～6 ソース)」をご覧
ください。 

n コントロールナンバーの割り当ては変更することもできます(右記参照)。 

2. 本体に接続した外部機器のコントローラーを操作したとき
に発生するコントロールナンバーを、「Assign 1」と同
じ値に設定します。
設定方法に関しては、外部コントローラーの取扱説明書をご参
照ください。 

3. 「Ctrl Set 1 Dest」で「E-pan (エレメントパン)」を選
択します。 

n 選択できる機能については、別冊データリストのコントロールリス
トをご覧ください。 

4. 「Ctrl Set 1 Depth」で、機能をコントロールする深さ
を調節します。 

5. 同様の手順で、Ctrl Set 2～6にもコントローラーセット
を設定します。 

6. 外部コントローラーを操作すると、割り当てた機能が効果
します。 

n「Assign 1/2」は、MOTIF-RACK XSのノブ3/4からもコント
ロールできます。 

n MOTIF-RACK XSエディター上の「LFO Set 1～3 Element Sw」
が1つでもオフに設定されている場合、「Ctrl Set 1～6 Dest」を
エレメントに関するパラメーターに設定すると、「Ctrl Set 1～6
Src」と「Ctrl Set 1～6 Dest」と「Ctrl Set 1～6 Depth」の設
定値の先頭に「!」が表示されます。これは、すべてのエレメントに
効果しないことを示しています。 

n ボイスモードで設定されたコントローラーセットは、マルチモードでボイ
スを選んだ場合でも有効です。 

n 本体と外部機器のMIDI送受信チャンネルを合わせる必要があります。ボイ
スモードの場合は、外部機器の送信チャンネルをユーティリティーの
「Receive Ch」(102ページ)と同じ値に設定します。マルチモードでは、
同様に外部機器の送信チャンネルを本体のコントロールしたいパートに設
定されている「Receive Ch」(94ページ)と同じ値に設定します。

コントロールナンバーの割り当て

外部コントローラーには、それぞれ固有の(または割り当てられてい
る)コントロールナンバーがあります。外部コントローラーを操作す
ると、それぞれのコントローラーに割り当てられたコントロールナ
ンバーがMOTIF-RACK XSに送信され、そのコントロールナン
バーに対応するデスティネーション(=機能)が働きます。

MOTIF-RACK XSで扱えるコントローラーに割り当てるコント
ロールナンバーは、ユーティリティー Controller画面(101ページ)
で設定します。 

n「AfterTch (アフタータッチ)」、「PitchBend (ピッチベンド)」、
「ModWheel (モジュレーションホイール)」は、コントロールナンバーを
変更できません。 

n コントロールチェンジを受信した場合、「Ctrl Set 1～6 Src」のコント
ロールナンバーによっては、コントローラーセットの機能だけが効果し、
一般的なコントロールチェンジとしては効果しなくなることがあります。

ソース(Src)とデスティネーション(Dest)
コントローラーセットの中では、コントローラーのことをソース
(Src)、コントローラーでコントロールされる機能をデスティネー
ション(Dest)と呼びます。Dest (デスティネーション)として、前
ページの図の例以外にもさまざまな機能が用意されています。詳細
は、別冊データリストのコントロールリストをご参照ください。

コントロールナンバー 

1つのソースで複数のデスティネーションをコン
トロールする
たとえば、コントローラーセット1をSrc (ソース)=「ModWheel
(モジュレーションホイール)」、Dest (デスティネーション)=「E-
LFO PMD (エレメントLFOピッチモジュレーションデプス)」に設
定し、コントロールセット2をSrc (ソース)= 「ModWheel (モ
ジュレーションホイール)」、Dest (デスティネーション)=「E-pan
(エレメントパン)」に設定したとします。

この場合、モジュレーションホイールを手前から奥に回していくほ
ど、ピッチモジュレーション効果が強くなると同時に、左から右へ
のパンニング効果も得られます。
このように、複数のコントローラーセットを使えば、1つのソース
(=コントローラー )操作で複数のデスティネーション(=機能)を、コ
ントロールできます。

複数のソースで1つのデスティネーションをコン
トロールする
たとえば、コントローラーセット1をSrc (ソース)=「ModWheel
(モジュレーションホイール)」、Dest (デスティネーション)=「E-
LFO PMD (エレメントLFOピッチモジュレーションデプス)」に設
定し、コントロールセット2をSrc (ソース)= 「Ribbon (リボンコ
ントローラー )」、Dest (デスティネーション)=「E-LFO PMD (エ
レメントLFOピッチモジュレーションデプス)」に設定したとしま
す。

この場合、演奏状況によって、ピッチモジュレーション効果のコン
トロールをモジュレーションホイールで行なったり、リボンコント
ローラーで行なったりと、2つのコントローラーを使い分けること
ができます。

このように、複数のコントローラーセットを使えば、複数のソース
(=コントローラー )操作で1つのデスティネーション(=機能)を、コ
ントロールできます。
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資
料 
エディットしたボイス/マルチは、本体内のユーザーメモリー (47ページ)にストア(保存)できます。また、編集中のボイス/マルチのデータを
外部MIDI機器やDAWソフトウェアにバルクデータとして保存できます。

ボイス/マルチ/ユーティリティー設定
を本体に保存する(ストア)

ボイス/マルチ/ユーティリティー設定を、次の手順で本体内のユー
ザーメモリーにストア(保存)できます。

名前を変更する場合は、ストアを行なう前に設定します。47ページ
の「ボイス/マルチネームの設定(文字入力)」の説明をご覧ください。

ストアを実行すると、ストア先のデータは失われてしまいます。大切な
データは、あらかじめコンピューター上のMOTIF-RACK XSエディター
などに保存してください。 

1. エディットしたあと、[STORE]ボタンを押します。
ストア画面が表示されます。 

n ユーティリティー画面で[STORE]ボタンを押すと、ストア画面は表
示されず、ボタンを押した直後にストアが実行されます。 

2. (ノーマルボイスのストアの場合のみ)カーソル[<]ボタン
でストア先のバンク表示欄を選び、エンコーダーノブを回
してバンク(USR1～USR3)を設定します。
その後、カーソル[>]ボタンでストア先のナンバー表示欄に
カーソルを移動します。 

3. エンコーダーノブを回してストア先のボイス/マルチナン
バーを設定します。 

4. [ENTER]ボタンまたはエンコーダーノブを押して、スト
アを実行します。
実行確認の画面が表示されます。

[ENTER]ボタンまたはエンコーダーノブを押すとストアが実
行されます。画面に「Completed.」が表示されるとストアが
終了し、ボイス/マルチプレイ画面のストア先のプログラムが
表示されます。 

nストアを中止したい場合は[EXIT]ボタンを押します。ストアは実行
されず、元の画面に戻ります。

ストアの実行中(画面に「Executing...」または「Please keep
power on.」と表示されます)に電源を切ると、データが失われる
恐れがありますので、絶対に電源を切らないでください。

ボイス/マルチ/ユーティリティー設定を保存する

ストア対象となるボイス(バンク、ボイスナンバー)

ストア先のボイスネーム 

ストア先の 
バンク 

ストア先の 
ボイスナンバー 

ノーマルボイスの例 

ストアコンペア機能を使う
ストア画面で[EDIT]ボタンを押すと、[EDIT]ボタンが点滅し画面に
「STORE COMPARE」のアイコンが点滅表示され、ストアコンペ
ア状態になります。このとき、オーディションフレーズを再生させ
る(16ページ)か本体に接続している外部キーボードを演奏すること
で、ストア先のボイス/マルチを鳴らして確認できます。
もう一度[EDIT]ボタンを押すとストアコンペア状態が解除されます。

ストアコンペア中を表すアイコン 
MOTIF-RACK XS 取扱説明書  
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資
料 
選択中のボイス/マルチを外部機器に
保存する(バルクダンプ)

ボイス/マルチモードで現在編集中のデータ(エディットバッファー
上のデータ)を、バルクダンプ機能を使って、本体に接続されている
コンピューターなどにMIDIデータとして保存できます。 

nコンピューターとMOTIF-RACK XSとの接続については、17ページをご
覧ください。 

nバルクダンプを行なうためには、「Device No.」や「Receive Bulk」を
適切に設定する必要があります。詳細は、100ページをご覧ください。

データを保存する 

1. 外部シーケンサーのリアルタイムレコーディングを開始し
ます。 

2. ボイス/マルチモードで、[VOICE]/[MULTI]ボタンを押
しながら[STORE]ボタンを押します。
MOTIF-RACK XSからDAWソフトウェアに現在編集中(エ
ディットバッファー上)のボイス/マルチのバルクデータが送信
され、DAWソフトウェアのソングファイルに記録されます。 

n バルク送信がうまくいかない場合は、「Bulk Interval」(100ページ)
の値を大きくしてみてください。 

3. DAWソフトウェア上で、バルクデータが録音されたプロ
ジェクトファイルを保存します。

データを復元する 

1. DAWソフトウェア上で、復元したいバルクデータが含ま
れているプロジェクトファイルを開きます。  

2. DAWソフトウェアから復元するデータの種類に合わせて、
MOTIF-RACK XS側でボイスモードの適切なボイスまた
はマルチモードの任意のマルチを選択します。
バルクデータがノーマルボイスデータの場合、MOTIF-RACK
XSではボイスモードのノーマルボイスを選択します。同様に、
バルクデータがドラムボイスデータの場合、MOTIF-RACK
XSではボイスモードのドラムボイスを選択します。また、バ
ルクデータがマルチデータの場合は、MOTIF-RACK XSでマ
ルチモードの任意のマルチを選択します。 

3. DAWソフトウェア上で、バルクデータを含んだプロジェ
クトファイルを再生します。
バルクデータがMOTIF-RACK XSに送信され、保存した設定
が復元されます。

バルクを受信すると、本体のデータはバルクデータに合わせて上書
きされます。大切なデータを上書きしないようにご注意ください。

ボイス/マルチネームの設定(文字入力)
ボイス/マルチのコモンエディットモード時のName画面に、ボイ
ス/マルチ名を設定する「Name (ネーム)」パラメーターがありま
す。文字入力の手順は以下のとおりです。 

1.ボイス/マルチのコモンエディットのName画面で、「Name」を
選択します(65、91ページ)。 

2. [ENTER]ボタンまたはエンコーダーノブを押して、ネーミング
ダイアログを表示させます。
入力文字一覧エリアでは、左上のスペースに、編集エリアでは、
一文字目にカーソル(反転表示部分)があります。 

3.カーソル[<]/[>]ボタンを使って編集エリアのカーソル(反転表示
部分)を移動し、最初の入力位置を選びます。 

4.エンコーダーノブを回して、入力文字一覧エリアのアルファベッ
ト/数字/記号を選びます。 

5.カーソル[<]/[>]ボタンを使って編集エリアのカーソル(反転表示
部分)を移動し、次の入力位置を選びます。 

6.上記4～5の操作を繰り返し、ネームを設定します。 

7.ネームの設定が終わったら、[ENTER]ボタンを押してネームを
確定します。

編集エリア 

入力文字一覧エリア 
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 47 
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工場出荷時の状態に戻す ( ファクトリーセット )

48
 

ユーザーメモリー上のデータを初期化して工場出荷時の状態に戻す
機能、ファクトリーセットを実行します。 

n 本体とコンピューターをIEEE1394ケーブルを使って接続している場合、
あらかじめ接続に使用しているドライバーを無効(オフ) にしてから、以下
の手順でファクトリーセットを実行してください。

ファクトリーセットを実行すると、現在のユーザーメモリーのボイス、マ
ルチのデータや、ユーティリティーでのシステム設定の内容が、すべて工
場出荷時の設定に書き換えられます。大切なデータを失わないようにご注
意ください。また、必要な設定内容は、前もってコンピューターなどに保
存されることをおすすめします(47ページ)。 

1. [UTILITY]ボタンを押します。
ユーティリティーセレクト画面が表示されます。 

2. カーソル[∧]/[∨]/[＜]/[＞]ボタンまたはエンコーダーノ
ブで、「FctrySet」を選択し、[ENTER]ボタンまたはエ
ンコーダーノブを押します。
Factory Set画面が表示されます。

「Auto Factory Set (パワーオンオートファクトリーセット)」を
「on」に設定してファクトリーセットを実行すると、電源を入れ直す
たび、自動的にファクトリーセットを実行するように設定されます。
必要なデータが失われてしまう可能性があるため、通常はオフに設
定しておいてください。自動的にファクトリーセットを実行しない設
定に戻すには、「off」に設定してファクトリーセットを実行します。
ファクトリーセットを実行すると、自動的に設定が保存されます。 

3. [ENTER]ボタンまたはエンコーダーノブを押して、ファ
クトリーセットを実行します。
実行を確認するダイアログが表示されます。再度[ENTER]ボ
タンまたはエンコーダーノブを押して実行します。
ファクトリーセットが終了すると、自動的にボイスプレイ画面
を表示します。
また、ファクトリーセットの実行をやめたい場合は、[EXIT]ボ
タンを押します。

ファクトリーセットの実行に時間がかかる場合は、画面に「Now
executing Factory set...」と表示されます。これらのメッセー
ジが表示されている間は、絶対に電源を切らないでください。ユー
ザーメモリー上のデータが失われたりシステムデータが壊れたりして、
次に電源を入れたときに正常に起動しなくなるおそれがあります。

内部メモリー
ここでは、MOTIF-RACK XSで使われている内部メモリーについ
て説明します。

フラッシュROM
ROM (ロム=Read Only Memoryの略)とは、読み出し専用のメモ
リーのことで、従来はデータを書き換えることはできませんでし
た。それに対してフラッシュROMは、従来のROMと違ってデータ
の消去/書き込みができるROMです。フラッシュROM上のデータ
は、電源を切っても消えません。

DRAM
RAM (ラム=Random Access Memory)は、読みだし/書き込み
の両方が可能なメモリーのことです。RAMには、記憶を保持でき
る条件によりSRAM (Static RAM)とDRAM (Dynamic RAM)の
2種類があります。本体に搭載されているのは、DRAMのみです。
DRAM上のデータは電源を切ると消えてしまいますので、電源を切
る前に、本体のフラッシュ ROMや本体に接続しているコンピュー
ターなどへの保存が必要です。

エディットバッファーとユーザーメモリー
エディットバッファー (DRAM)とは、1つのボイス/マルチのデー
タを編集(エディット)するための作業用メモリーエリアです。この
エリアで作業して作ったデータを、ユーザーメモリー (フラッシュ
ROM)にストアすることになります。別のボイス/マルチを選択す
ると、エディットバッファーの内容は変更後のボイス/マルチに書
き換えられます。保存が必要な場合は、変更前にユーザーメモリー
にストア(保存)する必要があります。

工場出荷時の状態に戻す
(ファクトリーセット)

ボイスモードからユーティリティーに入った場合の画面 
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 
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MOTIF-RACK XSのしくみ

MOTIF-RACK XSは、音源部、オーディオ入力部、アルペジオ部、コントローラー部、エフェクト部の5つのブロックから構成され
ています。

MOTIF-RACK XSを構成する5つのブロック

*

*オーディオ入力からの信号は、エフェクト部のシステムエフェクト、 

 マスターエフェクト、マスターEQにのみ送られます。 

 
システムエフェクト 

インサーションエフェクト×8 
エレメントEQ 
パートEQ 

マスターエフェクト 
マスターEQ

 
mLAN

 
AWM2 音源 
16パート 

ボイス、マルチ 

 
アルペジエーター×4

 
ノブ 

オーディオアウトプット MIDIアウトプット MIDIインプット 

USB、MIDI、mLAN USB、MIDI、mLAN mLAN mLAN、OUTPUT、 
ASSIGNABLE OUTPUT(別売のmLAN16E2装着時のみ)

オーディオインプット 

MIDIメッセージが流れます

オーディオ(音声)信号が流れます

コントローラー部
(57ページ)

アルペジオ部(53ページ)

音源部(50ページ)

エフェクト部(57ページ)

オーディオ入力部
(53ページ)

MOTIF-RACK XS

AWM2 (Advanced Wave Memory2)音源
MOTIF-RACK XS本体には、AWM2音源が内蔵されています。AWM2音源とは、ヤマハの多くのシンセサイザーに用いられている音
源方式で、あらかじめサンプリングされたリアルなウェーブ(音の素材)を基にさまざまな音を作り出します。生の楽器が持つ複雑な波形
をそっくりそのまま持ち、音の要素として有効に活用できるように加工されているので、ピアノや管楽器などをはじめとする楽器音を、
高品位なサウンドで再現できます。また、リアルな再現性にとどまらず、フィルターやエンベロープジェネレーターなどの機能を使っ
て、積極的に新しい音作りを試みることも可能です。
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 49 
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外部MIDIコントローラーやシーケンサー、本体アルペジオ部やコントローラー部からのMIDI情報を受けて、実際に発音するブロック
です。MIDI情報には、MIDIチャンネルという1～16の番号が割り当てられており、同時に16チャンネル分の情報を扱えます。また、
16個しかないMIDIチャンネルを拡張するためのものとして、MIDIポートがあります。本体の音源部では、ポート1のMIDIメッセー
ジのみを受信します。選んでいるモードによってパート構成やメモリー構成など、音源部のしくみが大きく変わります。

ボイスモードでの音源部のしくみ

ボイスモードでは、音源部は1パートで構成され、1つのボイスを選
んで演奏する状態になります。1パートで構成されているため、受信
するMIDIチャンネルは1つだけです。このように1チャンネルの
MIDIデータだけを受信する音源の状態をシングル音源と呼びます。
ボイスモードでのMIDI受信チャンネルは、ユーティリティーVoice
MIDI画面の「Receive Ch (ベーシックレシーブチャンネル)」(102
ページ)で設定します。受信できるポートは1で固定です。 

n 複数のチャンネルで構成されている外部シーケンサー上のソン
グデータをMOTIF-RACK XSで再生させる場合は、MOTIF-
RACK XSをマルチモード(52ページ)にします。

ボイスとは、電子楽器の音源に内蔵されている楽器音色のことです。
MOTIF-RACK XSには、ノーマルボイスとドラムボイスの2種類のボ
イスが内蔵されています。ノーマルボイスは主に音階演奏ができる楽
器の音色で、ドラムボイスは主に打楽器の音色です。
各ボイスは、最大8エレメント(ノーマルボイスの場合)または最大73
ドラムキー (ドラムボイスの場合)で構成されます。
エレメントおよびドラムキーは、ボイスを構成する音の要素のこと
で、音作りの最小単位です。たとえば、1つのエレメントやキーだけ
で、さまざまな楽器音の中から選択した音を出すことができます。さ
らにノーマルボイスでは、複数のエレメントを組み合わせて使うこと
で、リアルでバリエーション豊かな音作りが可能になっています。
ボイスは、エレメント/ドラムキー固有のパラメーター (エレメント
エディットパラメーター/キーエディットパラメーター )と、全エレ
メント/全キー共通のパラメーター (コモンエディットパラメーター)
で構成されています。エレメントエディットパラメーター /キーエ
ディットパラメーターについては、MOTIF-RACK XSエディターで
のみエディット可能です。 

n ノーマルボイスの作成やエディットは、ノーマルボイスエ
ディット(64ページ)で、ドラムボイスの作成やエディットはド
ラムボイスエディット(83ページ)で行ないます。

ノーマルボイス
ノーマルボイスは、鍵盤の音階に合った音程で発音するボイスです。
音源の最小単位であるエレメントが、最大8エレメント集まって構成
されています。複数のエレメントで構成されているボイスには、1エ
レメントでは作れない分厚いボイスや、鍵盤を弾く強さによって音色
を切り替えられるボイス、鍵盤を弾く位置によって音色を切り替えら

れるボイス、XA機能によってエレメントを切り替えながら発音する
ボイスなどがあります。
図は、ノーマルボイスの例を示しています。このボイスは、鍵盤を弱
く弾くと、低音域ではエレメント1が、中音域ではエレメント3が、
高音域ではエレメント5が発音し、鍵盤を強く弾くと低音域ではエレ
メント2が、中音域ではエレメント4が、高音域ではエレメント6が
鳴ります。たとえば、ピアノのボイスの場合、エレメント1、3、5
に鍵盤を弱く弾いたピアノ音を、エレメント2、4、6に鍵盤を強く
弾いたピアノ音を割り当てます。またエレメント1、2には低音域に
適したピアノ音を、エレメント3、4には中音域に適したピアノ音を、
エレメント5、6には高音域に適したピアノ音を割り当てます。そう
することで、鍵盤を弾く強さによってエレメントを切り替え、タッチ
センシティビティーでは表現しきれない音量や音質の差をつけること
ができ、鍵盤を弾く位置によって、キースケールだけでは合わせきれ
ない音域による音色の変化を表現できます。実際には、べロシティー
や音域の差をよりきめ細かく表現するために、最大8エレメントまで
利用できます。その他、各エレメントに異なった音を割り当てるな
ど、工夫次第でさまざまなボイスを作ることができます。

ドラムボイス
ドラムボイスは、C0～C6の範囲の各ノートに1つずつドラムキーが
割り当てられています。ドラムキーは各ノートに固定されていて、
移動したり範囲を広げたりすることはできません。ドラムキーには、
ドラムやパーカッションの楽器音が割り当てられています。割り当
てる楽器音の種類を変えたり、ピッチやEGを調整することで、さま
ざまなドラムボイスを作成できます。

音源部

ボイスモードでのパート構成

ボイスについて

ノーマルボイスとドラムボイス

エレメント2

エレメント1

エレメント4

エレメント3

エレメント6

エレメント5

ベロシティー 

キー1 キー5 キー10 キー18 キー21 キー73

鍵盤ごとに
異なる打楽器

(C0～C6)

C0 C1 C6
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 
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XA機能(エクスパンデッド アーティキュレーション機能)は、生楽器
に近い自然な音を出すことや、シンセ系の音色での新たな演奏表現
を創り出す新しい機能です。これまでのシンセサイザーとは異なる
次の5点について、工夫を行なっています。

自然なレガートを再現する
これまでのシンセサイザーでは、モノモードでレガート演奏したと
き、前の音のエンベロープを次の音が引き継ぐという形でレガート
演奏を再現していましたが、生楽器のレガート時の発音とは違って
いました。MOTIF-RACK XSでは、アタックのある音を発音するエ
レメント(XAモード=normal)とレガート時に発音するエレメント
(XAモード= legato)を、XAモードで自動的に切り替えることで、
より自然なレガート演奏を再現しています。

鍵盤を離したときに発音する音を再現する
これまでのシンセサイザーは、鍵盤を離したときに鳴る音の再現が
得意ではありませんでした。MOTIF-RACK XSでは、XAモード
=Key off soundのエレメントを設定することにより、鍵盤を離した
ときに鳴る音を簡単に再現できます。

同じ音を演奏しても発音が異なるといったばらつきを
表現する
これまでのシンセサイザーでも、ピッチやフィルターをランダムに
変更することでばらつきを表現する機能を持っていましたが、
ウェーブフォームを切り替えることはできませんでした。MOTIF-
RACK XSでは、同じ音を演奏したときに順番に切り替えて発音す
るエレメント(XAモード=wave cycle)と、その中でランダムに発音
するエレメント(XAモード=wave random)という2種類のエレメン
トをXAモードで設定することで発音のばらつきを表現しています。

楽器特有の奏法を再現する
生楽器によっては、その楽器にしかできない特殊な奏法があります。
たとえばギターのハーモニクスやミュート、フルートのフラッター
タンギング、サックスのグロートーンなどがそうです。これまでの
シンセサイザーでは、こういった音色については、強いベロシ
ティーで鍵盤を弾いたときにだけ発音させるなどの工夫で再現して
きました。MOTIF-RACK XSでは、本体と通信しているMOTIF-
RACK XSエディター上のA.Func [1]/[2]ボタンをオンにして演奏
したときに発音するエレメント(XAモード=AF 1 on、AF 2 on)や、
両ボタンをオフにして演奏したときに発音するエレメント(XAモー
ド=all AF off)をXAモードで設定することで、この特殊な演奏を再
現しています。 

n A. Func [1]/[2]ボタンのオン/オフは、ユーティリティー
Controller画面の「A. Func 1/2 Ctrl No.」(101ページ)で設
定されているコントロールチェンジナンバーを外部から送信す
ることでも実現できます。

新たな演奏表現を創る
上記で述べてきた機能は、生楽器の音色だけでなく、シンセ系の音
色にも有効です。演奏中にまったく異なった音を鳴らすなど、新た
な演奏表現が可能になります。

以上を実現するための具体的な操作方法は、73ページをご覧ください。

エレメントおよびドラムキーは、音作りの最小単位で、シンセサイ
ザーとしての機能と構造を備えています。図のように、MOTIF-
RACK XSエディター上の「OSC (オシレーター )」で選択した
ウェーブフォームを元にして、「Tune (チューン)」および「PEG
(ピッチEG)」でピッチの変化を、「Filter (フィルター)」で音色の変
化を、「AMP (アンプリチュード)」で音量の変化をそれぞれ加えて、
さらにLFOが、これら三要素の、音が鳴ってから消えるまでの周期
的変化を決め、目的の音色を作成するしくみになっています。

重要
エレメントおよびドラムキーのエディットは、本体と通信しているMOTIF-RACK
XSエディター上で行ないます。

オシレーター
MOTIF-RACK XSエディターのオシレーター設定画面では、サウン
ドの元になるウェーブフォームを選んだり、発音する音域やベロシ
ティーの範囲などを設定します。XA機能の設定もここで行ないま
す。ウェーブフォームは、実際の楽器音を録音して作成された1つま
たは複数のサンプルを、鍵盤やベロシティーごとに割り当てられた
ものです。
オシレーターに関するパラメーターは、ボイスエレメントエディッ
トのOSC (73ページ)、ドラムボイスキーエディットのOSC (84
ページ)をご覧ください。

ピッチ
MOTIF-RACK XSエディターのピッチ設定画面では、エレメントの
チューニングやピッチEGの設定など、ピッチに関する設定をします。
ピッチに関するパラメーターは、ボイスエレメントエディットの
Tune (74ページ)やPEG (75ページ)をご覧ください。ドラムボイ
スに関しては、ドラムボイスキーエディットのTune (85ページ)を
ご覧ください。

フィルター
MOTIF-RACK XSエディターのフィルター設定画面では、エレメン
トのフィルタータイプやカットオフ周波数、レゾナンスの設定、
フィルター EGの設定など、フィルターに関する設定をします。
フィルターに関するパラメーターは、ボイスエレメントエディット
のFilter Type (76ページ)やFEG (78ページ)、Filter Scale (79
ページ)、ドラムボイスキーエディットのFilter Type (85ページ)を
ご覧ください。

XA機能について エレメント/ドラムキーのしくみ

PITCH
(ピッチ)

OSC
(オシレーター)

FILTER
(フィルター)

AMP
(アンプリチュード)

周期的な変化を設定 

LFO

音の高さを設定 

ピッチEG 
ピッチの時間的
な変化を設定 

音色を設定 

フィルターEG 
音色の時間的な
変化を設定 

音量を設定 

アンプリチュード
EG 

音量の時間的な
変化を設定 

ウェーブフォーム 
(AWM2)
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 51 
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音源部

52
 アンプリチュード
MOTIF-RACK XSエディターのアンプリチュード設定画面では、エ
レメントの音量やパンなど、音量に関する設定をします。
アンプリチュードに関するパラメーターは、ボイスエレメントエ
ディットのAMP Level/Pan (79ページ)、AMP Scale (81ページ)、
ドラムボイスキーエディットのAMP Level/Pan (85ページ)やAEG
(86ページ)をご覧ください。

LFO (ローフリーケンシーオシレーター )
LFOは、低周波数を発振するユニットです。
LFOから発振された低周波数によって、各エレメントのピッチ、
フィルター、アンプリチュードが変調され、ビブラート(ピッチを揺
らす効果)、ワウワウ(音色を揺らす効果)、トレモロ(音量を揺らす効
果)がそれぞれ得られます。LFOの設定は、ボイスコモンエディット
のLFO (コモンLFO)画面(69ページ)、ボイスエレメントエディット
のLFO (エレメントLFO)画面(81ページ)をご覧ください。

ノーマルボイス 

• プリセット1～8バンク×各128ボイス＝合計1024ボイス 

• GMバンク×128ボイス＝合計128ボイス 

• ユーザー 1～3バンク×各128ボイス＝合計384ボイス
(初期状態ではプリセットと同じボイスがメモリーされています)

ドラムボイス 

• プリセットドラムバンク×64ボイス＝合計64ボイス  

• GMドラムバンク×1ボイス＝合計1ボイス  

• ユーザードラムバンク×32ボイス＝合計32ボイス
(初期状態ではプリセットと同じボイスがメモリーされています)

マルチモードでの音源部のしくみ

マルチモードでは、音源部が16パートで構成されており、それぞれ
で異なるボイスを設定できるモードです。複数の音源パートに個別
にMIDI受信チャンネルを設定できるため、本体とMIDI接続した外部
MIDI機器やコンピューターのシーケンサーを再生させたい場合に有
効なモードです。シーケンサー各トラックの再生データは、MIDI送
信チャンネル/ポートと同じ受信チャンネル/ポートが設定されてい
る音源パートで鳴ります。このように複数のチャンネルのMIDIデー
タを受信して同時に複数のパートが発音する音源をマルチ音源と呼
びます。
本体の音源を鳴らすには、外部シーケンサーのポートを1に設定し、
本体音源部の各パートの受信チャンネルをマルチパートエディット
のVoice画面の「Receive Ch」(94ページ)で設定します。

マルチとは、複数のボイスがマルチ音源のパートに割り当てられて
いるプログラムです。各マルチは、パート固有のパラメーターと、
全パート共通のパラメーターをエディット(編集)することによって作
られます。

ユーザーバンクに128個のマルチが用意されています。

ボイスのメモリー構成

マルチモードでのパート構成

マルチについて

マルチのメモリー構成

最大同時発音数について
シンセサイザーや音源モジュールなど、電子楽器の音源部で
同時に発音可能な最大数を「最大同時発音数」といいます。
本体内蔵AWM2音源では最大で128音まで同時に発音できま
す。この音数を超える演奏データを本体音源部が受信すると、
発音中の音が消えて音切れが起きてしまいます。減衰の遅い
ボイスを使う場合には、最大同時発音数を超えないようにし
てください。
また、最大同時発音数はボイス単位ではなくエレメント単位
またはドラムキー単位で計算されます。ノーマルボイスでは
最大8エレメントを重ねられるので、その場合は最大同時発音
数は128音よりも少なくなります。
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 
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mLAN端子(別売のmLAN16E2装着時)からのオーディオ信号に対して、ボリュームやパン、エフェクトへ送る量などをコントロー
ルするブロックです。エフェクトへ送られた信号は、本体のオーディオ信号とミックスされて、エフェクトに送られなかった信号と
ともにアウトプット端子から出力されます。mLAN端子からの信号は、エフェクト部のシステムエフェクト、マスターエフェクト、
マスターEQに送ることが可能です。
オーディオ入力部のボリュームやパン、エフェクトへ送る量の設定は、下記で設定します。

アルペジオとは、鍵盤を押さえるだけでさまざまなシーケンスが、その時点で選択されているボイスで自動的に演奏される機能です。
MOTIF-RACK XSのアルペジオではアルペジオの枠を大きく超えて、外部MIDI機器の鍵盤を演奏するときの演奏補助的な役割にとど
まらず、音楽制作のためのツールや、作曲/編曲のためのツールとして活用できるようなものに進化しています。そのためアルペジオ
タイプも、通常の分散和音的なものから、ドラム演奏パターンやベースの演奏パターン、ギターのカッティングやピアノのバッキン
グなど、さまざまな楽器や音楽ジャンルごとに多彩なシーケンスが用意されています。

アルペジオカテゴリー

本体に搭載されているアルペジオタイプは、下記のとおり「17種類
のカテゴリーに分類されます。カテゴリーは楽器を軸にして分類さ
れています。

カテゴリー一覧 

n 「GtMG」、「BaMG」にはメガボイス用のアルペジオタイプが分類さ
れています。

サブカテゴリー

アルペジオカテゴリーに含まれるアルペジオは、さらにサブカテゴ
リーにも分類されています。サブカテゴリーは音楽ジャンルや使用
される目的によって分類されています。作曲する曲のジャンルや目
的に合わせてアルペジオを選択しやすくなっています。

サブカテゴリー一覧

オーディオ入力部

モード 画面 参照ページ

ボイスモード ユーティリティーのVoice mLAN画面 102ページ

マルチモード マルチコモンエディットのmLAN In画面 91ページ

アルペジオ部 

ApKb Acoustic Piano & Keyboard

Organ Organ

GtPl Guitar / Plucked

GtMG Guitar for “Mega Voice”

Bass Bass

BaMG Bass for “Mega Voice”

Strng Strings

Brass Brass

RdPp Reed / Pipe

Lead Synth Lead

PdMe Synth Pad / Musical Effect

CPrc Chromatic Percussion

DrPc Drum / Percussion

Seq Synth Seq

Chord Chord Seq

Hybrd Hybrid Seq

Cntr Control

メガボイスを活かしたアルペジオ
通常のボイスでは、鍵盤を弾いた強さ(ベロシティー )に適した
音量/音質が、サウンドとして聞こえます。それに対してメガ
ボイスは、多くのエレメントが使われ、複雑な構造になってお
り、リアルタイム演奏には適していません。しかし、メガボイ
スには、メガボイス用のアルペジオタイプが用意されており、
それを用いることによって、より高品質で自然な演奏を実現し
ます。メガボイスを使用する場合は、メガボイス用のアルペジ
オタイプとともにお使いください。それぞれのメガボイスに最
適なメガボイス用アルペジオタイプに関しては、別電子ファイ
ルの「アルペジオタイプリスト」のVoice Typeをご参照くだ
さい。 

Rock Rock Z.Pad Zone Velocity for Pad*

R&B R&B Filtr Filter

Elect Electronic Exprs Expression

Jazz Jazz Pan Pan

World World Mod Modulation

Genrl General Pbend Pitch Bend

Comb Combination Asign Assign 1/2

Zone Zone Velocity*
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 53
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n *が付いたサブカテゴリーに分類されたアルペジオタイプは、1
つのタイプ内でベロシティーの範囲がいくつか設けられており、
その範囲ごとに異なったフレーズが割り当てられています。ボ
イスにこのアルペジオタイプを設定したとき、ボイスを構成す
る各エレメントのベロシティーリミット(74ページ)を、下記に
示す各アルペジオのベロシティーリミットに合わせることに
よって、アルペジオを効果的に再生させることができます。

各アルペジオタイプのベロシティーリミット

「2Z_*****」: 1～90、91～127

「4Z_*****」: 1～70、71～90、91～110、111～127

「8Z_*****」: 1～16、17～32、33～48、49～64、65～
80、81～96、97～108、109～127

「PadL_*****」: 1～1、2～2、3～127

「PadH_*****」: 1～112、113～120、121～127

アルペジオネーム

アルペジオタイプの名前の付け方には、名前の末尾の表記による次
のようなルールがあります。このルールを理解すれば、アルペジオ
ネームからそのデータの中身について予測がつくようになり、アル
ペジオタイプ選びが簡単になります。

末尾に「_ES」が付加されるタイプ(例: HipHop1_ES)

演奏したノートに合わせて鳴る、ノーマルボイス用のアルペジオタ
イプ(55ページ)です。

末尾に「_XS」が付加されるタイプ(例: Rock1_XS)

演奏したコードに合わせて鳴る、ノーマルボイス用のアルペジオタ
イプ(55ページ)です。

末尾に何も付加されないタイプ(例: UpOct1)

演奏した音だけが鳴るノーマルボイス用のアルペジオタイプ(55
ページ)や、ドラム用のアルペジオタイプ(55ページ)、ノート(音符)
以外のイベントを中心に作られたアルペジオタイプ(56ページ)です。

アルペジオタイプリストの読み方

別電子ファイル「アルペジオタイプリスト」(8ページ)の読み方につ
いて解説します。 

n このリストは説明のためのサンプルです。正確なアルペジオタ
イプリストは、別電子ファイル「アルペジオタイプリスト」を
ご覧ください。

1 Main Category (カテゴリー )
カテゴリーを示します。

2 Sub Category (サブカテゴリー )
サブカテゴリーを示します。

3 ARPNo (アルペジオナンバー)
アルペジオタイプの番号を示します。

4 ARPName (アルペジオネーム)
アルペジオタイプの名前を示します。

5 Time Signature (タイムシグネチャー )
アルペジオタイプの拍子を示します。

6 Length (レングス)
アルペジオタイプの長さ(小節数) を示します。「Loop(ループ)」*を
offに設定したときに再生する小節数です。

7 Original Tempo (オリジナルテンポ)
アルペジオタイプに最も適したテンポを示します。アルペジオを選択
したときに、自動的にこのテンポが設定されるわけではありません。

8 Accent (アクセント)
あらかじめアクセントフレーズ(55ページ)が再生されるように設定
してあるアルペジオタイプを、丸印で示します。

9 RandomSFX (ランダムSFX)
あらかじめランダムSFX機能(55ページ)が設定してあるアルペジオ
タイプを、丸印で示します。

) Voice Type (ボイスタイプ)
このアルペジオタイプに最適なボイスの種類を示します。
マルチパートエディットのArp Edit画面の「VoiceWith Arp」(96
ページ)をonに設定したときに、自動的に選ばれるボイスになります。

*「Loop(ループ)」は、ボイスコモンエディットのArp Edit画面(66ペー
ジ)またはマルチパートエディットのArp Edit画面(96ページ)で設定し
ます。

アルペジオ再生の仕方を設定する

アルペジオは、鍵盤を押している間だけ再生する通常の状態から、
鍵盤を離しても鳴り続ける状態などに切り替えることができます。
また、強いベロシティーで鍵盤を弾いたときに特殊なアルペジオを
鳴らすかどうかや、再生するアルペジオ演奏に効果音を付けるかど
うかについても設定が可能です。ここでは、ボイスやマルチで設定
可能なアルペジオの再生方法についてまとめます。

アルペジオ再生のオン/オフの仕方は、下記の設定によって切り替え
ることができます。

「Hold」と「Trigger Mode」は、ボイスコモンエディットのArp Edit
画面(66ページ)またはマルチパートエディットのArp Edit画面(96ペー
ジ)で設定できます。

Main 
Category

Sub 
Category

ARP 
No. ARP Name Time 

Signature Length Original 
Tempo Accent Random 

SFX Voice Type

ApKb Rock 1 70sRockB 4 / 4 2 130 Acoustic Piano

ApKb Rock 2 70sRockC 4 / 4 1 130 :

ApKb Rock 3 70sRockD 4 / 4 2 130

ApKb Rock 4 70sRockE 4 / 4 4 130

ApKb Rock 5 70sRockF 4 / 4 2 130

ApKb Rock 6 70sRockG 4 / 4 1 130

ApKb Rock 7 70sRockH 4 / 4 1 130

1 2 3 4 5 6 7 8 9 )

アルペジオ再生のオン/オフの仕方を切り替える

鍵盤を押している間だけ再生する状態 「Hold」=「off」
「Trigger Mode」=「gate」

鍵盤を離してもアルペジオが鳴り続ける状
態

「Hold」=「on」

鍵盤を押さえるごとに、アルペジオ再生の
オン/オフが切り替わる状態

「Trigger Mode」=「toggle」
(「Hold」のon/offは関係あ
りません)
MOTIF-RACK XS 取扱説明書   
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n 「Arp Sw」が「on」の場合、サステインのコントロールチェン
ジ(コントロールナンバー=64)を受信することによって、「Arp
Hold」が「on」の場合と同じ効果が得られます。

[SELECT]ボタンを何度か押して一番下のランプを点灯させると、
ノブ5でアルペジオの鳴り方を変更できるようになります。アルペジ
オを再生しながらノブを操作してアルペジオのテンポを変更してみ
ましょう。 

n 本体のノブでアルペジオのテンポを変更させるには、ユーティ
リティーMIDI画面の「MIDI Sync」(99ページ)が「Internal」
に設定されている必要があります。

アクセントフレーズとは、一部のプリセットのアルペジオパターン
にあらかじめ設定されている、強いベロシティーで鍵盤が演奏され
たときにだけ再生されるシーケンスフレーズのことです。アクセン
トフレーズは、アクセントベロシティースレッショルドより大きな
ベロシティーで鍵盤を弾くことで再生できます。
アクセントフレーズが再生されない場合は、「Accnt Vel Th (アク
セントベロシティースレッショルド)」を少し低めの値に設定して鍵
盤を弾いてみましょう。 

n 「Accnt Vel Th (アクセントベロシティースレッショルド)」は、
ボイスコモンエディットのArp Edit画面(66ページ)またはマル
チパートエディットのArp Edit画面(96ページ)で設定できます。 

n この機能が有効になるアルペジオタイプについては、別電子
ファイル「アルペジオタイプリスト」をご覧ください。

一部のアルペジオタイプには、たとえば鍵盤を離したときにギター
のフレットノイズを再生するなど、効果音を再生する機能(ランダム
SFX機能)が準備されています。ランダムSFX機能には、下記のパラ
メーターが用意されています。 

n 「Random SFX (ランダムSFX)」、「SFX Vel Offset (ランダム
SFX ベロシティーオフセット)」、「SFX Key on Ctrl (ランダム
SFX キーオンコントロール)」は、ボイスコモンエディットの
Arp Edit画面(66ページ)またはマルチパートエディットのArp
Edit画面(96ページ)で設定できます。 

n この機能が有効になるアルペジオタイプについては、別電子
ファイル「アルペジオタイプリスト」をご覧ください。

押さえた鍵盤とアルペジオタイプの関係について

押さえた鍵盤とアルペジオタイプの関係は、アルペジオタイプのカ
テゴリーによって、大きく3つのタイプに分けることができます。

ノーマルボイスで鳴らすことを想定して作られたアルペジオタイプ
(DrPc、Cntr以外のカテゴリーが該当)には、アルペジオの鳴り方と
して下記3種類が用意されています。

押鍵音だけが鳴るタイプ
押鍵音(押鍵音に対するオクターブ音も含む)だけを使って、アルペジ
オが自動演奏されます。

押鍵したノートに合わせて鳴るタイプ

1つの鍵盤を押しただけで、その音がルートとなるような特定のコー
ドタイプのフレーズが、自動演奏されます。さらに他の鍵盤を追加
で押していくと、押鍵した音に合わせてフレーズの音程が変換され
ます。これらのアルペジオタイプは、名前の末尾に「_ES」が付加
されています。

押鍵したコードに合わせて鳴るタイプ

押した鍵盤からコードタイプを判別し、コードに沿って音程変換さ
れたアルペジオが、常に適切な音域で自動演奏されます。これらの
アルペジオタイプは、名前の末尾に「_XS」が付加されています。 

n 「Key Mode (キーモード)」の設定が、「sort」または
「sort+direct」になっていると鍵盤を弾いた順番に関係なく同
じアルペジオが再生され、「thru」または「thru+direct」に
なっていると鍵盤を弾いた順番によってアルペジオ再生の仕方
が変わります。 

n これらのアルペジオタイプはノーマルボイスを想定して作られ
ているため、ドラムボイスを使って鳴らしても、音楽的な演奏
にはならない可能性が高いです。

アルペジオタイプの中には、ドラムボイスで鳴らすことを想定して
作られたものがあります。この場合のアルペジオ機能は、リズムパ
ターンの自動演奏として機能します。これらのアルペジオタイプで
は、リズムパターンの鳴り方に、下記3種類が用意されています。

1つのドラムパターンだけが鳴るタイプ

押鍵音に関係なく(同時に押した鍵盤の数や種類に関係なく)、常に同
じドラムパターンが鳴ります。

1つのドラムパターンをベースに打楽器を追加していく
タイプ

1つの鍵盤を押した場合は、どの鍵盤を押しても同じドラムパターン
が鳴ります。さらに他の鍵盤を追加で押していくと、各鍵盤に割り
当てられた打楽器を使ったリズムパターンが、最初に鳴っていたド
ラムパターンに追加されていきます。

アルペジオのテンポをノブで変更する

アクセントフレーズの再生について

効果音の再生について

ランダムSFX機能のオン/オフ Random SFX (ランダムSFX)

ランダムSFX機能の音の大きさ SFX Vel Offset
(ランダムSFX ベロシティーオフセット)

鍵盤のベロシティーでランダムSFX
機能の音の大きさをコントロールす
るかどうか

SFX Key on Ctrl
(ランダムSFX キーオンコントロール)

何度か押す アルペジオテンポを
操作できるノブ

点灯する

ノーマルボイス用のアルペジオタイプ

ドラムボイス用のアルペジオタイプ
(カテゴリー : DrPc)
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 55  
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押鍵音に割り当てられた打楽器だけを使うタイプ
1つの鍵盤を押した場合は、その鍵盤に割り当てられた打楽器を使っ
たリズムパターンが鳴ります。さらに他の鍵盤を追加で押していく
と、各鍵盤に割り当てられた打楽器を使ったリズムパターンが、追
加されていきます。したがって、複数の鍵盤を押すことで、押した
鍵盤に割り当てられた打楽器音を使ったドラムパターンを作り上げ
ることになります。ただし、「Key Mode (キーモード)」を「thru」
または「thru+direct」に設定している場合、同じ鍵盤でも、押す順
番によってドラムパターンが変わってきますので、同じ打楽器を
使っていろいろな種類のリズムパターンを作りだせます。 

n 上記3種類のタイプは、特にカテゴリー名やタイプ名で区別さ
れているわけではありません。アルペジオタイプを選んで実際
に鳴らしてみることで確認できます。 

n これらのアルペジオタイプはドラムボイスを想定して作られて
いるため、ノーマルボイスを使って鳴らしても、音楽的な演奏
にはならない可能性が高いです。

これらのアルペジオタイプでは、コントロールチェンジやピッチベ
ンドデータ中心のシーケンスが組まれており、それを再生すること
によって押鍵中の音が変化していきます。
ノートオン/オフ(音符)データを含まないアルペジオもあり、これら
を選択した場合は、「Key Mode (キーモード)」を「direct」、
「thru+direct」、「sort+direct」のいずれかに設定する必要があり
ます。 

n 「Key Mode (キーモード)」の設定は、ボイスコモンエディット
のArp Edit (アルペジオエディット)画面(66ページ)、マルチ
パートエディットのArp Edit (アルペジオエディット)画面(96
ページ)で行ないます。

ノート以外のイベントを中心に作られたアルペジオ
タイプ(カテゴリー : Cntr)

アルペジオの活用のヒント
アルペジオは、ライブパフォーマンスなどで演奏を補助する
ためのツールとしてだけではなく、楽曲制作などでもクオリ
ティーの高いMIDIデータを手軽に入力したり、目的の楽器や
音楽ジャンルにぴったりあったバッキングフレーズを作成し
たりするツールとして活用できます。
活用方法については、クイックガイドのアルペジオ(40ページ)
をご覧ください。
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MIDIデータを出力して、音源部をコントロールするブロックです。

MOTIF-RACK XSにはノブが付いており、外部MIDIキーボードを演奏しながら本体のノブを操作することで、鳴っているボイスの音
色や音質、音量をリアルタイムに変更できます。
ノブの使い方については、クイックガイドの29ページをご覧ください。

音源部やオーディオ入力部から出力された音声に、残響、広がり、厚みなど、さまざまな効果をかけ、音を加工する装置です。音作
りの最終段階でエフェクトを活用することによって、さらに表現力を加えます。

エフェクトの構成

システムエフェクトは、各パートのセンドレベルによって出力され
た信号をまとめてエフェクトに送り、効果のかかった信号をリター
ンレベルで出力ラインとミックスするタイプのエフェクトです。そ
のため、すべてのパートに対して効果をかけることができます。
MOTIF-RACK XSでは、システムエフェクトとしてリバーブとコー
ラスの2つのエフェクトを搭載しています。
コーラスからリバーブへのセンドレベル(コーラストゥーリバーブ)も
設定できます。これは、コーラスの出力音にリバーブをかけるため
のもので、コーラスを通らない信号と同じ程度のリバーブ感を加え
ることで、自然な効果を得ることができます。

インサーションエフェクトは、ボイスに対して効果をかけるための
エフェクトです。各ボイスにはインサーションA/Bを1セットにした
1系統のインサーションエフェクトが内蔵されていて、A/Bを異なっ
たエフェクトに設定できます。ボイスエディットのエフェクトパラ
メーター画面(73ページ)で設定します。
MOTIF-RACK XSは8系統のインサーションエフェクトを内蔵して
いるのでマルチモードの場合は、パート1～16の中からボイスのイ
ンサーションエフェクトを有効にする8パートを設定するしくみに
なっています。

音声の最終出力段階で本体サウンド全体にかけるエフェクトです。
複数のエフェクトタイプがあります。

ノーマルボイスの各エレメント、ドラムボイスの各ドラムキーが持
つEQです。2バンドのシェルビングタイプのパラメトリックEQと、
1バンドのピーキングタイプのパラメトリックEQ、そして単に出力
音をブーストするEQの3種類のタイプから選んでパラメーターを設
定します。設定はMOTIF-RACK XSエディターでのみ可能です。

ボイス、またはマルチの各パートに内蔵されている3バンドのパラメ
トリックEQです。ローとハイはシェルビングタイプ、ミッドはピー
キングタイプです。各エレメントEQの設定を間接的に増減します。

音声の最終出力段階で本体サウンド全体にかける、5バンドのEQで
す。ローとハイの形状を、ピーキングタイプかシェルビングタイプ
かに切り替えることができます。

コントローラー部

エフェクト部

システムエフェクト(リバーブ、コーラス)

インサーションエフェクト

マスターエフェクト

エレメントEQ

コモンEQ/パートEQ

マスター EQ
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各モードでのエフェクト接続と設定

1 MOTIF-RACK XSエディター上のエレメント/ドラムキーご
とのエレメントEQの設定。
設定画面
MOTIF-RACK XSエディター上のボイスエレメントエディット/ボ
イスキーエディットのEQ(82、86ページ)

2 すべてのエレメント/ドラムキーに共通するコモンEQの設定。
設定画面

ボイスコモンエディットの3 Band EQ画面(71ページ)

3 MOTIF-RACK XSエディター上の各エレメントまたは各ドラ
ムキーごとにおける、インサーションA、Bのどちらに出力す
るか、またはインサーションをバイパスするかの選択。
設定画面
MOTIF-RACK XSエディター上のボイスコモンエディットの
Effect (72ページ)

4 インサーションエフェクトについての設定。
設定画面

ボイスコモンエディットの「Ins A」/「Ins B」のエフェクトパラ
メーター画面(73ページ)

5 リバーブとコーラスについての設定。
設定画面
ボイスコモンエディットの「Chorus」/「Reverb」のエフェクト
パラメーター画面(73ページ)

6 マスターエフェクトのエフェクトタイプとエフェクトパラメー
ターをの設定。
設定画面
ユーティリティーのVoiceMEF画面(102ページ)

7 マスターEQの設定。
設定画面

ユーティリティーのVoiceMEQ画面(103ページ) 

n ボイスモードにおける、mLAN端子からのオーディオ入力信
号は、「Output Select (アウトプットセレクト)」(102ペー
ジ)が「L&R」以外に設定されている場合、1～4の設定のみ
が効果して出力されます。

1 パートごとにパートEQの設定。
設定画面

マルチパートエディットのPart EQ画面(96ページ)

2 パート1～16の中から、インサーションエフェクトをオンにす
る8パートの選択。
設定画面
マルチパートエディットのFx Send画面(97ページ)
MOTIF-RACK XSエディターのマルチコモンエディットのEffect
画面

3 リバーブとコーラスについての設定。
設定画面

マルチコモンエディットの「Chorus」/「Reverb」のエフェクト
パラメーター画面(93ページ)
マルチパートエディットのFx Send画面(97ページ)

4 マスターエフェクトのエフェクトタイプとエフェクトパラメー
ターの設定。
設定画面

マルチコモンエディットの「Master」のエフェクトパラメーター
画面(93ページ)

5 マスターEQの設定。
設定画面

マルチコモンエディットのMEQ画面(92ページ) 

n インサーションエフェクトがオンになった8パートでは、ボイ
スモードの1、3、4の設定(58ページ)が有効になります。 

n 「Output Select (アウトプットセレクト)」(95ページ)を
「L&R」以外に設定しているパートの信号は、1と2の設定の
みが効果して出力されます。

ボイスモード

エレメントEQ

インサーションA

インサーションB

リバーブ 

コーラス 

マスター 
エフェクト 

マスターEQ

ボイス 

エレメント1～8 
ドラムキーC0～C6

1 2
3

4

5

6 7

センドレベル コーラストゥー 
リバーブ 

リターンレベル 

コモンEQエレメントまたはキー 

マルチモード

パート 
パートEQ インサーションA/B

マスター 
エフェクト 

マスターEQ
ボイス 

1

リバーブ 

コーラス 

センド 
レベル 

コーラストゥー 
リバーブ 

リターン 
レベル 

マルチ 

パート1～16

2

3

4 5
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エフェクトプログラムのカテゴリーとタイプ
について

ここでは、各エフェクトタイプのしくみや効果について説明します。
また、そのカテゴリーに含まれるエフェクトタイプを紹介します。
エフェクトを設定する際の参考にしてください。
カテゴリーごとに掲載しているエフェクトタイプリストには、リ
バーブ(Rev)、コーラス(Cho)、インサーションA/B (Ins)、マス
ターエフェクト(Mas)それぞれに含まれているかどうかを丸印また
はー (ハイフン)で表示しています。丸印が割り当てられているエ
フェクトタイプは、画面上で選択できます。

Reverb (リバーブ)
複雑な残響音を人工的に作って、音が鳴っている空間の拡がりを再
現するエフェクトです。音に自然な余韻を与え、空間や奥行きを演
出できます。再現する空間の大きさや響き方によって、HALL、
ROOM、PLATE、STAGEなどのプログラムがあります。

Delay (ディレイ)
入力音を時間的に遅らせて発音させ、やまびこのような効果を作り
出すエフェクトです。空間の奥行きや拡がりを作ったり、音を太く
したりなど、さまざまな使い方があります。

Chorus (コーラス)
複数の音源が同時に鳴っているような、音に奥行きと厚みを付加す
るエフェクトです。複数の音源を同時に鳴らした場合、それぞれの
音源のピッチや位相が微妙に違っているため、聴いている人に拡が
り感や人数感を感じさせます。ディレイを使って、これと同じ効果
を出すエフェクトがコーラスです。実際には、遅延時間をLFOに
よって1秒程度の周期で規則的に変化させて、音をビブラートがか
かったような状態にしてから原音と混ぜることで、複数の音源を同
時に鳴らした場合と同じ効果を得ています。

Flanger (フランジャー )
ジェット機の上昇下降音のような響きを作り出すエフェクトです。
基本原理はコーラスと同じですが、コーラスよりもディレイタイム
を短くし、さらにフィードバック回路を持つことで激しいうねりと
音程が移行する効果を与えます。曲中で常時かけるのではなく、ポ
イントを決めて部分的にかけるように使います。

エフェクトタイプ Rev Cho Ins 説明 

REV-X HALL O – – 新世代リバーブアルゴリズム
"REV-X"を採用したホールリ
バーブです。 

R3 HALL O – – プロフェッショナルリバーブ
専用機ProR3直系のリバーブ
アルゴリズムを採用したホー
ルリバーブです。 

SPX HALL O O O 往年の名機SPX1000直系の
ホールリバーブです。 

REV-X ROOM O – – 新世代リバーブアルゴリズム
"REV-X"を採用したルームリ
バーブです。 

R3 ROOM O – – プロフェッショナルリバーブ
専用機ProR3直系のリバーブ
アルゴリズムを採用したルー
ムリバーブです。 

SPX ROOM O O O 往年の名機 SPX1000直系
のルームリバーブです。 

R3 PLATE O – – プロフェッショナルリバーブ
専用機ProR3直系のリバーブ
アルゴリズムを採用したプ
レートリバーブです。 

SPX STAGE O O O 往年の名機SPX1000直系の
ステージリバーブです。 

SPACE 
SIMULATOR

O – – 空間を幅、高さ、奥行きを用
いて設定できるリバーブです。

エフェクトタイプ Cho Ins Mas 説明 

CROSS DELAY O O – 2本のディレイのフィード
バックをクロスさせたエフェ
クトです。ディレイ音が左右
に飛び交うタイプのディレイ
です。 

TEMPO CROSS 
DELAY

O O – ディレイタイムが曲のテンポ
とシンクするタイプのクロス
ディレイです。 

TEMPO DELAY 
MONO

O O – ディレイタイムが曲のテンポ
とシンクするタイプのモノラ
ルディレイです。 

TEMPO DELAY 
STEREO

O O – ディレイタイムが曲のテンポ
とシンクするタイプのステレ
オディレイです。 

CONTROL DELAY – O – ディレイ長をリアルタイムに
変えてスクラッチ音などを作
り出すディレイです。 

DELAY LR O O – L/Rの2本のディレイ音を発
生するディレイです。 

DELAY LCR O O – L/C/Rの3本のディレイ音を
発生するディレイです。 

DELAY LR (Stereo) O O O L/Rの2本のディレイ回路を
ステレオ入力化したディレイ
です。

エフェクトタイプ Cho Ins 説明 

G CHORUS O O 複雑なモジュレーションで深みのあ
る音が得られるコーラスエフェクト
です。 

2 MODULATOR O O ピッチモジュレーションとアンプモ
ジュレーションが設定できるコーラ
スエフェクトです。音を自然に広げ
ます。 

SPX CHORUS O O 3相のLFOにより、より複雑なうねり
と広がりを与えるコーラスエフェク
トです。 

SYMPHONIC O O 変調を多重化し、より広がり感を得
られるようにしたエフェクトです。 

ENSEMBLE 
DETUNE

O O 音程をわずかにずらした音を付加す
ることによる、うねりのないコーラ
スエフェクトです。

エフェクトタイプ Cho Ins 説明 

VCM FLANGER O O "VCM"技術を用いたビンテージ系の
フランジャーです。 

CLASSIC 
FLANGER

O O 癖がないうねりが得られるフラン
ジャーです。 

TEMPO FLANGER O O LFOの揺れ周期がテンポと同期する
タイプのフランジャーです。 

DYNAMIC 
FLANGER

– O 入力音のレベルによってディレイ変
調をリアルタイムにコントロールす
るフランジャーです。

エフェクトタイプ Cho Ins Mas 説明
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 59 
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エフェクト部

60
 Phaser (フェーザー )
位相をずらして原音とミックスするフェーズシフト回路とその出力
をフィードバックする回路を持つエフェクターです。シュワシュワ
といった独特のトーンで、メローなサウンドを作ることができます。
フランジャーよりも目が細かく効果が柔らかいので活用できる範囲
は広く、特にエレピに使うと多彩な音作りができます。

Tremolo & Rotary
(トレモロ&ロータリースピーカー )
ロータリースピーカーは、オルガンサウンドでポピュラーなロータ
リースピーカーの効果をシミュレートしたエフェクトです。ホーン
やローターが回転してドップラー効果を生み出すように、音色に独
特の効果を与えます。

Distortion (ディストーション)
サウンドを歪ませるエフェクトです。アンプの出力を過大に高くし
たり、アンプに入力する前に信号を充分に増幅すると、アンプから
は歪みを持った信号が出力されます。ディストーションは、歪みを
音作りの中で積極的に利用するためのエフェクトです。ディストー
ションの特徴は、厚みのある音と、長い持続時間にあります。厚み
は、クリップした波形が多くの倍音を含むために生まれます。また
持続時間は、実際に音が伸びているわけではなく、普段は徐々に減
衰して聴感上は聴こえないようなレベルの音を拾って歪ませるため
に長く鳴っているように感じるわけです。

Compressor (コンプレッサー )
大きな音を圧縮したり小さな音を持ち上げたりして、音のツブをそ
ろえたり音に迫力を出したりするエフェクトです。アタックやリ
リースを設定することで、音のアタック感やリリースの長さなども
コントロールできます。マルチバンドコンプは、特定の周波数帯域
で働く3台のコンプレッサーを組み合わせたもので、イコライザーと
コンプレッサーを組み合わせたような積極的な音作りが可能です。

Wah (ワウ)
フィルターの周波数特性を変化させることで、独特のサウンドを作
り出すエフェクトです。周波数特性がLFOによって周期的に変化す
るのがオートワウ、入力する楽器音の音量によって変化するのが
タッチワウ、足下のペダルでコントロールするのがワウペダル(ペダ
ルワウ)です。

Lo-Fi (ローファイ)
意図的に音質を劣化させて、存在感やレトロな雰囲気を出すための
エフェクトです。音を劣化させる方法として、サンプリング周波数
を低くしたり、フィルターを通したり、軽く歪ませたり、ノイズを
混ぜるなどの方法があります。

Tech (テック)
フィルターやモジュレーションなどにより、積極的に音を変化させ
るエフェクトです。効果音を作ったり、曲や音に大きな変化を付け
たいときなどに効果的です。

エフェクトタイプ Cho Ins 説明 

VCM PHASER 
MONO

O O "VCM"技術を用いたビンテージ系の
モノラルのフェーザーです。 

VCM PHASER 
STEREO

O O "VCM"技術を用いたビンテージ系の
ステレオのフェーザーです。 

TEMPO PHASER O O LFOのスピードがテンポと同期する
タイプのフェーザーです。 

DYNAMIC 
PHASER

– O 入力音のレベルによって位相をリア
ルタイムにコントロールするエフェ
クトです。

エフェクトタイプ Ins 説明 

AUTO PAN O オートパン。周期的に左右に音を動かすエ
フェクトです。 

TREMOLO O トレモロ。音量を周期的に変化させるエフェ
クトです。 

ROTARY 
SPEAKER

O ロータリースピーカーの効果を再現するエ
フェクトです。

エフェクトタイプ Ins Mas 説明 

AMP SIMULATOR 1 O – ギターアンプシミュレーター
です。 

AMP SIMULATOR 2 O – ギターアンプシミュレーター
です。 

COMP DISTORTION O – コンプとディストーションの
複合エフェクトです。 

COMP DISTORTION 
DELAY

O O コンプとディストーション、ディ
レイの複合エフェクトです。

エフェクトタイプ Ins Mas 説明 

VCM COMPRESSOR 
376

O O "VCM"技術を用いたビンテージ
系のコンプです。 

CLASSIC 
COMPRESSOR

O – 比較的かかりがよいコンプです。
ソロ楽器などに適しています。 

MULTI BAND COMP O O 3バンドのマルチバンドコンプで
す。

エフェクトタイプ Ins 説明 

VCM AUTO WAH O "VCM"技術を用いたビンテージ系のオー
トワウです。 

VCM TOUCH WAH O "VCM" 技術を用いたビンテージ系のタッ
チワウです。 

VCM PEDAL WAH O "VCM" 技術を用いたビンテージ系のペダ
ルワウです。コントローラーセットの設定
で、"VCM PEDALWAH"のパラメーター
の一つである「Pedal Control」をフット
コントローラーなどに割り当て、ペダルか
ら操作してお使いください。

エフェクトタイプ Ins Mas 説明 

LO-FI O O サンプリング周波数やフィルターを
変化させてローファイサウンドを実
現するエフェクトです。 

NOISY O – 音を汚してローファイサウンドを実
現するエフェクトです。 

DIGITAL 
TURNTABLE

O – ターンテーブルのノイズを付加する
エフェクトです。

エフェクトタイプ Ins Mas 説明 

RING 
MODULATOR

O O 入力音を金属的な音に変化させるエ
フェクトです。 

DYNAMIC RING 
MODULATOR

O – 入力音のレベルによって、RING
MODULATOR のパラメーター
「OSC Freq」をリアルタイムにコン
トロールするエフェクトです。
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 
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Misc (その他)
上記のカテゴリーに含まれないエフェクトタイプです。

VCMとは、アナログエフェクターの回路挙動を素子レベル(ICやコ
ンデンサーなど)からモデリングする技術のことです。VCMテクノ
ロジーを使ったエフェクトタイプは、ビンテージで味わいのある音
を演出できます。
MOTIF-RACK XSでは、次の8種類のVCMエフェクトを搭載してい
ます。

VCM Compressor 376
レコーディングスタジオで定番として求められるアナログコンプ
レッサーの特性をエミュレートしています。ドラムやベース向きの
太く芯のある音が得られます。

VCM Equalizer 501
1970年代のアナログイコライザーの特性をエミュレートしたEQで
す。アナログ回路特有の歪みを再現することによって、ドライブ感
などを得ることができます。2つのシェルビングフィルターと3つの
ピーキングフィルターにより構成されています。

VCM Flanger
1970年代のいくつかの代表的な評価の高いアナログフランジャーの
特性と音楽性をシミュレートしています。フランジャーに求められる
サウンドメイキングのすべてを高いレベルで実現したモデルです。

VCM Phaser Mono、VCM Phaser Stereo
1970年代のアナログフェーザーの特性をシミュレートしています。
このアルゴリズムは特定のVintage Phaserの再現にこだわること
なく、フェーザーに求められるサウンドメイキングを非常に高い自
由度で実現したモデルです。モノとステレオの2種類のプログラムを
搭載しています。

VCM Auto Wah、VCM Touch Wah、VCM
Pedal Wah
1970年代の代表的な評価の高いアナログワウの特性と音楽性をシ
ミュレートしています。ワウに求められるサウンドメイキングを非
常に高いレベルで実現したモデルです。オートワウ、タッチワウ、
ペダルワウの3種類のプログラムを搭載しています。

REV-Xとは、ヤマハがプロオーディオ機器用に開発した、リバーブ
アルゴリズムのことです。REV-Xによるリバーブ音は、高密度で豊
かな残響の音質、なめらかな減衰、原音を生かす広がりと奥行きと
いった特長を持っています。
MOTIF-RACK XSでは、2種類(REV-X HALL、REV-X ROOM)の
REV-Xによるリバーブを搭載しています。

エフェクトパラメーターについて

エフェクトパラメーターは、エフェクトの効果のかかり方を調整す
るための設定です。エフェクトをかける音色や楽曲に合わせてエ
フェクトパラメーターを操作することによってはじめて、エフェク
トの効果が活きてきます。
エフェクトパラメーターの働きについては、以下のエフェクトパラ
メーター解説で確認し、音を聴きながら最適な状態に設定しましょう。

各エフェクトタイプは、いくつかの場面を想定したエフェクトパラ
メーターの設定を、プリセットプログラムとして内蔵しています。
エフェクトパラメーターを設定する際には、対象となる音色や楽曲
に最も適したプリセットプログラムを選んでから、さらに作り込む
ようにすれば最初から設定する手間が省けます。
プリセットプログラムは、各エフェクトパラメーター画面の
「Preset」で設定できます。各エフェクトタイプのプリセットにつ
いては、別冊データリストをご覧ください。 

DYNAMIC FILTER O O 入力音のレベルによって、フィル
ターのカットオフ周波数をリアルタ
イムにコントロールするエフェクト
です。 

AUTO SYNTH O – ディレイと変調の組み合わせで入力
信号を再合成するエフェクトです。 

ISOLATOR O O 強力な効きのフィルターを使って帯
域別に音量をコントロールするエ
フェクトです。 

SLICE O O 入力音をぶつ切りにするエフェクト
です。 

TECH 
MODULATION

O – 独特の変調をかけ、入力音を金属的
なサウンドに変身させるエフェクト
です。

エフェクトタイプ Cho Ins 説明 

VCM EQ 501 – O "VCM"技術を用いたビンテージ系の5
バンドバラメトリックEQです。 

HARMONIC 
ENHANCER

– O 原音に新たな倍音を付加して音の輪
郭をきわだたせるエフェクトです。 

TALKING 
MODULATOR

– O 入力音を母音のフォルマントを持つ
ように再合成するエフェクトです。 

DAMPER 
RESONANCE

– O ピアノのダンパーペダルを踏んだと
きの倍音の拡がりを再現するエフェ
クトです。 

PITCH CHANGE – O ピッチを変更するエフェクトです。 

EARLY 
REFLECTION

O O リバーブから初期反射音だけを取り
出したエフェクトです。

VCM (Virtual Circuitry Modeling/仮想回路
モデリング)について

エフェクトタイプ Ins Mas 説明

REV-X

プリセットプログラム
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 61 
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エフェクト部

62
 

ここでは、各エフェクトタイプのエフェクトパラメーターの一部を、
アルファベット順に説明します。 

n この表中のパラメーター名は正式名称を記載しています。本体
の画面上では、省略表記で表示されているパラメーターもある
ため、表中の名称と一致しない場合があります。目的のパラ
メーターが見つからない場合は、別冊データリストのEffect
Parameter Listでパラメーターの正式名称を確認した上で、
この表をご覧ください。 

n 同じパラメーター名でも、意味がエフェクトタイプによって異
なるものがあります。その場合、1つのパラメーターにつき、
複数の説明文を載せています。各説明文に該当するエフェクト
タイプ名は、文頭に記しています。

エフェクトパラメーター解説

パラメーター名 パラメーターの意味 

AEG Phase AEGの位相をずらす 

AM Depth 音量変調の深さを設定する 

AM Inverse R 右チャンネルにおける音量変調の位相を設定する  

AM Speed 音量変調の速さを設定する 

AM Wave 音量変調用の波形を選択する 

AMP Type シミュレートするアンプタイプを選択する 

Analog Feel アナログフランジャーの音質を加味する 

Attack コンプレッサー効果が効き始めるまでの時間を設定する 

Attack Offset ワウがかかり始めるまでの時間を設定する 

Attack Time エンベロープフォロワーの立ち上がり時間を設定する  

Bit Assign Word Lengthの効き方を調節する 

Bottom

 

*1
ワウフィルターの可変範囲の最低値を設定する 

Click Density クリックの発生頻度を設定する 

Click Level クリックのレベルを設定する 

Color

 
*2 固定位相変調を設定する 

Common Release 3バンドに共通で設定するリリースタイム(コンプレッサー効果か
ら開放されるまでの時間)を設定する 

Compress コンプレッサーのスレッショルド(効果が効き始める入力レベル)値
を設定する 

Control Type 「Normal」に設定した場合は、常にディレイがかかり、「Scratch」に
設定した場合は、Delay Timeに割り当てられたコントローラー値
が0で、かつDelay Time offsetが0のときはディレイがかからな
い。それ以外の場合はディレイがかかる 

Damper Control ピアノダンパー効果による響きの深さを設定する  

Decay リバーブの減衰感を制御する 

Delay Level C センターチャンネルのディレイ音のレベルを設定する  

Delay Mix 複合エフェクトとしてミキシングするときのディレイ音のレベル
を設定する 

Delay Offset 変調のためのディレイタイムのオフセット値を設定する 

Delay Time ディレイの長さを音符や時間で指定する 

Delay Time C, L, R センターチャンネル、左側チャンネル、右側チャンネルのディレイ
の長さをそれぞれ設定する 

Delay Time L>R 左(入力)から右(出力)へのディレイタイムを設定する  

Delay Time Ofst R 右チャンネルにおけるディレイの長さのオフセットを設定する  

Delay Time R>L 右(入力)から左(出力)へのディレイタイムを設定する  

Delay Transition Rate Delay Timeを変更したときの移行速度(現在のDelay Timeから指
定されたDelay Timeへの移行速度)を設定する  

Density [REVERB系] リバーブの密度を設定する

[EARLY REFLECTION] 反射音の密度を設定する 

Depth [SPACE SIMULATOR]シミュレートする部屋の奥行きを設定する

[VCM FLANGER] ディレイ変調の周期的変化を制御するLFO波
形の振幅値を設定する

[PHASER系] 位相変調の周期的変化を制御するLFO波形の振幅値
を設定する 

Detune 音程をずらす量を設定する 

Device 音の歪み方を変化させるデバイスを選ぶ 

Diffusion 広がり感をコントロールする 

Direction エンベロープフォロワーによる変調の向きを設定する  

Divide Freq High 3バンドに分割するためのMid/High側の周波数を設定する 

Divide Freq Low 3バンドに分割するためのLow/Mid側の周波数を設定する 

Divide Min Level スライスする(切り取る)部分の最小レベルを決定する 

Divide Type スライスする(切り取る)タイミングを音符で指定する 

Drive [DISTORTION系、NOISY、SLICE] 歪み方の度合を設定する

[MISC系] 効果をかける度合を設定する 

Drive Horn ホーン(高域側)の回転による変調の深さを設定する  

Drive Rotor ローター(低域側)の回転による変調の深さを設定する 

Dry Level ドライ音のレベルを設定する 

Dry LPF Cutoff Frequency ドライ音にかけるローパスフィルターで高域をカットする周波数
を設定する 

Dry Mix Level ドライ音のレベルを設定する 

Dry Send to Noise ノイズへ送られるドライ信号の量を設定する 

Dry/Wet Balance ドライ音とウェット音(エフェクト音)のバランスを設定する 

Dyna Level Offset エンベロープフォロワー出力の値を増減するオフセットを設定する 

Dyna Threshold Level エンベロープフォロワーが動き出すレベルを設定する 

Edge 歪み方のカーブを設定する 

Emphasis 高域の特性の変化を設定する 

EQ Frequency EQで増減させる周波数を設定する 

EQ Gain EQで増減させるゲインを設定する 

EQ High Frequency 高域をEQで増減させる周波数を設定する 

EQ High Gain 高域をEQで増減させるゲイン量を設定する 

EQ Low Frequency 低域をEQで増減させる周波数を設定する 

EQ Low Gain 低域をEQで増減させるゲイン量を設定する 

EQ Mid Frequency 中域をEQで増減させる周波数を設定する 

EQ Mid Gain 中域をEQで増減させるゲインを設定する 

EQ Mid Width 中域をEQで増減させる範囲の幅を設定する 

EQ Width EQで増減させる範囲の幅を設定する 

ER/Rev Balance 初期反射音とリバーブ音のレベルバランスを設定する 

F/R Depth 前後のパンの深さ(PAN Direction=Lturn、Rturnのときに有効)を
設定する 

FB Hi Damp Ofst R 右側チャンネルにおける高音の減衰の量のオフセットを設定する 

FB Level Ofst R 右側チャンネルにおけるフィードバックの量のオフセットを設定
する 

Feedback エフェクト出力を再び入力に戻すレベルを設定する 

Feedback High Damp フィードバック音における高域の減衰の調整をする(値が小さいと
き高域が速く減衰する) 

Feedback Level [REVERB系、EARLY REFLECTION] イニシャルディレイの
フィードバック量を設定する

[DELAY系全般、CHORUS系、FLANGER系、COMP
DISTORTION DELAY、TEC系] ディレイ出力を再び入力へ戻す
レベル(マイナスは位相反転)を設定する

[TEMPO PHASER、DYNAMIC PHASER] フェーザー出力を再
び入力へ戻すレベル(マイナスは位相反転) を設定する 

Feedback Level 1, 2 1、2系列目のディレイ音のフィードバックの量をそれぞれ設定する 

Feedback Time フィードバックディレイの長さを設定する 

Feedback Time 1, 2, L, R フィードバックディレイ1、2、左側、右側の長さをそれぞれ設定する  

Filter Type [LO-FI] 音色効果のタイプを設定する

[DYNAMIC FILTER]フィルターのタイプ選択をする 

Fine 1, 2 1、2系列目の細かいピッチをそれぞれ設定する 

Gate Time スライスのゲート時間を設定する 

Height シミュレートする部屋の高さを設定する 

Hi Resonance 高域成分の調整をする 

High Attack 高域側においてのコンプレッサー効果が効き始めるまでの時間を
設定する 

High Gain 高域側においての出力のレベルを設定する 

High Level 高域のレベルを設定する 

High Mute 高域のミュートスイッチ 

High Ratio [REV-X HALL、REV-X ROOM] 高域成分の調整をする

[MULTI BAND COMP] 高域側においてのコンプレッサーの圧縮
比を設定する 

High Threshold 高域側においての効果が効き始める入力レベルを設定する 

Horn Speed Fast ファスト回転時のホーン(高域側)の回転するスピードを設定する 

Horn Speed SLow スロー回転時のホーン(高域側)の回転するスピードを設定する 

Initial Delay 初期反射音までのディレイタイムを設定する 

Initial Delay 1, 2 1、2系列目の初期反射音までのディレイタイムをそれぞれ設定する 

Initial Delay Lch, Rch 左チャンネル、右チャンネルの初期反射音までのディレイタイムを
それぞれ設定する 

Input Level コンプレッサーをかけるために入力する音のレベルを設定する 

Input Mode 入力のモノ/ステレオ切り替えを設定する 

Input Select 入力チャンネルの選択をする 

L/R Depth 左右のパンの深さを設定する 

L/R Diffusion 広がり感を出すための左右のディレイ差を設定する 

Lag 音符で指定されたディレイの長さに加算する値を設定する 

LFO Depth [SPX CHORUS、SYMPHONIC、CLASSIC FLANGER、RING
MODULATOR]変調の深さを設定する

[TEMPO PHASER] 位相変調の深さを設定する 

LFO Phase Difference 変調波形のL/R位相差(0 deg(=64)で位相差なし)を設定する 

LFO Phase Reset LFOの初期位相のリセット方法を設定する

パラメーター名 パラメーターの意味
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 
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*1: Bottomの設定値が、Topの設定値未満の場合のみ、設定が有効になります。
*2: Colorの設定値である「mode」と「stage」の組み合わせによっては、効果しないこ

とがあります。
*3: Topの設定値が、Bottomの設定値以上の場合のみ、設定が有効になります。 

LFO Speed [CHORUS系、FLANGER系、TREMOLO、RING MODULATOR]
変調の周波数を設定する

[TEMPO FLANGER、TEMPO PHASER] 変調スピードを音符で
指定する

[AUTO PAN] オートパンの周波数を設定する 

LFO Wave [FLANGER系、RING MODULATOR] 変調波形を選択する

[AUTO PAN] パンニングカーブを変更する

[VCM AUTO WAH] 波形を選択する(サイン波か矩形波) 

Liveness 初期反射音の減衰を設定する 

Low Attack 低域側においてのコンプレッサー効果が効き始めるまでの時間を
設定する 

Low Gain 低域側においての出力のレベルを設定する 

Low Level 低域のレベルを設定する 

Low Mute 低域のミュートスイッチ 

Low Ratio [REV-X HALL、REV-XROOM] 低域成分の調整を設定する

[MULTI BAND COMP] 低域側においてのコンプレッサーの圧縮
比を設定する 

Low Threshold 低域側においての効果が効き始める入力レベルを設定する  

LPF Resonance 入力のローパスフィルターにくせを付ける 

Manual [VCM FLANGER] ディレイ変調のオフセット値を設定する

[VCM PHASER MONO、VCM PHASER STEREO] 位相変調の
オフセット値を設定する 

Meter Meterの切り替えをする 

Mic L-R Angle 出力を取り出すマイクのL/Rの角度  

Mid Attack 中域側においてのコンプレッサー効果が効き始めるまでの時間を
設定する 

Mid Gain 中域側においての出力のレベルを設定する 

Mid Level 中域のレベルを設定する 

Mid Mute 中域のミュートスイッチ 

Mid Ratio 中域側においてのコンプレッサーの圧縮比を設定する  

Mid Threshold 中域側においての効果が効き始める入力レベルを設定する  

Mix エフェクト音の音量を調整する 

Mix Level ドライ音にミックスするエフェクト音のレベルを設定する  

Mod Depth 変調の深さを設定する 

Mod Depth Ofst R 右チャンネルにおける変調の深さのオフセットを設定する  

Mod Feedback 変調に対するフィードバック量を設定する 

Mod Gain 変調のゲイン量を設定する 

Mod LPF Cutoff 
Frequency

変調音の高域をローパスフィルターでカットする周波数を設定する 

Mod LPF Resonance 変調音にローパスフィルターでくせを付ける 

Mod Mix Balance [NOISY] 変調した成分のミックスバランスを設定する

[TECH MODULATION] 変調音の音量を調整する 

Mod Speed 変調の速さを設定する 

Mod Wave Type 変調用波形を選択する 

Mode フェーザータイプを切り替える1要素を設定する 

Modulation Phase 変調波形のL/R位相差を設定する 

Move Speed Vowelで設定した音に移る時間を設定する 

Noise Level ノイズのレベルを設定する 

Noise LPF Cutoff 
Frequency

ノイズにかけるローパスフィルターで高域をカットする周波数を
設定する 

Noise LPF Q ノイズにかけるローパスフィルターのレゾナンスを設定する 

Noise Mod Depth ノイズの変調の深さを設定する 

Noise Mod Speed ノイズの変調スピードを設定する 

Noise Tone ノイズの音質を設定する 

On/Off Switch すばやく音の変化を出すためのアイソレーターのOn/Offスイッチ 

OSC Frequency Coarse 入力波形を変調するための周波数を設定する 

OSC Frequency Fine 入力波形を変調するための周波数をより細かく設定する 

Output 効果をかけた音の出力レベルを設定する 

Output Gain

Output Level

Output Level 1, 2 1、2系列目の効果をかけた音の出力レベルをそれぞれ個別に設定
する 

Over Drive 歪み方の度合を設定する 

Pan 1, 2 1、2系列目のPANをそれぞれ設定する 

Pan AEG Min Level パンをAEGコントロールする最小レベルを設定する 

Pan AEG Type パンをAEGコントロールするタイプを選択する 

Pan Depth パンのかかる深さを設定する 

Pan Direction オートパンのタイプを設定する 

Pan Type パンのタイプを指定する 

Pedal Control ワウフィルターのカットオフ周波数、フットコントローラーなどの
ペダルからを制御する 

Pedal Response Damper Controlの変化に対する追従性を設定する

パラメーター名 パラメーターの意味 

Phase Shift Offset 位相変調のオフセット値を設定する 

Pitch 1, 2 1、2系列目の半音単位のピッチをそれぞれ設定する 

PM Depth 音程変調の深さを設定する 

Pre Mod HPF Cutoff 
Frequency

変調変更前の低音域をカットするハイパスフィルターのカットオ
フ周波数を設定する 

Pre-LPF Cutoff Frequency 高域をカットするローパスフィルターのカットオフ周波数を設定
する 

Pre-LPF Resonance 入力のローパスフィルターにくせを付ける 

Presence ギターアンプなどによくみられるパラメーターで、高域をコント
ロールする 

Ratio コンプレッサーの圧縮比を設定する 

Release コンプレッサー効果から開放されるまでの時間を設定する 

Release Curve エンベロープフォロワーのリリースカーブを設定する 

Release Time エンベロープフォロワーのリリース時間を設定する 

Resonance フィルターにくせをつける 

Resonance Offset レゾナンスの値のオフセット値を設定する 

Reverb Delay 初期反射音からリバーブ音までのディレイタイムを設定する 

Reverb Time リバーブの長さを設定する 

Room Size 音が鳴っている空間の大きさを設定する 

Rotor Speed Fast ファスト回転時のローター(低域側)の回転する周波数を設定する 

Rotor Speed Slow スロー回転時のローター(低域側)の回転する周波数を設定する 

Rotor/Horn Balance ホーン(高音側)とローター(低音側)の音量バランスを設定する 

Sampling Freq. Control サンプリング周波数をコントロールする 

Sensitivity [DYNAMIC FLANGER、DYNAMIC PHASER、TEC系]入力の変
化に対する変調の感度を設定する

[VCM TOUCH WAH] 入力の変化に対するワウフィルターの変化
の感度を設定する 

Slow-Fast Time of Horn ホーン(高域側)における回転速度切り替え時の移行時間を設定する 

Slow-Fast Time of Rotor ローター(低域側)における回転速度切り替え時の移行時間を設定する 

Space Type 空間シミュレーションのタイプを選択する 

Speaker Type シミュレートスピーカーのタイプを選択する 

Speed [VCM FLANGER] ディレイ変調の周期的変化を制御するLFO波
形の周波数を設定する

[PHASER系] 位相変調の周期的変化を制御するLFO波形の周波数
を設定する

[VCM AUTO WAH] LFOのスピードを設定する 

Speed Control 回転速度(Slow/Fast)を切り替える 

Spread 音の広がり感を設定する 

Stage フェーズシフターの段数を設定する 

Threshold 効果が効き始める入力レベルを設定する 

Top

 

*3
ワウフィルターの可変範囲の最高値を設定する 

Type [VCM FLANGER] フランジャーのタイプを選択する

[WAH系全般]ワウのタイプを選択する

[EARLY REFLECTION] 反射音のタイプを選択する 

Vowel 母音を選択する 

Wall Vary シミュレートする部屋の壁の状態(値が大きいほど乱反射する)を設
定する 

Width シミュレートする部屋の幅を設定する 

Word Length 音の粗さを設定する

パラメーター名 パラメーターの意味
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リファレンス

ここでは、MOTIF-RACK XSおよびMOTIF-RACK XSエディターで設定できるパラメーターを説明します。MOTIF-RACK XSのコモンエ
ディットの一部のパラメーターやエレメント/キーエディットのパラメーターは、MOTIF-RACK XSエディターでのみエディット(編集)可能
です。MOTIF-RACK XS本体とMOTIF-RACK XSエディターとを同期させてお使いいただくと、どちらか一方で設定を変更したらもう一方
の設定も自動的に変更されるので、適宜使い分けてスムーズにエディット操作が行なえます。データ同期方法については、MOTIF-RACK XS
エディター取扱説明書をご覧ください。

各エディット画面への詳しい操作手順は、「クイックガイド」(25ページ)をご覧ください。

マークについて

本書のリファレンスでは、MOTIF-RACK XSエディターにしかないパラメーターに、 マークを付けています。

ノーマルボイスエディット
鍵盤どおりのピッチで発音する「ノーマルボイス」は、最大8個のエレメントで構成されています。ノーマルボイスを作り変えるボイスエ
ディットは、すべてのエレメントに共通したパラメーターを設定する「コモンエディット」と、エレメントを構成するパラメーターをエレメ
ントごとに設定する「エレメントエディット」の2種類に分かれます。
ここでは、ノーマルボイスを作るときの操作と、パラメーターを説明します。

コモンエディット
8つのエレメントに共通(コモン)したボイスの設定をエディット(編集)するモードです。

エディット画面の見方

(例)

1このマークは、上( ▲)/下( ▼)ページが隠れていることを表しています。

カーソル[∧]/[∨]ボタンを押してカーソル(反転表示部分)を動かしていくことで、
前/後のページに移動できます。

2 現在エディット対象として選択している画面を表示します。

3選択中のエディット画面の何ページ目を表示しているかを示しています。たとえば

「2/4」の場合、選択中のエディット画面は全部で4ページあり、現在、そのうちの
2ページ目を表示していることを示しています。

4マルチモードの場合のみ、現在選択中のパートを表示します。左( E)/右( F)マークが出

ている場合は、カーソル[＜]/[＞]ボタンを押すことで、パートの切り替えができます。

5現在編集が可能なパラメーターを表示します。カーソル[∧]/[∨]/[＜]/[＞]ボタンで画

面上のカーソルを動かし、エンコーダーノブで各パラメーターの値を変更します。

ボイスモード

手順 [VOICE] → ノーマルボイス選択 → [EDIT] → ボイスエディットセレクト画面で画面選択 → [ENTER] → エディット画面

 

ボイスプレイ画面 ボイスエディットセレクト画面
(ノーマルボイス)

エディット画面

(Name画面の場合)
MOTIF-RACK XS 取扱説明書  
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ボイスモード
 

1 Name (ネーム)

Name (ボイスネーム) ボイスに名前をつけます。「Name」にカーソルがあるときに、[ENTER]ボタンを押してネーミングダイ
アログを表示し、名前を入力します。英数字を使って最大20文字まで設定できます。名前の入力方法につ
いて詳しくは、クイックガイドのボイスネームの設定(文字入力) (47ページ)をご覧ください。

Main 1 Ctgry (メインカテゴリー1) ボイスが属する2種類のメインカテゴリーとそれに付属するサブカテゴリーを設定します。
カテゴリーとは音色の種類や特徴を一目でわかるようにするためのキーワードで、適切なカテゴリーを設
定しておくと、多くのボイスの中から目的のボイスを短時間で見つけ出せます。
メインカテゴリーは楽器の大きな区分けを示すもので、あらかじめ用意されている16種類の中から選びま
す。サブカテゴリーはメインカテゴリーの中をさらに細かく分類するためのもので、カテゴリーごとに用
意されている最大5種類から選びます。
設定値:カテゴリーリスト(87ページ)をご覧ください。

Sub 1 Ctgry (サブカテゴリー 1)

Main 2 Ctgry (メインカテゴリー2)

Sub 2 Ctgry (サブカテゴリー 2)

2 Play Mode (プレイモード)

Volume (ボリューム) ボイスの音量を設定します。他のボイスとの音量バランスをとるときなどに使います。ノブから直接操作
可能なパラメーターです。

設定値:0～127

Pan (パン) ボイスのパン(ステレオ定位)を設定します。ノブから直接操作可能なパラメーターです。

設定値: L63 (左端)～C (センター )～R63 (右端) 

nボイスを構成する複数のエレメントの定位が左右に分けて設定されている場合には、パンの効果がわかりにくい
ことがあります。

Note Shift (ノートシフト) ピッチを半音単位で調整します。

設定値: -24～+0～+24

PB Range Upper
(ピッチベンドレンジアッパー )

ピッチベンドホイールの変化幅を半音単位で設定します。
たとえばアッパーの値を+12に設定した場合、ピッチベンドホイールの上方向の動作で、1オクターブ上
までのコントロールが可能となります。また、ロワーの値を-12に設定した場合、ピッチベンドホイール
の下方向の動作で、1オクターブ下までのコントロールが可能となります。
設定値: -48semi～+0semi～+24semi

PB Range Lower
(ピッチベンドレンジロワー )

Mono / Poly (モノ/ポリ) 発音方式を選択します。
設定値:mono、poly

mono (モノ) ............................................単音で演奏する状態です。レガート演奏をするとアタック音が出ないため、
滑らかな演奏を再現できます。

poly (ポリ) ...............................................和音で演奏できる状態です。

Key AssignMode
(キーアサインモード)

発音中の音に対して、同じチャンネルで同じノートオン情報を続けて受信したときの、音源側の発音方法
を設定します。
設定値: single、multi

single (シングル) ...................................先に発音された音をいったん止めてから再び音を鳴らします。

multi (マルチ) .........................................発音中の音は鳴らしたまま重ねて発音します。

Porta Sw (ポルタメントスイッチ) ポルタメント効果をかけるか(on)、かけないか(off)を設定します。ノブから直接操作可能なパラメーター
です。

設定値: off、on

Porta Time (ポルタメントタイム) ポルタメントのピッチ変化にかかる時間またはピッチ変化の速さを設定します。「Porta Time Mode」の
設定によって、パラメーターの働きが変化します。値を大きくするほどピッチの変化にかかる時間が長く
なり、ピッチ変化の速さは遅くなります。ノブから直接操作可能なパラメーターです。

設定値:0～127

Porta Mode (ポルタメントモード) 鍵盤の弾き方により、どのようにポルタメント効果がかかるかを設定します。

設定値: fingered、fulltime

fingered (フィンガード) .......................レガート演奏(あるキーを押したまま次のキーを押す演奏)をしたときにだけ、
ポルタメントの効果がかかります。

fulltime (フルタイム).............................常にポルタメントがかかります。

Porta Time Mode
(ポルタメントタイムモード)

ポルタメントのピッチ変化が時間と速さのどちらを基準にして変化するかを設定します。
設定値: rate1、time1、rate2、time2

rate1 (レート1).....................................一定の速さでピッチが変化します。

time1 (タイム1)....................................一定の時間でピッチが変化します。

rate2 (レート2).....................................一定の速さでピッチが変化しますが、変化の広さが1オクターブ以内に限られます。

time2 (タイム2)....................................一定の時間でピッチが変化しますが、変化の広さが1オクターブ以内に限られます。
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 65
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Porta Lgt Slope
(ポルタメントレガートスロープ)

「Mono/Poly(モノ/ポリ)」を「mono」に設定してレガートで演奏すると、選んでいるボイスに割り当て
られているウェーブフォームのアタックの速さによっては、音の立ち上がりが不自然になる場合がありま
す。そういった場合に、このパラメーターで音の立ち上がりを調整します。通常は、アタックの短い
ウェーブフォームではこの値を小さく、長い場合は大きく設定します。

設定値:0～7

Micro Tune Bank
(マイクロチューニングバンク)

マイクロチューニングを選ぶためのメモリーを設定します。

設定値: preset、user

preset (プリセット)..............................本体にあらかじめ準備されている13種類のマイクロチューニングを選択できます。

user (ユーザー ).....................................ユーティリティーのMicro Tune (ユーザーマイクロチューニング)画面(102ペー
ジ)で作成したオリジナルのマイクロチューニングを選択できます。

Micro Tune No.
(マイクロチューニングナンバー )

マイクロチューニングを選びます。プリセットバンクでは、平均律をはじめ、全部で13種類の音律が用意
されています。マイクロチューニングについて詳しくは、補足説明のマイクロチューニング(87ページ)をご
覧ください。
設定値:プリセットバンク: 1～13 (87ページのマイクロチューニングリストをご覧ください。)

ユーザーバンク: 1～8

Micro Tune Root
(マイクロチューニングルート)

音律の基準となる音を設定します。音律によっては、基準音の設定が必要ないものもあります。

設定値:C～B

Audition No.
(オーディションフレーズナンバー )

オーディションフレーズのタイプを選択します。

設定値:001～285

Audition Note Shift
(オーディションフレーズノートシフト)

オーディションフレーズの音程を半音単位で調節します。

設定値: -24～+0～+24

Audition Vel Shift
(オーディションフレーズベロシティーシフト)

オーディションフレーズのベロシティーを増減する値を設定します。

設定値: -64～+0～+63

3 Arp Select (アルペジオセレクト)
各ボイスに登録できる5種類のアルペジオに関して、共通の設定(Arp Edit)を行なうか、各アルペジオに固有の設定(Arp 1～5 Type)を行なうかを
選択します。

Arp Sw (アルペジオスイッチ) アルペジオ再生のオン/オフを設定します。ユーティリティーGeneral画面の「Audition Button」(99
ページ)が「arpeggio sw (アルペジオスイッチ)」に設定されている場合、パネルの[AUDITION]ボタン
を使って、このアルペジオスイッチをオン/オフすることもできます。

設定値: off、on

Arp Select
(アルペジオ1～5セレクト)

アルペジオ1～5を選択します。タイプが割り当てられているアルペジオには、音符マーク(♪)が表示され
ます。

設定値:Arp 1～Arp 5

Arp Edit (アルペジオエディット)
5種類のアルペジオの共通の設定を行ないます。

Arp Sw (アルペジオスイッチ) アルペジオ再生のオン/オフを設定します。Arp Select画面の「Arp Sw」と同じ設定になります。

設定値: off、on

Arp Hold (アルペジオホールド) 一度ノートオンを受信したあと、ノートオフを受信しても、次のノートオンを受信するまでアルペジオが
繰り返し鳴り続ける機能をオン/オフします。
設定値: sync-off (シンクオフ)、off、on

sync-off (シンクオフ)...........................ノートオフを受信しても内部的にはアルペジオ再生が続き、次にノートオンを受信
すると発音が再開されます。 

n「Arp Sw」が「on」の場合、サステインのコントロールチェンジ(コントロールナンバー =64)を受信することに
よって、「Arp Hold」が「on」の場合と同じ効果が得られます。

Arp Tempo (アルペジオテンポ) アルペジオのテンポを設定します。ノブから直接操作可能なパラメーターです。
設定値:5～300 

nアルペジオのテンポをDAWソフトウェア/外部MIDI機器のテンポと同期させるには、ユーティリティー MIDI画
面の「MIDI Sync」(99ページ)を「external」/「auto」に設定します。「external」に設定した場合、または
「auto」に設定して外部クロックを受信している場合、ここのテンポの設定値が「external」となり、変更でき
ません。

Velocity Rate (ベロシティーレート) アルペジオ再生のベロシティーを増減する割合を設定します。100%で元のまま、50%で1/2、200%
で2倍となります。この設定によってベロシティーが0になる場合は1に、128以上になる場合は127に
置き換えられます。
設定値:0～200%

Gate Time Rate
(ゲートタイムレート)

アルペジオ再生のゲートタイムを増減する割合を設定します。100%で元のまま、50%で1/2、200%
で2倍となります。この設定によってゲートタイムが0になる場合は、1に置き換えられます。

設定値:0～200%
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 
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Unit Multiply
(ユニットマルチプライ)

アルペジオの再生時間を伸縮する度合いを変更します。再生時間を伸縮することでアルペジオの譜割やテ
ンポが変化し、元のアルペジオとは異なったタイプのアルペジオとなります。たとえば、値を200％に設
定すると、元の再生時間の2倍となり、結果としてテンポが半分にダウンします。また、逆に値を50％に
設定すると、元の再生時間の半分になり、テンポは倍のスピードにアップします。元の再生時間のまま変
更しない場合は100％を設定します。
設定値:50%、66%、75%、100%、133%、150%、200%

Quantize Value
(クオンタイズバリュー )

クオンタイズやスイングをかけるときの基準となる音符を設定します。表示される数値はクロックを表し
ています。

設定値: 2 60 (32分音符)、 63 80 (16分3連符)、 6 120 (16分音符)、 83 160 (8分3連符)、 8 240 (8分音
符)、 43 320 (4分3連符)、 4 480 (4分音符)

Quantize Strngth
(クオンタイズ ストレングス)

クオンタイズ機能によって、元の位置からジャストの位置に移動する比率を設定します。0％ではクオン
タイズ機能はかからず、100%で「Quantize Value」で設定した音符のジャストの位置に移動します。
50％ではそのちょうど真ん中の位置まで移動します。
設定値:0%～100%

Swing (スイング) 「Quantize Value」で指定した音符で数えて、偶数拍(裏拍)にあたるノートイベントのタイミングを前後
に移動して、アルペジオ再生のリズムが跳ねた感じ(スイング感)を出します。値を+1より大きくすると
ジャストのタイミングより後ろに移動し、-1より小さくすると前に移動します。スイングやシャッフル、
バウンスなど、跳ねたリズムを作成する場合には便利です。

設定値: -120～+120 

n「Quantize Value」で3連符の設定をしている場合、3連符の最後の拍のノートイベントがスイング対象となります。

Octave Range (オクターブレンジ) アルペジオ演奏の音域を、1オクターブ単位で変更します。プラスの値を設定するとアルペジオ演奏のオ
クターブ幅が上方向に広がり、マイナスの値を設定すると下方向に広がります。

設定値: -3～+0～+3

Change Timing
(チェンジタイミング)

アルペジオ再生中にアルペジオタイプを変更したとき、すぐに切り替わるのか(realtime)、次の小節の頭
で切り替わるのか(measure)を設定します。
設定値: realtime (リアルタイム)、measure (メジャー )

Velocity Mode
(ベロシティーモード)

ノートオンを受信したときのアルペジオ再生のベロシティーについて設定します。
設定値: original、thru

original (オリジナル).............................アルペジオタイプに設定されているベロシティーで再生されます。

thru (スルー )..........................................実際に受信したノートオンのベロシティーで再生されます。

Key Mode (キーモード) ノートオンを受信したときのアルペジオ再生の仕方を設定します。
設定値: sort、thru、direct、sort+direct、thru+direct

sort (ソート)...........................................複数のノートオンを受信したとき、受信した順番に関係なく常に同じアルペジオが
鳴ります。

thru (スルー )..........................................複数のノートオンを受信したとき、受信した順番によってアルペジオの再生の仕方
が変わります。

direct (ダイレクト)................................アルペジオによる演奏は再生されず、受信したノートオンメッセージがそのまま鳴
ります。ただし、アルペジオによって、パンやブライトネスなどのコントロール
チェンジデータによる音色変化の効果が得られます。したがって、アルペジオデー
タ内にコントロールチェンジデータが入っているアルペジオタイプや、カテゴリー
Cntr (コントロール)に含まれるアルペジオタイプを選択している場合に有効な設定
です。

sort +direct (ソートダイレクト) ........sort (ソート)の設定でアルペジオが鳴り、同時に受信したノートオンメッセージ音
も鳴ります。

thru +direct (スルーダイレクト) ........thru (スルー)の設定でアルペジオが鳴り、同時に受信したノートオンメッセージ
音も鳴ります。 

nカテゴリーがCntr (コントロール)のアルペジオタイプには、ノートオン/オフを含まないアルペジオがあります
(56ページ)。このようなアルペジオタイプを選んでいる場合、「Key Mode」を「sort」や「thru」に設定する
と、ノートオンを受信しても音が出ません。

Note Limit Lo/Hi
(ノートリミットロー /ハイ)

アルペジオが鳴るノートの範囲(最低音と最高音)を設定します。設定した範囲内のノートを受信したとき、
アルペジオは鳴ります。C5～C4のように最低音の方が最高音より高いような設定を行なった場合、C -2
～C4とC5～G8の範囲でアルペジオが鳴ります。

設定値:C -2～G8

Velocity Limit Lo/Hi
(ベロシティーリミット ロー /ハイ)

アルペジオが鳴るベロシティーの範囲(最低値と最高値)を設定します。ここで設定した範囲内のベロシ
ティーで、アルペジオが鳴ります。93～34のように最低値と最高値が逆になるような設定を行なった場
合、1～34と93～127の範囲でアルペジオが鳴ります。

設定値:001～127

Octave Shift (オクターブシフト) アルペジオ演奏のピッチをオクターブ単位で上下に移動します。

設定値: -10～+10

Loop (ループ) 鍵盤を押さえ続けるとアルペジオが繰り返し演奏される状態(on)と、鍵盤を押さえるたびに1回だけ演奏
される状態(off)とを切り替えます。
設定値: off、on
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 67
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Trigger Mode (トリガーモード) ノートオンを受信するとアルペジオの再生がスタートし、ノートオフを受信するとストップする状態
(gate)と、ノートオンを受信するたびにアルペジオ再生のスタートとストップが交互に切り替わる状態
(toggle)を切り替えます。「gate」は通常のアルペジオの状態です。「toggle」は、ノートオフを受信し
てもアルペジオ再生がストップせず、ストップしたいタイミングでのノートオンを受信させると、いつで
もアルペジオ再生をストップできるので便利です。
設定値: gate (ゲート)、toggle (トグル) 

nトリガーモードが「toggle」に設定されていると、Arp Edit画面の「Arp Hold」(66ページ)が「on」に設定さ
れていても、ノートオンを受信するたびにアルペジオ再生のスタートとストップが交互に切り替わります。

Accnt Vel Th
(アクセント ベロシティースレッショルド)

プリセットされている一部のアルペジオパターンには、アクセントフレーズと呼ばれる通常は再生されな
い演奏が記憶されていて、強いベロシティーでのノートオンを受信したときにだけ再生できます。ここで
は、アクセントフレーズを再生するベロシティーの強さを設定します。
設定値: off、1～127

Accnt Strt Qtz
(アクセントスタートクオンタイズ)

一部のアルペジオタイプに用意されているアクセントフレーズが、強いベロシティーのノートオンを受信
したと同時に再生する(off)か、そのアルペジオタイプごとに設定されている音符のタイミングに合わせて
再生する(on)かを設定します。
設定値: off、on

Random SFX (ランダムSFX) 一部のアルペジオタイプには、たとえばノートオフを受信したときにギターのフレットノイズを再生する
など、効果音を再生する機能(ランダムSFX機能)が準備されています。ここでは、その機能を有効にする
かどうかを設定します。
設定値: off、on

SFX Vel Offset
(ランダムSFX ベロシティーオフセット)

ランダムSFX機能で再生される効果音のベロシティーを増減する値を設定します。この設定によってベロ
シティーが0になる場合は1に、128以上になる場合は127に置き換えられます。

設定値: -64～+0～+63

SFX Key on Ctrl
(ランダムSFX キーオンコントロール)

ランダムSFX機能で再生される効果音を、受信したノートオンのベロシティーで再生する(on)か、自動的
に決められるベロシティーで再生するか(off)を設定します。
設定値: off、on

Arp 1～5 Type
「Arp Select」で選択しているアルペジオの設定を行ないます。

Main Ctgry (メインカテゴリー )

Sub Ctgry (サブカテゴリー)

メインカテゴリーとサブカテゴリーから目的のアルペジオタイプが含まれるカテゴリーを選びます。

設定値:「MOTIF-RACK XSのしくみ」のカテゴリー一覧表(53ページ)をご覧ください。

Type (アルペジオタイプ) カテゴリー内のアルペジオタイプを番号で選択します。画面の上から2段目には、ここで選択されたアル
ペジオタイプの「タイプ番号:タイプ名」が表示されます。MOTIF-RACK XSにプリセットされているア
ルペジオタイプ一覧については、別電子ファイル「アルペジオタイプリスト」(8ページ)をご覧ください。 

n「アルペジオタイプリスト」の読み方については、54ページをご覧ください。

Vel Rate
(ベロシティーレートオフセット)

アルペジオ再生のベロシティーを増減する値を設定します。この設定によってベロシティーが0になる場
合は1に、128以上になる場合は127に置き換えられます。
設定値: -100%～+0%～+100%

GTime Rate
(ゲートタイムレートオフセット)

アルペジオ再生のゲートタイムを増減する値を設定します。この設定によってゲートタイムが0になる場
合は、1に置き換えられます。

設定値: -100%～+0%～+100%

4 Filter (フィルター )

ここでは、すべてのエレメントに共通にかかるフィルターの設定を行ないます。

Cutoff (カットオフ) 各エレメントで設定されているフィルターのカットオフ周波数(76ページ)に対して、増減する共通の値を
設定します。ノブから直接操作可能なパラメーターです。

設定値: -64～+0～+63

Resonance (レゾナンス) 各エレメントで設定されているフィルターのResonance (レゾナンス)/Width (ウィズ) (77ページ)に対
して、増減する共通の値を設定します。ノブから直接操作可能なパラメーターです。
設定値: -64～+0～+63

5 EG

アンプリチュードEGとフィルターEGを操作して、音の時間的な変化を設定します。ここでは、すべてのエレメントに共通にかかるEGの設定を行
ないます。

FEG Attack (FEG アタックタイム)

FEG Decay (FEG ディケイタイム)

FEG Release (FEGリリースタイム)

FEG Depth (FEG デプス)

フィルターEGのタイムとレベルを設定します。ノートオンを受信してから音が消えるまでの、カットオ
フ周波数の時間的な変化を作ります。ここでの設定は、各エレメントで設定されているフィルターEG
(78ページ)の各設定値を、間接的に増減します。「FEG Sustain」は、ここでは設定できません。
「FEG Depth」は、ノブから直接操作可能なパラメーターです。

設定値: -64～+0～+63
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 
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AEG Attack (AEG アタックタイム)

AEG Decay (AEG ディケイタイム)

AEG Sustain (AEGサステインレベル)

AEG Release (AEG リリースタイム)

ノートオンを受信した瞬間から音が消えるまでの、音量の時間的な変化を作ることができます。ここでの
設定は、各エレメントで設定されているアンプリチュードEG (80ページ)の各設定値を、間接的に増減し
ます。
各パラメーターは、ノブから直接操作可能なパラメーターです。

設定値: -64～+0～+63

6 LFO (コモンLFO)
ビブラートやトレモロ、ワウ効果などの周期的な変化を作り出すLFOの効果について設定します。ここでは、すべてのエレメントに共通にかかるコ
モンLFOの設定を行ないます。

Wave (ウェーブ) ウェーブを選択して、LFOの揺れ方(周期的な変化の仕方)を設定します。

設定値: triangle (トライアングル: 三角波)、triangle+ (トライアングル+)、saw up (ソーアップ: ノコギリ波)、saw
down (ソーダウン:ノコギリ波)、squ1/4 (スクエア: 矩形波1/4)、squ1/3 (スクエア: 矩形波1/3)、square
(スクエア: 矩形波)、squ2/3 (スクエア: 矩形波2/3)、squ3/4 (スクエア: 矩形波3/4)、trapezoid (トラペゾイ
ド: 台形波)、S/H1 (サンプルアンドホールド1)、S/H2 (サンプルアンドホールド2)、user (ユーザー )

user (ユーザー ).....................................オリジナルのウェーブを、LFO波形として使用できる設定です。ウェーブの作成
は、MOTIF-RACK XSエディターでのみ可能です。設定の詳細については、
USER LFO Templateのパラメーター(71ページ)をご覧ください。

Play Mode (プレイモード) LFOを繰り返し揺らし続ける(loop)か、1周期分揺れたところでストップする(one shot)かを設定します。

設定値: loop (ループ)、one shot (ワンショット)

Speed (スピード) LFOの揺れの速さを設定します。値が大きいほど揺れが速くなります。「Tempo Sync (テンポシンク)」
が「on」の場合は設定できません。
設定値:0～63

Phase (フェーズ) LFOがリセットされたときの、初期位相を設定します。
設定値:0 °、90 °、120 °、180 °、240 °、270 °

Tempo Sync (テンポシンク) LFOの揺れの速さを、アルペジオの再生テンポと同期させるかどうかを設定します。

設定値: off (同期させない)、on (同期させる) 

nアルペジオの再生テンポをDAWソフトウェア/外部MIDI機器と同期させている場合、この設定をonにすると、外
部クロックのテンポと同期します。

Tempo Speed (テンポスピード) 「Tempo Sync (テンポシンク)」が「on」のときに有効なパラメーターで、LFOの揺れの速さを音符で設
定します。
設定値:16th (16分音符)、8th/3 (8分音符の3連符)、16th. (付点16分音符)、8th (8分音符)、4th/3 (4分音符の3連

符)、8th.(付点8分音符)、4th (4分音符)、2nd/3 (2分音符の3連符)、4th. (付点4分音符)、2nd (2分音符)、
whole/3 (全音符の3連符)、2nd. (付点2分音符)、4thx4 (4分音符4拍: 4拍子での全音符)、4thx5 (4分音符5
拍)、4thx6 (4分音符6拍)、4thx7 (4分音符7拍)、4thx8 (4分音符8拍)、4thx16 (4分音符16拍)、4thx32
(4分音符32拍)、4thx64 (4分音符64拍) 

nここでの音符の長さは、アルペジオの再生テンポが基準となります。

Key onReset (キーオンリセット) ノートオンを受信したときにLFOの発振がリセットされるかどうかを設定します。次のように3種類の設
定が用意されています。

設定値: off、each-on、1st-on 

n図では、リセット時の位相が常に「0 °」になっていますが、実際は「Phase」で設定した値になります。

Random Speed (ランダムスピード) LFOの揺れの速さをランダムに変化させます。0で元のスピード、値を大きくするほど、スピード変化が
大きくなります。「Tempo Sync (テンポシンク)」が「on」の場合は設定できません。

設定値:0～127

0° 90°
120° 240°

180° 270°位相

時間

ノートオン

時間

ノートオン
(1音め)

時間

ノートオン
(2音め)

ノートオン
(1音め)

時間

ノートオン
(2音め)

off

LFOの発振はリセットされず、ノー
トオンを受信するたびに、毎回鍵盤
を弾いたときの位相から信号波形が
始まります。

each-on (イーチオン)

ノートオンを受信するたびにLFOの発振
がリセットされ、波形の初期状態から信
号波形が始まります。

1st-on (ファーストオン)

ノートオンを受信したときに1音めは必ずLFO
の発振がリセットされ、波形の初期状態から信
号波形が始まります。1音めをノートオフせず
に2音めを弾いた場合、2音めはリセットされま
せん。
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料 
Delay Time (ディレイタイム) ノートオンを受信してからLFOの効果が始まるまでの時間を設定します。値が大きいほどLFOの効果が始
まるまでの時間が長くなります。

設定値:0～127

Fade in Time (フェードインタイム) LFOの効果が徐々に深くかかっていく時間を設定します。値が大きいほどLFOの効果が始まってから最大
レベルになるまでの時間が長くなり、ゆっくりと変化が大きくなっていきます。0に設定すると、LFOの
効果はフェードインされず、すぐに最大値になります。

設定値:0～127

Hold Time (ホールドタイム) LFOの効果が最大レベルに達したあと、フェー
ドアウトに移行するまでの持続時間を設定しま
す。値が大きいほど持続時間が長くなります。
「hold」に設定すると、フェードアウトには移
行しなくなります。

設定値:0～126、hold

Fade out Time
(フェードアウトタイム)

ノートオンを受信してからホールドで設定された持続時間を経過したのち、LFOの効果が徐々に減衰して
消えていく時間を設定します。値が大きいほどLFOの効果が減衰していく時間が長くなり、ゆっくりと変
化が小さくなっていきます。

設定値:0～127

LFO Set 1～3 Dest
(LFOセット1～3デスティネーション)

LFO信号で変調する機能を選択します。設定できるセットが3つ(セット1～3)あるので、目的に応じて複
数の変調機能を選べます。

設定値: insA1～insA16、insB1～insB16、A mod、P mod、F mod、reso、pan、LFOspd

エフェクトパラメーター (insA1～insA16、insB1～insB16)
エフェクトパラメーターが周期的に変化します。ここでエフェクトパラメーターを選択すると、現在割り当てられている
エフェクトパラメーター名が表示されます。

Amod (アンプリチュードモジュレーションデプス)
音量が周期的に変化するトレモロになります。

Pmod (ピッチモジュレーションデプス)
ピッチが周期的に変化するビブラートになります。

Fmod (フィルターモジュレーションデプス)
音の明るさが周期的に変化するワウ効果になります。

reso (レゾナンス)
レゾナンスが周期的に変化して、特殊なワウ効果になります。

pan (パン)
音の定位が周期的に変化してオートパンになります。

LFOspd (エレメントLFOスピード)
エレメントLFOの揺れの速さが、コモンLFOの揺れの速さによって周期的に変化します。 

nMOTIF-RACK XSエディター上の「LFO Set 1～3 Element Sw」が1セット内で1つでもオフに設定されてい
る場合、「LFO Set 1～3 Dest」をエフェクトパラメーター以外の設定値に選択すると、「LFO Set 1～3
Dest」と「LFO Set 1～3 Depth」の設定値の先頭に「!」が表示されます。これは、すべてのエレメントに効
果しないことを示しています。

LFO Set 1～3 Depth
(LFOセット1～3デプス)

LFO信号による変調の深さを、セットごとに設定します。

設定値:0～127

LFO Set 1～3 Element Sw
(LFOセット1～3 エレメントスイッチ)

MOTIF-RACK XSエディター上で、セットごとに、各エレメントに対してLFO信号での変調を有効にす
るか、無効にするかを選択します。ボタンがオンの場合は有効になり、オフの場合は無効になります。

LFO Set 1～3 Depth Offset
(LFOセット1～3デプスオフセット)

MOTIF-RACK XSエディター上で、「LFO Set 1～3 Depth」で設定したLFO信号による変調の深さを、
エレメントごとに増減する設定です。この設定によって「LFOSet 1～3 Depth」がマイナスになる場合
は0に、128以上になる場合は127に置き換えられます。

設定値:0～127

LFO Phase Offset
(LFOフェーズオフセット)

MOTIF-RACK XSエディター上で、LFO
ウェーブがリセットされたときの初期位相を、
エレメントごとに設定します。

設定値:0 °、90 °、120 °、180 °、240 °、270 °

User LFO Cycle
(ユーザーLFO サイクル)

MOTIF-RACK XSエディター上で、波形を作るときのステップ数を決めます。
設定値:2、3、4、6、8、12、16

フェードイン
最大値

時間

フェードアウトホールド

0° 90°
120° 240°

180° 270°位相

時間
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 
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User LFO Slope (スロープ) MOTIF-RACK XSエディター上で、現在表示されている波形グラフの傾斜を設定します。
設定値: off、up、down、up&down

off .............................................................傾斜をなくします。

up (アップ)..............................................上昇の傾斜にします。

down (ダウン) ........................................下降の傾斜にします。

up&down (アップアンドダウン) .................上昇して下降する傾斜にします。

User LFO Template (テンプレート) MOTIF-RACK XSエディター上で、オリジナル波形を作成するときの基になる波形を、あらかじめ用意さ
れたテンプレートの中から選びます。
設定値:
all 0 (オール0) .......................................すべてのステップのバリューが0になります。

all -64 (オール-64) ...............................すべてのステップのバリューが-64になります。

all +63 (オール+63) ............................すべてのステップのバリューが+63になります。

saw up (ソーアップ).............................バリューが-64から+63へアップしていくノコギリ波になります。

saw down (ソーダウン) .......................バリューが+63から-64にダウンしていくノコギリ波になります。

even step (イーブンステップ)....................奇数ステップのバリューが+63、偶数ステップのバリューが-64の矩形波になります。

odd step (オッドステップ) ....................... 偶数ステップのバリューが+63、奇数ステップのバリューが-64の矩形波になります。

Random (ランダム) ...............................ランダムな波形になります。クリックするたびに、異なる波形が表示されます。

User LFO Step Value 1～16
(ステップバリュー )

MOTIF-RACK XSエディター上で、各ステップの値を設定します。

設定値: -64～+0～+63

7 3 Band EQ (3バンドEQ)

Low Freq (ロー フリケンシー )

Low Gain (ロー ゲイン)

Mid Freq (ミドルフリケンシー )

Mid Gain (ミドルゲイン)

Mid Q (ミドルキュー)

High Freq (ハイ フリケンシー )

High Gain (ハイ ゲイン)

High、Mid、Lowの3つの帯域を持つ、3バンドのパラメトリックEQの設定です。High (ハイ)で高音域、
Mid (ミドル)で中音域、Low (ロー )で低音域の音量を増減して音色を変化します。パラメトリックEQと
は、各帯域の周波数を設定できるタイプのEQのことで、ミドルについてはQ (キュー )を設定することも
できます。「Low Freq」と「High Freq」以外の各パラメーターは、ノブから直接操作可能なパラメー
ターです。

Freq (フリケンシー ).............................音量を増減する周波数を帯域ごとに設定します。音の中のカットしたい(または増
幅したい周波数に設定します。

設定値: Low Freq: 50.1Hz～2.00kHz
Mid Freq: 139.7Hz～10.1kHz
High Freq: 503.8Hz～14.0kHz

Gain (ゲイン) .........................................「Freq (フリケンシー )」で設定した周波数付近の音量を増減する値を設定します。
値を大きくすると「Freq」で設定した周波数が増幅(ブースト)され強調されます。
値を小さくするとカットされます。

設定値: -12.00dB ～+0dB～+12.00dB

Q (キュー ) ..............................................音量を増減する帯域の幅を設定します。値を大きくすると帯域の幅が狭くなり、
「Freq (フリケンシー )」で設定した周波数付近の音だけが増減されます。値を小さ
くすると帯域の幅が広くなり、「Freq」で設定した周波数を中心として、広い範囲
でなだらかに音量が増減されます。

設定値: 0.7～10.3 

n Qは、ピーキングタイプであるミドルにだけ用意されています。ピーキン
グタイプとは特定の周波数を中心として音量を増減するタイプのEQのこ
とで、ミドルのEQがこれにあたります。ハイとローのEQは、「Freq」で
設定した周波数より高い周波数(または低い周波数)全体の音量を増減する
シェルビングタイプのEQとなっています。

8 Control (コントローラー )

Assign 1 Value
(アサイン1バリュー )

Assign 2 Value
(アサイン2バリュー )

Assign1/2に割り当てた機能の設定値を間接的に増減します。ノブから直接操作可能なパラメーターです。

設定値: -64～+0～+63 

n ASSIGN1/2の機能は、「Assign 1/Assign 2」を設定した「Ctrl Set 1～6 Src」の「Ctrl Set 1～6 Dest 」
で設定します。

Ctrl Set 1～6 Src
(コントローラーセット1～6ソース)

機能を割り当てるコントローラーを選択します。同じコントローラーを複数設定して、1つのコントロー
ラーに複数の機能を割り当てることもできます。

設定値:PitchBend (ピッチベンドホイール)、ModWheel (モジュレーションホイール)、AfterTch (アフタータッチ)、
FootCtrl1 (フットコントローラー1)、FootSw (フットスイッチ)、Ribbon (リボンコントローラー )、Breath
(ブレスコントローラー )、Assign 1 (アサイン1)、Assign 2 (アサイン2)、FootCtrl2 (フットコントローラー
2)、A. Func 1 (アサイナブルファンクション1)、A. Func 2 (アサイナブルファンクション2) 

nコントロールチェンジナンバーを変更できるコントローラーに関しては、ユーティリティー Controller画面
(101ページ)で設定されているコントロールチェンジナンバーになります。 

n PitchBend (ピッチベンドホイール)は、Play Mode画面(65ページ)の「PB Range Upper (ピッチベンドレンジ
アッパー )」、「PB Range Lower (ピッチベンドレンジロワー )」でピッチベンドの効果が割り当てられています。
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Ctrl Set 1～6 Dest
(コントローラーセット1～6デスティネーション)

コントローラーに割り当てる機能を設定します。ボリューム、ピッチ、LFOの深さなど、69種類の機能
から選択できます。

設定値:別冊データリストのコントロールリストをご覧ください。 

nコントロールリストにある「Insertion Effect A/B Parameter 1～16」は、実際は現在選択中のエフェクトタ
イプの実パラメーター名が表示されます。該当するパラメーターが、存在しないか設定されていないものについ
ては、「insA/B---(Prm 1～16)」と表示されます。 

n MOTIF-RACK XSエディター上の「Controller Set 1～6 Element Sw」が1セット内で1つでもオフに設定さ
れている場合、「Ctrl Set 1～6 Dest」をエレメントに関するパラメーターに設定すると、「Ctrl Set 1～6
Src」と「Ctrl Set 1～6 Dest」と「Ctrl Set 1～6 Depth」の設定値の先頭に「!」が表示されます。これは、
すべてのエレメントに効果しないことを示しています。

Ctrl Set 1～6 Depth
(コントローラーセット1～6デプス)

設定した機能をコントロールする深さを設定します。マイナス値に設定すると、コントローラーの効果が
逆転します。

設定値: -64～+0～+63

Controller Set 1～6 Element Sw
(コントローラーセット1～6エレメン
トスイッチ)

MOTIF-RACK XSエディター上で、各エレメントに対してコントローラーの働きを有効にするか、無効に
するかを選択します。「Ctrl Set 1～6 Dest」で設定したパラメーターがエレメントに関するものでない
ときは設定できません。ボタンがオンの場合は有効になり、オフの場合は無効になります。

9 Effect (エフェクト) 

nこの画面には、パネル上の[EFFECT]ボタンを2秒以上押し続けることでも入れます。

1 Insertion Connection
(インサーションコネクション)

インサーションエフェクトAとBの接続方法を設定します。設定を変更すると、画面上の信号経路をイメー
ジしたグラフィック表示も変化します。詳しくは、「MOTIF-RACK XSのしくみ」にあるボイスモードで
のエフェクトの内部構成図(58ページ)をご覧ください。

設定値: parallel、ins A > B、ins Ｂ＞Ａ

parallel (パラレル).................................インサーションエフェクトAとBの出力が個別にリバーブ、コーラス、マスターエ
フェクト/マスター EQに送られます。

ins A > B.................................................インサーションエフェクトAの出力がインサーションエフェクトBに送られ、イン
サーションエフェクトBの出力がリバーブ、コーラス、マスターエフェクト/マス
ター EQに送られます。

ins Ｂ＞Ａ................................................インサーションエフェクトBの出力がインサーションエフェクトAに送られ、イン
サーションエフェクトAの出力がリバーブ、コーラス、マスターエフェクト/マス
ター EQに送られます。

2 Chorus Send (コーラスセンド) コーラスエフェクトヘ送る信号の量(センドレベル)を設定します。値を大きくするとコーラスが深くなり
ます。ノブから直接操作可能なパラメーターです。
設定値:0～127

3 Chorus To Reverb
(コーラス トゥー リバーブ)

コーラスエフェクトで処理された信号をリバーブエフェクトへ送る量を設定します。値を大きくすると、
コーラスがかかった音にリバーブが深くかかる状態になります。

設定値:0～127

4 Chorus Return

(コーラスリターン)

コーラスエフェクトで処理された信号の出力レベル(リターンレベル)を設定します。

設定値:0～127

5 Chorus Pan (コーラスパン) コーラスエフェクトで処理された信号の、左右の定位を設定します。

設定値: L63 (左端)～C (センター )～R63 (右端)

6 Reverb Send (リバーブセンド) リバーブエフェクトヘ送る信号の量(センドレベル)を設定します。値を大きくするとリバーブが深くなり
ます。ノブから直接操作可能なパラメーターです。
設定値:0～127

7 Reverb Return
(リバーブリターン)

リバーブエフェクトで処理された信号の出力レベル(リターンレベル)を設定します。
設定値:0～127

8 Reverb Pan (リバーブパン) リバーブエフェクトで処理された信号の、左右の定位を設定します。

設定値: L63 (左端)～C (センター )～R63 (右端)

52 !9 43
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エレメントエディット
エレメントエディットでは、シンセサイザーの音作りの基本ともいえるパラメーター (オシレーター、ピッチ、フィルター、アンプリチュード
やEGなど)をエレメントごとにエディット(編集)します。このパラメーターはすべてMOTIF-RACK XSエディターでのみエディットできます。
設定画面については、MOTIF-RACK XSエディター取扱説明書をご覧ください。

Element Out 1～8
(エレメントアウト1～8)

MOTIF-RACK XSエディター上で、各エレメントの出力先を、インサーションエフェクトA、Bのどちら
にするかを設定します。また、インサーションエフェクトを通さない設定(thru=スルー )にすることもで
きます。
設定値: thru (スルー )、insA (インサーションA)、insB (インサーションB)

9 Ins A (インサーションエフェクトA)

) Ins B (インサーションエフェクトB)

! Chorus (コーラス)

@ Reverb (リバーブ)

ここにカーソルがあるときに、[ENTER]ボタンを押すか、またはエンコーダーノブを押すと、各エフェク
トのタイプやパラメーターを設定するエフェクトパラメーター画面に移ります。

エフェクトパラメーター

Switch (スイッチ) マスターエフェクトでのみ有効なパラメーターです。ここでは、変更できません。

Category (カテゴリー )

Type (タイプ)

カテゴリーでは、エフェクトの大きな区分けを選びます。タイプでは、カテゴリーの中から目的のエフェ
クトタイプを選びます。
設定値:カテゴリーとエフェクトタイプについての詳細は、「MOTIF-RACK XSのしくみ」の59ページをご覧ください。 

n「Reverb」のエフェクトパラメーター画面では、カテゴリーは1つなので、「Category」の設定はできません。

Preset (プリセット) 各エフェクトタイプに用意されているエフェクトパラメーターのプリセットプログラムを選択できます。
プリセットプログラムを変更することで、エフェクトのかかり方を変更できます。 

n各エフェクトタイプのプリセットについては、別冊データリストをご覧ください。

エフェクトパラメーター1～16 エフェクトパラメーターは、選ばれているエフェクトタイプによって異なります。エフェクトパラメー
ターの詳細については61ページをご覧ください。エフェクトタイプごとのエフェクトパラメーターについ
ては、別冊データリストのエフェクトタイプリストをご覧ください。

OSC (オシレーター)

エレメントスイッチ1～8 各エレメントを使用するかどうかの設定をします。オフ(使用しない)に設定すると、そのエレメントは発
音しなくなります。

設定値: off (使用しない)、on (使用する)

Wave Bank (ウェーブフォームバンク)

Category (ウェーブフォームカテゴリー )

Number (ウェーブフォームナンバー )

Name (ウェーブフォームネーム)

エレメントに割り当てるウェーブフォームを選択します。ウェーブフォームバンクはプリセットバンクの
みです。プリセットウェーブフォームの詳細については、別冊データリストのウェーブフォームリストを
ご覧ください。

XA Control (XAコントロール) XA機能におけるエレメントの役割を設定します。「MOTIF-RACK XSのしくみ」の「XA機能について」
(51ページ)を参考に、5つのタイプごとにエレメントが切り替わるルールを考えながら、各エレメントの
XAコントロールを設定してください。同じタイプのエレメントは、「Elm Group (エレメントグループ)」
でまとめておくと、目的の効果が得られやすくなります。
設定値: normal、legato、key off sound、wave cycle、wave random、all AF off、AF 1 on、AF 2 on

normal (ノーマル)
通常のエレメントとして発音します。

legato (レガート)
モノモードでレガート演奏をしたときに、XAコントロール= 「normal」のエレメントの代わりに発音します。

key off sound (キーオフサウンド)
ノートオフを受信したときに発音します。

wave cycle (ウェーブサイクル)
このモードが設定されているエレメントが複数ある場合に、エレメント番号順に発音します。

wave random (ウェーブランダム)
「wave cycle」と入れ替える形で、ランダムに発音します。

all AF off (オールアサイナブルファンクションオフ)
A. Func [1]/[2]ボタン(ASSIGNABLE FUNCTION[1]/[2]ボタン)ともにオフになっている場合に発音するエレメントです。

AF 1 on (アサイナブルファンクション1オン)
A. Func [1]ボタン(ASSIGNABLE FUNCTION[1]ボタン)がオンになっているときに発音するエレメントです。

AF 2 on (アサイナブルファンクション2オン)
A. Func [2]ボタン(ASSIGNABLE FUNCTION[2]ボタン)がオンになっているときに発音するエレメントです。
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Elm Group (エレメントグループ) XA機能によって別のエレメントに発音が引き継がれる場合に、同じタイプの「XA Control」を持ったエ
レメントに発音が引き継がれるようにグループ分けをするための設定です。XA機能を使う場合には、XA
コントロールの種類によってエレメントグループを分けておきます。
「XA Control」がすべて「normal」に設定されている場合には、この設定による影響はありません。

設定値:1～8

Key on Delay (キーオンディレイ) ノートオンを受信したあと、実際に音が出るまでの遅れを設定します。値が大きくなるほど遅れが大きく
なります。
設定値:0～127

Tempo Sync
(ディレイ テンポシンク)

「Key On Delay」のタイミングを、アルペジオの再生テンポと同期させるかどうかを設定します。
設定値: off (同期させない)、on (同期させる)

Tempo (ディレイ テンポ) 「Tempo Sync (ディレイテンポシンク)」=「on」の場合に有効なパラメーターです。キーオンディレイ
のタイミングを音符で設定します。

設定値:16th (16分音符)、8th/3 (8分音符の3連符)、16th. (付点16分音符)、8th (8分音符)、4th/3 (4分音符の3連
符)、8th.(付点8分音符)、4th (4分音符)、2nd/3 (2分音符の3連符)、4th. (付点4分音符)、2nd (2分音符)、
whole/3 (全音符の3連符)、2nd. (付点2分音符)、4thx4 (4分音符4拍: 4拍子での全音符)、4thx5 (4分音符5
拍)、4thx6 (4分音符6拍)、4thx7 (4分音符7拍)、4thx8 (4分音符8拍)

Vel Cross Fade
(ベロシティークロスフェード)

「Velocity Limit」の範囲外のベロシティーのノートオンを受信したときに、ベロシティーリミットから離
れるにつれてオシレーターの出力レベルが徐々に下がっていくような状態にする設定です。0に設定する
と「Velocity Limit」の範囲外のベロシティーはまったく発音しなくなります。設定値が大きいほどオシ
レーターの出力レベルの下がり方がゆるやかになります。ベロシティーリミットによって複数のウェーブ
フォームを切り替えるようなボイスを作るときに、この値を設定することで、ウェーブフォームが自然に
切り替わるようになります。

設定値:0～127

Velocity Limit
(ベロシティーリミット)

エレメントが発音するベロシティーの、最低値と最高値を設定します。ここで設定した範囲内のベロシ
ティーで、エレメントが発音します。93～34のように最低値と最高値が逆になるような設定を行なった
場合、1～34と93～127の範囲で発音します。

設定値:1～127

Note Limit (ノートリミット) エレメントが発音する音域の最低音と最高音を設定します。ここで設定した最低音と最高音のノート範囲
で、エレメントが発音します。C5～C4のように最低音の方が最高音より高いような設定を行なった場
合、C -2～C4とC5～G8の範囲で発音します。

設定値:C -2～G8

Tune (チューン)

Coarse (コースチューニング) エレメントのピッチを半音単位で調整します。

設定値: -48semi～+0semi～+48semi

Fine (ファインチューニング) エレメントのピッチを1セント単位で微調節します。

設定値: -64cent～+0cent～+63cent

Vel Sens
(ピッチベロシティーセンシティビティー )

鍵盤を弾く強さ(ベロシティー )で、エレメントのピッチを変化させる度合いを設定します。値をプラスに
設定すると、鍵盤を強く弾くとピッチが高くなり、弱く弾くと低くなります。0に設定するとベロシ
ティーによるピッチ変化はなくなり、マイナスに設定すると鍵盤を弱く弾いたときほどピッチは高く、強
く弾くと低くなります。
設定値: -64～+0～+63

Fine Scaling
(ファインスケーリングセンシティビティー )

「Fine (ファインチューニング)」によるピッチの変化を、ノートの高低によって増減する度合いを設定し
ます。値をプラスに設定すると、高音部のノートオンを受信したときほど「Fine (ファインチューニング)」

の効果が大きく、低音部のノートオンを受信したときほど「Fine (ファインチューニング)」の効果が小さ
くなります。マイナスに設定した場合はその逆になります。

設定値: -64～+0～+63

Random (ランダム) ノートオンを受信するたびにエレメントのピッチをランダムに変化させます。値を大きくするほどピッチ
変化が大きくなります。0に設定すると元のピッチのまま変化しません。
設定値:0～127

Pitch Key Follow Center Key
(ピッチキーフォローセンターキー )

ピッチキーフォローセンシティビティーで基準となるノートナンバーを設定します。ここで設定したノー
トナンバーでは、キーフォローセンシティビティーの設定に関係なく、通常の音が鳴ります。

設定値:C -2～G8
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 
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Pitch Key Follow
(ピッチ キーフォローセンシティビティー)

「Pitch Key Follow Center Key」で設定したノー
トのピッチを基準として、となりのノートとの音程
を設定します。+100%でとなりのノートとの音程
が通常どおり半音となり、+200%で全音、+50%
でクォータートーン(1/4音)となります。+0%では
となりのノートとの音程がなくなり、すべてのノー
トでセンターキーで指定したピッチが鳴ります。マ
イナス(－)の値を設定した場合は、ノートの高低と実
際に鳴る音の高低が入れ替わります。
設定値: -200%～+0%～+200% 

nこのパラメーターは、打楽器音をノーマルボイスと
して使う場合など、となりのノートナンバーとの音
程が必ずしも半音でなくてよい場合などに有効です。

PEG (ピッチEG)

Time (タイム) ここでは、ピッチEGのタイムを設定します。タイムで
は、「Level」で設定したピッチに達するまでの時間を
設定します。値が大きくなると次のレベルに達するまで
の時間が長くなり、変化がゆっくりになります。

設定値:0～127

Hold Time (ホールドタイム)
ノートオンを受信してから「Hold Level」で設定したピッチを
持続する時間を設定します。

Attack Time (アタックタイム)
ホールドタイムが終わり、ピッチ変化がスタートしてから、
「Attack Level」で設定したピッチに達するまでの時間を設定します。

Decay 1 Time (ディケイ1タイム)
「Attack Level」で設定したピッチに達してから、「Decay1 Level」で設定したピッチに達するまでの時間を設定します。

Decay 2 Time (ディケイ2タイム)
「Decay 1Level」で設定したピッチに達してから、「Decay 2 Level」で設定したピッチに達するまでの時間を設定します。

ReleaseTime (リリースタイム)
ノートオフを受信してから「Release Level」に至るまでの時間を設定します。

Level (レベル) ここでは、ピッチEGのレベルを設定します。レベルでは、「Tune」で設定した「Coarse (コースチュー
ニング)」および「Fine (ファインチューニング)」の値を基準のピッチとして、各ポイントでのピッチを
基準のピッチからどの程度変化させるかを設定します。
設定値: -128～+0～+127

Hold Level (ホールドレベル)
ノートオンを受信した瞬間のピッチを設定します。

Attack Level (アタックレベル)
ノートオンを受信して、「Hold Level」から最初に変化したときに到達するピッチです。

Decay 1 Level (ディケイ1レベル)
「Attack Level」に達してから、次の変化の目標となるピッチです。

Decay 2 Level (ディケイ2レベル)
「Decay 1 Level」に達してから、次の変化の目標となるピッチです。

Release Level (リリースレベル)
ノートオフを受信してから、最終的に到達するピッチです。

Time Velocity Sens
(EGタイムベロシティーセンシティビティー )

ピッチEGによるピッチ変化の時間を、鍵盤を弾く強さ(ベロシティー)によって増減する度合いを設定しま
す。値をプラスに設定すると、強いベロシティーでピッチEGの変化が速くなり、弱いベロシティーでは遅
くなります(下図)。0に設定するとベロシティーによる変化はなくなり、値をマイナスにすると弱いベロシ
ティーで速く、強いベロシティーで遅くなります。

設定値: -64～+0～+63

Segment
(EGタイムベロシティー
センシティビティーセグメント)

ピッチEGのどの部分でEGタイムベロシティーセンシティビティーを有効にするかを設定します。

設定値: attack、atk+dcy、decay、atk+rls、all

attack (アタック) ..................................ホールドタイムとアタックタイムに対して有効。

atk+dcy (アタック+ディケイ).............ホールドタイムとアタックタイムとディケイ1タイムに対して有効。

decay (ディケイ) ...................................ディケイ1/2タイムに対して有効。

atk+rls (アタック+リリース) ...............ホールドタイムとアタックタイムとリリースタイムに対して有効。

all (オール) ..............................................ピッチEGのすべてのタイム設定に対して有効。

+

–

ピッチキーフォローセンシティビティーとセンターキー
ピッチキーフォローセンシティビティー=+100%の場合

大きい

小さい音程変化の量

低音側 センターキー =C3 高音側

0
時間 

ピッチ 

鍵盤を弾く(ノートオン) 鍵盤を離す(ノートオフ)

アタック 
レベル 

ディケイ1 
レベル 

リリース 
レベル 

ホールド 
レベル 

アタック 
タイム 

ホールド 
タイム 

ディケイ1 
タイム 

ディケイ2 
タイム 

リリース 
タイム 

ディケイ2 
レベル 

強いベロシティー 弱いベロシティー

ピッチ変化が速い ピッチ変化が遅い
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EG Depth (EGデプス) ピッチEGによるピッチの変化幅を設定します。0に設定するとピッチEGによるピッチ変化はなくなり、
値が0から離れるほどピッチ変化の幅が大きくなります。値をマイナスに設定すると、ピッチ変化の高低
が逆になります。
設定値: -64～+0～+63

EG Depth Vel Sens
(EGデプスベロシティーセンシティビティー )

ピッチEGによるピッチの変化幅を、鍵盤を弾く強さ(ベロシティー )によって増減する度合いを設定しま
す。値をプラスに設定すると、強いベロシティーでピッチEGの変化幅が広くなり、弱いベロシティーでは
狭くなります(下図)。0に設定するとベロシティーによるピッチEGの変化はなくなり、値をマイナスにす
ると、弱いベロシティーで変化幅が広く、強いベロシティーで狭くなります。

設定値: -64～+0～+63

EG Depth Curve
(EGデプスベロシティー
センシティビティーカーブ)

鍵盤を弾く強さ(ベロシティー )によるピッチEGの変
化幅の増減の仕方を、5種類のカーブから選びます。
選択したカーブはパラメーターの横にグラフで表示
されます。グラフは、横軸がベロシティー、縦軸が
ピッチの変化幅で、ベロシティーカーブを表示して
います。
設定値:Curve 0～4

Time Key Follow Center Key
(EGタイムキーフォロー
センシティビティーセンターキー)

「Time Key Follow (EGタイムキーフォローセンシティ
ビティー)」の基準音を設定します。ここで設定した
キー(ノート)では、ピッチEGで設定したピッチ変化の
速さがそのまま再現されます。
設定値:C -2～G8

Time Key Follow
(EGタイムキーフォロー
センシティビティー)

ピッチEGのピッチ変化の速さを、ノートの高低によって増減する度合いを設定します。値をプラスに設定
すると、ピッチEGの変化が低音部ほど遅く、高音部ほど速くなります。0に設定するとノートナンバーに
よる変化はなくなり、値をマイナスにすると低音部で速く、高音部で遅くなります。

設定値: -64～+0～+63

Filter Type (フィルタータイプ)

Type (タイプ) ここでは、各エレメントで使用するフィルターを選びます。各タイプについて詳しくは、補足説明のフィ
ルタータイプ(88ページ)をご覧ください。

設定値: LPF24D、LPF24A、LPF18、LPF18s、LPF12、LPF6、HPF24D、HPF12、BPF12D、BPFw、
BPF6、BEF12、BEF6、Dual LPF、Dual HPF、Dual BPF、Dual BEF、LPF12+BPF6、thru (スルー )

Cutoff (カットオフ) フィルターが不要な信号を削るときの基準となる周波数のことをカットオフ(カットオフ周波数)と呼びま
す。ここでは、カットオフ周波数を設定してフィルターのかかり方を調整します。「Type」で選んだフィ
ルタータイプによって、カットオフ周波数の働きは大きく異なります。画面に表示される特性図を確認し
て、カットオフ周波数を調整しましょう。

設定値:0～255

Cutoff Velocity Sens
(カットオフベロシティー
センシティビティー)

「Cutoff」で設定したカットオフ周波数を、鍵盤を弾く強さ(ベロシティー )によって変化させる度合いを
設定します。値をプラスに設定すると、鍵盤を強く弾いたときほどカットオフ周波数が高いほうへ移動し、
大きな音色変化が得られます。0に設定するとベロシティーによる変化はなくなり、マイナスに設定する
と鍵盤を弱く弾いたときほどカットオフ周波数は高いほうへ移動します。

設定値: -64～+0～+63

Distance (ディスタンス) デュアルタイプのフィルター(Dual LPF、Dual HPF、Dual BPF、Dual BEF)、およびLPF12+BPF6
の、2つのカットオフ周波数の距離(差)を設定します。「Type」で他のフィルタータイプが選択されている
場合は機能しません。

設定値: -128～+0～+127

強いベロシティー 弱いベロシティー

ピッチ変化の幅が広い ピッチ変化の幅が狭い

小さい 

大きい 

弱い 強い 

ピッチの変化幅

ベロシティー

Curve 0 (カーブ0)

+63
+30

-40

プラスの値

マイナスの値
速い

遅い

高音低音

センターキー
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Resonance (レゾナンス)
/Width (ウィズ)

このパラメーターは、「Type」で選ばれているフィルターの種類によって機能が切り替わります。LPF、
HPF、BPF (BPFwを除く)、BEFが選ばれている場合はResonance (レゾナンス)、BPFwの場合は
Width (ウィズ)となります。Resonanceの場合は、レゾナンス効果の強さを設定します。レゾナンス効
果とは、「Cutoff」で設定したカットオフ周波数近くの信号を持ち上げ、音にクセをつける効果のことで、
数値を上げるほどこの効果が深くなります。フィルターの中には、レゾナンスを上げることで発振を始め、
ピーという音が鳴り出すものもあります。Widthの場合は、BPFwによって通過させる周波数帯域の幅を
設定します。LPF6、thruの場合は、空欄となり設定できません。
設定値:0～127

Resonance Velocity Sens
(レゾナンスベロシティーセンシティ
ビティー )

レゾナンス効果を鍵盤を弾く強さ(ベロシティー )によって増減する度合いを設定します。値をプラスに設
定すると、鍵盤を強く弾いたときほどレゾナンス効果が大きくなり、大きな音色変化が得られます。0に
設定するとベロシティーによる変化はなくなり、マイナスに設定すると鍵盤を弱く弾いたときほどレゾナ
ンス効果が大きくなります。

設定値: -64～+0～+63

Gain (ゲイン) フィルターへ送る音量を設定します。値を下げるとエレメントの音量が下がります。この値によってフィ
ルターのかかり方が変わり、音色が変化します。
設定値:0～255

Center Key
(カットオフキーフォローセンシティ
ビティー /HPFカットオフキーフォ
ローセンシティビティー センター
キー )

「Cutoff Key Follow」と「HPF Key Follow」の基準音となるC3を表示します。このパラメーターは変
更できません。表示のみの機能です。

Cutoff Key Follow
(カットオフキーフォロー
センシティビティー)

フィルターの「Cutoff」を、ノートの高低によっ
て増減する度合いを設定します。値をプラスに設
定すると、低音部の鍵盤を弾いたときほどカット
オフ周波数が低く、高音部の鍵盤を弾いたときほ
どカットオフ周波数が高くなります。0に設定す
ると鍵盤による変化はなくなり、マイナスに設定
すると低音部で高く、高音部で低くなります。

設定値: -200%～+0%～+200%

HPF Cutoff
(ハイパスフィルターカットオフ)

LPF12、LPF6が持っているHPFのカットオフ周波数を設定します。「Type」がLPF12、LPF6の場合
にのみ、このパラメーターは有効です。

設定値:0～255

HPF Key Follow
(ハイパスフィルターカットオフ キー
フォローセンシティビティー)

LPF12、LPF6が持っている「HPF Cutoff」が、鍵盤の高低によって増減する度合いを設定します。値
をプラスに設定すると、低音部の鍵盤を弾いたときほどカットオフ周波数が低く、高音部の鍵盤を弾いた
ときほどカットオフ周波数が高くなります。0に設定するとノートによる変化はなくなり、マイナスに設
定すると低音部で高く、高音部で低くなります。「Type」がLPF12、LPF6の場合にのみ、このパラメー
ターは有効です。

設定値: -200%～+0%～+200%

+

–

カットオフキーフォローセンシティビティーとセンターキー
カットオフキーフォローセンシティビティー=100の場合

大きい

小さい
カットオフの
周波数変化の量

低音側 センターキー=C3 高音側
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FEG (フィルター EG)　

Time (タイム) ここでは、フィルターEGのタイムを設定します。タイ
ムでは、「Level」で設定したカットオフ周波数に変化す
るまでの時間を設定します。隣り合うレベルの設定が同
じ値の場合、該当するタイムは、そのレベルを保持する
時間となります。値が大きくなると次のレベルに達する
までの時間が長くなり、変化がゆっくりになります。

設定値:0～127

Hold Time (ホールドタイム)
ノートオンを受信してから「Hold Level」で設定したカットオ
フ周波数を持続する時間を設定します。

Attack Time (アタックタイム)
ホールドタイムが終わり、カットオフ周波数の変化がスタートしてから、「Attack Level」で設定したカットオフ周波数
に達するまでの時間を設定します。

Decay 1 Time (ディケイ1タイム)
「Attack Level」で設定したカットオフ周波数に達してから、「Decay 1 Level」で設定したカットオフ周波数に達する
までの時間を設定します。

Decay 2 Time (ディケイ2タイム)
「Decay 1 Level」で設定したカットオフ周波数に達してから、「Decay 2 Level」で設定したカットオフ周波数に達する
までの時間を設定します。

ReleaseTime (リリースタイム)
ノートオフを受信してから「Release Level」で設定したカットオフ周波数に至るまでの時間を設定します。

Level (レベル) ここでは、フィルターEGのレベルを設定します。レベルでは、「Filter Type」(76ページ)で設定した
カットオフの値を基準として、各ポイントでのカットオフ周波数をどの程度変化させるかを設定します。
設定値: -128～+0～+127

Hold Level (ホールドレベル)
ノートオンを受信した瞬間のカットオフ周波数を設定します。

Attack Level (アタックレベル)
ノートオンを受信してから最初に変化するカットオフ周波数です。

Decay 1 Level (ディケイ1レベル)
「Attack Level」に達してから、次の変化の目的となるカットオフ周波数です。

Decay 2 Level (ディケイ2レベル)
「Decay 1 Level」に達してからノートオフを受信するまでの間、持続し続けるカットオフ周波数です。

Release Level (リリースレベル)
ノートオフを受信してから、変化の目的となるカットオフ周波数です。

Time Velocity Sens
(EGタイムベロシティー
センシティビティー)

フィルターEGによるカットオフ周波数の変化の時間を、鍵盤を弾く強さ(ベロシティー )によって増減す
る度合いを設定します。値をプラスに設定すると、強いベロシティーでフィルターEGの変化が速くなり、
弱いベロシティーでは遅くなります(下図)。0に設定するとベロシティーによる変化はなくなり、値をマイ
ナスにすると弱いベロシティーで速く強いベロシティーで遅くなります。

設定値: -64～+0～+63

Segment
(EGタイムベロシティー
センシティビティーセグメント)

フィルターEGのどの部分で「Time Velocity Sens (EGタイムベロシティーセンシティビティー )」を有
効にするかを設定します。

設定値: attack (アタック)、atk+dcy (アタック+ディケイ)、decay (ディケイ)、atk+rls (アタック+リリース)、all
各設定値の詳細は、PEGの「Segment」(75ページ)をご覧ください。

EG Depth (EGデプス) フィルターEGによるカットオフ周波数の変化幅を設定します。0に設定するとフィルターEGによるカッ
トオフ周波数の変化はなくなり、値が0から離れるほどカットオフ周波数の変化の幅が大きくなります。
値をマイナスに設定すると、カットオフ周波数変化の高低が逆になります。
設定値: -64～+0～+63

EG Depth Vel Sens
(EGデプスベロシティー
センシティビティー)

フィルターEGによるカットオフ周波数の変化幅を、鍵盤を弾く強さ(ベロシティー )によって増減する度
合いを設定します。値をプラスに設定すると、強いベロシティーでフィルターEGの変化幅が広くなり、
弱いベロシティーでは狭くなります(下図)。0に設定するとベロシティーによるカットオフ周波数の変化は
なくなり、値をマイナスにすると、弱いベロシティーで変化幅が広く、強いベロシティーで狭くなります。

設定値: -64～+0～+63

0
時間 

鍵盤を弾く(ノートオン) 鍵盤を離す(ノートオフ)

カットオフ 
周波数 

アタック 
レベル 

ディケイ1 
レベル 

リリース 
レベル 

ホールド 
レベル 

アタック 
タイム 

ホールド 
タイム 

ディケイ1 
タイム 

ディケイ2 
タイム 

リリース 
タイム 

ディケイ2 
レベル 

強いベロシティー 弱いベロシティー

カットオフ周波数の変化が速い カットオフ周波数の変化が遅い

強いベロシティー 弱いベロシティー

カットオフ周波数の変化の幅が広い カットオフ周波数の変化の幅が狭い
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EG Depth Curve
(EGデプスベロシティー
センシティビティーカーブ)

鍵盤を弾く強さ(ベロシティー )によるフィルター
EGの変化幅の増減の仕方を、5種類のカーブから選
びます。選択したカーブはパラメーターの横にグラ
フで表示されます。グラフは、横軸がベロシティー、
縦軸がカットオフ周波数の変化幅で、ベロシティー
カーブを表示しています。

設定値:Curve 0～4

Time Key Follow Center Key
(EGタイムキーフォローセンシティビ
ティーセンターキー)

「Time Key Follow (EGタイムキーフォローセンシティ
ビティー)」の基準音を設定します。ここで設定した
キー(ノート)では、フィルター EGで設定したカットオ
フ周波数の変化の速さがそのまま再現されます。

設定値:C -2～G8

Time Key Follow
(EGタイムキーフォローセンシティビ
ティー)

フィルターEGのカットオフ周波数の変化の速さを、ノートの高低によって増減する度合いを設定します。
値をプラスに設定すると、フィルターEGの変化が低音部ほど遅く、高音部ほど速くなります。0に設定す
るとノートによる変化はなくなり、値をマイナスにすると低音部で速く、高音部で遅くなります。

設定値: -64～+0～+63

Filter Scale (フィルタースケール)

Break Point 1～4
(ブレークポイント1～4)

「Offset 1～4」を設定する4か所のノートナンバーを設定します。

設定値:C -2～G8 

nブレークポイントのノートナンバーは1から4まで順番に高くなるように自動調節されます。

Cutoff Offset 1～4
(カットオフオフセット1～4)

4か所のブレークポイントに「Filter Type」で設定した「Cutoff」を増減する値を設定します。設定につ
いて詳しくは、補足説明のフィルタースケーリングの設定例(90ページ)をご覧ください。

設定値: -128～+0～+127 

nカットオフ周波数の上限/ 下限を超えるようなオフセットレベルを設定しても、カットオフ周波数は上限/下限を
超えることはありません。 

nブレークポイント1より下の音は、1のレベルとなります。ブレークポイント4より上の音は、4のレベルとなり
ます。

AMP Level/Pan (アンプリチュード レベル/パン)

Level (レベル) エレメントの音量を設定します。

設定値:0～127

Level Velocity Sens
(レベルベロシティーセンシティビ
ティー)

エレメントの音量を、鍵盤を弾く強さ(ベロシティー )で変化させる度合いを設定します。値をプラスに設
定すると、鍵盤を強く弾いたときほど音が大きくなります。0に設定するとベロシティーによる音量変化
はなくなり、マイナスに設定すると鍵盤を弱く弾いたときほど音量は大きくなります。

設定値: -64～+0～+63

Level Velocity Curve (レベルベロ
シティーセンシティビティーカーブ)

鍵盤を弾く強さ(ベロシティー )による音量の変化の仕
方を、5種類のカーブから選びます。選択したカーブ
はパラメーターの横にグラフで表示されます。グラフ
は横軸がベロシティー、縦軸が音量で、ベロシティー
カーブを表示しています。

設定値:Curve 0～4 (カーブ0～4)

Level Velocity Offset
(レベルベロシティーセンシティビ
ティーオフセット)

「Level Velocity Sens (レベルベロシティーセンシティビティー )」で決定した音量を一律に増減します。
値を64に設定すると、「Level Velocity Sens」で決定した音量のまま演奏されます。値を64よりも大
きくすると、「Level Velocity Sens」で決定した音量が増加され、弱いベロシティーでも音量は大きく
なります。値を64より小さくすると、音量は小さくなります。
設定値:0～127

小さい 

大きい 

弱い 強い 

カットオフ
周波数の変化幅

ベロシティー

Curve 0 (カーブ0)

+63
+30

-40

プラスの値

マイナスの値
速い

遅い

高音低音

センターキー

小さい 

大きい 

弱い 強い 

音量

ベロシティー

Curve 0 (カーブ0)
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Level Key Follow Center Key
(レベルキーフォローセンシティビ
ティーセンターキー)

「Level Key Follow (レベルキーフォローセンシティビティー )」の基準音となるC3を表示します。この
パラメーターは変更できません。表示のみの機能です。

Level Key Follow
(レベルキーフォローセンシティビ
ティー)

エレメントの音量を、ノートの高低によって増減する
度合いを設定します。値をプラスに設定すると、低音
部の鍵盤を弾いたときほど音量が小さく、高音部の鍵
盤を弾いたときほど音量が大きくなります。0に設定
するとノートによる変化はなくなり、マイナスに設定
すると低音部で大きく、高音部で小さくなります。
設定値: -200%～+0%～+200%

Pan (パン) 音の左右の定位を調節します。

設定値: L63 (左端)～C (センター )～R63 (右端)

Alternate Pan (オルタネートパン) ノートオンを受信するたびに、「Pan (パン)」で設定した定位を中心として、左右交互に音の定位が移動
する効果を設定します。設定値の数値が大きくなるほど、定位が左右に移動する幅が広くなります。
設定値: L64～C～R63

Random Pan (ランダムパン) ノートオンを受信するたびに、ランダムに音の定位が移動する度合を設定します。「Pan」で設定した位置
が定位の変化の中心となります。

設定値:0～127

Scaling Pan (スケーリングパン) 音の定位が、ノートの高低によって左右に変化する度合いを設定します。「Pan」の設定がC3での定位と
なります。値をプラスに設定すると、低音部のノートほど定位が左になり、高音部のノートほど右に移動
します。0に設定すると定位の変化はなくなり、マイナスに設定すると低音部で右に、高音部で左になり
ます。
設定値: -64～+0～+63

AEG (アンプリチュードEG)

Time (タイム) ここでは、アンプリチュードEGのタイムを設定します。タ
イムでは、「Level」で設定した音量に変化するまでの時間を
設定します。値が大きくなると次のレベルに達するまでの時
間が長くなり、変化がゆっくりになります。

設定値:0～127

Attack Time (アタックタイム)
ノートオンを受信してから「Attack Level」で設定した音量に達す
るまでの時間を設定します。

Decay 1 Time (ディケイ1タイム)
「Attack Level」で設定した音量に達してから、「Decay 1 Level」
で設定した音量に達するまでの時間を設定します。

Decay 2 Time (ディケイ2タイム)
「Decay 1 Level」で設定した音量に達してから、「Decay2 Level」で設定した音量に達するまでの時間を設定します。

ReleaseTime (リリースタイム)
ノートオフを受信してから音が消えるまでの時間を設定します。

Level (レベル) ここでは、アンプリチュードEGのレベルを設定します。レベルでは、AMP Level/Pan画面(79ページ)
の「Level」で設定した音量の値を基準として、各ポイントで音量をどの程度変化させるかを設定します。
設定値:0～127

Initial Level (イニシャルレベル)
ノートオンを受信した瞬間の音量を設定します。

Attack Level (アタックレベル)
ノートオンを受信してから最初に変化する音量です。

Decay 1 Level (ディケイ1レベル)
「Attack Level」に達してから、次の変化の目的となる音量です。

Decay 2 Level (ディケイ2レベル)
「Decay 1 Level」に達してからノートオフを受信するまでの間、持続し続ける音量です。

+

–

レベルキーフォローセンシティビティーとセンターキー

レベルキーフォローセンシティビティー =100の場合

大きい

小さい音量

低音側 センターキー =C3 高音側

0
時間 

鍵盤を弾く(ノートオン) 鍵盤を離す(ノートオフ)

音量 アタック 
レベル 

ディケイ1 
レベル 

イニシャル 
レベル 

アタック 
タイム 

ディケイ1 
タイム 

ディケイ2 
タイム 

リリース 
タイム 

ディケイ2 
レベル 
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Time Vel Sens
(EGタイムベロシティーセンシティビ
ティー)

アンプリチュードEGによる音量変化の時間を、鍵盤を弾く強さ(ベロシティー)によって増減する度合いを
設定します。値をプラスに設定すると、強いベロシティーでアンプリチュードEGの音量変化が速くなり、
弱いベロシティーでは遅くなります(下図)。0に設定するとベロシティーによる変化はなくなり、値をマイ
ナスにすると弱いベロシティーで速く、強いベロシティーで遅くなります。

設定値: -64～+0～+63

Segment
(EGタイムベロシティーセンシティビ
ティーセグメント)

アンプリチュードEGのどの部分で「Time Vel Sens (タイムベロシティーセンシティビティー )」を有効
にするかを設定します。

設定値: attack、atk+dcy、decay、atk+rls、all

attack (アタック) ..................................アタックタイムに対して有効。

atk+dcy (アタック+ディケイ).............アタックタイムとディケイ1タイムに対して有効。

decay (ディケイ) ...................................ディケイ1/2タイムに対して有効。

atk+rls (アタック+リリース) ...............アタックタイムとリリースタイムに対して有効。

all (オール) ..............................................アンプリチュードEGのすべてのタイム設定に対して有効。

Half Damper
(ハーフダンパースイッチ)

ハーフダンパースイッチをオンにすると、コントロールチェンジナンバー64を送信する外部コントロー
ラーを操作することにより、ハーフダンパー機能を使った演奏ができるようになります。ハーフダンパー
機能を使えば、従来のようなダンパーペダルのオン/オフだけでなく、実際のピアノのようにペダルを踏み
込む量によってサウンドの響きをコントロールできます

設定値: off、on

Half Damper Time
(ハーフダンパータイム)

「Half Damper (ハーフダンパースイッチ)」を「on」に設定しているとき、コントロールチェンジナン
バー64を送信する外部コントローラーを、最大に効かせたまま鍵盤を離してから音が消えるまでの時間
を設定します。コントローラーの効き方によって、「Half Damper Time」から「Release Time」の間
で減衰時間を調節できます。コントローラーの操作をやめると「Release Time」で減衰する状態になり
ます。「Release Time」を小さな値に設定し、「Half Damper Time」を大きめの値に設定すると、実際
のピアノに近い効果になります。
設定値:0～127

Time Key Follow Center Key
(EGタイムキーフォローセンシティビ
ティーセンターキー)

「Time Key Follow (EGタイムキーフォローセンシティ
ビティー)」の基準音を設定します。ここで設定した
キー(ノート)では、アンプリチュードEGの「Time」で
設定した音量変化の速さがそのまま再現されます。

設定値:C～2～G8

Time Key Follow
(EGタイムキーフォローセンシティビ
ティー)

アンプリチュードEGの音量変化の速さを、ノートの高低によって増減する度合いを設定します。プラスの
値を設定すると、アンプリチュードEGの音量変化が低音部ほど遅く、高音部ほど速くなります。0%に設
定するとノートによる変化はなくなり、値をマイナスにすると低音部で速く、高音部で遅くなります。

設定値: -64～+0～+63

AMP Scale (アンプリチュードスケール)

Break Point 1～4
(ブレークポイント1～4)

音量のオフセット値を設定するノートナンバーを設定します。

設定値:C -2～G8 

nブレークポイントのノートナンバーは1から4まで順番に高くなるように自動調節されます。

Level Offset 1～4
(レベルオフセット1～4)

ブレークポイントに音量を増減する値を設定します。設定について詳しくは、補足説明のアンプリチュー
ドスケーリングの設定例(90ページ)をご覧ください。

設定値: -128～+0～+127

LFO

LFO Wave (LFOウェーブ) ウェーブを選択して、LFOの揺れ方(周期的な変化の仕方)を設定します。

設定値: saw (ノコギリ波)、triangle (三角波)、square (矩形波)

Speed (スピード) LFOの揺れの速さを設定します。値が大きいほど揺れが速くなります。

設定値:0～63

強いベロシティー 弱いベロシティー

音量変化が速い 音量変化が遅い

+63
+30

-40

プラスの値

マイナスの値
速い

遅い

高音低音
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Key onReset (キーオンリセット) これをonに設定すると、ノートオンを受信したときに必ずLFOの発振がリセットされるようになります。
設定値: off、on

Off…LFOの発振はリセットされず、毎回ノートオンを受信したときのLFOの位相から信号波形が始まります。

On…ノートオンを受信するたびにLFOの発振がリセットされ、波形の初期状態から信号波形が始まります。

Delay (ディレイ) ノートオンを受信してからLFOの効果が始まるまでの時間を設定します。値が大きいほどLFOの効果が始
まるまでの時間が長くなります。

設定値:0～127

Fade in Time (フェードインタイム) LFOの効果が徐々に深くかかっていく時間を設定します。値が大きいほどLFOの効果が始まってから最大
レベルになるまでの時間が長くなり、ゆっくりと変化が大きくなっていきます。0に設定すると、LFOの
効果はフェードインされず、すぐに最大値になります。

設定値:0～127

P Mod (ピッチモジュレーション) LFOのウェーブでピッチを周期的に変化させ、ビブラートをかける設定です。値が大きいほどピッチの変
化幅が広くなります。
設定値:0～127

F Mod (フィルターモジュレーション) LFOのウェーブでフィルターのカットオフ周波数を周期的に変化させ、ワウ効果をかける設定です。値が
大きいほどカットオフ周波数の変化幅が広くなります。

設定値:0～127

AMod
(アンプリチュードモジュレーション)

LFOのウェーブで音量を周期的に変化させ、トレモロをかける設定です。値が大きいほど音量の変化幅が
広くなります。
設定値:0～127

EQ

Type (EQタイプ) EQのタイプを選びます。EQのタイプによって、パラメーターの構成が大きく変わります。
設定値:2 Band (2バンドEQ)、P.EQ (パラメトリックEQ)、Boost 6 (ブースト+6dB)、Boost 12 (ブースト

+12dB)、Boost18 (ブースト+18dB)、thru (スルー )

2 Band (2バンドEQ) .............................「Low Freq (ローフリケンシー )」と「High Freq (ハイフリケンシー )」で設定された
周波数を基準に、それより上、もしくは下の周波数帯域すべてを、「Low Gain (ローゲ
イン)」と「High Gain (ハイゲイン)」の設定に従ってブースト/カットします。

P.EQ (パラメトリックEQ) ....................「Low Freq (ローフリケンシー )」付近の信号レベルを「Low Gain (ローゲイン)」
の設定にしたがってブースト/カットします。また、ブースト/カットする帯域の広
さを「Q(キュー )」で設定できます。

Boost 6、Boost 12、Boost 18.....エレメントの出力全体を、それぞれ+6dB、+12dB、+18dBブーストするEQで
す。設定できるパラメーターはありません。

thru...........................................................EQを通さず信号をそのまま通過させます。

Low Freq (ローフリケンシー ) 「Type (EQタイプ)」が「2 Band」または「P.EQ」の場合に有効なパラメーターです。「2Band」の場
合は低音側の基準周波数を、「P.EQ」の場合は中心周波数を設定します。

設定値:「2 band」の場合…50.1Hz～2.00kHz、「P.EQ」の場合…139.7Hz～12.9kHz

High Freq (ハイフリケンシー ) 「Type (EQタイプ)」が「2 Band」の場合のみ有効なパラメーターです。高音側の基準周波数を設定します。

設定値:503.8Hz～10.1kHz

Low Gain (ローゲイン) 「Type (EQタイプ)」が「2 Band」または「P.EQ」の場合に有効なパラメーターです。「2Band」の場
合は「Low Freq (ローフリケンシー)」より下の周波数帯域を、「P.EQ」の場合は中心周波数付近の信号
をブースト/カットするレベルを設定します。

設定値: -12.00dB～+0.00dB～+12.00dB

High Gain (ハイゲイン) 「Type (EQタイプ)」が「2 Band」の場合のみ有効なパラメーターです。「High Freq (ハイフリケンシー )」

より上の周波数帯域をブースト/カットするレベルを設定します。
設定値: -12.00dB～+0.00dB～+12.00dB

Q (キュー ) 「Type (EQタイプ)」が「P.EQ」の場合のみ有効なパラメーターです。ブースト/カットする帯域の幅を
設定します。値が小さいほど帯域の幅が広くなり、音の変化はなだらかになります。値が大きいほど帯域
が狭くなり、特徴的な音の変化となります。
設定値:0.7～10.3
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 
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ドラムボイスエディット

各ノートにいろいろな打楽器が割り当てられた「ドラムボイス」は、C0～C6の各ノートに割り当てられた73のドラムキーで構成されていま
す。ドラムボイスを作り変えるボイスエディットは、すべてのドラムキーに共通するボイスとしてのパラメーターを設定する「コモンエ
ディット」と、ドラムキーを構成するパラメーターをドラムキーごとに設定する「キーエディット」の2種類に分かれます。ここでは、ドラ
ムボイスを作るときの操作と、パラメーターを説明します。

コモンエディット
すべてのドラムキーに共通(コモン)した設定をエディットするモードです。

手 順 [VOICE] → ドラムボイス選択 → [EDIT] → ボイスエディットセレクト画面で画面選択 → [ENTER]→エディット画面

1 Name (ネーム)

ノーマルボイスのコモンエディットのName画面(65ページ)と同じです。

2 Play Mode (プレイモード)

ノーマルボイスのコモンエディットのPlay Mode画面(65ページ)と同じです。ただし、ドラムボイスでは、以下の設定に関するパラメーターは設
定できません。
ノートシフト設定、モノ/ポリ設定、キーアサインモード設定、ポルタメント設定、マイクロチューニング設定

3 Arp Select (アルペジオセレクト)
ノーマルボイスのコモンエディットのArp Select画面(66ページ)と同じです。

4 Filter (フィルター )

ノーマルボイスのコモンエディットのFilter画面(68ページ)と同じです。

5 EG
ノーマルボイスのコモンエディットのEG画面(68ページ)と同じです。ただし、ドラムボイスでは以下のパラメーターは設定できません。
FEG Attack Time、FEG Decay Time、FEGRelease Time、FEG Depth、AEG Sustain Level、AEG Release Time

6 3 Band EQ (3バンドEQ)
ノーマルボイスのコモンエディットの3 Band EQ画面(71ページ)と同じです。

7 Control (コントローラー)

ノーマルボイスのControl画面(71ページ)と同じです。ただし、ドラムボイスではMOTIF-RACK XSエディター上にあるエレメントスイッチのパ
ラメーターは設定できません。

8 Effect (エフェクト)

ノーマルボイスのコモンエディットのEffect画面(72ページ)と同じです。ただし、MOTIF-RACK XSエディター上にあるインサーション(A、B)へ
の出力設定(「インサーションエフェクトアウト」)は、ドラムキーごとの設定となります。また、4つのパラメーターが追加されます。ここでは、
ノーマルボイスと異なるパラメーターのみ、説明します。

Key Out (ドラムキーアウト) ドラムキーから出る信号の出力先を、インサーションエフェクトA (insA)にするか、インサーションエ
フェクトB (insB)にするか、インサーションエフェクトをバイパスさせるか(thru)を選択します。「Key
(キー)」で選択したドラムキーごとに、別の値を設定できます。

設定値: thru (スルー )、Ins A (インサーションA)、Ins B (インサーションB)

ボイスプレイ画面 ボイスエディットセレクト画面
(ドラムボイス)

エディット画面
(Name画面の場合)
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 83
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キーエディット
キーエディットでは、シンセサイザーの音作りの基本ともいえるパラメーター (オシレーター、ピッチ、フィルター、アンプリチュードやEG
など)をドラムキーごとにエディット(編集)します。このパラメーターはすべてMOTIF-RACK XSエディターでのみエディットできます。設定
画面については、MOTIF-RACK XSエディター取扱説明書をご覧ください。

Key (キー ) 設定するドラムキーを選びます。鍵盤部をクリックすることでも選択できます。「Key Out (ドラムキーア
ウト)」、「Reverb Send (キーリバーブセンド)」、「Chorus Send (キーコーラスセンド)」の3つのパラ
メーターについては、ドラムキーごとに別の値を設定できます。
設定値:C0～C6

Chorus Send (キーコーラスセンド) インサーションエフェクトをバイパスしたドラムキーの出力信号を、コーラスエフェクトへ送る信号の量
を設定します。この設定は、「Key Out」が「thru」に設定されている場合にのみ有効となります。

設定値:0～127

Reverb Send (キーリバーブセンド) インサーションエフェクトをバイパスしたドラムキーの出力信号を、リバーブエフェクトへ送る信号の量
を設定します。この設定は、「Key Out」が「thru」に設定されている場合にのみ有効となります。
設定値:0～127

Chorus Ins Send
(インサーションコーラスセンド)

「Key Out」が「thru」以外に設定されている場合に、インサーションエフェクト(AまたはB)を通過して
きたドラムキーの出力信号をコーラスエフェクトに送る信号の量を設定します。

設定値:0～127

Reverb Ins Send
(インサーションリバーブセンド)

「Key Out」が「thru」以外に設定されている場合に、インサーションエフェクト(AまたはB)を通過して
きたドラムキーの出力信号をリバーブエフェクトに送る信号の量を設定します。

設定値:0～127

OSC (オシレーター)

キー エディットするドラムキーを選択します。ドラムキーは鍵盤部をクリックすることでも選択できます。

設定値:C0～C6

キースイッチ 現在選ばれているドラムキーを使用するかどうかの設定をします。オフ (使用しない)に設定すると、その
ノートナンバーでは発音しなくなります。
設定値: off (使用しない)、on (使用する)

Wave Bank (ウェーブフォームバンク)

Category (ウェーブフォームカテゴリー )

Number (ウェーブフォームナンバー )

Name (ウェーブフォームネーム)

ドラムキーに割り当てるウェーブフォームを選択します。ウェーブフォームバンクはプリセットバンクの
みです。プリセットウェーブフォームの詳細については、別冊データリストのウェーブフォームリストを
ご覧ください。

Assign Mode (アサインモード) 発音中の音に対して、同じチャンネルで同じ音程のノートオン情報を続けて受信したときの、音源側の発
音方法を設定します。クラッシュシンバルなど減衰の長い音を連打するような場合には、「multi」に設定
すると自然な発音になります。ただし、「multi」にすると同時発音数を多く消費するため、他のパートが
音切れを起こすような場合には、「single」に設定しましょう。

設定値: single、multi

single (シングル) ...................................先に発音された音をいったん止めてから再び音を鳴らします。

multi (マルチ) .........................................発音中の音は鳴らしたまま重ねて発音します。

Receive Note Off
(レシーブノートオフ)

ドラムキーでMIDIノートオフを受けるか(on)、受けないか(off)を設定します。スネアロールなど、発音時間
の長いウェーブフォームを割り当てたドラムキーをonに設定すると、発音を途中で止めることができます。

設定値: off、on

Alternate Group
(オルタネートグループ)

本来ドラムキットの中で同時に発音すると不自然になってしまうものを、同時に発音させないようにする
ための設定です。同じ番号に設定したドラムキーは、同時に発音しなくなります。たとえば、ハイハット
オープンとハイハットクローズ、ハイハットペダルなど、通常同時に発音されるはずのないウェーブ
フォームを割り当てたドラムキーを同じグループ番号に登録しておきます。オルタネートグループを設定
しないキーは、offに設定します。
設定値: off、1～127
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 
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Ins Effect Output
(インサーションエフェクトアウトプット)

ドラムキーから出る信号の出力先を、インサーションエフェクトA (ins A)にするか、インサーションエ
フェクトB (ins B)にするか、インサーションエフェクトをバイパスさせるか(thru)を選択します。このパ
ラメーターは、ドラムボイスコモンエディットのEffect画面の「Key Out」(83ページ)と連動していま
す。

設定値: thru (スルー )、ins A (インサーションエフェクトA)、insB (インサーションエフェクトB)

Reverb Send (キーリバーブセンド) インサーションエフェクトをバイパスしたドラムキーの出力信号を、リバーブエフェクトへ送る信号の量
を設定します。「Ins Effect Output (インサーションエフェクトアウトプット)」を「thru」に設定した場
合のみ有効な値です。ドラムボイスコモンエディットのEffect画面の「Reverb Send」(84ページ)と連
動しています。
設定値:0～127

Chorus Send (キーコーラスセンド) インサーションエフェクトをバイパスしたドラムキーの出力信号を、コーラスエフェクトへ送る信号の量
を設定します。「Ins Effect Output (インサーションエフェクトアウトプット)」を「thru」に設定した場
合のみ有効な値です。ドラムボイスコモンエディットのEffect画面の「Chorus Send」(84ページ)と連
動しています。

設定値:0～127

Output Select
(アウトプットセレクト)

ドラムキーの再生音をMOTIF-RACK XS本体から出力する端子を選択します。ここでの設定により、各ド
ラムキーを別々の端子から出力させることができます。特定の打楽器に、MOTIF-RACK XS本体とは別の
エフェクターをかけたい場合などにこの機能を使うと便利です。ここでの設定は、「Ins Effect Output
(インサーションエフェクトアウトプット)」を「thru」に設定した場合のみ有効です。
設定値:補足説明のアウトプットセレクト一覧表(90ページ)をご覧ください。

Tune (チューン)

Coarse (コースチューニング) ドラムキーのピッチを半音単位で調整します。
設定値: -48semi～+0semi～+48semi

Fine (ファインチューニング) ドラムキーのピッチを1セント単位で微調節します。
設定値: -64cent～+0cent～+63cent

Vel Sens
(ピッチベロシティーセンシティビ
ティー)

鍵盤を弾く強さ(ベロシティー )で、ドラムキーのピッチを変化させる度合いを設定します。値をプラスに
設定すると、鍵盤を強く弾くと音が高くなり、弱く弾くと低くなります。0に設定するとベロシティーに
よるピッチ変化はなくなり、マイナスに設定すると鍵盤を弱く弾いたときほど音は高く、強く弾くと低く
なります。

設定値: -64～+0～+63

Filter Type (フィルタータイプ)

Cutoff (カットオフ) ローパスフィルターのカットオフ周波数を設定して音の明るさを調整します。数値を上げるとカットオフ
周波数は高くなり、音の高音成分を通すために音色が明るくなります。数値を下げるとカットオフ周波数
が低くなり、音の高音成分がカットされて音色が暗くなります。

設定値:0～255

Cutoff Vel Sens
(カットオフベロシティーセンシティビティー )

カットオフ周波数を、鍵盤を弾く強さ(ベロシティー )によって変化させる度合いを設定します。値をプラ
スに設定すると、鍵盤を強く弾いたときほどカットオフ周波数が高いほうへ移動し、大きな音色変化が得
られます。0%に設定するとベロシティーによる変化はなくなり、マイナスに設定すると鍵盤を弱く弾い
たときほどカットオフ周波数は高いほうへ移動します。
設定値: -64～+0～+63

Resonance (レゾナンス) 「Cutoff」で設定したカットオフ周波数近くの信号を持ち上げ、音にクセをつけます。数値を上げるほど
この効果が深くなります。フィルターの中には、レゾナンスを上げることで発振を始め、ピーという音が
鳴り出すものもあります。
設定値:0～127

HPF Cutoff
(ハイパスフィルターカットオフ)

ハイパスフィルターのカットオフ周波数を設定します。数値を上げるとカットオフ周波数は高くなり、音
の低音成分がカットされて音色が軽い感じになります。数値を下げるとカットオフ周波数は低くなり、音
の低音成分を通すために音色がどっしりした感じになります。
設定値:0～255

AMP Level/Pan (アンプリチュード レベル/パン)

Level (レベル) ドラムキーの音量を設定します。
設定値:0～127

Velocity Sens
(ベロシティーセンシティビティー )

ドラムキーの音量を、鍵盤を弾く強さ(ベロシティー )で変化させる度合いを設定します。値をプラスに設
定すると、鍵盤を強く弾いたときほど音が大きくなります。0に設定するとベロシティーによる音量変化
はなくなり、マイナスに設定すると鍵盤を弱く弾いたときほど音量は大きくなります。
設定値: -64～+0～+63
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Pan (パン) 音の左右の定位を調節します。
設定値: L63 (左端)～C (センター )～R63 (右端)

Alternate Pan (オルタネートパン) 鍵盤を弾くたびに、「Pan」で設定した定位を中心として、左右交互に音の定位が移動する効果を設定しま
す。設定値の数値が大きくなるほど、定位が左右に移動する幅が広くなります。

設定値: L64～C～R63

Random Pan (ランダムパン) 鍵盤を弾くたびにランダムに音の定位が移動する度合を設定します。「Pan」で設定した位置が定位の変化
の中心となります。
設定値:0～127

AEG (アンプリチュードEG)

Time (タイム) ここでは、アンプリチュードEGの音量変化の時間を設定します。
値が大きくなると次のレベルに達するまでの時間が長くなり、変
化がゆっくりになります。
設定値:Attack(アタックタイム)、Decay 1(ディケイ1タイム): 0～127

Decay 2 (ディケイ2タイム): 0～126、hold

Attack(アタックタイム)
鍵盤を弾いてから最大レベルになるまでの時間を設定します。

Decay 1 (ディケイ1タイム)
最大レベルに達してからディケイ1レベルになるまでの時間を設定します。

Decay 2 (ディケイ2タイム)
ディケイ1レベルに達してから音が消えるまでの時間を設定します。

Level (レベル) ここでは、アンプリチュードEGのレベル(音量の変化量)を設定します。

設定値:0～127

Decay 1 (ディケイ1レベル)
最大レベルに達した後、次の音量変化の目標となる音量を設定します。

EQ
ドラムキーごとに装備されているEQを設定して音を補正します。ノーマルボイスのエレメントエディットのEQ画面(82ページ)と同じです。

0
時間 

鍵盤を弾く(ノートオン) 鍵盤を離す(ノートオフ)

出力 アタック 
レベル 

ディケイ1 
レベル 

アタック 
タイム 

ディケイ1 
タイム 

ディケイ2 
タイム 
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ボイスモード
 

補足説明

カテゴリーリスト
MOTIF-RACK XSのボイスが属するメインカテゴリーとサブカテゴリーです。

マイクロチューニング
ボイスコモンエディットのPlay Mode画面での、「Micro Tune (マイクロチューニング)」(66ページ)について説明します。

マイクロチューニングとは
通常平均律で調律されている鍵盤の音律を、平均律以外の音律に変更するための仕組みです。歌声や管楽器などの純正律、古典派からロマン
派時代のピアノ調律法だった調性的音律、クォータートーンと呼ばれる半音が1/2となる音律、インド音楽で使われる音律など、プリセット
バンクに準備されているマイクロチューニングを選ぶだけで、様々な音律に簡単に切り替えることができます。また、ユーザーバンクでは、
ユーティリティーのMicro Tune (ユーザーマイクロチューニング)画面(102ページ)で作成したオリジナルの音律を使って演奏することもで
きます。

マイクロチューニングリスト

メインカテゴリー サブカテゴリー 
Piano (Acoustic Piano) APno (Acoustic Piano) Layer Modrn (Modern) Vintg (Vintage) Arp (Arpeggio)
Keys (Keyboard) EP (Electric Piano) FM (FM Piano) Clavi Synth Arp
Organ Tn Whl (Tone Wheel) Combo Pipe Synth Arp
Guitar A. Gtr (Acoustic Guitar) E.Cln (Electric Clean)

 

E. Dst (Electric Distortion)

 

Synth Arp
Bass ABass (Acoustic Bass) EBass (Electric Bass) SynBs (Synth Bass) Arp (Arpeggio) —
String (Strings) Solo Ensem (Ensemble) Pizz (Pizzicato) Synth Arp
Brass Solo BrsEn (Brass Ensemble) Orche (Orchestra) Synth Arp

 

SaxWW (Sax / Woodwind) 

 

Sax (Saxophone) Flute WWind (Woodwind) RPipe (Reed / Pipe) Arp
SynLd (Synth Lead ) Analg (Analog) Digtl (Digital) H Hop (Hip Hop) Dance Arp
Pads (Synth Pad/Choir) Analg (Analog) Warm Brite (Bright) Choir Arp

 

SyCmp (Synth Comp)

 

Analg (Analog) Digtl (Digital) Fade Hook Arp
CPerc ( Chro m a ti c Percussion) Malet (Mallet Percussion) Bell SynBl (Synth Bell) PDrum (Pitched Drum) Arp
Dr / Pc (Drum / Percussion) Drums Perc (Percussion) Synth Arp (Arpeggio) —
S.EFX (Sound Effect) Move (Moving) Ambie (Ambient) Natur (Nature) SciFi (Sci-Fi) Arp
M. EFX (Musical Effect) Move Ambie Sweep Hit Arp
Ethnc (Ethnic) Bowed Pluk (Plucked) Struk (Struck) Blown Arp

NO 調律名 調 特徴

1 Equal
平均律

ー 19世紀に発明された音律で、12のすべて等しい半音からなります。このため転調も完全
に自由になり、後期ロマン派から印象主義、12音音楽に至る西洋音楽の隆盛がもたらされ
ました。

2 PureMajor
純正律(長調)

C～B 金管楽器の音律で、自然倍音を基準とするため、合奏時の和音はきれいな濁りのないハー
モニーとなります。ただし移調の際にはルート音を変える必要があります。

3 PureMinor
純正律(短調)

C～B

4 Werckmeist
ヴェルクマイスター

C～B 調性的音律と呼ばれています。演奏する際の調の調号( # b)が増えるにしたがい、和音はより緊張

感を持ち、旋律はより美しくなるという特徴を持っています。つまり転調することにより曲想を
大きく変えることができます。バッハ、ベートーベン、ショパンなど古典派からロマン派にかけ
て愛された音律で、クラシックの名曲はほとんどこれらの調性的音律によって書かれました。

5 Kirnberger
キルンベルガー

C～B

6 Vallot&Yng
バロッティ &ヤング

C～B

7 1/4 Shift ー 全体に1/4音上げた平均律です。通常の平均律の音階と混ぜて演奏することで、非常に緊
張感のある音になります。

8 1/4 tone ー 鍵盤上の半音が1/2半音となる音律です。

9 1/8 tone ー 鍵盤上の半音が1/4半音となる音律です。

10 Indian
インディアン

ー インド音楽で使用される音律です(白鍵[C～B]のみ)。

11 Arabic 1
アラビック1

C～B アラビア音楽で使用される音律です。

12 Arabic 2
アラビック2

13 Arabic 3
アラビック3
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デスティネーションの設定例
ボイスコモンエディットのControl画面での「Ctrl Set 1～6 Dest (コントローラーセット1～6デスティネーション)」(72ページ)において、
よく使われる効果についての設定例を紹介します。

上記の効果をさせたい場合、「Ctrl Set 1～6 Dest (コントローラーセット1～6デスティネーション)」の設定以外にも以下の設定が必要です。

*1 ボイスコモンエディットのLFO画面の「Play Mode」=「loop」
ボイスコモンエディットのLFO画面の「LFO Set 1～3 Dest (LFO Set 1～3デスティネーション)」=「P mod」

*2 MOTIF-RACK XSエディター上のボイスコモンエディットのControl Setで、「Controller Set Assign」の「SW (エレメントスイッチ)」= オン

*3 ボイスコモンエディットのEffect画面の「Ins A/B」のエフェクトパラメーター画面で、「Type」= 「Rotary Speaker」
MOTIF-RACK XSエディター上のボイスコモンエディットのEffectで、「Element Out」/「Key Out」={「Rotary Speaker」に設定したインサーションエフェクト
(insA/insB)}

*4 ボイスコモンエディットのEffect画面の「Ins A/B」のエフェクトパラメーター画面で、「Type」= 「VCM Pedal Wah」
MOTIF-RACK XSエディター上のボイスコモンエディットのEffectで、「Element Out」/「Key Out」= {VCM Pedal Wahに設定したインサーションエフェクト(insA/
insB)}

フィルタータイプリスト
ボイスエレメントエディットのFilter Type画面(76ページ)で設定
する、フィルタータイプについて説明します。

■ LPF (ローパスフィルター )

「Cutoff (カットオフ)」で設定したカットオフ周波数よりも高い周
波数の音をカットするフィルターです。カットオフ周波数を上げる
とパスする信号が多くなり音が明るくなります。カットオフ周波数
を下げると多くの信号がカットされるため音が暗くなります。
「Resonance (レゾナンス/ウィズ)」を上げると、カットオフ周波
数付近の信号が増幅(ブースト)されて特徴的な音になります。最も
使いやすく、シンセサイザーの音作りに適したフィルターです。

LPF24D

デジタルならではのクセを持つ-24dB/octのLPF型ダイナミック
フィルターです。次のLPF24Aと比べ、レゾナンス効果が強く付
けられます。

LPF24A

アナログシンセの4ポールLPF(-24dB/oct)に近い特性を持つ、デ
ジタルのLPF型ダイナミックフィルターです。

LPF18

3ポール(-18dB/oct)のLPFです。

LPF18s

3ポール(-18dB/oct)のLPFです。LPF18に比べると、なだらか
な周波数カーブを持っています。

■ HPF (ハイパスフィルター )

「Cutoff (カットオフ)」で設定したカットオフ周波数よりも低い周
波数の音をカットするフィルターです。カットオフ周波数を上げる
と、基音や低い信号がカットされて高い信号だけが残るため、音程
感のない軽い音になります。カットオフ周波数を下げると基音や低

い信号がパスするので落ち着いた音になります。「Resonance/
Width」を上げると、カットオフ周波数付近の信号が増幅(ブースト
)されて特徴的な音になります。

HPF24D

デジタルならではのクセを持つ-24dB/octのHPF型ダイナミック
フィルターです。レゾナンス効果が強く付けられます。

HPF12

-12dB/octのHPF型ダイナミックフィルターです。

■ BPF (バンドパスフィルター )
LPFとHPFを組み合わせたフィルターです。カットオフの上下の
周波数の音をカットして、カットオフ周波数付近の音をパスしま
す。

BPF12D
デジタルならではのクセを持つ-12dB/octのHPFとLPFを組み合
わせたフィルターです。

音量をコントロールする Volume (volume)

ビブラートをかける Common LFO Depth1～3 (C-LFO dpth1～3) *1

ピッチを変化させる Element Pitch (coarse tune) *2

音の明るさ(ブライトネス)を
コントロールする

Element Filter Frequency (cutoff) *2

ロータリースピーカーの
スピードを切り替える

Insertion A/B Parameter 1 (ins A/B Rotor Slow) *3

ワウペダルの効果をかける Insertion A/B Parameter 1 (ins A/B Pedal Ctrl ) *4

音量

通過する部分

レゾナンス

カットオフ周波数 周波数

カットされる部分

音量

通過する部分

周波数

レゾナンス

カットオフ周波数

カットされる部分
MOTIF-RACK XS 取扱説明書  
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BPF6

-6dB/octのHPFとLPFを組み合わせたフィルターです。

BPFw

-12dB/octのHPFとLPFを組み合わせたフィルターですが、通過
させるバンド幅をより広く設定できます。

■ BEF (バンドエリミネートフィルター )
カットオフ周波数付近の音をカットして、カットオフ周波数の上下
の周波数の音をパスします。バンドパスフィルターと逆の特性を
持ったフィルターです。

BEF12

BEF6

■ デュアルタイプ
同じタイプのフィルターを2つ組み合わせたフィルタータイプです。
2つのフィルター間の距離を、「Distance」で設定します。フィル
ターの特性図は画面に表示されます。

Dual LPF

-12dB/octのLPFを2つパラレル(並行)に組み合わせたフィルター
です。

Dual HPF

-12dB/octのHPFを2つパラレル(並行)に組み合わせたフィルター
です。

Dual BPF

-6dB/octのBPFを2つパラレル(並行)に組み合わせたフィルターで
す。

Dual BEF

-6dB/octのBEFを2つシリーズ(直列)に組み合わせたフィルターで
す。

■ 複合タイプ
異なったタイプのフィルターを2つ組み合わせたフィルタータイプ
です。フィルターの特性図は画面に表示されます。

LPF12

2ポール(-12dB/oct)のLPFとHPFとが組み合わされたフィルター
です。「HPF Cutoff」と「HPF Key Follow (HPFキーフォローセ
ンシティビティー )」を設定できます。画面上にはLPFのグラフの
み表示されます。

LPF6

1ポール(-6dB/oct)のLPFとHPFとが組み合わされたフィルターで
す。「HPF Cutoff」と「HPF Key Follow (HPFキーフォローセン
シティビティー )」を設定できます。画面上にはLPFのグラフのみ
表示されます。

LPF12+BPF6

LPFとBPFを組み合わせたフィルターです。2つのフィルター間の
距離を、「Distance」で設定します。

音量

周波数

カットされる部分 カットされる部分

通過する部分

レゾナンス

音量

カットされる部分 カットされる部分

周波数通過する部分

レゾナンス

音量

周波数

カットされる部分 カットされる部分

通過する部分

ウィズ

カットオフ周波数
カットオフ周波数

カットオフ周波数

音量

周波数

通過する部分 通過する部分カットされる部分

カットオフ周波数

音量

周波数

ディスタンス

画面上では、低い方のカットオフ周波数を設定します。
高い方のカットオフ周波数は低い方に連動します。

カットオフ周波数 カットオフ周波数

通過する部分 カットされる部分

音量

周波数

ディスタンス

画面上では、低い方のカットオフ周波数を設定します。
高い方のカットオフ周波数は低い方に連動します。

カットオフ周波数 カットオフ周波数

通過する部分 カットされる部分

音量

周波数

ディスタンス

画面上では、低い方のカットオフ周波数を設定します。
高い方のカットオフ周波数は低い方に連動します。

カットオフ周波数 カットオフ周波数

通過する部分 カットされる部分
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 89 
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フィルタースケーリングの設定例
ボイスエレメントエディットのFilter Scale(79ページ)での、フィルタースケーリングの設定例について説明します。
カットオフ周波数=127のときに下記のように設定した場合、各ブレークポイント(「Break Point」)での周波数は以下のように「Cutoff
Offset (カットオフオフセット)」の値が加算された値になります。また、これ以外の音では、設定されたブレークポイント間を直線で結んだ
周波数となります。

アンプリチュードスケーリングの設定例
ボイスエレメントエディットのAMP Scale(81ページ)での、アンプリチュードスケーリングの設定例について説明します。
「Level」=「80」のときに下記画面のように設定した場合、各ブレークポイントでの音量は以下のように「Level Offset (レベル オフセット)」
の値が加算された値になります。また、これ以外の音では、設定されたブレークポイント間を直線で結んだ音量となります。

アウトプットセレクト一覧表
信号の出力を設定する「Output Select」の設定値について説明します。「Output Select」は、ドラムキーエディットのOSC(84ページ)、
マルチコモンエディットのmLAN In画面(91ページ)、マルチパートエディットのPlay Mode画面(94ページ)、ユーティリティーのVoice
mLAN画面で各信号の「Output Select」を設定します。

*「drum」は、マルチモードのパートエディット画面(ドラムボイスが割り当てられているパート)でのみ選択できます。「drum」に設定した場合は、エディット中のパートに
割り当てられているドラムボイスの各キーの「Output Select」が出力先として有効になります。 

nmLANに関連する設定(m1～14)は、MOTIF-RACK XSに、別売のmLAN16E2を装着した場合のみ有効です。

1 2 3 4
Break Point C #1 D #2 C3 C4

Cutoff Offset -4 +10 +17 +4

1 2 3 4

Break Point C1 C2 C3 C4
Level Offset -4 +10 +17 +4

LCD 出力される端子 ステレオ /モノラル 

L&R OUTPUT LとR ステレオ 

asL&R ASSIGNABLE OUTPUT LとR ステレオ 

m1&2 mLAN OUTPUT 1と2 ステレオ(1: L、2: R) 

m3&4 mLAN OUTPUT 3と4 ステレオ(3: L、4: R) 

m5&6 mLAN OUTPUT 5と6 ステレオ(5: L、6: R) 

m7&8 mLAN OUTPUT 7と8 ステレオ(7: L、8: R) 

m9&10 mLAN OUTPUT 9と10 ステレオ(9: L、10: R) 

m11&12 mLAN OUTPUT 11と12 ステレオ(11: L、12: R) 

m13&14 mLAN OUTPUT 13と14 ステレオ(13: L、14: R) 

asL ASSIGNABLE OUTPUT L モノラル 

asR ASSIGNABLE OUTPUT R モノラル 

m1 mLAN OUTPUT 1 モノラル 

: : : 

m14 mLAN OUTPUT 14 モノラル 

drum 下記参照* 下記参照*

123

137

144

131

カットオフ
周波数

ノート
ブレーク
ポイント1
C #1

ブレーク
ポイント2
D #2

ブレーク
ポイント3
C3

ブレーク
ポイント4
A4

出力レベル

ノート
ブレーク
ポイント1
C1

ブレーク
ポイント2
C2

ブレーク
ポイント3
C3

ブレーク
ポイント4
C4 

76

90

97

84
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資
料 
マルチエディット
マルチエディットには、パートごとの設定を行なうパートエディットと、すべてのパートに共通する設定を行なうコモンエディットがあります。
ここでは、マルチモードのコモンエディット/パートエディットで設定できるパラメーターについて説明します。

コモンエディット
全パートに共通したパラメーターをエディットします。

マルチモード

手順 [MULTI] → プログラム選択 → [EDIT] → マルチエディットセレクト画面で「Common」選択→ [ENTER] →
マルチコモンエディットセレクト画面で画面選択→ [ENTER] → エディット画面

1 Name (ネーム)

Name (マルチネーム) エディット中のマルチの名前を設定します。「Name」にカーソルがあるときに、[ENTER]ボタンを押し
てネーミングダイアログを表示し、名前を入力します。英数字を使って最大20文字で設定できます。名前
の入力方法について詳しくは、クイックガイドのボイス/マルチネームの設定(文字入力)(47ページ)をご覧
ください。

2 Arpeggio (アルペジオ)

Arp CommonSw
(アルペジオコモンスイッチ)

アルペジオ再生のオン/オフを設定します。ユーティリティーGeneral画面の「Audition Button」(99
ページ)が「arpeggio sw (アルペジオスイッチ)」に設定されている場合、パネルの[AUDITION]ボタン
を使って、このアルペジオスイッチをオン/オフすることもできます。

設定値: off、on

Arp 1-5 Select
(アルペジオ1～5セレクト)

アルペジオ1～5を選択します。マルチパートエディットのArp Select画面の「Arp Select」と同じ設定
になります。タイプが割り当てられているアルペジオには、音符マーク(♪)が表示されます。

設定値:Arp 1～Arp 5

Arp Tempo (アルペジオテンポ) アルペジオのテンポを設定します。ノブから直接操作可能なパラメーターです。

設定値:5～300 

nアルペジオのテンポをDAWソフトウェア/外部MIDI機器のテンポと同期させるには、ユーティリティー MIDI画
面の「MIDI Sync」(99ページ)を「external」/「auto」に設定します。「external」に設定した場合、または
「auto」に設定して外部クロックを受信している場合、ここのテンポの設定値が「external」となり、変更でき
ません。

Sync Qntz Val
(シンククオンタイズバリュー )

複数のアルペジオを再生する際、再生中のアルペジオに対して、次のアルペジオをスタートさせるタイミ
ングを調整します。オフに設定すると、各パートに割り当てられたボイスを鳴らすタイミングと同時に、
アルペジオが再生されます。表示される数値はクロックを表しています。

設定値: off、 2 60 (32分音符)、 63 80 (16分3連符)、 6 120 (16分音符)、 83 160 (8分3連符)、 8 240 (8
分音符)、 43 320 (4分3連符)、 4 480 (4分音符)

3 mLAN In (mLANインプット)

リアパネルにオプションのmLAN16E2を装着した場合の、mLAN端子からのオーディオ入力に関する設定を行ないます。

Volume (ボリューム) オーディオ入力パートの音量を設定します。

設定値:0～127

Pan (パン) オーディオ入力パートのパン(ステレオ定位)を設定します。

設定値: L63 (左端)～C (センター )～R63 (右端)

マルチプレイ画面 マルチエディットセレクト画面 エディット画面
(Arpeggio画面の場合)

マルチコモンエディットセレクト画面
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 91 
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資
料 
Mono / Stereo (モノ/ステレオ) 入力された左右2チャンネルの音声を、どのように使うかを設定します。
設定値: L mono、R mono、L+Rmono、stereo

L mono (Lモノラル)..............................左チャンネルの音声だけを使います。

R mono (Rモノラル) .............................右チャンネルの音声だけを使います。

L+Rmono (L+Rモノラル)...................左チャンネルと右チャンネルをミックスして、モノラル音声として処理します。

stereo (ステレオ) ..................................入力されたステレオ音声を、ステレオのまま処理します。

Output Select
(アウトプットセレクト)

オーディオ入力パートの出力先を設定します。
設定値:補足説明のアウトプットセレクト一覧表(90ページ)をご覧ください。

Chorus Send (コーラスセンド) オーディオ入力パートのコーラスエフェクトヘ送る信号の量を設定します。値を大きくするとコーラスが
深くなります。「Output Select」が「L&R」に設定されている場合のみ、設定可能です。

設定値:0～127

Reverb Send (リバーブセンド) オーディオ入力パートのリバーブエフェクトヘ送る信号の量を設定します。値を大きくするとリバーブが
深くなります。「Output Select」が「L&R」に設定されている場合のみ、設定可能です。
設定値:0～127

Dry Level (ドライレベル) オーディオ入力パートの、システムエフェクト(リバーブ、コーラス)をバイパスする(通さない)信号の量を
設定します。「Output Select」が「L&R」に設定されている場合のみ、設定可能です。

設定値:0～127

4 MEQ (マスター EQ)
マルチ全体の音質補正を行ないます。5バンドの帯域でそれぞれ特定の周波数付近の
信号レベルを増減させることができます。

Shape (シェイプ) EQの両端に当たるLow (ロー )とHigh (ハイ)の2つのバンドについて、シェルビングとピーキングのどち
らのタイプとして使うかを設定します。
設定値: shelv、peak

Freq (フリケンシー ) 「Gain (ゲイン)」によってブースト/カット(増減)する中心周波数を設定します。
設定値:

Low (ロー)
シェルビングの場合: 32Hz～2.0kHz
ピーキングの場合: 63Hz～2.0kHz

Lo-Mid (ローミッド)、Mid (ミッド)、Hi-Mid (ハイミッド)
100Hz～10.0kHz

High (ハイ)
500Hz ～16.0kHz

Gain (ゲイン) 「Freq (フリケンシー)」で設定した周波数付近の信号レベルを、どの程度ブースト/カット(増減)するかを
設定します。

設定値: -12dB～+0dB～+12dB

Q (キュー ) 「Freq (フリケンシー)」で設定した周波数付近の信号レベルを増減
させて、さまざまな周波数特性カーブを作ることができます。値が
大きくなると周波数の範囲が狭くなり、急な音色変化になります。
値が小さくなると周波数の範囲が広くなり、なだらかな音色変化に
なります。

設定値:0.1～12.0 

n Low (ロー )とHigh (ハイ)に関しては、「Shape」を「shelv」に設定
すると、「Q」は空欄になり、設定できなくなります。

Low HighHi-MidMidLo-Mid

–

+

0

ゲイン
(Gain)

Q (周波数特性)

5バンドの帯域

周波数
(Frequency)

–

+

0

–

+

0

周波数

EQ Low EQ High

周波数

ゲイン

フリケンシー 

–

+

0
周波数

ゲイン
フリケンシー

shelv (シェルビングタイプ)

特定の周波数以下あるいは以上の信号を盛り上げたり削ったり
するタイプのイコライザー。

peak (ピーキングタイプ)

特定の周波数帯の信号を盛り上げたり削ったり
するタイプのイコライザー。

ゲイン

フリケンシー

–

+

0

0.1

12.0

フリケンシー 

周波数
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資
料 
5 Control (コントローラー)

Assign 1 Value
(アサイン1バリュー )

Assign 2 Value
(アサイン2バリュー )

Assign1/2に割り当てた機能の設定値を間接的に増減します。ノブから直接操作可能なパラメーターで
す。

設定値: -64～+0～+63 

n ASSIGN1/2の機能は、ボイスコモンエディットのControl画面の「Ctrl Set 1～6 Src」(71ページ)で設定しま
す。

6 Effect (エフェクト) 

nこの画面に入るには、マルチモードで[EFFECT]ボタンを2秒以上押し続けることでも可能です。

1 Chorus To Reverb

(コーラス トゥー リバーブ)

コーラスエフェクトで処理された信号をリバーブエフェクトへ送る量を設定します。値を大きくすると、
コーラスがかかった音にリバーブが深くかかる状態になります。

設定値:0～127

2 Chorus Return
(コーラスリターン)

コーラスエフェクトで処理された信号の出力レベル(リターンレベル)を設定します。
設定値:0～127

3 Chorus Pan (コーラスパン) コーラスエフェクトで処理された信号の、左右の定位を設定します。
設定値: L63 (左端)～C (センター )～R63 (右端)

4 Reverb Return
(リバーブリターン)

リバーブエフェクトで処理された信号の出力レベル(リターンレベル)を設定します。
設定値:0～127

5 Reverb Pan (リバーブパン) リバーブエフェクトで処理された信号の、左右の定位を設定します。

設定値: L63 (左端)～C (センター )～R63 (右端)

6 Chorus (コーラス)

7 Reverb (リバーブ)

8 Master (マスターエフェクト)

ここにカーソルがあるときに、[ENTER]ボタンを押すか、またはエンコーダーノブを押すと、各エフェク
トのタイプやパラメーターを設定するエフェクトパラメーター画面に移動します。

エフェクトパラメーター

Switch (スイッチ) マスターエフェクトでのみ有効なパラメーターです。

設定値: off、on

Category (カテゴリー )

Type (タイプ)

カテゴリーでは、エフェクトの大きな区分けを選びます。タイプでは、カテゴリーの中から目的のエフェ
クトタイプを選びます。

設定値:カテゴリーとエフェクトタイプについての詳細は、「MOTIF-RACK XSのしくみ」の59ページをご覧ください。 

n「Reverb」と「Master」のエフェクトパラメーター画面では、カテゴリーは1つなので、「Category」の設定は
できません。

Preset (プリセット) 各エフェクトタイプに用意されているエフェクトパラメーターのプリセットプログラムを選択できます。
プリセットプログラムを変更することで、エフェクトのかかり方を変更できます。 

n各エフェクトタイプのプリセットについては、別冊データリストをご覧ください。

エフェクトパラメーター1～16 エフェクトパラメーターは、選ばれているエフェクトタイプによって異なります。エフェクトパラメー
ターの詳細については61ページをご覧ください。エフェクトタイプごとのエフェクトパラメーターについ
ては、別冊データリストのエフェクトタイプリストをご覧ください。

2

5 87 4

6 1 3
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 93 
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資
料 
パートエディット
マルチを構成するパートを、個別にエディットします。

手 順 [MULTI] → プログラム選択 → [EDIT] → マルチエディットセレクト画面でエディットしたいパート1～16を選択 →
[ENTER] → マルチパートエディットセレクト画面で画面選択→ [ENTER] → エディット画面

1 Voice (ボイス)

Bank (バンク)
Number (ナンバー )

ボイスバンクとボイスナンバーを設定して、パートに割り当てるボイスを選択します。

Param. with Voice
(パラメーター ウィズ ボイス)

「Bank」、「Number」を変更したとき、選択されたボイスが持っている以下の設定を、パートにコピーす
るかどうかを設定します。
アルペジオ設定、フィルターカットオフ周波数、フィルターレゾナンス、アンプリチュードEG、フィル
ターEG、ピッチベンドレンジアッパー /ロワー、ノートシフト 

n「Mono/Poly」、「Porta Sw (ポルタメントパートスイッチ)」、「Porta Time (ポルタメントタイム)」、「Porta
Mode (ポルタメントモード)」については、「Param. with Voice」の設定に関わらず、ノーマルボイスの場合は
常にコピーされます。

設定値: off (コピーしない)、on (コピーする)

Receive Ch (レシーブチャンネル) 選択したパートのMIDIレシーブチャンネル(MIDI受信チャンネル)を設定します。音源には、さまざまな
チャンネルのMIDIデータが流れてくるため、その中から受信チャンネルと一致したチャンネルデータのみ
を扱い、発音させるように設定します。本体のノブ操作によるMIDIデータの送信チャンネルは、この
MIDIレシーブチャンネルの設定と同じになります。

設定値:01～16、off

2 Play Mode (プレイモード)

Volume (ボリューム) 各パートの音量を設定します。他のパートとの音量バランスを取るときなどに使います。ノブから直接操
作可能なパラメーターです。
設定値:0～127

Pan (パン) 各パートのパン(ステレオ定位)を設定します。ノブから直接操作可能なパラメーターです。
設定値: L63 (左端)～C (センター )～R63 (右端) 

nボイスを構成する複数のエレメントの定位が左右に分けて設定されている場合には、パンの効果が分かりにくい
ことがあります。

Voice Elm Pan
(ボイスエレメントパン)

各パートのボイスが、ボイスエレメントエディットで設定されたパンの値を有効にする(on)か、しない
(off)かを設定します。offに設定すると、ボイスエレメントエディットでのパン設定をC (センター )とみな
します。
設定値: on、off

Note Shift (ノートシフト) 各パートの音程を半音単位で調整します。
設定値: -24～+0～+24

Detune (デチューン) 各パートの音程を0.1ヘルツ単位で微調整します。

設定値: -12.8Hz～+0Hz～+12.7Hz

PB Range Upper
(ピッチベンドレンジアッパー )

PB Range Lower
(ピッチベンドレンジロワー )

ピッチベンドホイールの変化幅を半音単位で設定します。たとえばアッパーの値を+12に設定した場合、
ピッチベンドホイールの上方向の動作で、1オクターブ上までのコントロールが可能となります。また、
ロワー(左側)の値を-12に設定した場合、ピッチベンドホイールの下方向の動作で、1オクターブ下まで
のコントロールが可能となります。

設定値: -48semi～+0semi～+24semi

マルチプレイ画面 マルチエディットセレクト画面 エディット画面
(Voice画面の場合)

マルチパートエディットセレクト画面
MOTIF-RACK XS 取扱説明書  
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資
料 
Mono / Poly (モノ/ポリ) 発音方式を選択します。
設定値:mono、poly

mono (モノ) ............................................単音で演奏する状態です。レガート演奏をするとアタック音が出ないため、滑らか
な演奏を再現できます。

poly (ポリ) ...............................................和音で演奏できる状態です。

Note Limit Lo/Hi
(ノートリミットロー /ハイ)

パートが発音する音程の最低音と最高音を設定します。ここで設定した最低音(Low)と最高音(High)の鍵
盤範囲で、パートが発音します。C5～C4のように最低音の方が最高音より音程が高いような設定を行
なった場合、C -2～C4とC5～G8の範囲で発音します。

設定値:C -2～G8

Velocity Limit Lo/Hi
(ベロシティーリミット ロー /ハイ)

パートが発音するベロシティーの、最低値(Low)と最高値(High)を設定します。ここで設定した範囲内の
ベロシティーで、パートが発音します。93～34のように最低値と最高値が逆になるような設定を行なっ
た場合、1～34と93～127の範囲で発音します。

設定値:1～127

Porta Sw
(ポルタメントパートスイッチ)

ポルタメント効果をかけるか(on)かけないか(off)を設定します。ノブから直接操作可能なパラメーターです。

設定値: off、on

Porta Time (ポルタメントタイム) ポルタメントのピッチ変化にかかる時間を設定します。値を大きくするほどピッチの変化にかかる時間が
長くなります。ノブから直接操作可能なパラメーターです。
設定値:0～127

Porta Mode (ポルタメントモード) 鍵盤の弾き方により、どのようにポルタメント効果がかかるかを設定します。
設定値: fingered、fulltime

fingered (フィンガード) .......................レガート演奏(あるキーを押したまま次のキーを押す演奏)をしたときにだけ、ポル
タメントの効果がかかります。

fulltime (フルタイム).............................常にポルタメントがかかります。

Output Select
(アウトプットセレクト)

各パートの出力先を設定します。ここでの設定により、各パートの信号を別々の端子から出力させること
ができます。
設定値:補足説明のアウトプットセレクト一覧表(90ページ)をご覧ください。

Vel Sens Depth
(ベロシティーセンシティビティーデプス)

「ノートオンを受信したときのベロシティー」に対
する、「実際に音源部に送るベロシティー」の変化
の度合いを設定します。右図のように、値を大きく
するほど、「ノートオンを受信したときのベロシ
ティー」に対して、「実際に音源に送るベロシ
ティー」の変化が大きくなり、グラフの傾きが急に
なります。値を0に設定すると、「ノートオンを受
信したときのベロシティー」が変化しても「実際に
音源に送るベロシティー」は変化しなくなり、オル
ガンのようにベロシティー変化のない状態になりま
す。
設定値:0～127

Vel Sens Offset
(ベロシティーセンシティビティー
オフセット)

実際に音源に送るベロシティーの
値を一律に増減します。右図のよ
うに、ここでの設定値から64を
引いた値が実際のベロシティー値
にプラス/マイナスされます。た
だし、プラス/マイナスした結果、
ベロシティーが1より小さくなる
場合は1になり、127より大きく
なる場合は127になります。
設定値:0 ～127

127

0 127

オフセット=64の場合

実際に音源に送る
ベロシティー

ノートオンを受信したときの
ベロシティー

デプス=127 デプス=64

デプス=32

デプス=0

127

0 12764

12764

12764

127

0

127

0

デプス=64、
オフセット=32のとき

実際に
音源に送る
ベロシティー

ノートオンを受信したときの
ベロシティー

デプス=64、
オフセット=96のとき

デプス=64、
オフセット=64のとき

実際に
音源に送る
ベロシティー

実際に
音源に送る
ベロシティー

ノートオンを受信したときの
ベロシティー

ノートオンを受信したときの
ベロシティー
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3 Arp Select (アルペジオセレクト)

パートにアサインされているボイスに登録できる5種類のアルペジオに関して、共通の設定(Arp Edit)を行なうか、各アルペジオに固有の設定(Arp
1-5 Type)を行なうかを選択します。
下記以外のパラメーターについては、ボイスコモンエディットのArp Select画面(66ページ)と同じです。 

nアルペジオテンポの設定は、マルチコモンエディットのArpeggio画面(91ページ)で行ないます。

Arp Edit (アルペジオエディット)

Arp MIDI Out Sw
(アルペジオMIDIアウトスイッチ)

アルペジオ演奏を外部にMIDIデータとして出力するかどうかを設定します。
設定値: off (MIDI出力しない)、on (MIDI出力する)

Arp Transmit Ch
(アルペジオトランスミットチャンネル)

アルペジオ演奏をMIDI出力する場合のMIDIチャンネルを設定します。「rcv ch (レシーブチャンネル)」で
は、マルチパートエディットのVoice画面の「Receive Ch」(94ページ)で設定したチャンネルで出力し
ます。
設定値:1～16、rcv ch (レシーブチャンネル)

Voice with Arp
(ボイスウィズアルペジオ)

アルペジオタイプごとに最適なボイスが登録されています。Arp 1～5 Type画面の「Type」で設定した
アルペジオタイプを変更することによって、編集中のパートに最適なボイスをコピーするかどうかを設定
します。「on」にすると、設定されたアルペジオタイプに最適なボイスがパートにコピーされます。「off」
にすると、アルペジオタイプを変更しても、最適なボイスはパートにコピーされません。

設定値: off (コピーしない)、on (コピーする)

Arp 1～5 Type (アルぺジオ1～5タイプ)
マルチパートエディットのArp Edit画面の「Voice with Arp」が「on」の場合は、この画面の「Main Category」、「Sub Category」、「Type」
を変更すると、変更後のパートボイスのバンク、ナンバー、名前をポップアップ表示します。

4 Filter (フィルター )
ここでは、各パートのボイスが持つ各エレメントのフィルター設定値を間接的に増減します。

Cutoff (カットオフ) カットオフ周波数を設定します。ここで設定した周波数が、フィルターを信号が通過するときの基準とな
ります。ノブから直接操作可能なパラメーターです。

設定値:-64～+0～+63

Resonance (レゾナンス) 各パートのボイスに設定されているフィルターの種類によって機能が切り替わります。割り当てられてい
るボイスのFilter画面(68ページ)の「Filter Type」にLPF、HPF、BPF (BPFwを除く)、BEFが選ばれ
ている場合はResonance (レゾナンス)、BPFwの場合はWidth (ウィズ)の機能となります。
Resonanceの機能の場合は、レゾナンス効果の強さを設定します。レゾナンス効果とは、カットオフで
設定したカットオフ周波数近くの信号を持ち上げ、音にクセをつける効果のことで、数値を上げるほどこ
の効果が深くなります。フィルターの中には、レゾナンスを上げることで発振を始め、ピーという音が鳴
り出すものもあります。
Widthの機能の場合は、BPFwによって通過させる周波数帯域の幅を設定します。ボイスの同名のパラ
メーター(68ページ)の値を間接的に増減します。
ノブから直接操作可能なパラメーターです。
設定値: -64～+0～+63

5 EG

FEG Attack / Decay / Release /
Depth
(FEGアタックタイム/ディケイタイム
/リリースタイム/デプス)

AEG Attack / Decay / Sustain /
Release
(AEGアタックタイム/ディケイタイム
/サステインレベル/リリースタイム)

選択中のパートの、アンプリチュード(音量)とフィルターに関するEGの設定をします。ここでの設定は、
パートに割り当てられているボイスの、各エレメントの設定に対するオフセットとなります。AEG/FEG
について詳しくは、ボイスコモンエディットのEG画面(68ページ)の説明をご覧ください。ただし、ドラ
ムボイスが割り当てられている場合は、「AEG Attack」と「AEG Decay」のみ設定可能になります。
「AEG」の各パラメーターと「FEG Depth」は、ノブから直接操作可能なパラメーターです。
設定値: -64～+0～+63

6 Part EQ (パートEQ)

パートごとに3バンドパラメトリックEQをかけて、音を補正します。ここでの設定は、パートに割り当てられているボイスの、各エレメント設定に
対するオフセットになります。ローとハイのシェイプは、シェルビングに固定されています。

Freq (フリケンシー ) 「Gain (ゲイン)」によってブースト/カット(増減)する中心周波数を設定します。値が大きくなると周波数
が高くなり、小さくなると周波数は低くなります。「Mid Freq」は、ノブから直接操作可能なパラメー
ターです。
設定値:
Low (ロー )..............................................50.1Hz～2.0kHz

Mid (ミドル)............................................139.7Hz～10.1kHz

High (ハイ)..............................................503.8Hz ～14.0kHz

Gain (ゲイン) 「Freq (フリケンシー)」で設定した周波数付近の信号レベルを、どの程度ブースト/カット(増減)するかを
設定します。ノブから直接操作可能なパラメーターです。
設定値: -12dB ～ +0dB ～+12dB
MOTIF-RACK XS 取扱説明書  
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Mid Q (ミドルキュー ) 「Freq (フリケンシー)」で設定した周波数付近の信号レベルを増
減させて、さまざまな周波数特性カーブを作ることができます。
値が大きくなると周波数の範囲が狭くなり、急な音色変化になり
ます。値が小さくなると周波数の範囲が広くなり、なだらかな音
色変化になります。ノブから直接操作可能なパラメーターです。
設定値:0.7～10.3

7 Rcv Sw (レシーブスイッチ)

パートごとにコントロールチェンジなどのMIDIメッセージを、受信する(on)か、しない(off)かを設定します。画面中にあるコントローラーの名称に
ついては、そのコントローラーを操作することにより発生するMIDIメッセージを指しています。 

nドラムボイスが割り当てられているパートでは、「Sustain (サステイン)」の設定ができません。 

nユーティリティー MIDI画面の「Bank Select Sw」/「Prg Change Sw」を「off」にした場合、ここでの「Bank Select」/「Program Change」の設定は
できなくなります。 

nこの画面の「Control Change」を「off」にすると、コントロールチェンジに関するパラメーターはすべて設定できなくなります。

設定値: off、on

8 Fx Send (エフェクトセンド)

Chorus Send (コーラスセンド) 選択中のパートにおける、コーラスエフェクトヘ送る信号の量を設定します。値を大きくするとコーラス
が深くなります。ノブから直接操作可能なパラメーターです。

設定値:0～127

Reverb Send (リバーブセンド) 選択中のパートにおける、リバーブエフェクトヘ送る信号の量を設定します。値を大きくするとリバーブ
が深くなります。ノブから直接操作可能なパラメーターです。
設定値:0～127

Dry Level (ドライレベル) 選択中のパートにおける、システムエフェクト(リバーブ、コーラス)をバイパスする(通さない)信号の量を
設定します。

設定値:0～127

Ins Effect Sw
(インサーションエフェクトスイッチ)

インサーションエフェクトを有効にするパートを設定します。このスイッチをオンに設定すると、その
パートに割り当てられているボイスのインサーションエフェクトが有効になります。インサーションエ
フェクトを切ると音が替わってしまうボイスが割り当てられているパートを、オンに設定するようにしま
しょう。
MOTIF-RACK XSには8系統のインサーションエフェクトが内蔵されているため、同時に8パートまでオ
ンに設定できます。すでに8パートがオンに設定されている場合は、他のパートをオンにできません。

設定値: off、on

–

+

0

周波数

「Freq
(フリケンシー )」

0.7

10.3
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ユーティリティーでは、システム全体に共通した設定を行ないます。ボイス/マルチモードから[UTILITY]ボタンを押すと各モードのユーティ
リティーに入ります。[EXIT]ボタンを押すと元のモードに戻ります。

ユーティリティー

手順 [UTILITY] → ユーティリティーセレクト画面で画面選択 → [ENTER] → エディット画面

1 General (ジェネラル)

Volume (ボリューム) 本体から出力されるサウンド全体のボリュームを設定します。
設定値:0～127

Note Shift (ノートシフト) 本体の音源部で鳴るサウンド全体の音程を半音単位で調整します。
設定値: -24semi～+0semi～+24semi

Tune (チューン) 本体音源部で鳴るサウンド全体のチューニングを調整します。音程をセント単位で微調整します。
設定値: -102.4cents [414.7Hz] ～+0cents [440.0Hz] ～ +102.3cents [466.8Hz]

mLANmonitor
(mLANモニタースイッチ)

MOTIF-RACK XSとコンピューターをIEEE1394ケーブルで接続して、コンピューター上のDAWソフト
ウェアと組み合わせて使う場合に、音をモニターするための内部結線を設定します。 

n DAWソフトウェアと組み合わせて使う場合には、DAWソフトウェア側の設定も必要です。詳しくは、「コン
ピューターを活用した音楽制作」(22ページ)をご覧ください。

設定値: stand alone、with PC、with PC (Mntr)

stand alone ............................................本体の音を直接OUTPUT L/MONO、Rに出力するように内部結線が設定されます。
本体とコンピューターをIEEE1394ケーブルで接続していない場合、または
IEEE1394ケーブルで接続していてもDAWを使用していない場合の設定です。

with PC ...................................................本体の音を直接OUTPUT L/MONO、Rに出力せず、DAWソフトウェア、mLAN
端子から出力するように内部結線が設定されます。本体を、DAWソフトウェアの
オーディオデバイスとして使用する場合の設定です。この設定にすると、本体の音
にコンピューター上のVST Effect をかけることもできます。

with PC (Mntr) ......................................MOTIF-RACK XSの音は直接OUTPUT L/MONO、Rに出力し、DAWソフトウェ
アの音はmLAN端子から出力するように内部結線が設定されます。本体の音をコン
ピューター上のDAWソフトウェアに録音する場合の設定です。このとき、モニ
ターする本体の音が2重にならないように、DAWソフトウェア側のレックモニ
ターをオフに設定してください。 

n「with PC」に設定して鍵盤演奏をすると、鍵盤を押すタイミングとモニター音との間にずれが生じます。

Power on Mode (パワーオンモード) 電源を入れたときに表示される画面を設定します。
設定値:multi、voice (USR1)、voice (PRE1)、voice (GM)

multi.........................................................電源を入れるとマルチモードになりユーザーマルチ001が選ばれます。

voice (USR1) ........................................電源を入れるとボイスモードになり、ユーザーボイスUSR1: 001が選ばれます。

voice (PRE1) ..........................................電源を入れるとボイスモードになり、プリセットボイスPRE1: 001が選ばれます。

voice (GM) .............................................電源を入れるとボイスモードになり、プリセットボイスGM: 001が選ばれます。

Layer 1-4 Parts
(レイヤー1～4パートスイッチ)

マルチの4パートを1パートで同時に鳴らすかどうかを設定します。このパラメーターが「on」の場合は、
パート1～4の「Receive Ch」が何に設定されていても、すべてボイスモードのユーティリティー Voice
MIDI画面の「Receive Ch (ベーシックレシーブチャンネル)」で受信するように設定されます。この場合
の詳しい操作方法は、「クイックガイド」の40ページをご覧ください。

設定値: off、on 

nこのパラメーターを「on」にしても、実際のパート1～4の「Receive Ch」は、「on」にする直前の設定から変
更されません。

ユーティリティーセレクト画面
(ボイスモードから入った場合)

エディット画面
(General画面の場合)
MOTIF-RACK XS 取扱説明書  
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ユーティリティー
 

IEEE1394 Driver
(IEEE1394ドライバー )

本体に別売のmLAN16E2を装着した場合、mLAN16E2を動作させるドライバーを選択します。AI
Driverをお使いの場合は、「ｍLAN」に設定してください。設定値について詳しくは、下記URLの
MOTIF-RACK XSのページのIEEE1394ファームウェアをご覧ください。

http://www.yamaha.co.jp/product/syndtm/dl

変更した設定を有効にするには、ユーティリティーを保存してから電源を入れなおす必要があります。

Knob Disp Time
(ノブディスプレイタイム)

パネル上のノブを回したときに、ノブポップアップ(29ページ)を表示するかどうかを設定します。

設定値: off、1 sec、1.5 sec、2sec、3 sec、4 sec、5 sec、keep

off .............................................................ノブを押している間だけポップアップを表示します。

1 sec～5 sec........................................ノブを押す/回すことにより、ポップアップを1～5秒間表示し、その後自動的に閉
じます。

keep .........................................................ノブを押す/回すことによりポップアップを表示します。他の画面/ダイアログ/
ポップアップに移るか、ノブ/[ENTRE]ボタン/[EXIT]ボタンを押すと、ポップ
アップは閉じます。

Knob Sel Disp Sw
(ノブセレクトディスプレイスイッチ)

[SELECT]ボタンを押したときに、ノブセレクトポップアップ(29ページ)を表示するかしないかを設定し
ます。ノブポップアップ(29ページ)とは異なり、ポップアップを表示させる時間の設定はできません。
設定値: off、on

Audition Button
(オーディションボタンファンクション)

[AUDITION]ボタンの機能を切り替えます。「audition sw」に設定した場合は、[AUDITION]ボタンを押
すとオーディション再生のオン/オフに、「arpeggio sw」に設定した場合は、アルぺジオ再生のオン/オ
フになります。「arpeggio sw」の場合は、ボイスコモンエディットのArp Select画面(66ページ)または
マルチコモンエディットのArpeggio画面(91ページ)の「Arp Common Sw (アルペジオコモンスイッチ)」
の「on/off」と同じ機能になります。
設定値：audition sw、arpeggio sw

Bank/Part Wrap
(バンク/パートラップアラウンド)

ボイス/マルチモードのバンク/パートの切り替え時に、最後のバンク/パートと最初のバンク/パートを連
続して切り替えできるようにする(on)か、切り替えできないようにする(off)かを設定します。ボイスプレ
イ画面、およびマルチモードの一部の画面で、カーソル[<]/[>]ボタンを使ってバンク/パートを切り替え
るときに有効です。

設定値: off、on

LCD Contrast (LCDコントラスト) LCD画面のコントラストを設定します。

設定値:1～16 

n [UTILITY]ボタンを押しながらエンコーダーノブを回すことでも、コントラストを調節できます。

L&R Gain (L&Rゲイン) OUTPUT L、R端子の出力ゲインを設定します。
設定値:0dB、+6dB

Assign L&R Gain
(アサインL&Rゲイン)

ASSIGNABLE OUT L、R端子の出力ゲインを設定します。
設定値: 0dB、+6dB

mLAN Gain (mLANゲイン) mLAN端子の出力ゲインを設定します。

設定値:0dB、+6dB

2 MIDI

MIDI In/Out (MIDIイン/アウト) MIDIメッセージの入出力口として、どの端子を使用するかを設定します。
設定値:MIDI、USB、mLAN (mLAN16E2装着時のみ設定が有効) 

n「MIDI In/Out」= 「USB」に設定している場合は、USBケーブルが本体に接続されていなければ、自動的に
「MIDI In/Out」= 「MIDI」として動作します。

MIDI Sync (MIDIシンク) アルペジオの再生を、MOTIF-RACK XS本体が持つ内部クロックで行なうか、本体と接続したコンピュー
ター上のDAWソフトウェアまたはMIDI機器のクロック(外部クロック)で行なうかを選択します。

設定値: internal、external、auto

internal (インターナル) ........................内部クロックで動作する状態です。本体を単独で使用したり、同期演奏のマスター
として使用したりする場合に、この設定を利用できます。

external (エクスターナル) ...................MIDI入力されたMIDIクロックで動作する状態です。外部機器をマスターとする場
合に、この設定を利用できます。

auto (オート)..........................................外部からMIDIクロックが入力されている場合、内部クロックは動作せず外部クロッ
クに従って音が鳴ります。外部からMIDIクロックが入力されない場合、外部機器側
で最後に設定されていたテンポで自動的に内部クロックが動作します。外部機器側
をマスターとして同期させている場合に、マスター側のMIDI送信を止めてMOTIF-
RACK XS本体のアルペジオの再生をしたいときなどに、便利な設定です。 

n外部クロックでアルペジオの再生を行なう設定にした場合は、DAWソフトウェア/外部MIDI機器側でMIDIクロッ
クがMOTIF-RACK XSに出力される設定にする必要があります。詳しくは、21ページをご覧ください。

Clock Out (クロックアウト) MIDI OUT端子からMIDIクロック(F8H)をMIDI出力する(on)か、MIDI出力しない(off)か、を設定します。
設定値: off、on 

n「MIDI Sync」が「external」の場合、MIDIクロックは出力されません。
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 99
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資
料 
Local Control (ローカルコントロール) ローカルオン/オフを設定します。ローカルオフにすると、本体の音源部と本体のノブ操作が内部的に切り
離されます。ただし、ここでの設定には関係なく本体の操作情報はMIDI出力され、MIDI入力されたメッ
セージは本体音源部で処理されます。
設定値: off (切り離す)、on (接続する)

Device No. (デバイスナンバー ) MIDIデバイスナンバーを設定します。DAWソフトウェア/外部MIDI機器との間で、バルクダンプやパラ
メーターチェンジなどのシステムエクスクルーシブメッセージの送受信を行なう場合、このMIDIデバイス
ナンバーを相手側機器のデバイスナンバーと合わせる必要があります。
設定値:1～16、all、off

all (オール) ..............................................すべてのMIDIデバイスナンバーのシステムエクスクルーシブメッセージを受信する
設定です。送信時には、「1」で送信します。

off .............................................................バルクダンプやパラメーターチェンジなどのシステムエクスクルーシブメッセージ
の送受信を行なわない設定です。送受信しようとすると、エラーメッセージがでた
り、実行されなかったりします。

Bank Select Sw
(バンクセレクトスイッチ)

バンクセレクトを送受信するかどうかを設定します。onに設定すると、DAWソフトウェア/外部MIDI機
器から送られてくるバンクセレクトを本体で受信/認識し、またパネルのボタン操作によって本体からバン
クセレクトを外部機器に送信します。offに設定すると、バンクセレクトを送受信しません。

設定値: off、on

Prg Change Sw
(プログラムチェンジスイッチ)

プログラムチェンジを送受信するかどうかを設定します。onに設定すると、DAWソフトウェア/外部
MIDI機器から送られてくるプログラムチェンジを本体で受信/認識し、またパネルのボタン操作によって
本体からプログラムチェンジを外部機器に送信します。offに設定すると、プログラムチェンジを送受信し
ません。
設定値: off、on

Receive Bulk (レシーブバルク) DAWソフトウェア/外部MIDI機器から送信されたバルクデータを受信するかどうかを設定します。
設定値: protect (受信しない)、on (受信する)

Controller Reset
(コントローラーリセット)

ボイスを切り替えた場合、コントローラー(モジュレーションホイール、アフタータッチ、フットコント
ローラー、ブレスコントローラー、ノブなど)の値をそのまま使用する(hold)か、初期値に戻す(reset)か
を設定します。
設定値: hold (ホールド)、reset (リセット)

resetにした場合のボイス切り替え時のコントローラーのリセット値は以下のとおりです。
ピッチベンド: 中央、モジュレーションホイール: 最小、アフタータッチ: 最小、フットコントローラー : 最大、フットス
イッチ: オフ、リボンコントローラー : 中央、ブレスコントローラー : 最大、アサイナブルファンクション: オフ、エクス
プレッション: 最大、サステイン: オフ

Bulk Interval (バルクインターバル) 本体のバルクダンプ機能を使った場合や外部機器からバルクリクエストを受信した場合の送信インターバ
ルを設定します。バルクダンプ機能とは、エディットバッファー(DRAM)上にある選択中のボイス/マル
チのデータを、バルクデータ(システムエクスクルーシブメッセージ)として、DAWソフトウェアや外部
MIDI機器などに送信する機能です。

設定値:0、10ms、20ms、30ms(ミリ秒)

MIDI Soft Thru
(MIDIソフトスルースイッチ)

「MIDI In/Out」が「MIDI」のときに、MIDIインプット端子から入力されたMIDIメッセージを、本体の
MIDIアウトプット端子にそのまま出力する(on)か、しない(off)かを設定します。「MIDI In/Out」が
「USB」に設定されている場合も、USBケーブルが本体に接続されていなければ、自動的に「MIDI In/
Out」=「MIDI」として動作し、この設定が有効になります。
設定値: off、on 

n MIDIインプット端子から入力したTiming Clock (F8)をMIDIスルーさせたい場合は、このパラメーターを「on」
にし、MOTIF-RACK XSからTiming Clockを出さないように「Clock Out」(99ページ)を「off」に設定する必
要があります。

Quick Setup (クイックセットアップ) ここにカーソルがある場合に、[ENTER]ボタンを押すと、クイックセットアップダイアログ(101ページ)
が表示されます。MOTIF-RACK XSでは、主な使い方に合わせて、下記のパラメーター設定の組み合わせ
を3種類用意しています。 

• Local Control (ローカルコントロール) 
• MIDI Sync (MIDIシンク)  
• Clock Out (クロックアウト) 
• Arp MIDI Out Sw (アルペジオMIDIアウトプットスイッチ)
これらの組み合わせは、クイックセットアップダイアログで選択/実行でき、一度に設定を切り替えられます。
3種類の各パラメーター設定は、このユーティリティーMIDI画面の下記パラメーターで自由に変更できます。

QS 1～3 Local Control
(クイックセットアップ1～3 ローカルコントロール)

QS 1～3 MIDI Sync
(QS1～3 MIDIシンク)

QS 1～3 Clock Out
(QS1～3クロックアウト)

QS 1～3 Arp MIDI Out Sw
(QS1～3アルペジオMIDIアウトスイッチ)

クイックセットアップ1～3の各パラメーターの設定を変更します。
設定値:

Local Control ........................................off、on

MIDI Sync...............................................internal、external、auto

Clock Out ...............................................off、on

Arp MIDI Out Sw..................................all off、all on
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クイックセットアップダイアログ
クイックセットアップのナンバーを選択し、[ENTER]ボタンを押すことで、クイックセットアップを実行するダイアログです。

1クイックセットアップナンバー

ここで、クイックセットアップとして登録されている3種類の組み合わせを選択します。
3種類の初期設定は、下表のとおりです。

設定値: 1～3

2クイックセットアップのパラメーター (表示のみ)

クイックセットアップとして設定するパラメーターを表示します。

3各パラメーターの現在の値(表示のみ)

4各パラメーターのクイックセットアップ実行後の値(表示のみ)

クイックセット
アップナンバー

説明 パラメーター 備考

1 DAWソフトウェアに、アルペジオ以外の演奏を録音す
る場合の設定です。

Local control: off
MIDI: auto
Clock Out: off
Arp MIDI Out Sw: all off

コンピューターのDAWソフトウェアのエコーバック
(MIDIスルー )の設定をオンにしてください。

2 DAWソフトウェアにアルペジオも含めた演奏を録音す
る場合の設定です。

Local control: on
MIDI: auto
Clock Out: off
Arp MIDI Out Sw: all on

コンピューターのDAWソフトウェアのエコーバック
(MIDIスルー )の設定をオフにしてください。

3 DAWソフトウェアと組み合わせて使用せず、MOTIF-
RACK XS単体で使用する場合の設定です。

Local control: on
MIDI: internal
Clock Out: on
Arp MIDI Out Sw: all off

―

3 Controller (コントローラー)

システム全体に共通の、コントローラーアサインの設定をします。パネル上のノブや外部コントローラーなどには、MIDIのコントロールチェンジナ
ンバーを割り当てて使用できます。たとえば、ノブのASSIGN1/2を使ってエフェクトの深さをコントロールしたり、外部フットコントローラーを
使ってモジュレーションをかけたりすることができます。これらのコントロールチェンジナンバーの割り当てをコントローラーアサインと呼びます。

RB Ctrl No.
(リボンコントロールナンバー )

リボンコントローラーとして外部から受信するコントロールチェンジナンバーを設定します。

設定値: off、1～95

FC 1 Ctrl No.
(フットコントローラー1 コントロールナンバー )

FC 2 Ctrl No.
(フットコントローラー2 コントロールナンバー )

フットコントローラー1、2として外部から受信するコントロールチェンジナンバーを設定します。

設定値: off、1～95

FS Ctrl No.
(フットスイッチコントロールナンバー )

フットスイッチとして外部から受信するコントロールチェンジナンバーを設定します。

設定値: off、1～95

AS 1 Ctrl No.
(アサイン1コントロールナンバー )

AS 2 Ctrl No.
(アサイン2コントロールナンバー )

パネルのASSIGN1/ASSIGN2ノブのコントロールチェンジナンバーを設定します。

設定値: off、1～95

A. Func 1 Ctrl No.
(アサイナブルファンクション 1
コントロールナンバー )

A. Func 2 Ctrl No.
(アサイナブルファンクション 2
コントロールナンバー )

ASSIGNABLE FUNCTION [1]/[2]ボタンとして外部から受信するコントロールチェンジナンバーを設
定します。
設定値: off、1～95
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 101
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料 
BC Ctrl No.
(ブレスコントローラーコントロールナンバー )

ブレスコントローラーとして外部から受信するコントロールチェンジナンバーを設定します。
設定値: off、1～95

Arp SwCtrl No.
(アルペジオスイッチコントロールナンバー )

アルペジオ再生のオン/オフを指定するコントロールナンバーを設定します。
設定値: off、1～95

Arp Hold Ctrl No.
(アルペジオホールドコントロールナンバー )

Arp Edit (アルペジオエディット) 画面の「Arp Hold」(66ページ)のオン/オフを指定するコントロール
ナンバーを設定します。

設定値: off、1～95

Arp 1-5 Ctrl No.
(アルペジオ1～5コントロールナンバー )

各ボイス/マルチに登録されているアルペジオ1～5を切り替えるコントロールナンバーを設定します。

設定値: off、1～95

Arp AssignMode
(アルペジオアサインモード)

各ボイス/マルチに登録されているアルペジオ1～5を切り替えるモードを設定します。

設定値: inc、direct

inc.............................................................指定されたコントロールチェンジを受信するたびに、アルペジオ1～5が切り替わ
ります。コントロールチェンジの値はいくつでもかまいません。

direct.......................................................指定されたコントロールチェンジの値により、アルペジオ1～5のどれかが選択さ
れます。0～25(アルペジオ1)、26～50 (アルペジオ2)、51～76 (アルペジオ
3)、77～101 (アルペジオ4)、102～127 (アルペジオ5)

4 Micro Tune (ユーザーマイクロチューニング)

ユーザーバンクのマイクロチューニングの設定を変更して、オリジナルのマイクロチューニングを作成します。1オクターブ分の調律を作成すると、
C -2～G8の範囲のすべてのオクターブに反映されます。

Number
(マイクロチューニングナンバー )

オリジナルのマイクロチューニングをユーザーバンクのどこのナンバーに作成するかを設定します。
設定値:1～8

Name (マイクロチューニングネーム) ユーザーバンクのマイクロチューニングナンバーに名前を付けます。このパラメーターにカーソルがある
ときに、[ENTER]ボタンを押してネーミングダイアログを表示し、名前を入力します。英数字を使って最
大20文字で設定できます。名前の入力方法について詳しくは、クイックガイドのボイス/マルチネームの
設定(文字入力)(47ページ)をご覧ください。

C～B (Cチューニングオフセット～
Bチューニングオフセット)

ユーザーバンクのマイクロチューニングについて、各ノートのチューニングをセント単位で操作し、オリ
ジナルのマイクロチューニングを作成します。

設定値: -99cent～+0cent～+99cent

5 Voice MIDI (ボイスMIDI)
MIDIに関する設定を行ないます。ボイスモードからユーティリティーに入った場合にのみ表示される画面です。

Receive Ch
(ベーシックレシーブチャンネル)

ボイスモードのときの、MIDI受信チャンネルを設定します。

設定値:1～16、omni、off

omni (オムニ) .........................................すべてのチャンネルを受信する設定です。 

nマルチモードのときは、各パートで設定されている受信チャンネルに従います。設定は、マルチパートエディッ
トのVoice画面の「Receive Ch」(94ページ)で行ないます。ただし、ユーティリティー General画面の
「Layer 1-4 Parts」(98ページ)が「on」に設定されている間は、マルチモードでも、選択中のマルチのパート
1～4の受信チャンネルが、すべて「Receive Ch (ベーシックレシーブチャンネル)」で設定した値になります。

Transmit Ch
(ベーシックトランスミットチャンネル)

ボイスモードのときの、ノブ操作のMIDI送信チャンネルを設定します。

設定値:1～16、off

Arp MIDI Out Sw
(アルペジオMIDIアウトスイッチ)

ボイスモードのときのアルペジエーターの演奏を、外部にMIDIデータとして出力するかどうかを設定しま
す。「on」にすると出力します。
設定値: off、on

Arp Transmit Ch
(アルペジオトランスミットチャンネル)

ボイスモードのときの、アルペジエーターの演奏を外部にMIDIデータとして出力する場合の、MIDI送信
チャンネルを設定します。

設定値:1～16

6 Voice mLAN (ボイスmLAN)
別売りのmLAN16E2を装着した場合、ボイスモードにおける、mLAN端子からのオーディオ入力の、出力先やボリューム/パン、エフェクトの深
さについて設定します。
ボイスモードからユーティリティーに入った場合にのみ表示される画面です。
各パラメーターについては、マルチコモンエディットのmLAN In画面(91ページ)と同じです。

7 Voice MEF (ボイスマスターエフェクト)

ボイスモードにおける、マスターエフェクトの設定を行ないます。全ボイスに共通の設定となります。
ボイスモードからユーティリティーに入った場合にのみ表示される画面です。

Switch (スイッチ) マスターエフェクトを使用するかどうかを設定します。「on」に設定すると、マスターエフェクトを使用
する状態になります。
設定値: off、on
MOTIF-RACK XS 取扱説明書  
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Type (タイプ) エフェクトタイプを選びます。エフェクトタイプについての詳細は、「MOTIF-RACK XSのしくみ」の59
ページをご覧ください。

Preset (プリセット) 各エフェクトタイプに用意されているエフェクトパラメーターのプリセットプログラムを選択できます。
プリセットプログラムを変更することで、エフェクトのかかり方を変更できます。各エフェクトタイプの
プリセットについては、別冊データリストをご覧ください。

エフェクトパラメーター エフェクトパラメーターは、選ばれているエフェクトタイプによって、その数や画面構成が異なります。
エフェクトパラメーターの詳細については61ページをご覧ください。エフェクトタイプごとのエフェクト
パラメーターについては、別冊データリストのエフェクトタイプリストをご覧ください。

8 Voice MEQ (ボイスマスター EQ)

ボイスモードにおけるマスター EQを設定し、ボイス全体の音質補正を行ないます。全ボイスに共通の設定となります。
ボイスモードからユーティリティーに入った場合にのみ表示される画面です。
各パラメーターについては、マルチコモンエディットのMEQ画面(92ページ)と同じです。

9 Factory Set (ファクトリーセット)
本体内蔵のユーザーメモリー(46ページ)を工場出荷時の状態に戻すファクトリーセットを実行する画面です。この画面での設定は、ファクトリー
セットを実行すると、自動的に保存されます。実行手順については、「クイックガイド」の「工場出荷時の状態に戻す」(48ページ)をご覧ください。

ファクトリーセットを実行すると、現在のユーザーメモリーのボイス、マルチなどのデータや、ユーティリティーでのシステム設定の内容が、すべて工場出荷時
の設定に書き換えられてしまいます。大切なデータを失わないようにご注意ください。必要な設定内容は、バルクダンプ機能を使って前もってコンピューターの
DAWソフトウェアなどに保存されることをおすすめします(47ページ)。

Auto Factory Set
(パワーオンオートファクトリーセット)

オンに設定すると、電源を入れるたびに、自動的に工場出荷時の状態に戻ります。変更した設定を保存す
るには、変更後にファクトリーセットを実行する必要があります。

設定値: off、on

パワーオンオートファクトリーセットにチェックを入れてファクトリーセットを実行すると、電源を入れ直すた
び、自動的にファクトリーセットを実行するように設定されます。通常はオフの設定にしておいてください。
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資料

メッセージリスト

LCD 表示 説明 

All data is initialized upon power-
on. Continue?

次に電源を入れたときにすべてのデータが工場出荷状態に戻るように設定されたときの、確認を求める表示
です。 

Are you sure? 各操作を実行したときの、確認を求める表示です。 

Bulk data protected. バルクデータ受信のプロテクト(100ページ)がかかっています。 

Completed. 処理が完了したときに表示されます。 

Device number is off. デバイスナンバーがオフなので、バルクデータを送受信できません。 

Device number mismatch. デバイスナンバーが異なるので、バルクデータを受信できません。 

Executing... 実行中です(コマンドの実行中に表示されます)。表示中は絶対に電源を切らないでください。 

Illegal bulk data. バルクデータ、バルクリクエスト受信中にエラーが生じました。 

MIDI buffer full. 一度に大量のMIDIデータを受信したので処理できませんでした。 

MIDI checksum error. 受信したシステムエクスクルーシブのチェックサムが違います。 

MIDI data error. MIDIデータを受信中にエラーが生じました。もう一度送信してみてください。 

Mixing Voice full. ストアできるミキシングボイスの最大数を超えている場合に表示されます。 

Now executing Factory set... 工場出荷時の設定に書き換え中です。 

Now receiving MIDI bulk data... MIDIバルクデータ受信中に表示されます。 

Now transmitting MIDI bulk data... MIDIバルクデータ送信中に表示されます。 

Please keep power on. フラッシュROMへのデータの書き込み中です。
表示中は絶対に電源を切らないでください。表示中に電源を切ると、ユーザーデータが失なわれたり、シス
テムが壊れて次に電源を入れたときに正常に立ち上がらなくなる恐れがあります。 

The received MIDI bulk data’s type 
is not compatible with the current 
mode/voice type.

送信したときと違うモードでバルクデータを受信しようとした場合に表示されます。送信時のモードと同じ
モードでバルクデータを受信してください。また、受信先のボイスとバルク送信されるボイスのタイプ
(ノーマルボイス/ドラムボイス)が違う場合にも表示されます。同じタイプのボイスを受信するようにして
ください。 

The setting is available upon next 
power-on after storing Utility. 

「IEEE1394 Driver」(99ページ)の設定を変更してユーティリティーをストアすると、次に電源を入れた
ときから「IEEE1394 Driver」の設定が有効になることを示しています。
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MIDI (ミディ )は、Musical Instrument Digital Interfaceの頭文字をとったもので、楽器同士を接続して演奏情報や音色情報などをやりと
りするために作られた世界統一の規格です。世界統一規格ですから、メーカーや楽器の種類が違ってもデータをやりとりできます。

MIDIでは、「鍵盤を弾く｣、｢ボイスを選ぶ｣といった演奏に関する情報以外に、画面を切り替えるための情報や、テンポをコントロールするた
めの情報など、さまざまな情報をやりとりできます。これらの情報をフルに活用すると、鍵盤やコントローラーを使って演奏するだけではな
く、パートごとのパンやリバーブの深さを変えたり、エフェクトの設定を変更するなど、本体パネルで設定するパラメーターのほとんどを、
外部MIDI機器からMIDIを通してコントロールできます。

「MIDIについて」では、データ/値を10進数や2進数、16進数で表現しています。16進数の場合は数値の後(または列の頭)にH
(Hexadecimal)が付いています。また、"n"は任意の整数を表します。

MIDIチャンネル

MIDIの情報には、MIDIチャンネルという1～16の番号が割り当て
られています。このMIDIチャンネルを使って、1本のMIDIケーブル
で同時に16パート分の情報を送る仕組みになっています。

MIDIチャンネルは、テレビのチャンネルと同じようなものだと考え
ることができます。テレビの放送局は、あらかじめ割り当てられた
チャンネルで情報を送信します。各家庭では複数の放送局から送ら
れてきた情報を同時に受信した上で、特定のチャンネルを選択する
ことで目的の放送局の情報(番組)をみることができるわけです。

MIDIチャンネルもこれと同じ仕組みです。MIDIデータは、送信側
の楽器で設定されたMIDI送信チャンネル(MIDIトランスミットチャ
ンネル)によってMIDIケーブルを通り受信側の楽器に送られます。
このとき、受信側の楽器で設定されるMIDI受信チャンネル(MIDIレ
シーブチャンネル)が、送信側のチャンネルと一致してはじめて音が
鳴ります。

MIDI送信チャンネルと受信チャンネルの具体的な設定方法は、21
ページをご覧ください。

MIDIチャンネルは「16」まで規定されていますが、16チャンネル

(パート)を超えるMIDIデータも扱えるよう「ポート」という概念が
あります。詳細は、18ページをご覧ください。

本体で送受信できるMIDIメッセージ

MIDIメッセージは、大きく分けてチャンネルメッセージとシステム
メッセージの2つのタイプがあります。それぞれのタイプには以下
のようなメッセージがあります。別冊「データリスト」のMIDIデー
タフォーマット、MIDIインプリメンテーションチャートとあわせて
お読みください。

チャンネルメッセージは、チャンネルごとに個別に送られる、演奏
についての情報のことです。

■ ノートオン/オフ
鍵盤の演奏情報を伝えるメッセージです。

ノートオンは鍵盤を押さえたときに送信されるメッセージで、ノー
トオフは鍵盤を離したときに送信されるメッセージです。

各メッセージには、どの鍵盤を演奏したかを示す｢ノートナンバー｣
と、どれくらいの強さで演奏したかを示す｢ベロシティー｣という2
種類のデータが含まれます。

ノートナンバーの受信範囲は、中央のド(C3)を60として、
0 (C -2)～127 (G8)です。ベロシティーの情報はノートオンにの
み含まれ、受信範囲は1～127です。

■ コントロールチェンジ
ボリュームやパンなどをコントロールするメッセージです。いろい
ろな種類のコントロールチェンジには、それぞれコントロールナン
バーが付いています。

バンクセレクトMSB (コントロールナンバー0)

バンクセレクトLSB (コントロールナンバー32)
外部機器からボイスのバンクを選択するMIDIメッセージです。MSBと
LSBの2つのコントロールチェンジの組み合わせでボイスバンクが選択
されます。音源のモードによってMSBとLSBの働きが異なります。

MSBの値でノーマルボイスとドラムボイスといったボイスの大きな区分
けを、LSBの値でボイスのバンクを設定します。

実際には、バンクセレクトMSB、LSBを受信したあと、プログラム
チェンジを受信してはじめてボイスバンクが切り替わります。

ボイスバンクを含めてボイスを切り替える場合は、バンクセレクトとプ
ログラムチェンジをセットにして、MSB、LSB、プログラムチェンジ
の順に送信します。
各ボイスバンクとボイスについては、別冊の「データリスト」をご覧く
ださい。

MIDIについて

MIDIチャンネルとMIDIポート

1

天気予報 

NEWS

2

2

NEWS

MOTIF XS MOTIF-RACK XS

MIDI 
ケーブル 

チャンネルメッセージ
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モジュレーションホイール(コントロールナンバー1)
モジュレーションホイールを操作したときに出力されるMIDIメッセージ
です。値が0のときモジュレーションはかからず、127のとき最大にか
かります。

ポルタメントタイム(コントロールナンバー 5)
ポルタメントのかかり方を調節するMIDIメッセージです。0のときポル
タメント効果はなく、127のとき効果は最大になります。

ポルタメントスイッチ(コントロールナンバー 65)をオンにしないと効
果はありません。

データエントリーMSB (コントロールナンバー6)

データエントリーLSB (コントロールナンバー38)
RPN MSB、RPN LSBで指定したパラメーターの値を設定するMIDI
メッセージです。MSBとLSBの2つのコントロールチェンジの組み合わ
せでパラメーターの値が設定されます。

メインボリューム(コントロールナンバー7)
パートごとのボリューム(音量バランス)を調節するMIDIメッセージで
す。値が0のとき音が出ず、127のとき音量が最大になります。パート
ごとの音量のバランスを調節するときに使います。

パン(コントロールナンバー10)
パートごとのパン(ステレオ再生したときの音の定位)を調節するMIDI
メッセージです。値が0のときいちばん左に、64のときに中央に、
127のときいちばん右に移動します。

エクスプレッション(コントロールナンバー 11)
パートごとのエクスプレッションを設定するMIDIメッセージです。値が
0のとき音が出ず、127のとき音量が最大になります。曲中での音量変
化(抑揚)をつけるときに使用します。

ホールド1(コントロールナンバー 64)
サステインペダルのオン/オフを設定するMIDIメッセージです。ペダル
を踏んだときに発音していた音を持続します。値が0～63のときサステ
インペダルがオフ(離した状態)、64～127のときオン(踏んだ状態)にな
ります。オンのときはノートオフを受信しても発音している音が持続し
ます。

ポルタメント(コントロールナンバー65)
ポルタメント効果のオン/オフを設定するMIDIメッセージです。値が0
～63のときポルタメントがオフ、64～127のときオンになり、ポルタ
メント効果がかかります。
また、Mono/Polyの設定がmonoのときにONにすると、前に弾いた鍵
盤を離さずに次の鍵盤を弾くことで、前の鍵盤を弾いたときからの
PEG/FEG/AEGを引き継ぎ、音色(ねいろ)をなめらかにつなげて演奏す
ることができます(レガート)。
ポルタメントタイム(コントロールナンバー5)でかかり方を調節する必
要があります。

ソステヌートペダル(コントロールナンバー 66)
ピアノのソステヌートペダルのオン/オフを設定するMIDIメッセージで
す。値が0～63のときソステヌートがオフ、64～127のときオンにな
り、ソステヌート効果がかかります。

特定の音(ノートナンバー )の発音中にオンにすると、オフするまでその
音が持続します。

ハーモニックコンテンツ(コントロールナンバー 71)
ボイスやパートごとのフィルターのレゾナンスを調節するMIDIメッセー
ジです。0～127の値を－64～＋63に置き換えて元の音色データに加
減され、レゾナンスが変更されます。

リリースタイム(コントロールナンバー 72)
パートごとのAEGリリースタイムを調節するMIDIメッセージです。

0～127の値を－64～＋63に置き換えて元のボイスデータに加減さ
れ、リリースタイムが変更されます。

アタックタイム(コントロールナンバー 73)
パートごとのAEGアタックタイムを調節するMIDIメッセージです。
0～127の値を－64～＋63に置き換えて元のボイスデータに加減さ
れ、アタックタイムが変更されます。

ブライトネス(コントロールナンバー 74)
パートごとのフィルターカットオフ周波数を調節するMIDIメッセージで
す。0～127の値を－64～＋63に置き換えて元のボイスデータに加減
され、カットオフ周波数が変更されます。

ディケイタイム(コントロールナンバー 75)
パートごとのAEGディケイタイムを調節するMIDIメッセージです。
0～127の値を－64～＋63に置き換えて元のボイスデータに加算さ
れ、ディケイタイムが変更されます。値を大きくすると立ちあがり後の
余韻が長くなります。

エフェクト1デプス(リバーブセンドレベル)
(コントロールナンバー91)
リバーブエフェクトに対するセンドレベルを設定するMIDIメッセージです。

エフェクト2デプス(コーラスセンドレベル)
(コントロールナンバー93)
コーラスエフェクトに対するセンドレベルを設定するMIDIメッセージです。

データインクリメント(コントロールナンバー 96)

データデクリメント(コントロールナンバー 97)
外部機器のRPN (下記参照)でピッチベンドセンシティビティー、ファイ
ンチューン、コースチューンを指定した後、それぞれのパラメーターの
値を1ずつ増減するMIDIメッセージです。

RPN LSB (レジスタードパラメーターナンバー LSB)
(コントロールナンバー100)

RPN MSB (レジスタードパラメーターナンバーMSB)
(コントロールナンバー101)
外部機器から、ピッチベンドセンシティビティーやチューニングなど、
パートの設定をオフセット値で変更するためのMIDIメッセージです。
RPN MSB、RPN LSBで変更したいパラメーターを指定したあと、前述
のデータインクリメント/デクリメントでパラメーターの値を設定します。

RPNが設定されると、その後同じチャンネルで受信するデータエント
リーは、設定したRPNの値として処理されます。このメッセージを使っ
てコントロールした後は、一旦パラメーターナンバーをNull (7FH,
7FH)に設定し直して誤操作を防止してください。
以下のパラメーターをコントロールできます。

RPN MSB RPN LSB パラメーター名

00H 00H ピッチベンドセンシティビティー

00H 01H ファインチューニング

00H 02H コースチューニング

7FH 7FH RPNヌル
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 
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■ チャンネルモードメッセージ

オールサウンドオフ(コントロールナンバー 120)
各パートの発音中の音をすべて消去するMIDIメッセージです。
ホールド1やソステヌートなどのチャンネルメッセージは保持します。

リセットオールコントローラー (コントロールナンバー121)
コントローラーの値を初期設定値に戻すMIDIメッセージです。

次の各値を初期値に戻します。

オールノートオフ(コントロールナンバー123)
各パートのオンになっているノートをすべてオフにするMIDIメッセージ
です。ただし、ホールド1またはソステヌートがオンになっている場合
は、それがオフになるまでは音は消えません。

モノ(コントロールナンバー126)
オールサウンドオフを受信したときと同じ処理を行ない、3rd byte

(モノ数)が0～16の範囲内にあればそのチャンネルのパートをモノモー
ドにします。

ポリ(コントロールナンバー127)
オールサウンドオフを受信したときと同じ処理を行ない、そのチャンネ
ルのパートをポリモードにします。

■ プログラムチェンジ
ボイスを選択するためのMIDIメッセージです。バンクセレクトと組み合
わせて使用すると、すべてのバンクのボイスをMIDIで選択できるように
なります。
ボイスリストについては、別冊の「データリスト」をご覧ください。 

nプログラムチェンジを0～127で設定する場合は、データリストのNo.か
ら1を引いた数で指定します。たとえば、No.128のプログラムを指定す
る場合は、プログラムチェンジ=127になります。

■ ピッチベンド
ピッチベンドホイールの演奏を伝えて、ピッチを変化させるMIDIメッ
セージです。

■ チャンネルアフタータッチ
鍵盤を弾いた後、更に押さえつける強さを伝えて、音に変化をつける
MIDIメッセージです。

■ ポリフォニックアフタータッチ
各鍵盤ごとに、鍵盤を弾いた後の更に押さえつける強さを伝えるMIDI
メッセージです。

システムメッセージは、機器間の同期などシステム全体に関連した
設定を行なう情報です。

■ システムエクスクルーシブメッセージ
システムエクスクルーシブメッセージのバルクダンプやパラメーター
チェンジでは、デバイスナンバーと呼ばれる専用のMIDIチャンネルのよ
うなものがあり、送信側の機器と受信側の機器で一致していなければな
りません。このMIDIメッセージを使うと、外部MIDI機器から本体のほ
とんどすべての設定をエディットすることも可能になります。

システムエクスクルーシブメッセージには、ユニバーサルメッセージと
いうものもあり、GMシステムオンなどのようにデバイスナンバーの不
要なものもあります。

GMシステムオン
本体をGMシステムレベル1に準拠した音源として機能させるための
MIDIシステムエクスクルーシブメッセージです。GMに定義されたすべ
てのMIDIメッセージを受信可能な状態にします。

GMシステムオンを受信すると、マルチのパート1～16のReceiveCh
(レシーブチャンネル)はそれぞれ1～16に初期化されます。

F0 7E 7F 09 01 F7 (16進数) 

n このメッセージのあと、最初のノートオンまでの間隔は、4分音符程度以
上空けてください。

MIDIマスターボリューム
すべてのチャンネルの音量を一度にコントロールするためのシステムエ
クスクルーシブメッセージです。

mmには、音量を設定します(llは無視)。

F0 7F 7F 04 01 ll mm F7 (16進数)

モードチェンジ
モードを切り替えます。

nには、デバイスナンバー (100ページ)を設定します。
mには、0～6を設定します(0: Voice、1～4: 使われません、5: Multi、
6: Demo)。

F0 43 1n 7F 03 0A 00 01 0m F7　(16進数)

■ システムリアルタイムメッセージ
アクティブセンシング(FEH)
演奏中にMIDIケーブルが抜けたり、断線したりしてトラブルが起こるの
を防ぐためのMIDIメッセージです。アクティブセンシングを受信する
と、本体はMIDIケーブルの状態を監視する状態に入ります。アクティブ
センシングを受信してから約300msec以上経っても次の信号がこない
場合は、MIDIケーブルにトラブルが起きたと判断して、オールノートオ
フとリセットオールコントローラーを受信したときと同じ処理をします。

タイミングクロック(F8H)
他のMIDI機器と同期するために送受信されるメッセージです。内部ク
ロックを使用するかMIDI INからのクロックを使用するかを、[UTILITY]
→ MIDI画面 → MIDI Syncで設定できます。

2nd BYTE 3rd BYTE MESSAGE

120 0 オールサウンドオフ

121 0 リセットオールコントローラー

123 0 オールノートオフ

126 0～16 モノ

127 0 ポリ

コントローラー 初期値

ピッチベンド 0 (中央)

アフタータッチ 0 (off)

ポリフォニックアフタータッチ 0 (off)

モジュレーション 0 (off)

エクスプレッション 127 (最大値)

ホールド1 0 (off)

ポルタメント 0 (off)

ソステヌート 0 (off)

ソフトペダル 0 (off)

ポルタメントコントロール ソースキーナンバーを取り消す

RPN 番号未設定状態となり、内部データは変更
されない

NRPN

システムメッセージ
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 107 
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mLAN16E2( 別売 )の取り付け

MOTIF-RACK XS 取扱説明書 108

別売のmLAN16E2を本体に取り付けると、IEEE1394対応コンピューターとの接続が可能になります。

拡張部品取り付けに関する注意

取り付け作業に入る前に、+(プラス)ドライバーを準備してくださ
い。

警告 

• 取り付け/取り外し作業は、必ず本体および周辺機器の電源を切り、本体および
取り付けられた拡張部品が十分に冷めた状態で行なってください。そして、本体
の電源コードのプラグをコンセントから抜き取り、さらに、本体と周辺機器を接
続しているケーブルを抜き取ってから行なってください。  

• ネジ類を本体内部に落とさないように注意してください。これを防ぐため、拡張
部品を取り付けている間、外したネジやカバーを本体から離れた場所に置いてお
くことを、おすすめします。落としたネジを内部に放置したまま電源を入れる
と、正常に動作しなくなったり、故障したりする場合があります。落としたネジ
が回収できない場合は、ヤマハ修理ご相談センターにご連絡ください。  

• 取り付けは、手順に従って注意深く作業してください。手順に従わなかった場
合、製品の破損や故障の原因になることがあります。  

• 拡張部品のボード部分やコネクターを分解/改造したり、過度な力を加えたりし
ないでください。ボード部分やコネクター部を曲げたり変形させたりすると、感
電や火災、または故障などの原因になります。

注意 

• 本体や拡張部品の金具で手を切らないように、厚手の手袋を着用して作業するこ
とをおすすめします。  

• 静電気の発生にご注意ください。基板上のICチップなどに影響を及ぼす場合があ
ります。基板を持ち上げる場合など十分にご注意の上、あらかじめ塗装面以外の
金属部分に触れておいたり、アースされている機器のアース線に触れたりなどし
て、静電気を逃がすようにしてください。 

• ボードの取り扱いには十分ご注意ください。落としたり、衝撃を与えると製品の
破損や故障の原因になることがあります。 

• 金属部分が露出している部分には、触れないようにしてください。接触不良など
の原因になることがあります。  

• 本体のネジはすべて使用します。なくさないようにご注意ください。 

• ネジはオプションボードの付属品、または本体に取り付けられているもの以外は
使用しないでください。サイズの違うネジを使用すると、製品の破損や故障の原
因になることがあります。

mLAN16E2の取り付け手順 

1. MOTIF-RACK XS本体の電源を切り、電源アダプターを
抜きます。
また、本体に接続している機器がある場合は、それらの機器と
の接続も外します。 

2. 本体のリアパネルにあるmLAN16E2取り付け口のふた
を外します。
mLAN16E2取り付け口のふたの固定ネジ2本をドライバーで
外し、ふたを外します。

【重要】ここで外したネジはmLAN16E2を取り付けるときに使います。な
くさないようにご注意ください。また、外したふたは、本体の中に
残さないように取り出して保管してください。

ふたを外した開口部の下側には、複数の金具が並んで取り付けられ
ています。手を切る可能性がありますので、触れないようにご注意
ください。 

3. 取り付けスロット内のガイドレールにmLAN16E2の両
端を合わせ、ガイドレールに沿ってmLAN16E2を水平
にして差し込みます。
このとき、mLAN16E2の端子がスロット内部の端子に正しく差
し込まれるように、mLAN16E2を奥まで確実に差し込みます。 

4. 手順2で外したネジ2本で、mLAN16E2と本体を固定し
ます。

mLAN16E2が固定されていないと、故障や誤動作の原因となるこ
とがありますのでご注意ください。

mLAN16E2(別売)の取り付け

ガイドレール
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「音が出ない」「音色がおかしい」などといった場合は、まず以下の
項目をチェックしてください。バルクダンプ機能(47ページ)でデー
タのバックアップをしてから、ファクトリーセット(48ページ)をす
ることで解決できることもあります。

それでも直らないときは、お買い上げのお店、または巻末のお客様
コミュニケーションセンター 音楽制作機器相談窓口、ヤマハ修理ご
相談センターにご連絡ください。

特に音が出ない場合など、次の手順で、トラブルの原因がどこにある
か見当をつけてから、それぞれの設定を確認するとよいでしょう。 

1. 本体にヘッドフォンを差し込み、MOTIF-RACK XSと外部MIDI機
器(キーボードなど)を接続して、各機器の電源を入れ(13ページ)、正
常に音が出るかを確認します。
外部オーディオ機器(スピーカーなど)からは音が出なくても、ヘッ
ドフォンから音が出る場合は、外部オーディオ機器や接続に使用し
ているコードなどに原因があります。 

2. ヘッドフォンから音が出ない場合、ボイスやマルチのプログラムを
切り替えて、他のプログラムでも同じ症状が出るかを確認します。
切り替えて症状が解消される場合は、切り替える前のプログラムの
設定に原因があります。 

n 外部シーケンサー上のソングデータのマスターボリュームやエクスプ
レッションの設定によって音量が一時的に下がっている場合も、プロ
グラムを切り替えることで、症状が解消されます。 

3. プログラムを切り替えても症状が解消されない場合、本体のボ
リュームの設定を確認します。 

4. 手順3で音が出ない場合、本体全体(UTILITY)に関する設定や外部
MIDI機器の設定、MIDIケーブルなどに原因があります。

音が出ない
本体のボリュームが下がっている場合
● マスターボリュームは十分上がっていますか?..... 10、14ページ

特定のプログラムの設定に原因がある場合
● ボリュームやレベルに関する設定は適切ですか?

以下の設定を確認してください。
[VOICE]→ [EDIT]→ 「Play Mode」を選択→ [ENTER]→ 「Volume」

..............................................................................................................65ページ

[MULTI]→ [EDIT]→ パート「1」～「16」を選択→ [ENTER]→

「PlayMode」を選択→ [ENTER]→ 「Volume」........................ 94ページ

MOTIF-RACK XSエディター上で[VOICE]をオン→エレメント/キーを選

択→「Amplitude」を選択→「Level」...................................... .....80ページ

● MOTIF-RACK XSエディター上で、各エレメントやパートが
ミュートされていませんか？
詳しくは、MOTIF-RACK XSエディターの取扱説明書をご覧くだ
さい。

● MOTIF-RACK XSエディター上のエレメントスイッチがオフに
なっていませんか？
MOTIF-RACK XSエディター上で、[VOICE]をオン→各エレメントス

イッチ/キースイッチ ...............................................................73、84ページ

● 各パートやMOTIF-RACK XSエディター上のエレメント/ドラム
キーに使用しているフィルターで音のほとんどがカットされてい
ませんか？...........................................................................76ページ

● 各パートやボイスの「FEG Depth」が下がっていませんか？
[VOICE]→ [EDIT]→ 「EG」を選択→ [ENTER]→「FEGDepth」
..............................................................................................................68ページ

[MULTI]→ [EDIT]→パート「1」～「16」を選択→ [ENTER]→
「EG」を選択→ [ENTER]→ 「FEG Depth」................................96ページ

● エフェクトの設定は間違っていませんか?............33、38ページ

● ベロシティーセンシティビティーが正しく設定されていますか?
[MULTI]→ [EDIT]→パート「1」～「16」を選択→ [ENTER]→
「Play Mode」を選択→ [ENTER]→「Vel Sens Depth」/「Vel Sens

Offset」...............................................................................................95ページ

● ノートリミット(Part/Voice)やベロシティーリミットが正しく
設定されていますか?
[MULTI]→ [EDIT]→パート「1」～「16」を選択→ [ENTER]→

「Play Mode」を選択→ [ENTER]→「Note Limit Lo/Hi」/「Velocity
Limit Lo/Hi」...................................................................................... 95ページ

MOTIF-RACK XS Editor上で[Voice]をオン→ エレメント/キーを選択
→「Oscillator/Pitch」を選択→「Note Limit」/「Velocity Limit」

..............................................................................................................74ページ

● MIDI受信チャンネルが正しく設定されていますか?
[VOICE]→ [UTILITY]→ 「Voice MIDI」を選択→ [ENTER]→

「Receive Ch」................................................................................102ページ

[MULTI]→ [EDIT]→パート「1」～「16」を選択→ [ENTER]→

「Voice」を選択→ [ENTER]→ 「Receive Ch」..........................94ページ

● 各パートの出力(Output Select)は、正しく設定されていますか?
[MULTI]→ [EDIT]→パート「1」～「16」を選択→ [ENTER]→

「Play Mode」を選択→ [ENTER]→ 「Output Select」..........95ページ

● (アルペジオがオンのとき)カテゴリーがCntrのアルペジオタイプ
を選んでいて、Key Modeの設定がdirect以外になっていませ
んか?
[VOICE]→ [EDIT]→「Arpeggio」を選択→ [ENTER]→ 「Arp Edit」を

選択→ [ENTER]→ 「Key Mode」.................................................67ページ

[VOICE]→ [EDIT]→ 「Arpeggio」を選択→ [ENTER]→「Arp

Select」を「Arp 1」～「Arp 5」に設定→「Arp 1 Type」～「Arp 5
Type」を選択 → [ENTER]→ 「Main Ctgry」.............................68ページ

[MULTI]→ [EDIT]→パート「1」～「16」を選択→ [ENTER]→
「Arpeggio」を選択→ [ENTER]→ 「Arp Edit」を選択→ [ENTER]→

「Key Mode」...................................................................................... 96ページ

[MULTI]→ [EDIT]→パート「1」～「16」を選択→ [ENTER]→

「Arpeggio」を選択→ [ENTER]→「Arp Select」を「Arp 1」～「Arp
5」に設定→「Arp 1 Type」～「Arp 5 Type」を選択→ [ENTER]→

「Main Ctgry」....................................................................................96ページ

● アルペジオの音が出ない場合、ノートリミットやベロシティーリ
ミットは正しく設定されていますか?
[VOICE]→ [EDIT]→ 「Arpeggio」を選択→ [ENTER]→「Arp Edit」

を選択→ [ENTER]→ 「Note Limit Lo/Hi」/「Velocity Limit Lo/Hi」
..............................................................................................................67ページ

[MULTI]→ [EDIT]→パート「1」～「16」を選択→ [ENTER]→
「Arpeggio」を選択→ [ENTER]→ 「Arp Edit」を選択→ [ENTER]→

「Note Limit Lo/Hi」/「Velocity Limit Lo/Hi」........................96ページ

トラブルシューティング
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 109 
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● MOTIF-RACK XSエディター上のボイスエレメントエディット
のOSC (Oscillator)にある「XA Control」を「legato」に設
定したエレメントが鳴らない場合、発音方式は「mono」になっ
ていますか？
または、同じエレメントグループに「legato」以外の「XA Control」の

設定をしたエレメントがありますか？.................................. 65、73ページ

● MOTIF-RACK XSエディター上の「XAControl」を「key off
sound」に設定したエレメントが鳴らない場合、同じエレメン
トグループのAEGレベルが下がったところで、ノートオフをし
ていませんか？
先に鳴っている同じグループのエレメントのAEGレベルで「key off

sound」は鳴ります。エレメントグループを別グループに設定するか、
AEGレベルが高いところでノートオフをしてください。..............73ページ

● MOTIF-RACK XSエディター上の「XAControl」を「AF 1
on」/「AF 2 on」/「all AF off」に設定したエレメントが鳴ら
ない場合、A. Func [1]/[2]ボタンまたは対応するコントロー
ラーを操作していますか？ ............................................101ページ

本体のシステム(UTILITY)の設定に原因がある場合

● MIDI受信チャンネルが正しく設定されていますか?
[VOICE]→ [UTILITY]→ 「Voice MIDI」を選択→ [ENTER]→「Receive
Ch」.................................................................................................... 102ページ

● MIDI IN/OUTの設定は、正しいですか?
[VOICE]→ [UTILITY]→ 「MIDI」を選択→ [ENTER] → 「MIDI In/
Out」.....................................................................................................99ページ

外部MIDI機器やソングデータに原因がある場合

● (外部シーケンサーを使う場合)シーケンサーの各トラックの送信
チャンネルとマルチの各パートのMIDIチャンネルが合っていま
すか?
[MULTI]→ [EDIT]→ パート「1」～「16」を選択→ [ENTER]→
「Voice」を選択→ [ENTER]→ 「Receive Ch」..........................94ページ

● コンピューターのエコーバック(MIDI THRU)は正しく設定され
ていますか?
詳しい設定は、お使いのDAWソフトウェアの取扱説明書をご覧
ください。

● (ソングデータを再生する場合)ソングデータのメインボリューム
やエクスプレッションに、間違った設定はありませんか?

外部オーディオ機器や接続に使用しているケーブ
ルに原因がある場合

● 外部オーディオシステム(アンプやスピーカーなど)との接続は正
しく行なわれていますか?................................................. 13ページ

● MIDIケーブルに異常はありませんか?

● 外部機器のボリュームは十分に上がっていますか?

音が歪む
● エフェクトの設定は適切ですか？

エフェクトタイプや設定によっては音が歪む場合があります

...........................................................................................33、38、57ページ

● フィルターの設定は適切ですか？
フィルターをかける場合、レゾナンスによっては音が歪む場合が

あります .............................................................................. 76、88ページ

● マスターボリュームを上げすぎてはいませんか? 65、91ページ

● ボイス全体のボリュームやマルチ各パートのボリュームを上げす
ぎてはいませんか?................................................... 65、94ページ

音が小さい

● MIDIコントロールによって、MIDIボリュームやエクスプレッ
ションが下がっていませんか?

● フィルターのカットオフ周波数の設定が下がりすぎていませんか?
....................................................................................76、77ページ

音が鳴り続けて止まらない

● [AUDITION]ボタンがオンになっている場合、オフにしてみてくだ
さい。

弾いた鍵盤(受信したノートナンバー )の
ピッチ(音の高さ)が出ない

● ユーティリティーGeneral画面の「Tune」は正しく設定されて
いますか?............................................................................98ページ

● ユーティリティーGeneral画面の「Note Shift」は正しく設定
されていますか? ................................................................98ページ

● ボイスコモンエディットのPlay Mode画面の音律(マイクロ
チューニング)で特殊な音律が選ばれていませんか?.....66ページ

● Pitchの各パラメーターは正しく設定されていますか?
.................................................................................................... 74、85ページ

● MOTIF-RACK XSエディター上のボイスエレメントエディット
で、LFO画面の「P Mod (ピッチモジュレーションデプス)」が
強くかかりすぎていませんか？........................................82ページ

● 以下の各設定が0以外に設定されていませんか?

[MULTI]→ [EDIT]→パート「1」～「16」を選択→ [ENTER]→
「Play Mode」を選択→ [ENTER]→ 「Note Shift」/「Detune」

..............................................................................................................94ページ

MOTIF-RACK XSエディター上で[VOICE]をオン→エレメント/キーを選

択→「Oscillator/Pitch」を選択→「Coarse」/「Fine」.........74ページ

[UTILITY]→ 「General」を選択→ [ENTER]→ 「Note Shift」
..............................................................................................................98ページ

音が途切れる

● 全体の発音数が最大同時発音数を越えていませんか?...52ページ

単音しか出ない

●「Mono/Poly」が「mono」に設定されていませんか?
[VOICE]→ [EDIT]→ 「PlayMode」を選択→ [ENTER]→ 「Mono/
Poly」...................................................................................................65ページ

[MULTI]→ [EDIT]→パート「1」～「16」を選択→ [ENTER] →
「Play Mode」を選択→ [ENTER]→「Mono/Poly」..................95ページ

エフェクトがかからない

● エフェクトダイアログのパラメーターは正しく設定されています
か?........................................................................................34ページ
MOTIF-RACK XS 取扱説明書  
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● ボイスコモンエディットのエフェクト設定画面で、各エフェクト
タイプが「thru (スルー )」や「No Effect 」に設定されていた
り、MOTIF-RACK XSエディター上の「Element Out」がすべ
て「thru (スルー )」に設定されていませんか？...........72ページ

● 各パートのインサーションエフェクトスイッチはオンに設定され
ていますか?........................................................................97ページ

プレイ画面に移動できない、ダイアログが表示さ
れない

● コンペア状態のときは、プレイ画面への移動やダイアログの表示
ができません。その場合は、[EDIT]ボタンを押してコンペア状
態を解除してから操作してください。

接続したコンピューターと本体との通信がうまく
できない

● コンピューター側でのポート設定は正しいですか？
.................................................................................... 18、20ページ

●「MIDI In/Out」は正しく設定されていますか？
[UTILITY]→ 「MIDI」を選択→ 「MIDI In/Out」
USBケーブルで接続している場合は「USB」に、MIDIケーブルで接続し

ている場合は「MIDI」、IEEE1394ケーブルで接続している場合は
「mLAN」に設定してください。....................................................... 99ページ

接続したMIDI機器と本体との通信がうまくでき
ない
●「MIDI In/Out」は「MIDI」に設定されていますか？

[UTILITY] →「MIDI」を選択 → 「MIDI In/Out」......99ページ

本体と接続したコンピューター/MIDI機器の
シーケンスデータを再生させても、本体の音が適
切に鳴らない

● 本体はマルチモードになっていますか?
本体がボイスモードの場合、またはユーティリティー General画面の

「Layer 1-4 Parts」が「on」に設定されている場合、シーケンスデータ
を再生させてもうまく鳴らない場合があります............................. 98ページ

バルク受信が正常にできない

● デバイスナンバーの設定は正しいですか?
本体のバルクダンプ機能を使って記録したデータを受信するとき
は、送信時と同じデバイスナンバーに設定する必要があります。
[UTILITY]→「MIDI」を選択→ [ENTER]→「Device No」
...........................................................................................................100ページ

●「MIDI In/Out」の設定は、正しいですか?
[UTILITY]→「MIDI」を選択→ [ENTER]→「MIDI In/Out」
..............................................................................................................99ページ

●「Receive Bulk」が「protect」に設定されていませんか?
[UTILITY]→ 「MIDI」を選択→[ENTER]→「Receive Bulk」....................
...........................................................................................................100ページ

● ケーブルに異常はありませんか? 

n本体に別売のmLAN16E2を取り付けたときの、mLAN端子を使った外部
機器との接続に関するトラブルシューティングについては、お使いのドラ
イバーのインストールガイドをご覧ください。 

n MOTIF-RACK XSエディター、付属DAWソフトウェア、またはUSB-
MIDIドライバーに関するトラブルシューティングについては、各ソフト
ウェアの取扱説明書またはインストールガイドをご覧ください。
MOTIF-RACK XS 取扱説明書 111 
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仕様

MOTIF-RACK XS 取扱説明書 112

仕様および外観は改良のため予告なく変更することがあります。

ソースコード配布について
本製品の最終出荷日から3年間は、製品のソースコードのうちGNU General Public License*に基づいてライセンス供与された部分については、ソー
スコードを配布させていただきます。以下の住所にお問い合わせください。

〒430-8650 浜松市中区中沢町10-1
ヤマハ(株) PA・DMI事業部MPマーケティンググループ

ソースコードの配布自体は無償ですが、ソースコードの送料につきましてはご負担いただきます。 
• 弊社(または弊社認定の関係者)以外の第三者による、この製品のソフトウェアに対する変更や追加、削除などによって発生したいかなる損害に対して
も、弊社は一切責任を負いません。 

• 弊社により一般に公開されたソースコードの再利用は保証されておりません。ソースコードに関して弊社は一切責任を負いません。 
• また、ソースコードは以下のURL でも配布しております。
http://www.yamaha.co.jp/product/syndtm/dl/source/motif-rxs/

* GNU General Public Licenseについては、別冊データリストの巻末をご覧ください。

仕様

音源部 音源方式 AWM2+アーティキュレーション機能

最大同時発音数 128音

波形メモリー 355MB相当(16bit リニア換算)、2,670ウェーブフォーム

ボイス プリセット:1,024ノーマルボイス+64ドラムキット
GM:128ノーマルボイス+1ドラムキット
ユーザー :128×3ノーマルボイス+32ドラムキット (すべてプリセットからのピックアップ)

マルチ ユーザー : 128マルチ

エフェクト リバーブ 9タイプ

コーラス 22タイプ

インサーションA 53タイプ (マルチ時最大8系統まで使用可)

インサーションB 53タイプ (マルチ時最大8系統まで使用可)

マスターエフェクト 9タイプ

マスターイコライザー 5バンド (High/HighMid/Mid/LowMid/Low)

パートイコライザー 3バンド (High/Mid/Low)

アルペジエーター 6,633タイプ
(MIDIシンク、MIDI送受信チャンネル、ベロシティーリミット、ノートリミット設定可)

コントロール ボリュームノブ、エンコーダーノブ、カーソルボタン、オーディションボタン、ストアボ
タン、エンターボタン、エグジットボタン、ボイスボタン、エフェクトボタン、
エディットボタン、マルチボタン、セレクトボタン、ユーティリティーボタン、ノブ1～5

接続端子 フロントパネル ヘッドフォン

リアパネル USB TO HOST、MIDI IN/OUT、デジタルアウトプット、アサイナブルアウトプットL/R、
アウトプットL(モノラル)/R、DC IN、mLAN(別売mLAN16E2装着時)

その他 ディスプレイ 160×64ドットグラフィックLCD (バックライト付)

付属品 電源アダプター (PA-301またはヤマハ推奨の同等品)、取扱説明書、Data List (データリ
スト)、ディスク×1枚(付属DAWソフトウェア)、保証書

消費電力 待機電力: 0.2W (本体の電源がスタンバイで、ACアダプターがコンセントと接続されてい
る場合)

mLAN16E2非装着時(本体のみ) : 15W (本体の電源がオンの場合)
mLAN16E2装着時: 20W (本体の電源がオンの場合)

デジタル出力
(COAXIAL)

44.1kHz、24 bit

寸法 480 (W) × 379.4 (D) × 44 (H) mm

質量 4.2kg

http://www.yamaha.co.jp/product/syndtm/dl/source/motif-rxs/
http://www.yamaha.co.jp/product/syndtm/dl/source/motif-rxs/
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弊社では本ソフトウェアのお客様によるご使用およびお客様へのアフ
ターサービスについて、＜ソフトウェア使用許諾契約＞を設けさせてい
ただいており、お客様が下記条項にご同意いただいた場合にのみご使用
いただけます。
本ソフトウェアのディスクの包装を解かれた場合は下記条項にご同意い
ただけたものとさせていただきますので、下記条項を充分お読みの上開
封してください。ご同意いただけない場合は、インストール、コピー、
その他のご使用はおやめください。

このソフトウェア使用許諾契約は、本製品に同梱している、スタイン
バーグ社の付属DAWソフトウェアに関して、お客様のご使用条件を規
定するものです。付属DAWソフトウェアをインストールする過程で
「スタインバーグ･エンドユーザー･ライセンス契約書」が表示されます
が、その契約書は、このソフトウェア使用許諾契約に置き換えられるた
めに、意味のないものです。インストールする際には、その「スタイン
バーグ･エンドユーザー･ライセンス契約書」を無視して「同意します」
を一律選択し｢次へ｣をクリックして、次頁(ユーザー登録)に進んでくだ
さい。

1．著作権および使用許諾
弊社はお客様に対し、ソフトウェアプログラムおよびデータファイル(以
下「本ソフトウェア」といいます。）を使用する権利を許諾します。本契
約条項は、今後お客様に一定の条件付きで配布され得る本ソフトウェア
のバージョンアッププログラム、データファイルにも適用されるものと
します。本ソフトウェアの権利およびその著作権はスタインバーグ社(ド
イツ)にあり、弊社は同社からお客様に使用許諾するためのサブライセン
ス権を得ています。本ソフトウェアの使用によって作成されたデータの
権利はお客様が取得しますが、本ソフトウェアは、関連する著作権法規
のもとで保護されています。 
• お客様ご自身が一時に一台のコンピューターにおいてのみ使用するこ
とができます。 

• バックアップが許されているものは、バックアップをとる目的での
み、機械で読み取れる形式での本ソフトウェアのコピーを作成するこ
とができます。ただし、そのバックアップコピーには本ソフトウェア
に表示されている弊社の著作権の表示や他の権利帰属についての説明
文もコピーしてください。 

• お客様は、製品本体を第三者に譲渡する場合に限り、付属品である本
ソフトウェアを使用する権利を、同じ第三者に譲渡できます。ただ
し、お客様が本ソフトウェアのコピーを保持せず、かつ譲受人が本契
約条項に同意する場合に限られます。

2. 使用制限
(1) 本ソフトウェアの使用にあたっては、次のことを遵守してください。 
• 本ソフトウェアには著作権があり、その保護のため、お客様が本ソフ
トウェアを逆コンパイル、逆アセンブル、リバース・エンジニアリン
グ、またはその他のいかなる方法によっても、人間が感得できる形に
することは許されません。 

• 本ソフトウェアの全体または一部を複製、修正、改変、賃貸、リー
ス、頒布または本ソフトウェアの内容に基づいて二次的著作物をつく
ることは許されません。 

• 本ソフトウェアをネットワークを通して別のコンピューターに伝送し
たり、ネットワークで他のコンピューターと共有することは許されま
せん。 

• 本ソフトウェアを使用して、違法なデータや公序良俗に反するデータ
を配信することは許されません。 

• 弊社の許可無く本ソフトウェアの使用を前提としたサービスを立ち上
げることは許されません。

(2) 楽曲用ＭIDIデータ等、本ソフトウェアにより使用または入手できる
著作権曲については次のことを遵守してください。 
• 本ソフトウェアの使用によって得られたデータを著作権者の許可なく
営業目的で使用することは許されません。 

• 本ソフトウェアの使用によって得られたデータを著作権者の許可なく
複製、転送または配信したり、または不特定多数にむけて再生および
演奏することは許されません。 

• 本ソフトウェアの使用によって入手できるデータの暗号を著作権者の
許可無く解除したり、電子透かしを改変したりすることは許されませ
ん。

3. 終了
本契約はお客様が本ソフトウェアをお受け取りになった日に発効します。
本契約は、お客様が著作権法または本契約条項に1つでも違反されたと
きは、弊社からの終了通知がなくても自動的に終了するものとします。
その場合には、ただちに本ソフトウェアとそれに関するドキュメンテー
ション、およびそれらのコピーをすべて廃棄しなければなりません。

4. 製品の保証
本ソフトウェアがディスク等の媒体で販売された場合や、ディスク等の
媒体で製品に同梱された場合には、弊社は、お客様が本ソフトウェアを
お受け取りになった日から14日間に限り(お受け取りの日は、受領書の
写しで証明される日とします）、媒体に物理的な欠陥があった場合には、
その原因が事故、乱用、誤用など弊社の責に帰さない事由による場合を
除き、無償で同種の良品と交換させていただきます。弊社はそれ以上の
保証はいたしません。

5. 本ソフトウェアに関する保証
本ソフトウェアのご使用についての一切のリスクはお客様のご負担とな
ります。

本ソフトウェアの商品性、特定の目的への適合性、第三者の権利を侵害
しないことの保証は明示であると黙示であるとを問わず、一切いたしま
せん。特にお客様の目的に適合することや、ソフトウェアの操作が中断
されないことやソフトウェアの欠陥や瑕疵が修正されることの保証はい
たしません。

6. 責任の制限
弊社の義務は、お客様に本契約条項の条件で本ソフトウェアの使用を許
諾することがすべてです。

弊社は、本ソフトウェアの使用、誤用またはそれを使用できなかったこ
とにより生じた直接的、派生的、付随的または間接的損害 (データの破
損、営業上の利益の損失、業務の中断、営業情報の損失などによる損害
を含む）については、通常もしくは特別の損害に拘わらず、たとえその
ような損害の発生の可能性について予め知らされた場合でも、一切責任
を負いません。すべての損害、損失、契約や違法行為等に対する訴訟申
立てについて、いかなる場合も、お客様に対する弊社の責任は、お客様
が本ソフトウェアの購入のために支払った金額を越えることはありませ
ん。

7. 一般事項
本契約条項は、弊社の権限ある者の署名のある書面によらない限り、改
訂することはできません。

本契約条項は、日本法の適用を受け、日本法に基づいて解釈されるもの
とします。本契約に関し紛争が生じた場合には東京地方裁判所を専属管
轄裁判所とします。

8. インストール時に表示される契約書
本ソフトウェアをインストールする過程で表示される「スタインバーグ･
エンドユーザー･ライセンス契約書」は、このソフトウェア使用許諾契約
に置き換えられるために、意味のないものです。

ソフトウェアのご使用条件

ソフトウェア使用許諾契約
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索引
 

ナンバー
1/4 Shift .............................................................. 87

1/4 tone .............................................................. 87

1/8 tone .............................................................. 87

3 Band EQ (3バンドEQ) .................................. 71, 83

A
AMod (アンプリチュードモジュレーション) .............. 82

A. Func 1 Ctrl No.
(アサイナブルファンクション 1 コントロールナンバー) 
........................................................................... 101
A. Func 2 Ctrl No.
(アサイナブルファンクション 2 コントロールナンバー) 
........................................................................... 101
Accnt Strt Qtz (アクセントスタートクオンタイズ)  ... 68
Accnt Vel Th
(アクセントベロシティースレッショルド) .................. 68
AEG (アンプリチュードEG) ............................... 80, 86
AEG Attack
(アンプリチュードEG アタックタイム) ................ 69, 96
AEG Decay (アンプリチュードEG ディケイタイム) ... 69
AEG Release
(アンプリチュードEG リリースタイム) ................ 69, 83
AEG Sustain
(アンプリチュードEG サステインレベル) ................... 69
AI Driver ............................................................... 18
Alternate Group (オルタネートグループ) ................. 84
Alternate Pan (オルタネートパン) ..................... 80, 86
AMP Level/Pan
(アンプリチュードレベル/パン) .......................... 79, 85
AMP Scale (アンプリチュードスケール) ................... 81
Arabic 1/2/3 (アラビック1/2/3) ........................... 87
Arp 1-5 Ctrl No.
(アルペジオ1～5コントロールナンバー ) .................. 102
Arp 1-5 Select (アルペジオ1～5セレクト) .............. 91
Arp 1～5 Type (アルペジオ1～5タイプ) ............ 68, 96
Arp Assign Mode (アルペジオアサインモード) ....... 102
Arp Common Sw (アルペジオコモンスイッチ) .......... 91
Arp Edit (アルペジオエディット) ........................ 66, 96
Arp Hold (アルペジオホールド) ................................ 66
Arp Hold Ctrl No.
(アルペジオホールドコントロールナンバー ) ............. 102
Arp MIDI Out Sw
(アルペジオMIDIアウトスイッチ) ...................... 96, 102
Arp Select (アルペジオセレクト) ....................... 66, 96
Arp Sw (アルペジオスイッチ) .................................. 66
Arp Sw Ctrl No.
(アルペジオスイッチコントロールナンバー ) ............. 102
Arp Tempo (アルペジオテンポ) ......................... 66, 91
Arp Transmit Ch
(アルペジオトランスミットチャンネル) .............. 96, 102
Arpeggio (アルペジオ) ............................................ 91
Arpeggio (アルペジオセレクト) ............................... 83
AS 1 Ctrl No. (アサイン1 コントロールナンバー) ... 101
AS 2 Ctrl No. (アサイン2 コントロールナンバー). .. 101
ASSIGN 1 (アサイン1バリュー ) ............................. 30
Assign 1 Value (アサイン1バリュー ) ............... 71, 93
ASSIGN 2 (アサイン2バリュー ) ............................. 30
Assign 2 Value (アサイン2バリュー ) ............... 71, 93
Assign L&R Gain (アサインL&Rゲイン) .................. 99
Assign Mode (アサインモード) ............................... 84
ASSIGNABLE OUTPUT L、R
(アサイナブルアウトプット L、R)端子 ....................... 12
ATTACK (AEGアタックタイム) ............................... 30
Audio Integration ................................................. 24
Audition Button
(オーディションボタンファンクション) ...................... 99
Audition No. (オーディションフレーズナンバー) ....... 66
Audition Note Shift
(オーディションフレーズノートシフト) ...................... 66
Audition Vel Shift
(オーディションフレーズベロシティーシフト) ............. 66

[AUDITION](オーディション)ボタン .........................10

Auto Factory Set
(パワーオンオートファクトリーセット) ....................103

AWM2 ..................................................................49

B
Bank (バンク) ........................................................94

Bank Select Sw (バンクセレクトスイッチ) ............100

Bank/Part Wrap (バンク/パートラップアラウンド) ...99

BC Ctrl No.
(ブレスコントローラーコントロールナンバー)  ..........102
BEF (バンドエリミネートフィルター ) .......................89
BPF (バンドパスフィルター)  ...................................88
Break Point 1～4 (ブレークポイント1～4) ........79, 81
Bulk Interval (バルクインターバル) ........................100

C
C～B
(Cチューニングオフセット～Bチューニングオフセット) 
...........................................................................102
Category (ウェーブフォームカテゴリー ) ............73, 84
Category (カテゴリー ) .....................................73, 93
Center Key (カットオフキーフォローセンシティビティー
/HPFカットオフキーフォローセンシティビティーセン
ターキー) ...............................................................77
Change Timing (チェンジタイミング) ......................67
Chorus (コーラス) ......................................59, 73, 93
CHORUS (コーラスセンド) .....................................30
Chorus Ins Send (インサーションコーラスセンド) ....84
Chorus Pan (コーラスパン) ..............................72, 93
Chorus Return (コーラスリターン) ....................72, 93
Chorus Send (キーコーラスセンド) ...................84, 85
Chorus Send (コーラスセンド) ...................72, 92, 97
Chorus ToReverb (コーラス トゥー リバーブ) ...72, 93
Clock Out (クロックアウト) ....................................99
Coarse (コースチューニング) ............................74, 85
Compressor (コンプレッサー ) ................................60
Control (コントローラー ) ............................71, 83, 93
Controller (コントローラー) ..................................101
Controller Reset (コントローラーリセット) ............100
Controller Set 1～6 Element Sw
(コントローラーセット1～6エレメントスイッチ) ........72
Ctrl Set 1～6 Depth
(コントローラーセット1～6デプス) ...........................72
Ctrl Set 1～6 Dest
(コントローラーセット1～6デスティネーション) ........72
Ctrl Set 1～6 Src
(コントローラーセット1～6ソース) ...........................71
Cubase .................................................................24
CUTOFF (カットオフ) .............................................30
Cutoff (カットオフ) ..............................68, 76, 85, 96
Cutoff Key Follow
(カットオフキーフォローセンシティビティー)  ...........77
Cutoff Offset 1～4 (カットオフオフセット1～4) ....79
Cutoff Velocity Sens
(カットオフベロシティーセンシティビティー)  ......76, 85

D
DAW .....................................................................22
DC IN端子 .......................................................12, 13
DECAY (AEGディケイタイム) .................................30
Decay (アンプリチュードEG ディケイタイム)  ...........96
Decay (フィルター EG ディケイタイム) ....................96
Delay (ディレイ) ..............................................59, 82
Delay Time (ディレイタイム) ..................................70
Depth (フィルターEG デプス)  .................................96
Detune (デチューン) ..............................................94
Device No. (デバイスナンバー ) .............................100
DIGITAL OUTPUT (デジタルアウトプット)端子 ........12
Distance (ディスタンス) .........................................76

Distortion (ディストーション) .................................60

DRAM ...................................................................48

Dry Level (ドライレベル) ..................................92, 97

Dual BEF ..............................................................89

Dual BPF ..............................................................89

Dual HPF  ..............................................................89

Dual LPF  ..............................................................89

E
[EDIT](エディット)ボタン ........................................11

Effect (エフェクト) ....................................72, 83, 93
[EFFECT](エフェクト)ボタン  ...................................11
EG ............................................................68, 83, 96
EG Depth (EGデプス) ......................................76, 78
EG Depth Curve
(EGデプスベロシティーセンシティビティーカーブ) 
.......................................................................76, 79
EG Depth Vel Sens
(EGデプスベロシティーセンシティビティー ) ........76, 78
Element Out 1～8 (エレメントアウト1～8) ............73
Elm Group (エレメントグループ) .............................74
[ENTER](エンター )ボタン  .......................................10
EQ ..................................................................82, 86
EQ HIGH (EQハイゲイン) ........................................30
EQ LOW (EQローゲイン) ........................................30
EQ MID (EQミドルゲイン) .......................................30
EQ MID F (EQミドルフリケンシー ) ..........................30
EQ MID Q (EQミドルキュー ) ..................................30
Equal (平均律) ........................................................87
[EXIT](エグジット)ボタン  ........................................10
Extensions for Steinberg DAW ............................24

F
F Mod (フィルターモジュレーション) ........................82
Fade in Time (フェードインタイム) ...................70, 82
Fade out Time (フェードアウトタイム) ....................70
FC 1 Ctrl No.
(フットコントローラー 1 コントロールナンバー) ......101
FC 2 Ctrl No.
(フットコントローラー 2 コントロールナンバー) ......101
Fctory Set (ファクトリーセット) ...........................103
FEG (フィルター EG)　 ...........................................78
FEG Attack (フィルター EG アタックタイム) ......68, 96
FEG Decay (フィルター EG ディケイタイム) ............68
FEG Depth (フィルター EG デプス) .........................68
FEG DEPTH (フィルター EGデプス) ........................30
FEG Release (フィルター EG リリースタイム) ..........68
Filter (フィルター ) .....................................68, 83, 96
Filter Scale (フィルタースケール) ............................79
Filter Type (フィルタータイプ) ..........................76, 85
Fine (ファインチューニング) ..............................74, 85
Fine Scaling
(ファインスケーリングセンシティビティー ) ...............74
Flanger (フランジャー ) ..........................................59
Freq (フリケンシー ) .........................................92, 96
FS Ctrl No.
(フットスイッチコントロールナンバー ) ...................101
Fx Send (エフェクトセンド) ....................................97

G
Gain (ゲイン) .............................................77, 92, 96
Gate Time Rate (ゲートタイムレート) .....................66
General (ジェネラル) ..............................................98
GMシステムオン ...................................................107
GMバンク ..............................................................27
GMボイス ..............................................................27
GTime Rate (ゲートタイムレートオフセット)  ..........68
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H
Half Damper (ハーフダンパースイッチ) .................... 81

Half Damper Time (ハーフダンパータイム) .............. 81

High Freq (ハイフリケンシー)  ........................... 71, 82

High Gain (ハイゲイン) .................................... 71, 82

Hold Time (ホールドタイム) .................................... 70

HPF (ハイパスフィルター ) ...................................... 88

HPF Cutoff (ハイパスフィルターカットオフ) ...... 77, 85

HPF Key Follow (ハイパスフィルターカットオフキーフォ
ローセンシティビティー)  ......................................... 77

I
IEEE1394 ............................................................ 19

IEEE1394 Driver (IEEE1394ドライバー ) .............. 99
Indian (インディアン) ............................................. 87
Ins A (インサーションエフェクトA) .......................... 73
Ins B (インサーションエフェクトB) .......................... 73
Ins Effect Output
(インサーションエフェクトアウトプット) ................... 85
Ins Effect Sw (インサーションエフェクトスイッチ) ... 97
Insertion Connection
(インサーションコネクション) .................................. 72

K
Key (キー) ............................................................ 84
Key Assign Mode (キーアサインモード) .................. 65
Key Mode (キーモード) .......................................... 67
Key on Delay (キーオンディレイ) ............................ 74
Key on Reset (キーオンリセット) ..................... 69, 82
Key Out (ドラムキーアウト) .................................... 83
Kirnberger (キルンベルガー ) ................................... 87
Knob Disp Time (ノブディスプレイタイム) .............. 99
Knob Sel Disp Sw
(ノブセレクトディスプレイスイッチ) ......................... 99

L
L&R Gain (L&Rゲイン) .......................................... 99
Layer 1-4 Parts (レイヤー1～4パートスイッチ)  ...... 98
LCD Contrast (LCDコントラスト) .......................... 99
LCD (液晶ディスプレイ) .......................................... 10
Level (レベル) ................................ 75, 78, 79, 85, 86
Level Key Follow
(レベルキーフォローセンシティビティー ) ................. 80
Level Key Follow Center Key
(レベルキーフォローセンシティビティーセンターキー ) 
............................................................................. 80
Level Offset 1～4 (レベル オフセット1～4) ............ 81
Level Velocity Curve
(レベルベロシティーセンシティビティーカーブ) .......... 79
Level Velocity Offset
(レベルベロシティーセンシティビティーオフセット) ... 79
Level Velocity Sens
(レベルベロシティーセンシティビティー ) .................. 79
LFO (コモンLFO) ................................................... 69
LFO (ローフリーケンシーオシレーター ) .............. 52, 81
LFO Phase Offset (LFOフェーズオフセット) ........... 70
LFO Set 1～3 Depth (LFOセット1～3デプス) ........ 70
LFO Set 1～3 Depth Offset
(LFOセット1～3デプスオフセット) .......................... 70
LFO Set 1～3 Dest
(LFOセット1～3デスティネーション) ....................... 70
LFO Set 1～3 Element Sw
(LFOセット1～3 エレメントスイッチ) ..................... 70
LFOWave (LFOウェーブ) ...................................... 81
Local Control (ローカルコントロール) ................... 100
Lo-Fi (ローファイ) .................................................. 60
Loop (ループ) ........................................................ 67
Low Freq (ローフリケンシー ) ........................... 71, 82
Low Gain (ローゲイン) ..................................... 71, 82
LPF (ローパスフィルター ) ....................................... 88
LPF12+BPF6 ....................................................... 89

M
Main 1 Ctgry (メインカテゴリー 1) ......................... 65

Main 2 Ctgry (メインカテゴリー 2) .........................65

Main Ctgry (メインカテゴリー ) ...............................68

Master (マスターエフェクト) ..................................93

MEQ (マスター EQ) ................................................92

Micro Tune Bank (マイクロチューニングバンク) .......66

Micro Tune No. (マイクロチューニングナンバー ) .....66

Micro Tune Root (マイクロチューニングルート) .......66

Mid Freq (ミドルフリケンシー ) ...............................71

Mid Gain (ミドルゲイン) .........................................71

Mid Q (ミドルキュー)  .......................................71, 97

MIDI ......................................................................99

MIDI In/Out (MIDIイン/アウト) ...............................99

MIDI IN/OUT端子  ...................................................12

MIDI Soft Thru (MIDIソフトスルースイッチ)  ...........100
MIDI Sync (MIDIシンク) .........................................99
MIDI端子 ................................................................18
MIDIチャンネル ................................................18, 35
MIDIについて .......................................................105
MIDIポート ............................................................18
MIDIマスターボリューム ........................................107
Misc (その他) .........................................................61
mLAN 1、2 (IEEE1394)端子 ................................12
mLAN Gain (mLANゲイン) .....................................99
mLAN In (mLANインプット) ...................................91
mLAN monitor (mLANモニタースイッチ) ................98
mLAN16E2 ..................................................12, 108
Mono / Poly (モノ/ポリ) ..................................65, 95
Mono / Stereo (モノ/ステレオ) ..............................92
MOTIF-RACK XSエディターを使う ..........................23
[MULTI](マルチ)ボタン ...........................................11

N
Name (ウェーブフォームネーム) ........................73, 84
Name (ネーム) .....................................47, 65, 83, 91
Name (ボイスネーム) ..............................................65
Name (マルチネーム) ..............................................91
Note Limit (ノートリミット) ...................................74
Note Limit Lo/Hi (ノートリミットロー /ハイ) ....67, 95
Note Shift (ノートシフト) ...........................65, 94, 98
Number (ウェーブフォームナンバー ) .................73, 84
Number (ナンバー ) ................................................94

O
Octave Range (オクターブレンジ) ..........................67
Octave Shift (オクターブシフト) .............................67
OSC (オシレーター)  ...............................................73
OUTPUT L/MONO、R
(アウトプット左/モノラル、右)端子 ....................12, 13
Output Select (アウトプットセレクト) ........85, 92, 95

P
PMod (ピッチモジュレーション) .............................82
PAN (パン) ............................................................30
Pan (パン) .....................................65, 80, 86, 91, 94
Param. with Voice (パラメーターウィズ ボイス) ......94
Part EQ (パートEQ) ...............................................96
PB Range Lower (ピッチベンドレンジロワー ) ...65, 94
PB Range Upper
(ピッチベンドレンジアッパー)  ............................65, 94
PEG (ピッチEG) .....................................................75
Phase (フェーズ) ...................................................69
Phaser (フェーザー)  ..............................................60
PHONES (ヘッドフォン)端子 ............................10, 13
Pitch Key Follow
(ピッチ キーフォローセンシティビティー)  .................75
Pitch Key Follow Center Key
(ピッチ キーフォローセンターキー)  ..........................74
Play Mode (プレイモード) ....................65, 69, 83, 94
Porta Lgt Slope (ポルタメントレガートスロープ) .....66
Porta Mode (ポルタメントモード) .....................65, 95
Porta Sw (ポルタメントスイッチ) ............................65
Porta Sw (ポルタメントパートスイッチ) ...................95

Porta Time (ポルタメントタイム) ......................65, 95

Porta Time Mode (ポルタメントタイムモード) .........65

PORTAMENTO (ポルタメントタイム) ......................30

Power on Mode (パワーオンモード) ........................98

Preset (プリセット) .................................73, 93, 103

Prg Change Sw (プログラムチェンジスイッチ) .......100

PureMajor (純正律<長調>) ......................................87

PureMinor (純正律<短調>) ......................................87

Q
Q (キュー ) .......................................................82, 92

QS 1～3 Arp MIDI Out Sw
(QS1～3 アルペジオセットアップMIDIアウトスイッチ) 
...........................................................................100
QS 1～3 Clock Out (QS1～3 クロックアウト) ......100
QS 1～3 Local Control
(クイックセットアップ1～3 ローカルコントロール) ..100
QS 1～3 MIDI Sync (QS1～3 MIDIシンク) ...........100
Quantize Strngth (クオンタイズ ストレングス) ........67
Quantize Value (クオンタイズバリュー ) ..................67
Quick Setup (クイックセットアップ) .....................100

R
Random (ランダム) ................................................74
Random Pan (ランダムパン) .............................80, 86
Random SFX (ランダムSFX) ..................................68
Random Speed (ランダムスピード) .........................69
RB Ctrl No. (リボンコントロールナンバー ) .............101
Rcv Sw (レシーブスイッチ) .....................................97
Recall ...................................................................24
Receive Bulk (レシーブバルク) ..............................100
Receive Ch (レシーブチャンネル) ............................94
Receive Note Off (レシーブノートオフ) ...................84
Release (AEG リリースタイム) ...............................96
RELEASE (AEGリリースタイム) ..............................30
Release (FEG リリースタイム)  ................................96
RESONANCE (レゾナンス) .....................................30
Resonance (レゾナンス) ......................68, 77, 85, 96
Resonance Velocity Sens
(レゾナンスベロシティーセンシティビティー ) ............77
Reverb (リバーブ) ......................................59, 73, 93
REVERB (リバーブセンド) ......................................30
Reverb Ins Send (インサーションリバーブセンド) ....84
Reverb Pan (リバーブパン) ...............................72, 93
Reverb Return (リバーブリターン) ....................72, 93
Reverb Send (キーリバーブセンド) ....................84, 85
Reverb Send (リバーブセンド) ....................72, 92, 97
REV-X ...................................................................61
RPN (レジスタードパラメーターナンバー ) ..............106

S
Scaling Pan (スケーリングパン) ..............................80
Segment
(EGタイムベロシティー センシティビティーセグメント) 
.................................................................75, 78, 81
[SELECT](セレクト)ボタン  ......................................11
SFX Key on Ctrl
(ランダムSFX キーオンコントロール) ........................68
SFX Vel Offset
(ランダムSFX ベロシティーオフセット) .....................68
Shape (シェイプ) ...................................................92
Speed (スピード) .............................................69, 81
Step Value 1 - 16 (ステップバリュー ) ...................71
[STORE](ストア)ボタン  ..........................................10
Studio Connections .............................................24
Studio Manager V2 ..............................................23
Sub 1 Ctgry (サブカテゴリー 1) ..............................65
Sub 2 Ctgry (サブカテゴリー 2) ..............................65
Sub Ctgry (サブカテゴリー ) ...................................68
Sustain (AEG サステインレベル) .............................96
SUSTAIN (AEGサステインレベル) ...........................30
Swing (スイング) ....................................................67
Switch (スイッチ) ....................................73, 93, 102
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Sync Qntz Val (シンククオンタイズバリュー) .......... 91

T
Tech (テック) ........................................................ 60

TEMPO (アルペジオテンポ) ..................................... 30

Tempo (ディレイ テンポ) ........................................ 74

Tempo Speed (テンポスピード) .............................. 69

Tempo Sync (ディレイ テンポシンク) ...................... 74

Tempo Sync (テンポシンク) ................................... 69

Time (タイム) ...................................... 75, 78, 80, 86

Time Key Follow
(EGタイムキーフォローセンシティビティー ) ....... 76, 79

Time Key Follow Center Key
(EGタイムキーフォローセンシティビティーセンターキー ) 
....................................................................... 76, 79
Time Vel Sens
(EGタイムベロシティーセンシティビティー ) ............. 81
Time Velocity Sens
(EGタイムベロシティーセンシティビティー ) ....... 75, 78
Transmit Ch
(ベーシックトランスミットチャンネル) .................... 102
Tremolo & Rotary
(トレモロ&ロータリースピーカー)  ............................ 60
Trigger Mode (トリガーモード) ............................... 68
Tune (チューン) ......................................... 74, 85, 98
Type (EQタイプ) .................................................... 82
Type (アルペジオタイプ) ......................................... 68
Type (タイプ) .................................... 73, 76, 93, 103

U
Unit Multiply (ユニットマルチプライ) ....................... 67
USB TO HOST端子 ................................... 12, 17, 18
USB-MIDIドライバー .............................................. 17
User LFO Cycle (ユーザー LFOサイクル) ................ 70
User LFO Slope (スロープ) .................................... 71
User LFO Template (テンプレート) ........................ 71
[UTILITY](ユーティリティー )ボタン ......................... 11

V
Vallot&Yng (バロッティ &ヤング) ........................... 87
VCM
(Virtual Circuitry Modeling/仮想回路モデリング) ..... 61
Vel Cross Fade (ベロシティークロスフェード) ......... 74
Vel Rate (ベロシティーレートオフセット) ............... 68
Vel Sens
(ピッチベロシティーセンシティビティー ) ............ 74, 85
Vel Sens Depth
(ベロシティーセンシティビティーデプス) ................... 95
Vel Sens Offset
(ベロシティーセンシティビティーオフセット) ............ 95
Velocity Limit (ベロシティーリミット) ..................... 74
Velocity Limit Lo/Hi
(ベロシティーリミットロー /ハイ) ...................... 67, 95
Velocity Mode (ベロシティーモード) ....................... 67
Velocity Rate (ベロシティーレート) ........................ 66
Velocity Sens (ベロシティーセンシティビティー)  .... 85
Voice (ボイス) ....................................................... 94
Voice Elm Pan (ボイスエレメントパン) ................... 94
Voice MEF (ボイスマスターエフェクト) ................. 102
Voice MEQ (ボイスマスター EQ) ........................... 103
Voice MIDI (ボイスMIDI) ...................................... 102
Voice mLAN (ボイスmLAN)  ................................. 102
Voice with Arp (ボイスウィズアルペジオ) ................ 96
[VOICE](ボイス)ボタン ........................................... 10
VOLUME (ボリューム) ............................................ 30
Volume (ボリューム) ............................ 65, 91, 94, 98
[VOLUME](ボリューム)ノブ .............................. 10, 14

W
Wah (ワウ) ............................................................ 60
Wave (ウェーブ) .................................................... 69
Wave Bank (ウェーブフォームバンク) ................ 73, 84
Werckmeist (ヴェルクマイスター ) .......................... 87
Width (ウィズ) ....................................................... 77

X
XA Control (XAコントロール) .................................73

XA機能
(エクスパンデッドアーティキュレーション機能) .........51

ア
アウトプットセレクト一覧表 .....................................90

アクセントフレーズ .................................................55

アクティブセンシング(FEH) ...................................107

アタックタイム(コントロールナンバー73)  ...............106

アルペジオ .......................................................40, 53

カテゴリー ..................................................53

サブカテゴリー ..........................................53
アルペジオタイプ ....................................................55

ドラムボイス用 ..........................................55

ノート以外のイベント ................................56

ノーマルボイス用 .......................................55
アルペジオタイプリスト .......................................8, 54
アルペジオネーム ....................................................54
アルペジオのテンポ ...........................................43, 55
アルペジオ部 ..........................................................53
アンプリチュード ....................................................52
アンプリチュードスケーリングの設定例 .....................90

イ
インサーションエフェクト ........................................57

エ
エクスプレッション(コントロールナンバー11)  ........106
エディットバッファー ..............................................48
エディットマーク ....................................................31
エフェクト1デプス(リバーブセンドレベル)
(コントロールナンバー91)  ....................................106
エフェクト2デプス(コーラスセンドレベル)
(コントロールナンバー93)  ....................................106
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ユーザーサポートサービスのご案内

■ ユーザー登録のお願い
弊社では、ユーザーの方々をサポートし、関連情報をご提供するた
めに、本製品をご購入いただいたお客様にユーザー登録をお願いし
ております。ユーザー登録手続きは、下記ヤマハホームページより
お願いします。

*ユーザー登録には、製品本体のシリアル番号(SER No.)が必要になります。

■ 住所/氏名/メールアドレスの変更(同一使用者の範
囲内)

ご登録いただいた「ご住所」、「お名前」、「メールアドレス」などを
変更された場合は、上記ヤマハホームページよりお手続きください。

■ 質問の受付
ヤマハデジタル製品は、常に新技術/高機能を搭載し技術革新を進
める一方、お使いになる方々の負担とわずらわしさを軽減できるよ
うな製品づくりを進めております。また取扱説明書の記載内容も、
よりわかりやすく使いやすいものにするため、研究/改善いたして
おります。

しかし、一部高機能デジタル製品では、取扱説明書だけでは説明し
きれないほどのいろいろな知識や経験を必要としてしまうものがあ
ります。

実際の操作に関して、基本項目は取扱説明書に解説いたしております
が、「記載内容が理解できない」、「手順通りに動作しない」、「記載が
見つからない」といったさまざまな問題が起こる場合があります。

そのようなお客様への一助となるよう、弊社では音楽制作機器相談
窓口を開設いたしております。

お気軽にご利用いただきますようご案内申し上げます。

お問い合わせの際には、「製品名」、「シリアル番号(SER No.)」を
お知らせください。

付属DAWソフトウェアについては、6ページをご参照ください。

■ ご購入に関するお問い合わせ先

国内営業本部 EKB・LM営業部企画推進室
〒108-8568 東京都港区高輪2-17-11

TEL. (03) 5488-5430

PA･DMI 事業部 DMIマーケティング部DEグループ
〒430-8650 静岡県浜松市中区中沢町10-1

*都合により、住所、電話番号、名称、営業時間などが変更になる場合がござ
いますので、あらかじめご了承ください。

ヤマハホームページ 
http://www.yamaha.co.jp/product/syndtm/

お客様コミュニケーションセンター
音楽制作機器相談窓口

携帯電話、PHS、IP電話からは 053-460-1666
営業時間: 月曜日～金曜日10:00～18:00、

土曜日　10:00～17：00
（祝日およびセンター指定休日を除く）

メールでのお問い合わせ 
http://www.yamaha.co.jp/support/music-production/
index.html

* 営業日や営業時間を変更させていただく場合がございます。
あらかじめご了承ください。

※一般電話、公衆電話からは、市内通話料金でご利用いただけます。 

0570-015-808ナビダイヤル 
(全国共通番号)

ヤマハデジタル楽器･DTM製品ホームページ 
http://www.yamaha.co.jp/product/syndtm/

ヤマハマニュアルライブラリー 
http://www.yamaha.co.jp/manual/japan/

あなたの音楽生活をフルサポートミュージックイークラブ  
http://www.music-eclub.com/

お客様サポート&サービス 
http://www.yamaha.co.jp/support/
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保証とアフターサービス

サービスのご依頼、お問い合わせは、お買い上げ店、またはヤマハ
修理ご相談センターにご連絡ください。

● 保証書
本機には保証書がついています。

保証書は販売店がお渡ししますので、必ず「販売店印・お買い上げ
日」などの記入をお確かめのうえ、大切に保管してください。

● 保証期間
お買い上げ日から1年間です。

● 保証期間中の修理
保証書記載内容に基づいて修理いたします。詳しくは保証書を
ご覧ください。

● 保証期間経過後の修理
修理すれば使用できる場合は、ご希望により有料にて修理させてい
ただきます。

下記の部品については、使用時間や使用環境などにより劣化しやす
いため、消耗に応じて部品の交換が必要となります。消耗部品の交
換は、お買い上げ店またはヤマハ修理ご相談センターへご相談くだ
さい。

● 補修用性能部品の最低保有期間
製品の機能を維持するために必要な部品の最低保有期間は、製造打
切後8年です。

● 持込み修理のお願い
まず本書の「困ったときは」をよくお読みのうえ、もう一度お調べ
ください。

それでも異常があるときは、お買い上げの販売店、または最寄りの
修理品お持ち込み窓口へ本機をご持参ください。

● 製品の状態は詳しく
修理をご依頼いただくときは、製品名、モデル名などとあわせて、
故障の状態をできるだけ詳しくお知らせください。

◆ 修理に関するお問い合わせ

ヤマハ修理ご相談センター

携帯電話、PHS、IP電話からは TEL 053-460-4830

受付時間 月曜日～金曜日 9:00～18:00、
土曜日 9:00～17:00
（祝日およびセンター指定休日を除く）

FAX 053-463-1127

◆ 修理品お持込み窓口
受付時間 月曜日～金曜日 9:00～17:45

（浜松サービスステーションは 8:45～17:30）
(祝日および弊社休業日を除く)

* お電話は、ヤマハ修理ご相談センターでお受けします。

北海道サービスステーション
〒064-8543
札幌市中央区南10条西1丁目1-50 ヤマハセンター内
FAX (011) 512-6109

首都圏サービスセンター
〒143-0006
東京都大田区平和島2丁目1-1 京浜トラックターミナル内14号棟A-5F
FAX (03) 5762-2125

浜松サービスステーション
〒435-0016
浜松市東区和田町200 ヤマハ(株)和田工場内
FAX (053) 462-9244

名古屋サービスセンター
〒454-0058
名古屋市中川区玉川町2丁目1-2 ヤマハ(株)名古屋倉庫3F
FAX (052) 652-0043

大阪サービスセンター
〒564-0052
吹田市広芝町10-28 オーク江坂ビルディング2F
FAX (06) 6330-5535

九州サービスステーション
〒812-8508
福岡市博多区博多駅前2丁目11-4
FAX (092) 472-2137

*名称、住所、電話番号などは変更になる場合があります。

消耗部品の例
ボリュームコントロール、スイッチ、ランプ、リレー類、
接続端子など

※一般電話、公衆電話からは、市内通話料金でご利用いただけます。 

0570-012-808ナビダイヤル 
(全国共通番号)
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